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本 資料 は,わ が 国 に おげ る情 報 化 基 盤 の整 備.情 報 処理

拾 よび情 報 産 業 の振 興 等 に 関 す る問題 点 と対 策 に つ い て検

討 す るた め に.各 界 の有 識 者 よ り提 言 い た だ きま した御 意

見 を取 纏 め た もの です 。

㌔

…

この資料は,日 本自転車振興会から競輪収益の一部である機械工業振興資金の補助

を受けて作成 したものであります。
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1情 報化のための提案

1.提 案の諸 前提

(1)長 期的戦略的 に見た 場合、現在 の石油危機はわが国産業構造 の改革、

消費生活のパ ター ンの 変革 、国民 意識 の改革、 各種の社会問題 の解決 等

省資源型社会へ の転換 のための好機 であるo

石油危機 はわが国 に深刻 なエネルギー不足 を もたら しては い るが、他

方 で石油危 機を契機 と して、 わが国 が膨大 な外 圧 とい う社会 的 エネル ギ

ーを入手 しつつ ある ことを忘 れ るべ きではない。 この外圧 の エネル ギー

を 日本社会 の転換 の動 力源 と してた くみに活用す る発想 が今 日ほ ど必要

な時は ないで あろ う。 なぜ な らば、 過去の歴史的経験 にて らしてみて も、

日本社会はその重要 な転換期において常に外圧 のエネル ギーをた くみ に

活用 して きた経験 を もつてい るか らで あるo

(2}資 源 エネル ギー多消費社会 か ら省 資源型社会 への転換 の必要性 に関す

る議論は、 現状では、 まだ、 極めて消極的 でグルー ミイな性 格をお びて

teり 、長 期的な展望を欠いてい るoそ のため、 省 資源型 の社 会が単 なる

「節約の時代 」や 「耐乏生活 」へ の復帰 と して把 握されてい る。 日本 は

省資源 の努 力を通 じて実 現す る新 しい社会について より積極 的、 創造的

な長期構想 を必要 としている。 省資源型社会 が 消極的 な停滞 社会 では な

く、活 力ある福祉国家、新 しい型 の豊か な社会、高度 の選択性 を もつた

自由と調和 のある成熟社会 であ りうるためには、情報化戦略 が不 可欠の

重要性 を持つo従 来の資 源エ ネル ギー多消費型の繁栄 のあ り方 と、使い

すて的 な生活 様式 を再検討 し、豊か さの質 を高 度化 し、生活 の質

(OualityofLife)を 再発見 し、創造 してい くためには、、情報

化 との関連 を考案 す る こ≒が不可欠 である。 そ して、 この よ うな"豊 か

さの質 の再検討 袖は、産業構造、生活構造、貿 易構造の三分野 における

三位一体 の転換が必要 で あり、 この意味で総 合的な トー タル ビジョンを

必要 としている。 と同時 に、 この転換 に際 しては、 日本 にお けるイ ンダ

ス トリア リズ ムの過去、現在、未来 の長期展望 に もとついた発想 の転換

が要請 され てい る。 資源 。環境 の制約条件、豊 かさの質の再検討♪ 国際
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環=境 の変 化 等 か ら、 新経 済 社会 発展 計 画 、:新全 国 総 合 開 発 計 画 、 日本 列

島 改造 論 、70年 代 の通 商 産 業 政 策、 な どの 既 存 の諸 計 画 、 諸 構想 はい'

つ れ も根本 的 な 見 直 しの 必要 にせ ま られ てい るo従 来 の重 化学 主業 化 の

国 内 戦 略 、 国 際戦 略 を慎 重 に再検 討 しつつ 、 新 しい情 報化 戦略 を提 起 す

る こ とは 、 転 換 期 の 時 代 の 急務 で$るo'1 、'

(3)長 期 的 総 合 的 視 野 に基 づ く新 しい情 報 化 戦 略 を提 起 してい くた め には 、

従 来 の い わ ゆ る情 報 化 社 会 論 の もつ 弱点 を綿 密 に再 検 討 して お くことが

必 要 で あ ろ うoこ れ ま での 情 報化 社 会 論 に は 少 く と も次 の5つ の 弱点 が

内包 され て い た ま うに思 わ 九 る○ そ の 第1は 、 情 報 化 社会 の 多重 構 造 な

い しは 重 層 構 造 の 解 明が 不十 分 で あつ た点 で あ る○周 知 の よ うにい わ ゆ

'る情 報 化 社 会 論 は
、 脱 工業 化 社会 論 と結 び つ い て、工 業 イビ社会6次 の段

階 の 社会 の モ デル と して歴 史 的 に提起 され て ぎ た○ この よづ に情 報化 社

会 論 が、 前 産 業 社 会( ,preIndu'strial-Society)か ら産 業社

会 ぱ 。d。St,i。IS。ci。{y)1、 産 業 社 会 の 次 の段 階 の社 会G。,t'

IndustrialSociety')と い う発 展 段階 論 的 な枠 組 の 中 で発 想 さ

れ て い た た め に、『しば しば極 め て平 板 な、 直 線 的 な移 行 と して理 解 され

て しま うとい う欠点 を持 っ て い たo農 業 社会 の 中 か ら産業 革 命 を通 じて

工 業 社 会 が発 展 して くる過程 に おい て も、 農 業 に 工業 が 全 面 的 に とつ て

か わ つ た わ げ では ない し、 い わ んや 産 業革 命 と同時 に農 業 が不 必 要 と な

リ工 業 の み の 社 会 が 形成 され た わけ で もな い○ 産 業構 造 上1農 業 部 門 と

工業 部 門 の 間 のX字 交差 が 生 じ農 業 と工 業 の 比重 が 逆転 ず る のは 、 工業

・化 が か な り進 ん だ 段階 の の ち め こ とで あ るoこ の よ う'に、 工 業 社 会 に お

い て も農 業 と工 業 とは 産 業構 造 の中 で複 雑 な重 層 構造 を な して今 日に お

よん でい る。 これ と同様 に、 情報 化 社 会 へ の 転換 ない しは脱 工 業 社 会へ

の 転 換 と同 時 に、 工 業 が な くな る とか 、 工 業 が い らな くな る とか 、'あ る

い は 従来 の 工 業 に か わつ て 情報 産 業 が 全 産 業 を支 配 す る か ゐ よ うに考 え

る こ とは 全 くの 誤 りで あ る○ 現実 に進 行 して い る過程 は新 た に発 生 じ発

達 して きた 情 報 部 門 が既存 の農 業 部 門 、 工 業 部 門 、 サ ー ビス部 門等 との

間 に新 しい 重 層 構 造 を生 み だ しなが ら産 業 構 造 全 体 の 再 編成 を ひ き起 し

てい る こ とに あるoこ の 重層 構 造 を的 確 に把 握 して い くた め には、・産 業
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構 造 、 職 業 構 造 、 企 業 構 造 、 生 活構 造、 貿 易構造 、 等 の 多面 的 な角 度 か

ら総合 的 に構 造 分 析 を 加 え て い くむ どが 重 要:であ る。 び ＼ 』二:、:イ‥

従 来 の 情 報 化 社 会 論 の 第2の 弱点 は 情報 化 に伴 う・vイ ナ ス の副 次効 果

に対 する 分析 ど対 策 が 不 十 分 で あった 点 で あ る。情 報 化 の もた ら し うる

巨 × な プ ラズ の 可能 性 と同 時 に、 そ の 限 界や 予想 され る い くつか の マイ

ナ ス の 副 次効 果 な い しは 副 次的 影 響 を十 分 に検 討 し、 これ を防 止 す る対

策 を ¶t事前 的 。(ex『ante)に 講 じてお'く 已 どが 必要 で あ る。 社 会 シ

ス テ ムは 、 高 次 で 多重 な非 線 型 の フ ィー ドバ ックル 」弓プ を持 つ た"複 雑

シ ス'テム 。で あ るo新'し い 技術 や社 会 変化 の もた らす第1次 的 影響 が仮

に 望 ま しい もの で あつ た と して も、 そ れが 複 雑 な 社会 の フ ィー ドバ ンク

ル ーtプを通 じて もた らす 第2次 的 、 第3次 的影 響 は必 らず しも望 ま しい

もの で あ る とい う保 証 は な い。 ま た、 部 分 的短 期 的 に望 ま しい結果 を掩{

た らす 技術 や 社 会変 化 が 、 全 体 的長 期 的 に み て望 古 しか らざゐ'結 果 を も

た らす場 合 が い く らで も あ り うる○ 技 術 の分 野 に お け る テ グ ノ ロ ジ7ア

セス メ ン・トが 強 調 され る よ うに なつ た背 景 に は、 この よ うな社 会 シ ステ

ムの複 雑 性 の認 識 が 存 在 して い る と考 え られ るが
、 情 報 化 は 特 に社 会 的

コ ミユ』ニ ケー シ ヨン全 体 に大 きな影 響 を もた ら し
、 文化 、 心 理 、 人 間性

へ の影 響 を無 視 す る'こと の で きない 技 術 上
、 社会 上 の革 新 で あ るが 故 に、

そ の総 合 的 な事 前 のア セ ス メ ン トは 決定 的 な重 要 性 を もつ もの とい わ な

け れ ば な らないo"e'・'.の点 に おけ る十 分 な解 明が 情報 社会 化 計 画 の提 案 の

た めの 重要 な前提 とな らな け れ ば な らな い○'

従 来 の情 報 化 社 会 論 の第5の 弱 点 は 、 それ が コ ン ビ・=・'一夕そ の他 の情

報機 器 な い しはハ ー ドな情 報 シス テ ム とい う道具 中心 の 議 論 に な り・が ち

で あ り、 情 報 供 給 者 主 導 型 の議 論 で あ る場 合 が 多か った こ とで あ る
。 情

報化 の そ の 後 の 発 展 を考慮 に'入れ た 場合 、 情 報化 の 議 論 は 従 来 の 道具 中

心 か ち社 会 的 ニー ズ 中心 の 議 論 へ、 供給 者 主 導 型か らユ1- ,V"rオ リエ ン

テ イ ドな もの へ、 ハ ー ド中 心 か らソ フ ト中心 の ものへ と適 切 な重 点 移 動

を行 っ てい か なけ れば な らな しへoそ の ことに よつ て、 い わ ゆ る情報 化 社

会 論 が もつ て い た ハー ド中心 の か たい イ メー ジを人 間 中心 の 高度 に文化

的 な社 会 の イメ ー ジに イ メ ー ジ チ ェ ン ジさせ て い く ことが 重 要 で あ るo
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従来の情報 化社会論の第4の 弱点 は、 日本型情報化社会 の特質 に関す

る研究 と解 明ゐ努力が十分でなかつた点に あるo産 業革 命 を通 じて形成

され た工業社会が、そ れぞれの文化 圏に固有の特質 を持つ ようになつた

の と同様 に、情報化 の進展 した社会 も、それぞれ の国民性 や文化圏に固

有 の特質や個性 を持 つ ことになるで あろ う。 む しろ情報化社会が 多様 で

自由な個性的 社会 を志向する ものであるな らば国際的 にみ て も、各国 の

情報化 社会 はそれぞ れに固有 の個性 を生かす方 向で設計 されなければな

らないo日 本 型情報化 社会 の特質 を どの ように考 え、 どこに求めてい く

か、 この点 の考察が情報 社会化計画の立案 に際 して十分 に考慮 されなけ

ればな らないo

第5の 従来 の情報化 社会論 の弱点は、情報化 社会へ の移行のための戦

略論、綿 密な投 資計画が不十分 であつた点にあ るoお よそすべ ての社会

変化や組織革 新はさま ざま な社会的摩擦 と新 しい社会 問題 をひ きteこ すo

また、 転換 はその転換に よつて既得権 を奪 われる ものか も知れない旧社

会層のさま ざまな抵抗 と被害者意識 に直面す ることとな らざるを得 ない .

であろ うoこ の よb.,k問 題 をた くみに解決 しなが ら、長 期的な情報化 を

進 めてい くためには、我 々は戦略 的な発想 に基づ く投資計画の具体化 に

早急に取組 まなければ な らない。4970年 代の 日本は100年 前の明

治維新期 に匹敵す るあるいはそれ をは るかに上 回る転換期に直面 してい

るoこ の よ うた時期 に必要 な ことは国家百年 の計を展望 の中 に入れた情

報化 のための国際 的、国 内的戦略 を打 ちだす ためにすべ てのブ レーンパ

ワーを結集 す る ことであろ うoと れ らのブv－ ンパ ワーの結果 を通 じて、

解明 され るべ き主要 な問題領域 の中には少 な くとも次の よ うな ものが含

まれ なけ れ ば な らないo

①

②

⑤

④

人的 資源、知的 資源開発のための長期的総合 的な戦略

情報化 に よる生活の質 の改善、福 祉の拡充 のための戦略

情報化 に よる産業構造の転換 と新 しい主導産業 の確 立のための戦 略

多様化 と多元主義 を前提 とした高度選択社会におけ る自由 とコン ト

ロール の 最 適 化 の た めの 戦 略

⑤ 資源 。環 境 人 口問題 な ど地 球規 模 の制 約 条 件 の 中 で ナ シ ョ ナル 。イ
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ンタレス トを どこに求め、 また、 それをいかに強化 してい くかに関す

る国 際的 な国家安全保障戦 略

な どで あるo

(4)こ の よ うな総 合的長期的 な戦略は、情報化 のための投資計画 として綿

密 に具体化されていか なければ な らないo情 報化投資計画は短期、 中期、

長期の3段 階に分けてそ の綿密 な相互連 関の中に構想され なければ な ら

ないo

当面の緊急課題 を解決 す るための プ ロジェク ト、長期的な情報化 進展

を促 すための先導的志向の プ ロジェク ト、'情報化 のための基 盤整備 につ

らな る大規模 な情報化のための先行投資計画等が情報化投 資計画の中 に

整合 性 を もつて位置 づけ られ る必要が ある○

2情 報 化 の 将来 ビジ ョン .(基 本 構 想)

(1)石 油 危 機 の 経験 か ら学 ぶ べ き こ とがgjく と も3つ あるo

そ の 第1は 日本 が これ ま で の よ うな 資 源 多消費 型 の繁 栄 、 使 い捨 て の

生 活 様 式 を続 け てい くこ とは で きな い し、 ま た 、そ れ が望 ま しい こ とで

もな い とい うこ とで あ る。 この危 機 の衝 激 力 を活用 して む しろ 日本 は 、

省 資源 型 の社 会 、 省資 源型 の 技 術、 生 産 構 造 、 生活 用 式 等へ の 転換 の テ

ン ポ を一 層 加速 しなけ れ ば な らない 。 周 知 の よ うに、 日本 は 資 源 を ほ と

ん ど もた な い国 で あるo原 油 、 原 木 、 穀 類 、 鉄 鉱 石、 銅 鉱 石 、 石 炭 、 ニ

ッケ ル 鉱 、 マ ン ガ ン鉱 な どの 各 主 要 資源 に 関 して 日本 は い ず れ も輸 入 額

順 位 が 世 界第1位 の座 を しめ て い る○ 主 要 資 源 の海 外依 存 度 をみ て も石

油99.7%、 アル ミニ ウム100%、 鉄 鉱 石87.9%、 銅75.6%、 原

料 炭78.5%な ど とい うよ うに、 主 要 資源 の8～9割 を海 外 か らの 輸 入

に 依 存 して い る現 状 で ある。 他 方、 日本 は 世 界 の粗 鋼総 生 産 量 の20%

を 生 産 し、 船 舶 の 世 界総 生 産 量 の50%、 ラ ジオ の40%、 テ レビの30

%、 自動 車 の30%、 合 成 繊 維 の20%を 日本一 国 で生 産 す る とい う驚

異 的 な重 化 学 工 業 の 水準 に達 して い る。 も し も 日本 が従 来 の繁 栄 の パ タ

ー ン を この ま ま持 続 しよ うとす るな らば、 日本 は1985年 ま で に現 在

の3～5倍 の資 源 を海外 か ら輸入 せ ざ るを得 ない し、3～5倍 の 輸 出市
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場 を海 外 に求 め ざるを得 な くな る こ と とな ろ うoこ の こ とは 単 に地 球 の

有 限 性 と抵 触 す るの み な らず 、 そ れ よ りもは るか 以 前 に海 外諸 国 との 深

刻 な経 済 的 摩 擦 を 惹 起 せ ざ るを得 な い。 ロー マ ク ラブがMITに 委 託 し

て行 なっ た報 告 書tt成 長 の 限 界 。(The・LimittoGroueth)を

引 き合 い に 出 して い うな らば、 この成 長 の限 界は い わば二 重 底 なの で あ

る〇一この二 重 底 のい わ ば 深い 方 の底 には ロー マ ク ラブが指 摘 し続 け て き

た よ うな 資 源、 環境 等 の 地球 の 自然的 制 約 条 件 が 横 た わっ て い るoし か

し、、こ うした地 球 の 自然的 制 約 条 件 とい う深 い 底 にい た る は るか 以 前 の

の と ころ に い わば二 重 底 の浅 い底 が存 在 してい るoそ れは 、 社 会 的 制 約

条 件 と もい うべ き もの で あ るo現 在 の 石 油危 機 が 石 油 の枯 渇 とい う地 球

の 自然的 制 約 条 件 の は るか以 前 の と ころ で国 際 的 な政 治 、 外 交 上 の問 題

と結 びつ い てOAPECに よる'石油 の 輸 出規 制 とい う形 で$・ こつ てい る

と とは、 この こ とを端 的 に 示 して い るoこ の よ うに国 際 関係 か らす る社

会 的 制 約条 件 あ るい は 国 内 的 な諸 要 因 か らす る社 会 的制 約 条 件 が成 長 の

限界 とな る可 能 性 を もつ て 我 々の 前 に立 ちは だか っ てい る○ 日本 は この

よ うな 自然 的社 会 的 制 約 条件 を十 二 分 に 考慮 しつつ 、一 方 で 現 実 的 な経

済 外交 を 展 開す る と と もに、 他 方 で省 資 源 型 社会 へ の転 換 を 社 会 生 活 の

全 領域 で 急 ピッチ に展 開 しなけ れ ば な らない○ 石 油危機 か ら学 ぶ ぺ き第

2の 教 訓 は 、 豊 か さの 再 検 討 と豊 か さの 質 に 関 す る もの で あ る○ 資 源 。

環 境 の 両 面 か ららつ て も我 々は 従 来 の よ,うな大 量 生産 。大 量 消費 に も と

つ く使 い 捨 て的 な生 活様 式 を これ 以 上 持 続 して い くこ とは で き な いo日

本 の 国 土 面 積 あた りの人 口密 度 は ア メ リカの15倍 で あ り、、面 積 あた り

の国 民 総 生 産 ぱ、 す で に アf"リ カ.の4～5倍 に 達 してお り、v日 本 列 島の

上 で 消費 され る エネ ル ギ ー量 は 面 積 当 りでみ て世 界 平均 の70倍 に も達

してい るoこ の ことだ け か らみ て も、エ ネル ギ 「や 資 源 を 多 消 費す る繁 栄

パ ター ンに 終止 符 を うち、 大 量 の エ ネ ル ギー や 資源 に必 ず レ も依存 し な

い豊 か さ の 再 発見 と.創造 へ と向 うことが 決定 的 な重 要 性 を もつ て ぐる と

い うこ とが で きる。 考 え てみ る と現在 の よ うな安 物 を大 量 に 使 い捨 て す

る生 活 様 式 は 、 昭和30年 体 中 ぱ 頃 か ら流 行 して きた俗 流 ア メ リカ流 の

生 活 様 式 で あつ て、、そ れ は決 して 日本 文化 の伝統 的 パ ター ンな の で は な
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'

1いoむ しろ伝 統 的 日本 文 化 の 中 に は 使 い 捨 て とは 全 く'反対 の生 活 態 度、

つ ま り、 よい もの を心 を こめ て 大切 に つ か うとい う価 値 観 が 脈 々 と流れ

て い るo

す ぐれた 芸術 作 品 で もあ る和 服 や 陶 芸 品、 家 具 そ の他 の生 活 の 小 道具

は親 か ら子 へ 、子 か ら孫 へ .と大 切 に伝 え られ そ こに独 特,な精 神 的 豊 か さ

の 世 界 が形 成 さ れ てい た。 あ るい は ま た茶 の湯 、生花 、 俳 句 や 和 歌 の世

界 とい つ た もの は決 して む や み や た ら とエ ネル ギー を使 う最 近 の レ 乏ヤ

ー とは 正 反 対 の極 に
,ある もの で ある。 しか も、 そ こに は俗 悪 な大 衆 レ ジ

ャー では 味 う ことの で きな い入 間 の 内面 の 深 い満 足感 とい うもの が あ る。

戦 後 の 荒 廃 と貧 困 の 中か ら再 出 発 した 日本 人 が 大 量生 産 大 量 消 費 の使

い 捨 て の ア メ リカ的 生 活 様 式 を豊 か な社会 の モ デ ル と して と り入 れ た こ

とは あ る意 味 で や む をえ な い ご とで あっ たo戦 後 の荒 廃 か ら再建 に 向 う

.過 程 で 昭和30年 代 の 日本 人 は テ レ ビ、 冷 蔵 庫 、'洗た く機 な ど戦 後 の三

種 の神 器 に 象 徴 され る耐 久 消 費 財 の家 計 に よる設備 投 資 にそ の勢 力 を集

中 したoこ う した主 要 耐 久 消 費 財 の設 備 投 資 を通 じて これ らの 耐 久 消費

財 が2,500万 所 帯 に ほぼ ゆ き わ た る と同時 に一 人 当 り国 民 所得 の 上 昇

とあ い ま つ て よ り大 型 の 耐 久 消 費 財 へ の 設 備投 資 の時 期 が 開 始 ざ れ る。

か 、クーラー 、 カ ラー テ レ ビ、 い わ ゆ る3C製 品 とい う言 葉 に 象 徴 され

る よ うに 自動 車 に対 す る家 計 の 設備 投 資 が急速 なモ ー タ リゼー シ ョン を

ひ きお こ し、そ の こ とが 交通 問 題 、 公 害 問題 、都 市 問題 を社 会 問 題 の 前

面 に 急 速 に お しあげ て くるoと 同時 に、 他 方 で戦 後 の 国 民 生 活 の 中で衣

食 住 の ろつ の基本 領 域 の うち、 最 も改 善 の 遅 れ て い る住 の領 域 に対 す る

ニ ー ズ が 急 速 に高 ま っ て くる。 さ らに この よ うな形 での物 質 的 な欲 求 充

足 と併 行 して もの ば なれ した豊 か さへ の 志 向 が強 まっ て くるoつ ま り量

か ら質 へ の豊 か さ、 物 質 的 豊 か さ か ら精 神 的 豊 か さへ の 転 換 、フ ロー の

豊 か さ か らス トック の豊 か さへ の転 換 とい われ て い る よ うな豊 か さ の質

の 転 換 が 進 行 して くる こ とに な るoこ の よ うな状 況の中 で、 石 油 危 機 と

い う外 圧 を通 じて省 資 源 型 社 会 へ の転 換 が 加 速 さ れて き てい る こと を考

慮 に 入 れ る と,き、 省 資源 型 社会 を消 極 的 で受 動的 な もの と して と らえ る

の では な く、 この 機会 に真 の豊 か さ を再 発 見 し、 創造 レて い く方 向 に 発
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想 を転 換 す る こ とが なされ なけ れ ば な らな い。 この こ とは 余 りに も明 ら

か な こ とで あ ろ うo

石 油危 機 か ら学 ぶ べ き第3教 訓 は 人間 の 心 の豊 か さに 関す る もの で あ

る。 戦 後 もの の豊 か さ に執着 しす ぎたせ い か、 日本 人 は 親 切、 思 い や り、

喜 び、 暖 か さ、 ゆ と りな どを 失 っ て しま い 、 ひ が みつ ぼ く不平 不 満 のか

た ま りと なつ て しま つ てい る○ 日本 人 の 心 は 今 や荒廃 の極 に達 してお り、

こ うしたす さん だ心 理 が欲 求 不 満 の イ デ オ ロギ ーや 、 エ ゴ イス チ ッ ク な

権 利 主 張 が 結 びつ い て欠 陥 人 間 を量 産 し、社 会 的、政 治 的 混乱 を招 い て

い る。 豊 か さ の 最 も験 な条 件 は 燗 と人 間 との心 のふ れ あい の 豊 か さ

に あ る。 我 々は 物不足 の機 会 に何 が 人 間 に とつ て 最 も大 切 な ことか を改

めて 反 省 して み るべ き であ ろ う。 石 油危 機 を一 時 しの ぎの 耐 乏 生 活 に よ

つ て対 処 し よ うと して は な ら・ないo重 要 な の は、 この 機会 に豊 か さの あ

り方 を 再検 討 し、全 国 民 的 な生 活 革 命、 意 識 革 命 に よつ て 活 力 とゆ と り

と うる 壮 い の あ る新 しい成 熟 社 会へ の展望 を 切 り開 くこ とで あ るo日 本

.人 が そ れ を よ くな し うるか 否 か、 日本 の将 来 は この成 否 にか か つ てい る'

と己 ハ 過言ではなかろ う・ ・の・うなイ固姓 活の醐 ⇔ け姓 活

の 質 の 転換 は ま た、 従 来 の 消 費 の あ り方 を根本 的 に変 え てい くこ とに な

ろ う。 極端 に 両 極 分解 した生 産 と消 費 は 、豊 か さ の再 検 討 の 努 力の 中 で

ち がつ た形 の もの に 再結 合 さ れ て い か な け れば な らな い○ 大 量 生 産 され

た製 品 を 家庭 に おい て 「消 して 」「費 す 」だ け とい う 「消 費 」の パ ター

ンに変 って家 庭は文化創造のた めの生産 の捌(変 客 していか なければ な

らな い。 豊 か さ と余暇 の増 大 は受動 的 な 消 費 にか わ つ て、 知 的 文 化 的 な

生 産 と創造 の活 動 を個人 生 活 の 中心 的 位 置 に押 し上 げ て い くこ と とな る

で あろ うo

多 様化 の重 要 性 が強 調 され て以 来 、 す で に久 しい が、 多様 化 は 今 後 の

情 報 化 の進 展 の過 程 で おそ ら く2つ の 方 向 を とつて発 展 して い くだ ろ う。

第 一 の 方 向 は、 量 産 品 の組 合 せ の 多様化 に よ る多様 化 戦 略 で あ る。 た

とえ ば 、 オ プ シ ョンの数 をふ や す こ とに よつ て レデ ィ メー ドで あ りな が

らオ ー ダ ー メー ド、 カス タ ム メー ドに近 づ げ てい く努 力、 広 義 の シス テ

ム化 の 努 力 は 、 この よ うな 方 向 で の 多様 化、 個性 化 の 戦 略 で あ る。
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戸

これ と平 行 して、今一 つの多様化の方 向が ある。それは、 家庭におけ

る文化 創造、生 活創造 を も含 めて手工芸的 な一品生産 に よる多様化、個

性化 の戦 略で ある。豊 かさ と余暇 の増大は家庭 における手 工芸 的な創造

の新 しい開花 を もた らすであろ う。その意味 で将来の産業 構造 は、一方

におけ る発達 した大量生 産の システ ムと他 方に おける時 間 と手間をかけ

た一 品生産の手 工芸的 なシステム との、新 しい二重構造 を もつた もの と

なるで あろ うし、 それが望 ま しい もの となるで あ6うo

この よ うな型の社会において、生産 と消費の両極分解 は、 ある範囲 に

おいて終焉 を とげ、消費は、人 間生命や人間生 活の創造 とい う積極的 な

活動に発展 してい くこととなるに ちがい ない。 そ して、 この ことはのち

に延 べ る ように文化的生産 の主 役 としての人間の あ.り方 や役割に再検討

を促 す こととなるで あろ うo

以上 の ことを家庭生活 におけ る情報化 と結 びつけて考察 す るな らば、

電気製品 を中心 と した耐久 消費財主導型の産業が 自動車、住宅へ と移行

した後 に、広義 の文化産業、生活 ス トック関連産業 が主導産業 の位置 に

登場 する時代 の到 来が予想 される○ これをハー ドウエアの面 か ら見るな

ら、 各家庭 の内部に高度 に発達 した情報機器が導入され る と同時 に、 こ

れ らが社会的 な各種の情報 ネ ッ トワークに よつて連結 され、 これ らのハ

ー ドウエアを利用 して各種文化 活動が営 まれ る状 況が予 想される6そ れ

と同時 に、後 に述 べ る ように こ うした情報 ネッ トワークの中を流 れる情

報 の質 の改善が大 きな課題 として登場 して くる こととなるで あろ うo

情報産業 は、 この よ うな個人生活の領域 におけ る生活 の質 の改善 と高

度化 の ニーズに奉仕 する広義 の文化産業 と しての発展 と成 熟の方向を志

向 しなければ な らないo

(2)情 報化 を通 じての生活の質 の高度化 と並 んで検討 すべ き第2の 重要 な

課題 は、生活環境 の整備、福祉 の拡充、社会 開発 に関連す る領域 におけ

る情報化 の問題 であ るo

文化的生産の主役 と しての家庭 におけ る生 活の質の改善が きわめて重

要 な位置 を しめてい る ことは疑い ないo

しか し、 こうした個人生活の領域 におけ る改善 とならんで、 社会 資本
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ス トック社 会 保 障 の拡 充 な ど、 社 会 開発 の領 域 に お い て、 問題 解 決 を必

要 と してい る数 多 くの 社 会 問 題 が ある。 医 療 サー ビス の 改善 、 住 宅、 環

境 の整 備 、 拡 充 、 福 祉 サ ー ビス の量 、 質 、 両 面 に わ た る 改善 、 問 題 解決

の た めの政 治 行 政 の 問 題 の 解決 能 力 の高 度 化 等 は、 いず れ も生 活 の質 の

改 善 とい う社 会 的 ニー ズ に 対 応 した もの で あるo医 療 、 住 宅、 福 祉 、環

境 、 教 育 、政 治 行政 な ど に関 連す る社 会 資 本 ス トック の拡 充 は 、何 れ も

これ らの社 会 資 本 ス トッ クの 社 会的 機 能 を十 分 に考 慮 した もの で なけれ

ば な ら左いoそ して、 これ らの 社会 資本 ス トックの 機 能 の 中で は 情報 機

能 、 情 報 シス テ ム と して の サ ー ビス機 能 が ます ます 大 きな比 重 を 占め る

よ うに たつ て きて お り、 社会 資本 ス トック を単 に もの の 側 面 の み か ら と

らえ て い る の で は、 もは や国 民 的 な ニー ズ に応 え る こ とは 不 可 能 な時 代

と なつ て い る こ とを銘 記 しな け れば な らた い。 この 意 味 で 、社 会 開 発 、

社会 資本 ス トック の拡 充 は情 報 化 戦 略 の一 環 と して 位 置 づ け られ ては じ

め て真 に有 効 な社 会 的機 能 を発 揮 し うる もの と な るで あ ろ う○

(3)す で に述 べ た4う に 日本 は 資源 をほ とん ど もた ない 国 で あ る○ しか し、

物 的 資 源 に恵 まれ て い ない 我 国 に とつ て唯 一 世 界 に ほ こるぺ き資 源が あ

る。 そ れ は人 的 資 源、 知 的 資 源 の二 つ で あ る。 考 え て み る と、 物的 資源

をほ とん ど もた な い 日本 が 明 治維 新以 降 、 あの よ うに驚 異 的 な高度 経済

成 長 を な しとげ、 西 欧 先進 諸 国 に追 い つ き追 い こす とい う国 家 目標 を実

現 す る こ とが で きた の は、 量質 と もに豊 富 な人 的 資 源 な らび に知的 資源

に あ る こ とは 明 白 で あ るo物 的 な 資源 の将 来 を も考 慮 に 入 れ た と き、 我

が 国'の もつ 人 的 資源 の重 要 性 は 今後 ます ます 貴 重 な もの となつ て い くで

あ ろ うっ 物 的 な 資 源 の 制 約条 件 に よつ て物 的 な側 面 にお け る輸 出 が従 来

の よ うな高度 成長 を 期待 す る こ とが 必 ず し も楽 観 を許 さ ない 今 日、 物 の

輸 出の の び を上 回 る頭 脳 力 の 輸 出 をめ ざす こ とは 我 国 に とつて 重要 な国

際 戦 略 の}つ で あ る。 つ ま り・ この こ とは ζれ ま で の文 化 、 知 識 、技 術

の領 域 に お け る輸 入 超 過 を輸 出超過 に転換 させ る とい う長 期 的 な 目標 の

実 行 とい うこ と で あ る。 そ の こ とは、 ま た 同時 に、 物 的 生 産 の領 域 に お・

け る生 産性 を 高 め、 付 加 価 値 率 を高 め、 国際 競 争 力 を 強化 す る ことに よ

つ て、 物 の 面 に おけ る国 際 競 争 に も有 利 な条 件 を 切 開 くこ とは疑 い ない〇
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o

こ うした 高度 の ブ レー ンパワ ー の開 発 に とつて 戦 略的 な重 要 性 を もつ て

い る の は、 研 究 開 発 と教 育 の二 つで あ るo研 究 開 発 の高 度 化 に あた つ て

は 、 シ ンク タン クの育 成 、 学 際 研 究 と問 題 解 決 の プ ロジ ェ ク トを中心 と

、 した 知 識 シス テ ムの再 編 成 へ の努 力が情 報 産業 の総 力 を あげ て と り組 ま

なけ れ ば な らな い。 また 、 この 努 力 を通 じて、 システ ム技術 、 シス テ ム

知 識、 人 材 の新 しい シス テ ムの 開発 な ど シス テ ム思 考 の 開発 普 及 が 重 要

で あ る。 ま た、 教 育 の領 域 に お・け る現 状 は わが 国 の 人的 資源 の将 来 につ

い て 必ず しも楽 観 を許 さ な い ものが あ るo後 に情報 環境 との関 連 で も述

べ る よ うに、 現状 で は 人的 資 源 の質 が 急 速 に悪 化 す る可 能 性 もな し と し

ないo生 涯 教 育 シス テ ムへ の 転換 を基 本 と した 全 情報 産業 を あげ ての 教

育 サー ビスの 質、 量 の拡 充 は 社会 的 な急 務 で あ る とい わ なけ れ ば な らな

い。 しか も今 日の よ うに 教 育 が 大 量 の ニー ズ を生 み 出 して い る以 上 質 の

局 い マ スエ デ ュ ケー シ ョンを供 給 し うる 体制 を作 る こ とは情 報 産 業 に と

つ て極 め て重 要 な課題 で ある。 教 育 工 学 の導 入、情 報機 器 の活 凧 各種

,の メデ ィアの 教 育 への 利 用 は教 育 の質 の改 善 に大 き な可 能 性 を持 っ て い

る。 知 、 情 、 意 の5分 野 に おけ る人 間 の能 力の 全 面 的 開花Oた め に情 報

化 を通 じて な す べ き こと は余bに も多 いの で あ'るo

(4)人 間 を と りま く情 報 環 境 は 、 構造 的 に も機 能 的 に も大 きな変客 を とげ

つ つ あ るo情 報化 に と もな う情 報 環 境 の この よ うな変化 は
、 社 会 的 コ ミ

ュ ニ ケー シ ョ ンの領 域 に 数 多 くの新 しい 問題 を発 生 させ て い る
oす で に

述 べ た よ うに情 報 化 に と もな う各種 の マ イナ ス の 副次 効果 を総 合 的 に検

討 してお く こ とは 、情 報 化 の将 来 ビ ジ ョン を構 想 して い く上 で最 も重 要

な課 題 の一 つ で あるo情 報 化 の進 展 に伴 う新 しい 情 報環 境 は、 どの よ う

な特質 を 持 っ てい る で あ ろ うかo

ま ず第 ÷ に情 報 量 の急 速 な増 加 が 指 摘 さ れ る○ しか も、 この大 量 情 報

は 高速 度 に流 れ る ため に 、 我 々は 、 この時 代 を高 速 大量 情 報 の時代 と し

て特 徴 づ け る こ と もで き る で あろ うoこ の よ うに 高速 大 量 情報 が流 れ て

い る情 報 環 境 の 中 に あつ て 現 代 人 は情 報 過 多(lnformationOver -

10ad)の 症 状 に悩 ま され て い るo周 知 の よ うに情 報 量 が増 え る とい う

こ とは 、 必 ず し も人 間 の選 択 を容易 にす る もの とは いえ な い。 む しろ一
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時性 の強い大量情報 の氾 濫は人間 と集団に方向感覚の喪失を もた ら し、

情 報過多に固有 の各種の神 経症 的障 害をひ きおこす ことになるo短 絡型

の思考方法、 狂信、極端な群衆 心理、各種 のノイ ローゼ症状、 自分 の頭

で思 考 しない で世論の動 くままに主体性な しにゆれ動 く群衆 の大量発生、

などの諸現象 はいずれ も現代人の情報処理能 力を上回 る情報過 多に起因

してい るoこ れ らの情報過 多に伴 う社 会病理的 な諸現象 を克服 してい く

ためには、 情報選択能力を高 めるための教育、選択能 力を高度 化す る よ

うな方向での情報 供給 のあり方、 受信 と発信 とのバ ランスの維 持 などの

諸分野 におけ る改善 がなされ なければ な らないo現 在の情報過多症状 は

全体の社会的 コ ミュニケー シ ョンの流 れの中で情報 の受け手に とつては

極端な受信過 多、つ ま り受信 と発信 との アンバ ランスが発生 して お り、

この受信 と発 信 との極端 なアンバ ランス が情報過 多に伴 う神経症 を悪化

させてい る最 も重 要な原因 となつてい るo従 って この受信 と発 信との ア

ンバ ランスを改善 し、各個人 に発信の機会 を提供 してい くためには現在

の よ うな一方通行の マヌメデ イア中心 の情報供給体制を双方交通的 な、

より高度 な社会的 コ ミュニ ケー ションの システムに発展 させ てい くこと

がなされ なけ れば ならないo後 にみ るよ うに この領域におけ る情報化 の

課題は極 めて多いo

第二 に情報量 の増大に伴 って提供 され る大量情報の質の劣 悪化 が著 し

い社会 問題 となつてい る。 人間 を とりま く物質 的環境の汚染が大気 汚染

水質汚濁、土壌汚染 とい う形 で問題 とされ なければな らない とす るな ら

ば、人間 をと りま く情報的環境の質 の劣悪化や汚染 に関 して も、 しか る

べ き社会 的 な批判が加え られ なけれ ばな らない。 物的な環境の汚染以上

に情報環境 の質の汚染は 人間の心 を深 くむ しばん でい くもの といわなけ

れ ばな らないoこ うした情報 汚染、'情報 公害を克服 してい くためには マ

ス コ ミと教育 の提供す る大量情報の質 を高度化 させるための情報化 の領

域 におけ る努 力が最重点努 力目標 とされ なけれぱ ならないoコ ン ピュー

タの導入、 シンクタンクとの結合、 ソフ トウエア産業の発達 に よる情報

処理能 力の高度化 などに よつて新聞、 出版、 テ レビ、放送、教育 な どの

諸領域 におけ る情報の質の改 善 と高度化 が もた らされ る可能 性は極 めて
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大 きい。 この よ うな領 域 に お け る情 報化 の ため の 努 力 な しに、 い た ず ら

に 粗 悪 な大 量 情 報 の氾 濫 を のぱ な しに したま ま で は、 情 報 化 戦 略 は 国民

の合 意 と支 持 を うる こ とは で き ない で あろ うo

第 三 に情 報 環 境 の 問題 と して 考慮 す べ きこ とは、 情 報 化 の 領域 に おけ

る 「便 利 さの 代償 」と もい うべ き問題 で あ る。 交 通 機 関が 発 達 し、 エア

コ ンデ イ シ ヨン グが整 備 され 、 洗 た く機 、 皿洗 機 、 掃 除機 な どの機 械 が

生 活 に導 入 され る こ とに よ つて 逆 に 人 間の 体 力は 低 下 し、 生 活 の意 味 が

失 わ れ てい く面 が あ る こ と を我 々は十 二 分 に配 慮 しなけ れ ば な らな いo

従 来 、 我 々は 便 利 さ を増 大 させ る こ とは無条 件 に 善 で あ る とい う暗黙 の

前提 の下 に 技術 の導 入 や 社会 の 変革 を行 っ て きたoし か し、 今 日、現 代

文 明 が 直 面 して い る問 題 は、 便 利 さ の 副産 物、 便 利 さ の副 次 的影 響 とい

う もの が 少 な か らぬ マ イナ ス を含 ん で い る こ と、 そ して これ らの マ イナ

ス を考慮 に入 れ た場 合 、 便 利 さ を無 制 限 に 拡大 してい くこ とが 必ず し も

望 ま しい こ とでは ない とい うこ とに つ いて の新 た な 自覚 の 高 ま りで あ るo

問題 をやや 極 端 化 して い え ぱ現 代文 明は 不 便 さの 効 用 に も しか るべ き再

評 価 を与 え つ つ あ る と い うこ とで あ る○ すべ ての 土 地 を都 市 化 す る こと

が決 して望 ま し くは な い よ うに、 つ ま り都 市化 しない地 域 を積 極 的 に残

す選 択 が 必要 で あ る よ うに、 ある い は また、 い た る所 に 道路 を ひ くこ と

が望 ま しい こ とな の で は な く静 か な散 歩 道 や袋 小路 や 不 便 な山 道 しか な

い よ うな地 域 を積 極 的 に残 す 選択 が重 要 な よ うに 、 情 報 化 の 推 進 に あた

つ て も、 画 一 的 で無 神 経 な 情 報化 の進 め方 をす べ き もの で ない こ と も明

らか で あ るoよ り具 体 的 に 言 うな らば 、 便利 な道具 を生 活 に導 入 す る こ

とが 人間 の体 力の 低 下 を もた ら して い るの と同 じよ うに、 情 報 機 器 の導

入 の仕 方 い か ん に よつ て は 人 間 の知 力の低 下、 思 考 力 の退 化 、 道徳 心 の

頽 廃 が ひ き起 され る可 能 性 が あ る とい うこ と、 そ してそ の よ うな事 態が

す でに か な り大規 模 に起 っ てい る とい うこ とを見 落 しては な ら ない とい

うこ とで あ る。 何 時 ど こ で も安価 に 情報 が 入手 し うる よ うな便 利 さ を追

求 す る場 合 に、 我 々は そ の 便利 さが 一 定 の限 度 を超 え る と人 間 の思 考 の

機 会 、 試 行 錯 誤 の機 会 を奪 うこ とに な りか ね ない こ とに しか るべ き配慮

を払 い 、 最 適 な情報 化 の 進 め 方 を工 夫 しなけ れば な らないoこ の こ とは
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{吉報化 の 進 展 す る社会 の 中 で必要 に応 じて 情報 を しや 断 ず る メ カ ニズ ム

を作 る こ とが 必要 で ある こと、 ま た、 情 報 化 の 入 りこん では な らな い領

域 を積 極的 に の こす 選択 を しな けれ ば な らな い こ とを意 味 して い るっ プ

ライバ シー の 問題 、 個人 に とつ て聖 な る領 域 を保 全す る ことが情 報 化 と

の 関 連 で重 要 で ある とい うこ と、 ヴァ ンス 。パ ツ カー ドの い うプ ラ イバ

シー の喪 失 した 「裸 の社 会 」が 人 間 に決 して 幸 福 を もた らす もの で は 左

い こ とを考 慮 に 入 れ る とき、 我 々は 賢 明 な 情報 化 の進 め 方 とこ うした情

報 の保 管 と利 用 に 関す る社会 的 な ルー ル を 発 明 す る こ との 重 要性 を強 調

しな けれ ば な らな い ので あるo

㈲ 情 報 社 会化 計 画 を 構 想す る に あた つ て い ま ひ とつ考 え るべ き重 要 な問

題 は 高度 選択 社 会 に お け る 自由 とコ ン トコー ル の新 しい シ ステ ムの設 計

に 関 す る もの で あ る。 現代 文 明は 社会 生 活 の あ らゆ る領域 で 選択 の 自由

度 を拡 大 して きた。,生 活水 準 の 上 昇 は 自由選 択 的 購売 力の増 大 を もた ら

し余 暇 の 増 大 は 自由選択 的 時 間 の 増 加 を もた らす。 交 通 機 関 の発 達 は 時

間 距 離 の短 縮 を通 じて空 間的 な選 択 の範 囲 を拡 大 し、 情 報化 は 情 報 の 入

手 ○可 能性 を拡 大 す る.oこ の よ うに選択 の 自由度 が 拡 大 し、 いわ ゆ る高

度 選 択 社 会 と もい うべ き状況 が 拡 大 す る に つれ て 自由 を極 大化 し諸 個人

集 団 社会 の サ ブ シス テ ム相 互 間の 自由 と 自由の衝 突 を回避 し解 決 す るた

め の 社会 的 調 整 の 新 しい技 術 が 要 請 され て くる○ この こ とが な され ない

限 り、 選択 の 自 由度 の 拡 大は 野 ば な しの個 人 エ ゴ、 集 団 エ ゴ、 企 業 エ ゴ、

地域 エ ゴ、 国 家 エ ゴの衝 突 を もた ら し、 そ の結 果 、 予 期 せ ざる不 自由を

もた らす こと に もな りか ねな い で あろ う。 す で に現 代 社会 には この よ う

な現 象 が 大量 に 発 生 して きて い る○ この 問題 を解 決 して い くた め には 従

来 の 工 業 社会 や 農 業 社会 の段階 の 発 想 とは、 全 く異 な る 多様 な 多 元主 義

的 社 会 に お け る 自由 とコ ン トロー ルの し くみ を 工夫 して い か なけ れ ば な

らな い○ そ れ は 新 しい 多様 性 と多元 主義 を前提 と・した 世 論形 成 の方 法 、

合 意 形成 の メカ ニ ズ ム を作 る とい う課題 で あるニ エ ゴ を超 越 した 社会 的

調 整 を 可能 とす る デ モ ク ラ シー の成 熟の 方 向 を追 求 す る こ とで もあ るo

現 代 の イ ン フ レー シ ョンは 明 らか に古 典 的 イ ン フ レー シ ョン とは そ の様

相 を異 に して い るoそ れは情 報 性 イ ン フレー シ ョ ン とで も呼ぶ べ き性質
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'を 色濃
く滞 び て お り、 情 報性 を お び た群 衆 心 理 の 動 きが 社 会 的 調整 を難

か し く し、 一 種 の世 論 め ハ ンチ ング現 象 を ひ きお こ してい る こ とに 特徴
'

が あ る○ しか もこ うした 画一 的 な群 衆 心 理 の な だれ現 象 に 大 き な影 響 を

与 え てい る の は、 マ ス コ ミに よる世 論 操 作 で あ る。 予想 さ れ る管 理 社 会

化 の 危 険 をす で に現 実 に 実 演 して い るの は、 画一 的 な大 量情報 提 供 に よ

る マ ス コ ミの 世 論 操 作 で あ り、 そ の意 味 で は 我 が国 の マス コ ミ'を管 理 社

会 状 況 に近 い 社 会 状 態 を実 現 してい る。 そ して この よ うな事 態 が 高 度 に

きめ の 細 い 現 実 外 交 を展 開す る うえ で、 ま た各 種 の複 雑 に利 害 の 対 立 す

る国 内 問 題 を解 決 してい く上 で 大 きな障 害 となつ て立 ちは だ か'つて きて

い る こ とは 明 らか で あ るo

これ らの問 題 に正 面 か ら取 組 ん で い くこ と も、 ま た精 神 的 な豊 か さ、

人 間 関 係 の豊 か さ を 内包 す る情 報 化 社 会 の ピジ ョン と して不 可 欠 の 課 題

で あ ろ う○ この よ うな問 題 とな らん で考 慮 す ぺ き こ とは情 報 の分 野 にお

け る 「 もて る もの 」と 「もた ざ る もの 」との新 しい社 会 的階 層 対 立 の可

能性 に つ い て で あるb我 々は 平板 な参 加ぺ 議 論 、 悪平 等 主義 的 宏 大来 社

'会 化 を 肯定 す べ きで は ない が
、 同時 に従 来 とは違 っ た階 層 シス テ ムの設

計 の重 要 性 を 力 説 しない わけ に は いか ないoそ して この 新 しい階 層的 社

会 シス テ ムは 多様 な人 間 能 力 を生 か した多 元 主 義 と 自由社会 の シス テ ム

の 重 要 な部 分 を な してい くこと とな る であ ろ うoこ れ らの問 題 に 取組 み

なが ら、 政 治 、 行 政 の諸 領 域 に おけ る問題 解 決能 力 の高度 化 、 世 論 が短

期 的 部 分 的 な 視 野 にお ち'いる こ とな く長 期 的 総合 的 な視野 で 問題 解決 を

行 うこ とが で き る よ うな政 治的 、 行政 的 な情 報 シス テ ムを作 り上 げ てい

くこ とが重 要 な 課題 で あ る6

この よ うな努 力 が真剣 に 行 わ れ な い限 り、 未成 熟 な情 報化 社 会 は、 文

字 通 り全 体 主 義 的 な管理 社 会 に な る危 険 をう ね に 内包 して い る とい うこ

と を警告 し続 け る必 要 が あ る で あろ う○

㈲ 情 報化 の将 来 ビ ジ ョン を構想 す る に あ たつ ては、 い わゆ る活 力 あ る福

祉 国 家 の展 望 と、 情 報化 の 関連 を明 確 に して い か な くて は な ら渋 い。

従 来 の福 祉 国 家 は、 と もす る と事 後 的 な 福祉 対 策 に終っ てい る こ とが

多 か っ た とい つ て よい だ ろ う。 た とえば1医 療 サ ー ビス も例 に とつ て み
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て も予防 医療 体制 、 日常 的 な保 健 衛 生 サ ー ビスは 、 きわ め て不 十 分 な状

態 で、 病 気 にか か つ て か ら大量 の 時 間 と金 と人手 をか け て、 ζれ を治 療

す る とい うよ うに後 手 後 手 に まわ つ て い る。 ある いは また 、 老 化 した 人

間 を作 り出 して しま つ て か ら老 人 医療 を無 料化 す る とい う よ うな後 手 に

ま わ る 処置 を とつ て い る。 社会 福 祉 に関 して も同 様 で あ るo年 間 百 万 に

近 い交 通 事 故 の 死 傷者 も生 み だ して、 これ を医療 保 障 に よつ て 事 後 的 に

救 済 し よ うと した り、 あ るい は こ う した交通 事 故 の 結 果 、 稼 得 能 力の あ

る 人間 を失 なつ て 、 生 活保 護 法 の 適 用 を受け る保 護 世帯 と なつ てか ら救

済 す る とい つ た よ うな措 置 は ま さ に事 後 的 な 社会 保障 の 例 で あ るoさ ら

に、 ま た、 家 庭 の崩 壊 の 結果 生 み だ され た捨 子 や母 子 家 庭 な どを事 後 的

に社 会 保 障 でtWfoう とす る こと も ま た しか りで あ るoこ れ らの問 題 は も

ちろん 完 全 に事 前 的 に対 処 す る こ とが 不可 能 な ことで あ るが 、 今 後 の 活

力 あ る福 祉国 家 の 方 向 と しては 、 事 前 的 な 福祉 の た め の 努 力 に、 そ の 努

力 の重 点 を移行 して い くこ とで あ ろ う。 つ ま り、 予防 医 療 サ ー ビスの シ

ス テ ム を拡 充 して い く努 力 、 あ るい は、 ま た交 通事 故 を な くして い くた

め の交 通 安 全 シス テ ムの確 立、 家 庭 の崩 壊 を 引 きお こ さ ない よ うな、 住

宅 環 境 、 コ ミュニ テ ィ教 育 、 等 の 諸 側面 か らす る諸 施 策 、 こ うい つ た も

のが 総 合 的 に 進 め られ て い か な くて は な らな い○ こ う した 活 力 あ る福 祉

国 家 を作 りだ して い く上 では 医 療 サ ー ビス、 交 通 サ ー ビス な どの 例 に も

明 らか な とお り情 報産 業 の 果 し うる役 割 は きわ め て大 きい の,であ る。 む

しろ従 来 の停 滞 的 で 他 人 依 存 型 の 人 間 を量産 しや す い福 祉 国 家 を越 え て、

情報 化 社 会 を積 極 的 な イ メー ジ と して打 ちだ す こ との ほ うが 日本 の 将来

を考 え る上 で望 ま しい もの で あ る よ うに 考え られ るoつ ま り、 情報 化 は、

工業 化 社 会 に おけ る福 祉 より もさ らに 高度 な段 階 に お ける 福 祉 の あ り方

を示 す もの で あ り、 脱 工 業 化 社 会 に お け る福 祉 サ ー ビスの 主 体は 、 情報

サ ー ビス で なけれ ば な らない とい う ことで あ ろ うo

(7)情 報 化 の将 来 ビジ ョ ン を考 え るに あ たつ ては 、 す で に述 べ た よ うに産

業 構 造 の転 換 と情 報 化 の 問 題 を詳 細 に検 討 して 行 か なけ れ ば な らない 。

た とえ ば、 検 討 され るべ き項 目の 中 には 情 報化 に よ る省 資 源 、 無 公害 化

の 可 能 に 関 す る問 題 、 情報 化 に よる国 際競 争 力 、 生 産 性 向上 の 可 能性 に
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関 す る問題 、 情 報 化 に伴 う、 科 学 技 術 政 策 の重点 に関 す る問 題 、 た とえ.

ぱ将 来 の新 しい技 術 開 発 、 た とえば 核 融 合 に よる原 子 力 発 電 に よつ てわ

が 国 の エネ ル ギ ー 自給 率 を急 速 に高 め る た めの 方 策、 い わ ゆ る循 環 技 術

に よつ て環 境 、 公 害問 題 も解 決 して い くた め の技 術、 生 態 系 との バ ラ ン

ス を 考慮 に 入 れ た エ コテ ク ノ ロ ジー の 開発 な ど シンク タッ ク を 中心 と し

た 情 報 化 の進 展 に 伴 っ て新 しい 産業 を形 成 し、 産業 構造 全 体 を再 編 成 し

て い く可 能 性 に つ い てい くつ か の 代 替 的 な ケー ス を想定 し、 そ の 比較 検

討 を進 めて い くた め の 大 規 模 な 作業 が なさ れ な くては な ら ないo

(8)あ る意 味 で現 在 の情 報 産 業 は まだ マ ニユ プア クチ ヤー段 階 に あ る と考

え る こ と もで きる。 かつ て 、 工 業化 の 初期 段 階 に おい て 新 し く発 生 して

きた幼 稚 工 業 が 既 存 の 伝統 的 手 工 業 との 間 に引 き起 こした さ ま ざま な摩.

擦 や再 編 成 の 動 き は情報 化 の マ ニ ユ プ ア ク チヤ ー段 階 に お い て も当 然 の

こ とな が ら予 想 され る こと で あ るo

この点 で興 味 深 い の は工 業 化 の初 期 段階 に お け る イ ンダ ス トリアル デ

ザ イ ンの経験 で あ るo初 期 の イ ンダ ス トリアル デ ザ イ ンは、 新 し く発 達

して きた産 業 革 命 の産物 で あ る機 械 に美 的 価値 を付 与 しよ うとす る試 み

と して発 生 して きた○ しか し、 イ ンダス トリア ル デ ザ イ ンは 、 そ の 初 期

に お い て きわ め て幼 稚 な段 階 に あ つ た た め に、 各 人芸 の職 人 た ちの 反 発

を うけ、 そ の両 者 の 間 には 、 か な り長期 に わた つ て競 争 関 係 、 あ るい は

きび しい 摩擦 が 絶 え なか っ た○ これ と似 た よ うな こ とが 教 育 や 医療 、 マ

ス コ ミな どの伝 統 的 な情 報 産 業 と コ ン ピュ ー タ を 中心 と して急 速 に ぼ つ

興 して きた新 興 情報 産 業 との 関 係 に お い て も起 っ てい る。 他 方、 伝 統 的

な情 報 産業 は急 速 に マ ス化 す る と同 時 に 名 人芸 の職 人は 急 速 に そ の 比率

が 少 な くな り高度 の 職 人 的 能 力 を もた ない二 流 、 三 流 の手 工 芸 家 た ちの

活 動 の場 と なつ て い る面 もあ るoこ の よ うな マ ニユ プア クチ ヤ ー段 階 お

お け る情 報 産業 の 可 能性 や 限 界 を十 分 に考 慮 に入 れ て発 展 段 階 論的 な情

報 化 の戦 略 を考 え て い くべ きで あろ う。

⑩ す で に述 べ た よ うに、 従 来 の 情 報化 社 会 論 の 弱点 の一 つ は 、 日本 型 の

情 報化 社 会 の特 質 につ い て言 及 す る こ とが 少 なか っ た点 に あ る○ 工 業 社

会 が 各 々の文 化 圏 、 国 民 性 に よつ て 多様 な特 質 を持 って い る よ うに 情 報
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化 社 会 も溶 々の文 化 圏 に個有 の長 所 や、 短 所 を もつ と と とな るで あ ろ う。

従 っ て、 情 報 化 の将 来 ビジ ョ ンを考 え るに当 って は 、 グ ロー バ ル な視

野 で 情報 化 社会 一 般 の共 通 情 を考 察 す る1と同 時 に 日本 型情 報 社会 の特 質

を も充 分 に考 慮 しな けれ ば な らな いo例 え ば、 日本 人 は情 報 に関 して あ

る意 味 で画 一 化 を好 む傾 向 を持 っ て い る○ こ う した傾 向 が既 に述べ た 多

様 性 を 含 む 多 元主 義的 な 社会 シス テ ム と どの よ うな 関係 に立 つ こ とに な

るか 検討 す べ き問 題 が 多 く含 ま れ て い る。 あ る いは ま た、 しば しば 指摘

され て い る よ うに 日本 人 は 問 題 を与 え られ れ ば 、 そ の 問題 を解 く能 力 に

は優 れ て い るが、 方 程式 が一与え られ て い ない よ うな 問 題 を 自 ら発 見 し、

問題 を定 式化 す る能 力 には必 ず しも優 れ て い ない とい う指 摘 もあ るoこ

うした 指 摘 と シス テ ム北:の 方 向 をい か に結 び つけ て 考 え て い くべ'きか、

これ も また検 討 す べ き課題 で あ ろ う。

他 方 、 日本 の文 化 の 中 に は、 情 報化 との 関連 で極 めて、 有 利 な長 所 も

少 な か らず存 在 して い る。

例 えば 日本 語 は 、長 く 同一・文 化 、 同一 人 の 中 で使 われ て ぎた た め に言

葉 を 明確 に定 義 して 使 う必要 をそ れ 程感 じなかつ た ため に、そ の点 にお

い ては 必 ず し も正 確 な専 門 用語 的 な発 達 を 遂げ なか つ たoし か し、 他 方

で 以 心 伝 心 が可 能 で あ る よ うな社 会 的 コ ミュ ニ ケー シ ョンの条 件 の 中で 、

情 緒 的 な微 妙 さ を伝 達 す る とい う点 で は極 め て 高度 の洗 練 と成 熟 の段 階

に達 してい る言 語 で あ る。 さ らにま た、 日本 の 文化 は 物 に感 情 を移入 す

るご あ る い は物 を 情 報 化 す る とい う点 に お い て 際 だ つ た特 色 を有 して い

ゐ δ さ らに ま た季 節 感 とい うよ うな要 素 を生活 の中 に 情報 とし て取 り入

れ 、 これ を 生活 の シス テ ムの 中 に組 み 込 ん でい る とい う点 で も極 め て傑

過 した 文化 で あ り、 それ が 、 伝統 的 な 日本 文化 の生 活 の質 を極 め て高 い

成 熟 段階 に 高 め て い るoこ の よ うな ア フエ クテ イプ な イ ン フォ メー シ ョ

ン、 情緒 的 情 報 を高 度 の発 展段 階 に もた ら した 日本 的 コ ミュ ニ ケー シ ョ

ンは 、 と もす れ ば 、 シス テ ム的 思 考 が 必要 な場 合 に心 情 論 で流 され る と

い う欠 点 を持 つ 反 面 、 物離 れ した 精 神的 生 活 の豊 か さ を もた ら し得 る可

能 性 を もつ て い るoこ の 長所 短 所 をい か に これか らの情 報化 の ビ ジ ョン

の 中 に生 か してい くか 、 これ も極 め て重 要 な 今 後 の課 題 で あ る とい わ な
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け れ ば な らないo

また 、 わ が 国 の 人 間 関係 の中 で家 族 な い レは 家 族 的 な人 間.関係 の 占め

てい る役 割 は 極 め て大 きい。 家族 の 相互 扶 助機 能 を 国家 規 模 で'代替 す る

福 祉 国 家 の 西 欧 的 な行 き方 を模倣 す るか わ りに、 家族 的 人 間 関係 を 中心

と した相 互 扶 助 の 方 向を 創 造 的 に模 索 してみ る こ と もま た、泪 本 的 コ ミ

ユ㌔ニ ケー シ.ヨンの 将 来 の 問題 と して 重要 な興 味 深 い問 題 領 域 で ある とい

えよ うoと の ことは ま た 、 い わ ゆ る西欧 的 合 理 主 義 の支 配 ず る 「冷 た い

社 会 」と、 日本 的 な情 の 支配 す る 「暖 い 社 会 」の長 短 特 質 の評 価 とい う

比 較 文化 論 的 な興 味 深 い課 題 に も関 連 して くるo・さ らに また 問題 を拡 大

・すれ ば 、 この よう な ことは 、 わが 国 にお け る世 論形 成 の メ カ ニズ ム、 教

育 の あ り方 、 政 治 行政 に お け る選 択 や 意 志決 定 の シス テ ム.の設計 の方 法

とい つ た 問題 に ま で深 い と ころで 関 連 して .くる こ と とな らざる を得 ない

で あろ う。 これ らの問題 を本 格 的 に検 討 してい'く こ とは 今後 の課題 で あ

るが 、 少 くと も、 これ か らの情報 化 社会 が 個 性 を持 つ こ との 重要 性 を認

識 す る方 向 に あ る と考 え られ る以 上 、一一方 で コン ピユ一 夕 リ,ゼー シ ヨ ン

を進 め なが ら、 他 方 で 日本 語 をは 一じめ とi-Siる日本 の伝 統 文化 の長 所 を 最

大 限 に発 揮 す る方 向 で 情報 化 の問 題 を考 え て い く ご,とが 大 切 で ある と思

わ れ るot・t'

そ の こ とに よつ て む しろ情報 化 を通 じて 日本 文 化 の発 展 を もた らす と

い う展 望 を 切 り開 くこ とが 考 え られ なけ れ ば な らな いo

倒 す で に い くつ か の 部 分 で情報 化社 会 に おけ る 価値 や倫 理 に 関す る諸 問

題 に触 れ て きた。 情報 化 社会 にお け る価 値は 恐 ら く多元 主 義 的 な自 由な

もの の 見 方、 文 化 を 中 心 と した もの の見 方 、 人 間 を 中心 と した考 え方 と

い つ た よ うな もの を含 み な が ら次第 に成 熟社 会 の 価 値 観 を確 立 して ぐる

こ と とな る.で あろ うo

に うした価 値 や倫 理 の 領域 に おけ る問 題 を解 明 して い くこ ともま た今

後 の 重 要 な課 題 で あ る とい わ なけれ ば な らな い0

02)最 後 に 、 情 報 化 を推 進 して い くため の 手順 や 方 法 につ いて 再度 触 れ て

お きた い。 従 来 の い わ ゆ る情報 化 社 会論 には2つ の異 なっ た イメー ジが

あ るo第 一 の イ メー ジは テレ ビを中 心 と した イ メー ジで あ り、 第二 の イ
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メー ジは コ ン ピュー ター を中 心 と した イメー ジ で あるo

前者 は テ レ ビに 象 徴 され る マス コ ミの粗 悪 な情 報氾 濫 が一 層 拡 大 され

た形 で投 影 さ れた 情 報化 社 会 の イメー ジで あ る○ 後 者 は コ ン ピュー ター

の 冷 く、 合 理 主 義 的 ぞ計 量 的 な 問題 処 理 の 方 法 が、 人 間 の情 緒 や感 性 の

領 域 を奪 っ た もの と して 描 か れ た よ うな、 コ ン ピュー ター の ハ ー ドな イ

メー ジ を中 心 と した もの で あ るoつ まb、 この二 つ の ネ ガ テ ィ ブな イ メ

ー ジが意 図的 な或 は 意 図せ ざ る反 発 と結 びつ い て 情報 化 の 進 展 を妨 げ て

い るo

す で に 述べ た よ うな い くつ か の論 点 を中 心 と して、 以 上 の二 つ の ネ ガ

テ ィ ブな イ メー ジを徐 々に打 破 し、 こ うした 固 定 観 念 を乗 り越 え て い く

た めの 努 力 が慎 重 に 払 わ れ なけ れ ば な らない。 しか し、 お よそ 、 いか な

る新 しい 技術 の導 入 と社 会革 新 は 、 既得 権 や 既存 の 社 会 シ ス テ ム との 摩

擦 や衝 突 を もた ら しざ る を得 ないo

この点 に 関 して は 、 む しろ この よ うな摩擦 を巧 み に 回避 し、 処 理 して

い く方 策 が 工 夫 さ れ なけ れ ば な らないo

また、 文 化、 教 育、 研 究 開 発、'医療 、 住 宅、 環 境 、 福 祉 等 々 の 諸領域

に お い て情 報 産 業 に よつ て取 組 ま れ るべ きプ ・ジエ ク トは 数 多 くの 分野

に宣 っ て い るo従 っ て これ らの 諸 プ ロ ジェ ク トを相互 に 比 較 評 価 し、 代

替 的 な諸方 策 を検 討 す る た め の プ ロジェ ク トの 社 会 的評 価 の 仕 組 を作 っ

て い くこ とが 望 ま れ るo

また、今後の国際関係の 中では、特に開発途上国へ の情報化 の インパ

ク トを重視 し、文化、教育、研究 開発、医療、環境、福祉 などの面にお

いて、 情報 力に よる海外 援助を増 大させ てい く方策が考 え られなければ

な らないo

こ うした ことを含 めて、現在われわれは、 当面す る問題 を解決す るた

めの緊急な政 策的対応に迫 られてい ると同時 に長期的 な国家百年 の計画

に基 づ く情報 化の ための基礎 的な蓄積の必要 性に迫 られてい るo情 報化

の副次的効果 の検討 も含め て総 合的 な社会評価 を行 ない なが ら、 大規模

な情報社会化 投 資計画 を大胆 に実行 に移す ことは、 わが国の産業社会 の

転換のために新 しい、豊 か さの確立のため にわれわれが なさなければな
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らな い最 も重 要 な課 題 で あるo

以 下 、 これ らの諸 課 題 を よ り具 体 的 に 各論 的 に 今後 検 討 して い くこ と

と した い。

●

`
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亜 情報化社会 の イ メージ

1.情 報 化 社 会 の イ メー ジ

(1)人 間 の欲 望 が な くな らない 以上 、 次 の 社 会(「 情 報 社 会 」)へ 進 む こ

とは さ け られ ない と考 え るo

農 業 社 会 の 欲 望 の対 象(農 業 生 産 物 、 衣 食 住:個 人 の 本 能 「知 識欲 、

性欲 、 ス ポー ツ、 芸術 欲 な ど 」)

工 業 社会 〃(上 記 ・工 業 社 会 の 製 品 サ ー ビス)

情 報化 社 会 〃(上 記+知 的 創 造)

人 間 は欲 望 の 充 足 さ れ て い く過程 の 中 で生 き 甲斐 や 幸福 感 を覚 え るe

② 文 明 は 知 恵 の つみ 重 ねで 進歩 す るが 人 間 はつ ね に赤 坊 か らス ター トす

る の で、 この開 きは社 会 が 進 む ほ ど大 き くな る。 ま た、 社会 が進 む ほ ど

欲 望 の対 象 が 拡 大 さ れ る の で、 人 間 は ま す ま す不 満 足感 と焦 燥感 が増 加

し、 福祉 社 会 か ら遠 ざか る が、 幸 福 は そ の 人 の主 観 に左 右 さ れ るの で 社

会 の 人 達 の幸 、 不 幸 の 差 が 拡大 さ れ る。

(3)し たが つ て な るべ く この 差 を 少 な くす る た め、

① 倫 理 感 の 昂揚(社 会生 活 の た め の デモ ク ラシー の 日常生 活化 の昂揚)

② コ ン ピュー タ 。ユ… テ イ リテ イ ーの普 及

③ ・ コ ン ピュ ー タ ・ユ ー テ ィ リテ ィー に関 す る教 育 ＼ ことに幼 児教 育

フが最 も重 要.とな るo

(4)「 情 報化 社 会 」は 前 人未 踏 の 社会 で あ り、 経 験 が ない ため に誰 も画 き

出す こ とが で きない。 これ は、 「農 業 社 会 」の 人間 が 事 前 に 「工 業 化 社

会 」を画 け な か つ たの と同 じで あろ う。 しか しなが ら、上 記((2)の 理 由

か ら 「情 報 化 社 会 」に 向 うことは 必 然 的 な方 向で あ る。 一 般 大 衆 は に わ

か に 信 じ られ ない か も しれ ないが そ れ で も私 は よいc真 理 は真 理 で あ る○

先人 が 理 解 さ れ に くい のは 、 あた か もガ リレオが 「そ れで も地 球 が廻 る 」

とい つ た と き もそ うで あつ た よ うな もの だ ろ うo)

⑥ 燗 の不報 文明を通 じて地球の循環系 をやぶつた ことか らは じ

ま る。 農 業 原 始 社会 は強 者 の立 場 と弱者 の 立場 が生 じて、 やは り皆 が

幸 福 とい う こと には な らな い。 社 会 をつ くれ ば 他 か ら制 肘 を うけ る の
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で 、幸 福 は 個人 の 自主 性 に よる 志とが 多 く、 自主 性 を もたぬ ものは敗

者 とな る公算 が つ よ くな るo

2.技 術 面 か ちみ た 「情 報 化 社 会 」

(1)工 業 社 会 は 人間 の 情報 処 理 が 制 約条 件 とな り'、情 報社 会 は コ ン ビ子 一

夕に か か る もの につ い て は この 条 件 が な くな り、TO万 倍 、100万 倍

に 情報 処理 が ス ピニ ド ・ア ップ され た こ とに な る。 工業 社 会 では 「現象 」

を分析 して 科学 的 な 分類 とそ の組 合 せ で、 全 員が 社 会 生 活 を やつ て きたo

各 人 は学 問 別 に 分 れ た 専 門 を分担 し、 社 会 生 活 の 中 で機 能 別 、 職 種 別 に

組 合 せ て 情 報処 理 を して きたo工 業 社会 で処理 で きない 複 雑 広 範 極 微 的

な ことは 放 置 さ れ て い た6

(2}情 報 化 社 会 へ 進行 す るた め に は 、 この放 置 さ れ て い た現 象 の分 析 相 関

関係 を求 め情 報 化 しなけ れ ば コン ピュー タにか け られ な い の で 、 分析 と

総 合 が 行 な われ 、 そ の 初 期 段 階 に あ る と思 われ ろo総 合 は オ ン ライ ンで

行 な われ る必 要 が あ り、 そ の た め高 速 のdata伝 送 をふ くむ 広域 情報 通

信網 の形 成 が 必至 とな るo

ま た、 情報 化 は デ ジ タル → ア ナ ログ→ パ ター ン化 して とに か くコ ン ピ

ュー タに か け られ る よ うにす る必要 が あ り、異 種 コ ン ピュ ー タ を連 結 し

て 端 末 器 も共 同 に つ か え る よ うに す る リソーズ タ シ エア リング ・シス テ

ムの 形成 が 少 く.とも必 要 で あ り、米 欧 が この 方 向 に進 ん でい る の に、 日

本 では 案 外 考 え られ てい な い。

この研 究 を ど うして も 日本 で 助成 進 行 させ る必 要 が あ る と考 え る。

・い つ れ に して も コ ン ピュ ー タ と コ ミュ ニ ケー シ ョ ンが 別 々に 発 達 す る

の で は な く、 コ ン ピュ ー タ/コ ミュ ニケ ー シ ョンが 情 報化 の た め(物 理

と化 学 で な く物 理 化 学 の 分 野 の よ うに)必 要 となつ て きて い るo
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璽 情報 システ ムの将 来

情報 シス テ ムの将 来 を論 ず る には 、 これ まで の進 歩 の 経 過 を跡 づけ 、 現状

の位 置 づけ を行 な う こ とが前 提 とな ろ う。 さ らに単 に一 線 上 で これ を描 出す

る こ とは 不可 能 で あ り、 い くつ か の 側 面 か ら検 討 す る こ とが必 要 と考 え る。

以 下 に お い て は 情報 シス テ ムの用 途 面 、 機 能 面、 シス テ ム面 とい つ た3つ の

側面 か ら将 来 を 展望 す る こ と とす る。

1.用 途 面 か ら見 た 情 報 シス テ ム

第1期 の コ ン ピュ ー タ利 用 は、 現 実 に存 在 して い る作 業 をそ の ま ま コ ン

ピュー タ に移 し変 え る とい つ た 形 態 で あ り、 これ まで人 手 で、 ある い は簡

単 な機 械 装置 、 例 え ばPQSを 用 い て行 なわ れ て い た作 業 を文 字通 リ コソ

ピユ一 夕に 転換 す る こ とで あつ た○ この ことは事 務 処 理、 お よ び科学 技 術

計 算 の2つ の領 域 に おい て 進行 したo

事 務 処 理 の 領域 で特 徴 的 な こ とは 会 計事 務 か ら先 づ 手 が つ け られ た こ と

で あ り、 そ の 理 由は 、 事 務 処 理 手 順 が きわ め て 明白 に定 め られ て い る こ と

に よるoも う一 つ の特 徴 は 部 分 的 か つ 断片 的 な利 用 で あ り、 給 与 計 算 、会

計伝 票 処理 な どが そ れ ぞ れ個 々別 々 コン ピュ ー タに移 行 さ れて い つ た。

科学 技術 計 算 にお け る コ ン ピュー タ利用 は研 究 者 や設 計 老 の 計 算 労 力 を

著 し く軽減 す る こ とに役 立 つ た こ とは 多言 を要 しな い で あ ろ うっ これ ま で

の や り方 で は 数年 を 要 した で あ ろ う作 業 が 数時 間 の オ ー ダ ー で処 理 可 能 と

なつ た とい つ た事 例 は決 して 少 くな い○

要 す る に第1期 の コ ン ビL－ 夕利 用 は、 そ の 効 果 が 直接 的 か つ 明 白忙 評

価 で き、 コ ン ピュー タ利 用 は、 そ れ に よつ て得 られ る効 果 と コス トの 比較

に よつ て 容 易 に 決 定 す る こと がで き る といつ た 性 格 の もの で あつ たo

第2期 にお け る コン ピュー タ利 用 は 、 コ ン ピュ ー タ の もつ 論 理 機 能 と記

憶 機能 の二 つ の 軸 上 に おけ る発 展 と考 え る こ とが で きる○ 第1期 の もの が

在来 シス テ ムの単 な る 置換 え で あ つ た のに 対 し、 第2期 の 情 報 シス テ ムは

新 し く開 発 さ れ た革 新 的 な シス テ ム とい つ た様 相 を濃 くす る もの で あ るo

この ため には 先 ず 第 一 に コ ン ピュ ー タの持 つ 論 理 機 能 を高 度 に 活用 す る
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よ うな新 しい学 問 の開 発 が 前 提 とな るo解 決 すべ き問 題 を定 式化 し、 解を

求 め る ア ル ゴ リズ ムの 開発 が あつ て始 めて コ ン ピュー タの論 理 機 能 が威 力

を発 揮 す る こ と と な る。 この よ うな役 割 を もつ た 新 しい 学 問 と して次 の三

つ を あげ る こ とが で きるo

オペ レー シ ョン ズ 。 リサー チ:こ れ は オベ レー シ ヨナル な問題 領 域 に対

し、 物 理 科学 や 社 会 科 学 にお け る数学 や各 種 の テ ク ニ ック を使用 して、 問

題 の 数 量 的 な解 を得 る ため の もの で あ る。 近 年ORは ビジ ネス の オペ レー

シ ョン や 部間 内 の プ ラニ ン グの 手 法 と して め ざま しい 進 歩 を とげ たoと く

に在 庫 管 理 、 配 分 問題 、 待 時 間モデル、取 換 え の評 価、 競 合 条 件 な どがその

好 例 で あ る。

シス テ ム工 学:工 学的 問 題 へ の新 しい ア プ ロー チで あつ て、 複雑 な シス

テ ムの要 素 間の 数 学 的 関係 に注 目す る もの で あ るoと くに望 ま しい 最終 結

果 を最 善 の 方法 で達 成 で きる よ うに要 素 や サ ブ シス テ ム を組 織 し統 合す る

こ とに か か わ りを もつ もの で あ るo宇 宙 船 、 コ ン ピュ ー タ ・ネ ソ トワー ク、

通 信網 な どは、 フ ィー ドパ ック制 御 シス テ ムや最 適 化 理 論 な どにお げ る最

新 の進 歩 といつ た 、新 し く発 展 した科 学 の 直接 の恩 恵 を享 受 した もの で あ

る○

経 営 科学:ORか ら成 長 した もの で あ るが、 計量 経 済 学 に と くに力 点 を

置 くも ので あ る○ そ の 意 味 で はORよ り も対 象 が広 汎 で あ り、 かつ 意 欲 的

とい え よ うo数 学 や 科 学 的 手 法 を強 調 す る経 営 科学 は 、 これ か らの ビジ ネ

スの 運 営 常理 の領 域 に 大 き な変 化 を もた ら しつ つ あ る。

これ を要 す るに 、 第2期 に入 っ た情報 シス テ ムの 典 型 は 、 コン ピュ ー タ

を利 用 した大 規 模 シ ミュ レー シ ョンで 代表 す る こ とが で きよ う○

コ ン ピュー タ 。シ ミュ レー シ ョン 。モデ ルは 、 概 念 、 シス テ ム、 ま たは

オペ レー シ ョンを論 理 ま たは 数 学 的 に表 現 した もの で あ り、 コ ン ピュ ー タ

で解 を求 め るた め 、 プ ログ ラム化 され た もの で あ るoコ ン ピュー タ 。シ ミ

ュ レー シ ョ ンは 現 実 世 界 を コ ン ピュー タの中 で模 擬 す る もの で あ り、 これ

に よつ て現 実 世 界 で の 理 解 を深 め 、 ある いは 現 行 には 実 行 不 可 能 な実 験 を

容易 に実 行 す る ことが で き るo

次 に コ ン ピュー タの もつ 記憶 機 能 とか かわbを もつ た 第2期 情報 システ
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ム につ い て述 べ るo

第4期 の シス テ ム にお い て は、 そ れ ぞ れの コ ン ピュー タ利 用 に おいて 個 別

に必 要 とナ る プア イ ル を備 え てい たo第2期 シス テ ムに お い て は 、 これ ら

の プ ア イル が統 合 され 、 大 規 模 デ ー タ 。ベ ー ス を 指向 し、 これ を実 現 す る

方 向 に進 む こ とに な る。 デ ー タ 。ベ ー ス を指 向 す る理 由 と して下 記 の 諸点

を指 摘 す る こ とが で きる○

○ 重 複 しか つ 無駄 な 情報 を保 持 し、 か つ 更新 す る とい つ た こと を最 少 に と

どめ るo'

○ 必要 に 応 じ、 種 々の ア プ リケー シ ョ ンか ら関連 す るデ ー タを と り出 し統

合 す るo

O特 定の 情 報 を と り出 す の に 有 用 な 索 引 や前 後参 照 を用 意 す る。

○ 情報 の正 確 性 、 管 理 、 確 認 、 お よ び防 護 な どの機能 を改善 す るo

Oフ ァ イル処 理 の た め ユー ザー が め い め い プ ログ ラム を作 る重 荷 を 軽減 す

るo

Oユ ー ザ ー の 問合 せ に対 す る 応答 を迅 速 に し、 かつ 、 ユー ザ ー が 直接 シス

テ ム と コ ミュ ニ ケー シ ョ ンで きる よ うにす るo

デ ー タ ・ベ ー ス ・シス テ ム を開発 す るた め には、 ユ ー ザ ー が どの よ うな情

報 を要 求 す るか 、'その情 報 を どの期 間維 持 す る必要 が あ るか 、 必 要 とす る

情 報 を要 求 す る ときの 応 答 時 間 は どれ 位 で なけ れ ば な らな い か な どの 、 デ

ー タに対 す る もろ もろの 要 求 条件 を決 定 しなけ れ ば な らな いoと れ らの要

求 条件 を広 汎 な ア プ リケー シ ョンの 全領 域 につ い て 、 かつ 時 間 と と もに変

化 す る こ とを前 提 と して、 収 集 し、結 合 し、調 整 しか つ 統 合 しな け れ ば な

らない。 これ に基 づい て デ ー タ を収 集 し、 これ らをデ ー タ ・ベ ー ス に 組織

す る こ とに な るoそ れ に は階 層 的 構 造 を もつ た デー タ を記 憶媒 体上 に 配 置

す る こ と、 プア イル の構 成 方法 を決 定 す るビ と、 デー タ 。ベ ー ス を取 扱 う

た めの 言 語 を 選択 す る こと、 デ ー タ 。ベ ー ス に ア ク セス す る た めの 共 通 ル

ー チ ンを作 成 す る こ と、 シス テ ムの誤 動 作 を調 整 す る た め の 回復 手 順 の設

定 な どが 行 なわ れ なけ れ ば な ら ないo

第3期 にお け る情 報 シス テ ムは 、 い わ ゆ る人 工 知 能 の 機 能 を もつ た 情報

シス テ ムの 出現 と考 え られ よ う。 この 人工 知 能 シス テ ム も論 理 軸 と記憶 軸
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の それ ぞ れ の延長 線 で検 討 す る こ と とす るo

まず、 論 理 軸 に お い ては 、 ゲー ム ・プ レイ と問 題 解決 の2つ が あげ られ
e

るo

ゲー ム 。プ レイ:こ れ は研 究 者 に とつ て最 も魅 力 に富ん だ 課題 で あ るで

あ ろ う。 ゲ ー ムの持 つ 環境 は複 雑 な問題 解 決 の 過 程 の もつ 性 質 や 構 造 を 研

究 す るの に有益 で あ り、 人 間 の 知 能 につ い て の理 解 を深 め る の に す ぐれ た

土台 を提 供 して くれ る で あろ う。

問題 解 決:こ こで は一 般 に 解 の 存 在 が 証 明 され ては い るが 、 莫 大 な計 算

を必 要 とす る とい つ た もの は 対 象 と して い ない○ そ の代 りに、 人間 が 考 え

の ス ター トにお い て成 功 す る見 通 しが立 っ てい な くと も、 どの よ うに して

推論 や 証 明 に到達 す る こ とが で き るか を理 解 す る こ とに重 点 が 置 か れ る。

人 工 知 能 シス テ ム の 記憶 軸 上 に位 置 づ け られ る もの と して、 自然語 処 理

とパ ター ン認識 を あげ る こ とが で き よ う○

自然 語 処 理 お よび翻 訳 二良質 の 自動 翻 訳 とい う もの は、 人 間 が 翻 訳 す る

場 合 と同 程度 の複 雑 な状 況 を表 現 で きなけ れ ば な ら な'いoこ の た め には 、

人 間 が 本 を読 む こ とに よつ て 教 材 を学 習 す るの に 似 た知 能 を持 たね ば な ら

ないo

パ ター ン認識:典 型 的 な パ ター ン認 識 プ ログ ラム は、 特 定 の タ イ プの イ

ン プ ッ トの パ ター ンを処 理 す る た め 予 め入 念 に プ ロ グ ラム され ねば な らな

いoし か し、 この よ うな方 法 で は 人 間 の 目が もつ僅 か に異 なっ て い る と思

わ れ る 多 くの パ ター ン を識 別 す る こ とは で きない0

2.機 能 面 か ら見 た情 報 シス テ ム の 展 開

コ ン ピュー タ処 理 の 基本 的 な形 態 は 、'パ ッチ処 理 シス テ ムで あ る。 イ ン

プ ッ トさ れ るデー タは パ ン チ カー ドや テ ー プ ・デ ィ ス クの媒 体 で種 々な運

搬 手 段 を 用 い て運 び込 ま れ る。 つ ま リデ 一 夕の運搬 手段 は 直 接 コ ン ピュ ー

タ とは結 合 され て い ないoイ ン プ ソ ト 。デ ー タは あ る時 点 で、 処 理 の た め

の プ ログ ラ ム とと もに コ ン ピュ ー タに 入 れ られ て処 理 が行 な われ 、 ア ウ ト

プ ッ トは ま た種 々の 形 態、 す な わ ちハ ー ドコ ピー、 パ ンチ カー ド、 テ ー プ、

デ ィス ク な どを用 い て ユー ザ ー に 送 り返 され る○ パ ッチ処 理 は 大量 の仕 事
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を処 理 す る の に最 も適 した方法 で あるo

パ ッチ処 理 シス テ ム は2つ の 方 向 で進 歩 しつつ あ る01つ は リモ ー ト・
リ

パ ツ チ 処 理 で あ り、 他 は 、 マ ル テ ィ 。 プ ・ グ ラ ミ ン グ で あ るo

リ モ ー ト 。パ ッ チ 。 シ ス テ ム で は 、 ニ ー ザ ー と の 間 に 通 信 回 線 を 持 ち 、

遠 隔 地 か ら デ ー タ ー が 直 接 セ ン タ ー に 送 ら れ 、 つ い で 入 出 力 装 置 を 介 し て

物 理 的 に デ ー タの バ ッチが コン ピュ ー タに入 れ られ る○ さ らに進 ん で、 デ

ー タが 入 出 力装 置 に直 接 イ ジプ ソ トさ れ る形 態 に な るoこ の 際 イ ン プ ソ ト

。デ ー タは蓄 積 され るだ け で あ り、 デ ー タが 受 け と られ た こ とを示 す 信号

を送 り返 す こ と以 上 の こ とは しないoデ ー タは 順 次 、磁 気 テ ー プ上 に、 ま

たは ラン ダ ムに デ ィ ス ク また は ドラム.上に蓄 積 され 、 パ ッチ 処理 の準 備 作

業 と して デ ー タが収 集 さ れ る こ とに な るo

地先 マ ル テ ィ ・プ ・グ ラ ミン グ践 い て は、 ・ ン ピー タに よつ て二

つ ま た は そ れ以 上 の プ ・グ ラムが 同 時 に 遂 行 され る。 コ ン ピュー タは 第一

の プ ログラ ムの 一一連 の 命 令 を実 行 し、 つ い で第 二 の プ ログ ラ ムに切 り換 え

られ て、 ま たい くつか の命 令 が 実行 さ れ た後 、 再 び第 一 の プ ロ グ ラム に帰

'る
(馳 ・

この よ うに二 つ また は それ 以 上 の プ ログ ラ ムの 間 を行 きつ も ど りつ しな

が ら、 す べ て の プ ログ ラムの実 行 が 終 了 す る ま で続 け られ るoこ の こ とは

コ ン ピユ ー ダ 。シス テ ムの全 体 と しての 能 率 を向上 す る こ とに 役立 つ こ と

に な るo

以 上 が第1期 に お け る情 報 シス テ ムの 持 つ 機 能 で あ るo

第2期 に鮒 る情 報 シス テ ム は 一 つ は ユ ー ザ ーへ の 応 答 の速 さ で・ 他

は処 理 能 力 の 向上 とい う点 で特 徴 づ け られ るo前 者 は オ ン ライ ン 。リア ル

タ イ ム 。シズ テ ムで あ り、 後者 は マル デ イ ・プ ロ セ シ ン グ 。シス テム で あ

る○

オ ン ライ ン 。 リア ル タ イ ム 。シス テ ムで は、 ユ ー ザ ー とコ ン ピュー タ と

の 間 の デ ー タの流 れ は双 方 向 で あ る○ ユー ザ ー か らある形 式 の イ ン プ ッ ト

を受 け た 後ご コ ン ピュー タは あ る種 の処 理 を行 ない 、 ユ ー ザー に メ ッセー

ジを送 り返 し、そ れ に基 い て ユ ーザ ー は通 常他 の メ ッセー ジを送 る こ とに

な る∩ ユ ー ザ ー に対 す る応 答 の 速 さ を 要 求 す る こ とは、 ユ ーザ ー と コ ン ピ
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ユ 一 夕 との 間 に あ る種 の会 話 が行 な われ る こと を意 味 す る
。 この 会 話 の形

態 には 、 使 用 さ れ る端 末 装置 の速 度 に よつ て 種 々の レベ ル の もの が あ り得

る○ この シス テ ムで は通 常、 多数 の端 末 装 置 に サ ー ビスす る よ うに 設 計 さ

れ た 特定 の プ ロ グ ラ ムを持 っ て い るoユ ー ザ ー に よつ て な され た要 求 に応

じ、 ファ イル か ら情 報 を と り出 し、 必要 に応 じそ れ を加 工 し、 ユ ー ザ ー に .

送 り返 さ れ る。

マ ル テ ィ 。プ ロセ シ ング 。シ ステ ム とは1つ 以 上 の 同 じ タ イ プの処理 装

置 が異 なっ た タ イ プの もの で ある とき、 マル テ ィ ブ ル 。コ ン ピュー タ 。シ

ス テ ム と呼 ぶ こ と もあ る。 何 れ の場 合 に しろ主 記 憶 装 置 を処理 装 置が 共 用
一

す る もの と、 それ ぞ れ の処 理装 置 が独 立 した記憶 装 置 を もつ もの とに区 別

で きるo

第5期 にお・け る情 報 シス テ ムは1つ は タイ ム 。シ ェア リン グ 。シス テ ム

で あ り、他 は コ ン ピュー タ 。ネ ソ トワー クで あ るo

タ イ ム 。シ ェア リン グ 。シス テ ムに お い て は 多数 めそ れ ぞ れ 独立 した ユ

ー ザ ー が コ ン ピュ ー タ ・リソー ス を共用 して、 独 立 した プ ログ ラムの実 行、

または 独 自の ファ イ ル処 理 を可 能 とす る もの で あ るo各 ユ ー ザ ーは あた か

も 自分 自身 の コ ン ピュー タ を所有 し、 何 時 で も必要 どす る時 、 端 末 を操 作

し通 信 回 線 を通 して コン ピュー タを利 用 で きる とい う実 感 を持 つ もの で あ

る○ 事 実 は 各 ユー ザ ー の プ ログ ラムは きわめ て短 時 間 の間 コン ピュー タを

使 用 す る こ とが可 能 で あ る にす ぎな いが 、 コ ン ピェ 一 夕の速 度 が 大 で あれ

ば 、 ユー ザ ー は 自 らに 割 り当 て られ た時 間 内 に要 求 を満 足 させ るに十 分 の

パ ワー を得 る こ とに な る
oタ イ ム 。シ ェ ア リング 。シス テ ムの メ リッ トは

単 に コ ン ピュー タ ・ リソ ー ス を共 用 す るだけ では な く、 多 くの プ ログ ラム

や プア イル の共 用 に よつ て こそ 著 し く高 め られ る こ とに な る○

他 方 、 コ ン ピュ ー タ 。ネ ッ トワー ク にお い て は、 処理 能 力 の異 なっ た コ

ン ピユ 三 夕が 通 信 回 線 で結 合 され 、 ユー ザ ーは 自 らの ア プ リケー シ ョン に

適 した コ ン ピュー タ 。シス テ ムを居 なが らに して使 用 す る こ とが で き るo

も しも、 そ れ ぞ れ の コ ン ピュー タが 異 なっ た 各種 の プ ログ ラム や ファ イル

を備 え ておれ ば 、 ユ ー ザ ー は 自 らの欲 す るプ ロ グ ラムや フ ァ イ ルに 自由 に

ア クセ スす る ことが 可 能 と なるo
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この よ うな コ ン ピュー タ 。ネ ッ トワー クの形 態 と して、処 理 装 置 は 分散

して い るが 、 デ ー タ 。ベ ー ス は 物 理 的 に集 中 して い る もの と、 デ ー タ 。ベ

ー ス は物 理 的 に は 分 散 して い るが 、 論理 的 には集 中 管理 さ れ て い る もの と

が あ り得 る。

5.シ ス テ ム面 よ り見 た情 報 シス テ ムの 進展

シス テ ム とは 相 互 に作 用 し合 い、 相互 に依 存 す る要 素 の 統 合 され た全 体

と して 定義 づけ られ る○ 第1期 の ゾ ス テ ムは 、 イ ン プ ッ トを受 け 入 れ 、 こ

れ を ア ウ トプ ッ トに 変 換 す るだけ の もの で あ り、 この ア ウ トプ ゾ トに 基 い

て次 の イ ンプ ッ トを決 定 す るのは 専 ら人 間 の役 割 で あ る。

この 単純 な変 換 シス テ ムは 、 第2期 に お い て は、 人 間 を含 ま な い シス テ

ム と して の 高度 化 と、 人 間 を含 ん だ シス テ ム と して の高 度 化 との 二 つ の 軸

で と らえ る ことが で き よ うo前 者 は ブイー ドパ ソク制御 シス テ ム で あ り、

後 者 は コ マ ン ド 。コ ン トロー ル ●シ■ テ ムで あ るo

フ ィー ドパ ン ク制 御 シス テ ムに お い ては、 変 換 ユ ニ ッ トか らの ア ウ トプ

ッ トが監 視 され 、 予 め 与 え られ た 目標 と比 較 き れ て、 イ ン プ ッ トが調 整 さ

れ る。 シ ス テ ムは 人 間 の介 入 な く して完 結 し与 え られ た 目標 の 達成 が保 証

され るoフ ィー ドパ ック 制御 シ ステ ムは プ ロセ ス・制御 の 名 の も と に複 雑 に

して 大規 模 シス テ ムが 数 多 く実 在 す る こ とは 多言 を要 しな い で あ ろ う。

他 方、 コマ ン ドア ン ド・コ ン トロー ル ・シス テ ムにお い て は、 デー タは

各 種 の 計測 装置 に よつ て 収集 さ れ、 通 信 回線 を通 じて即 時 に 中央 コン ピュ

ー タに伝 送 さ れ、 処理 さ れ た ア ウ トプ ッ トは人 間 に 呈示 さ れ る'o最 終 的 決

定 は人 間 の 判 断 に ゆ だ ね られ る○ この よ㌦うな シス テ ムの好 例 は、 列車 や 航

空 機 の運 行 管 理 シス テ ム で あ ろ う○

第3期 に おい て は 、 シス テ ムは さ らに高 度化 し、 一 つ は 記憶 機 能 を もつ

た フ ィー ドパ ック 。シス テ ムで あ り、 他 は マ ン 。マ シン 。イ ン タ ラク テ ィ

ブ 。シス テ ム で あ るo

単 純 な フ ィー ドバ ッ ク 。コ ン トロー ル ・シス テ ム に お い ては 、 シス テ ム

の 外部 か ら シ ス テ ムに 与 え られ た標 準 ない し目標 とい つ た 限定 され た記 憶

機 能 を もつ にす ぎない ○ しか し選択 的 記 憶 機 能 を もつ た フ ィー ドバ ンク制
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御 シス テ ムに おい て は、 特 定 の条 件 下 で使 用 され る多 数の 目標 を持 ち 、使

用 す べ き目標 を決 定 す る こ どが で きる○ ナ なわ ちブ イー ドバツ ク 。ル ー プ

を通 じて運 ば れ る情報 に基 い て 目標 を変 更 す る こ とが で きるo目 標 変 更 の

決 定 ル ー ルは 直 接 記憶 お よび制 御 装 置 に イン プ ッ トさ れ る こ とにな るo

この よ うな シス テ ムに さ らに フィー ドバ ック 。ル ー プが増 加 さ れ れ ば、

よ り高 次 の シ ス テ ム とな るoこ の フィ ー ドバ ック 。ル ー プは シ ス テ ムの ア

ウ トプ ッ トに つ い て な され る測 定 結 果 に基 い て決 定 ル'一ル を変 更 す る こ と

を可 能 とす る。 この ような シス テ ムは 何 を為 す べ きか 簡単 につ げ られ るの

では な く、 む しろ シス テ ム 自身が 学 習 を し、 あ る高 次 の 目的 に基 い て 決定

則 を変 更 す る機 能 を もつ もの で あ るo

人 間 と機 械 に よる イン タ ラク テ ィ ブ6シ ステ ムの 基本 的 な形 態 は 、 主 と

して情 報 の 交 換 に 関係 を もつ。 す な わ ち、 イ ン タ ラク ティ ブ な プ ロセ ス を

通 じて コ ン ピュー タ内に 情 報 を と り込 み、 あ るい は コ ン』ピユ一 夕内 に蓄 積

され た 情 報 の検 索 を会 話 型 の手 法 に よつ て適 確 に行 な うこ と、 さ らには 校

訂 や教 授 過程 に有 効 に利 用 さ れ るo

イ ン タ ラク テ ィ ブ 。シス テ ムの よ り高度 の形一態 に お い ては 、 入 間 とコ ン

ダ

ピ ユー タ との 共 同 作業 に よつ て有 効 な アウ トプ ソ トを つ くり出す こ とに関

係 す る こ とに な る。 例え ば プ ログ ラ ミン グや設 計 、 さ らには 意 志決 定 の 場

に お い て有 効 さ を発 揮 す る こ とに な ろ うo,

イ ン ラ クテ イ ブ 。シス テ ムは 人 間 に 代 っ て決 定 を し よ うとい うもの では

な く、 必 要 とす る情 報 を人 間 に 提供 した り、 ときには 何 を しなけ れば な ら

な い か を人 間 に指 摘 す る こ と に よつ て 意 志 決定 者 を 助け る もの で あ るo

以 上 で3つ の側 面、 す な わ ち用途 、 機能 、 シス テ ム の各 側 面 か ら、1期 、

2期 、3期 とい う時 間軸 上 で 、 情報 シス テ ムの進 歩 を跡 づけ 、 将 来 の 展 開

に つい て 予測 を行 なっ て きたoこ の1期 ～5期 とい う区 分 は時 間 的 に 見 て、

各 側 面 に共 通 す る座 標軸 を もつ もの で は必 ず しもないoし か し、 大 ざつ ば

に い つ て、 以 下 の よ うに 予 想 さ れ るoコ ン ピュ ー タ技 術 と密 着 した機 能 面

につ い ては 今 日す でに第5期 の段 階 に入 っ て お り、技 術的 に実 現 可能 で あ

る。 これ に比 して用途 面 か ら見 る と き、 第5期 の 段階 に入 るの は 早 くて も

1980年 代 の後半 であ ろ う○ しか し この ため には 研究 開 発 努 力 の地 道 な
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積 上 げ が必 要 で ある。 他 方 シス テ ム面 に つ い てい えぱ 実 現 は 両者 の 中間 に

位 置 す る と考 え られ、 第3段 階 に入 る の は1980年 代 前半 にtsVaて 可 能

とな ろ うo

最 后 に、 情 報 シ ステ ムの将 来 は 、 人 間 と機 械 との共 存 な らび に情 報 シス・

テ ムの ユテ イ リテ イ化 の2つ の 観 点 か ら整 理 され るで あ ろ うo

人 間 と コ ン ピュ ー タ との共 存 を論 ず るに は、 まず そ れぞ れ の す ぐれ た能

力 を 明 らか にす る こ とが 必 要 で あろ う○

人 間 の デ ー タ処理 能 力

○ す ぐれ た 帰 納 的能 力を持 ち、 か つ 明確 には 系 統 立 て られ て い ない デー

タに 基 い て行 動 す る こ とが で き、 呈 示 され るパ ター ンを認 識 し、 そ して

ある 種 の傾 向 を判 読 す る こ とが で きる○

○ 新 しい仮 説 を作 り出 し、 か つ帰 納 力 を た くみ に利 用 して 洞 察 力 や創 造

性 を発 揮 す る こと にす ぐれ て い るo

O新 しい か つ 変 化 す る状 況 に 自然 に適 応 し、 かつ 速 か に調 節 す ろ こ とが

で き るo

コ ン ピ ュー タの デ ー タ処 理 能 力

○ 大量 の複 雑 な デ ー タ を取扱 う ことが で き、 そ して この よ うなデ ー タを

ふ る い にか け 、 興 味 の 状況 が 生 れ た時 、 人 間 の介 入 を促 す こ とが で きるo

O固 有 の フ ィル タ手法 で、 人 間単 独 では 単 な る ノ イズ と認 め る よ うな状

況 下 に お・い て 、 信 号 を 見 つけ る こ とが で き る〇

〇 十 分 に 定 め られ た パ ター ン を認 識 す る た め に、 高 速 で デー タを比 較 す

る こ とにす ぐれ て い るo

Oも しあつ た と して も ご く僅 か で、 詳 細 に して複 雑 な プ ロセス を 処理 す

る こ とが で き るo

O迅 速 に して か つ正確 なデ ー タの ソー トお よび情 報 の配布 に有 用 で あ るr、

○ す ぐれた 簿 記係 で あ り、詳 細 な記 録 の膨 大 な プア イル を維 持 し、 更 新

す る能 力 を もつ てい る○

この よ うな人 間 とコ ン ピュ ー タが そ れ ぞれ の能 力 を最 高度 に発 揮 しなが

ら、 共 存 し得 る よ うな情 報 シス テ ム の開 発 とそ が 、 情 報化 社 会 を開花 さ せ

る もの で あ るo

一 ろ2一



情 報 シス テ ムの もつ 情 報 処理 およ び記 憶能 力 が 、特 定 ま た は不 特 定 多 数

の ユ ー ザー に よつ て共 有 化 さ れ る で あ ろ うこ とは 、 当然考 え られ る と ころ

で あるo情 報 システ ムの ユ テ イ リテ イ化 は、 まず 特定 の組 識 の 中 に限 定 さ

れ た私 的 な ユ テ イ リテ イ 。シス テ ムか ら情 報 シス テ ム所有 者 外 の 多 くの 公

衆 に サ ー ビス を提供 す る よ うな、 公 的 ユ テ イ リテ イへ と発 展 す る で あ ろ う。
'
ま た予 め定 め られ た 単一 ま た は複 雑 な相 関 連 す る仕 事 をす る よ うな特 殊

用 途 の シス テ ムか ら、 予定 され な い 多 くの異 なっ た 種 類の 仕 事 を取 扱 うこ

との で きる汎 用 シス テ ムへ と発 展 す る で あろ うo

情 報 ユ テ イ リテ イの形 態 は 、 社 会 の要 求 の多 様 性 に もとづ き、 多 彩 な も

の とな るで あ ろ うo

これ を整 理 す れ ば 、以 下 の六 つ の カテ ゴ リー に区 分 され る で あ ろ う。

(1)法 律 的 立場 一 前 述 の公 的 、 あ る いは私 的 ユテ イ リテ イ

(2)サ ー ビス の 範囲 一 特 殊 用 途 、 あ るいは汎 用 の シス テ ム

(3)サ ー ビス の タ イ ブ ー バ ツチ処 理 に よる もの 、 オ ン ライ ン処 理 に よ

る もの○ 何 れ に つい て も種 々の変 形 が考 え られ る。

(4}ユ ー ザ ー の種 類 一 ユ テ ィ リテ ィが サ ー ビス す る顧 客 の タ イプ に よ

る もの ○ 例 え ば工 業 用 、 商 業 用、 政 府 用 、 学 術 用 な どo

㈲ 基 本 的 な 機 能 一 シス テ ムの 主 要 な ア プ リケー シ ョンに 含 まれ てい

る広 汎 な機能 領 域 を示 す。 科 学、 技術 、 計画 、 管 理、 オペ レー シ ョ ン、

コ ン トロー ル、 シ ミュ レー シ ョンな どo

(6)シ ス テ ム の構造 一 ユ テ ィ リテ イの構 成 方 法 、 す な わ ち、 そ の物 理

的 形 態 、 ま たは 技術 的 土質 に関 係 す る○ これ には 以下 の もの が あ るo

① 単 一 中央 コ ン ピュー タ

② 多重 中央 コ ン ピュー タ

③ .多 重 中央 モ ジ ュー ル

④ 多重 分 散 コ ン ピュ ー タ

⑤ 多重 分 散 モ ジ ュー ル
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、

コ ン ピ ユ 三 夕 。 ア プ リ ケ ー シ ョ ン

1金 銭 に 関 す る シ ス テ ム

n企 業 シ ス テ ム

狙 都 市 シ ス テ ム

N交 通 シ ス テ ム

V教 育 シ ス テ ム

M医 療 シ ス テ ム

V9'警 察 。司 法 。裁 判 シ ス テ ム

W .国 家 シ ス テ ム

双 家 庭 シ ス テ ム

1金 銭 に関 す る シス テ ム

A預 貯 金 処 理 シ ス テ ム

1.オ ン ラ イ ン 。 バ ン キ ン グ

2.キ ヤ ツ シ ユ 。 デ ィ ス ペ ン サ

5.オ ン ラ イ ン 。 バ ン キ ン グ 。 ネ ッ ト ワ ー ク

B小 切 手 処 理 シ ス テ ム

1.'MICR

2.コ ン ピ ュ ー タ 処 理

Cク レ ジ ッ ト 。 カ ー ド 。 シ ス テ ム

1.コ ン ピ ュ ー タ 処 理 シ ス テ ム

2.ク レ ジ ッ ト 。 カ ー ド 。ネ ソ ト ワ ー ク

D決 済 シ ス テ ム

1.自 動 手 形 交 換 シ ス テ ム

E信 用 調 査 シ ス テ ム

1.信 用 情 報 プ ア イ ル
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2.オ ン ラ イ ン 問 合 せ

F自 動 支 払 シ ス テ ム

1.約 定 振 替

2.Pointofsales

GChcckless-Cashiess

1.個 人 識 別

2.預 貯 金 確 認

3.ネ ッ ト ワ ー ク 。 プ ア イ ル

H徴 税 シ ス テ ム

1株 式 市 場 シ ス テ ム

ll企 業 シス テ ム

A支 援 的

1.戦 略 計 画 一 経 済 予測 、 市 場 モデ ル、 経 営 シ ミチ レー シ ヨン、 投 資 分

析 、設 備計 画 、 デ シ ジ ョン ル ー ム デー タ、 セ ク レ タ リ

2マ ー ケ テ イ ン グ ー 需 要 予 測 、 販 売 分 析 、 宣 伝 媒 体選 択 、 宣 伝 効果 分

析

5.研 究 開 発

4.エ ン ジ ニ ア リン グ ー 自動 設 計 、 工 場 設 計 、 プ ロジェ ク ト管 理 、 部 品

表 展 開、 数 値 制 御 、IE

B主 流 的

1.販 売 一 製 品 仕様 設 計、 自動 カ タ ログ

2.受 注処 理 一 顧 客 勘 定、 注 文 の実 行

3、 在 庫 管 理

4.生 産 計 画 一 ス ケ ジ ュー リン グ、 負 荷 計 画

5.生 産 管理

6.生 産 一 プPセ ス 制御 、DDC、 工 作 機 械 の数 値 制 御

ス 倉 庫管 理 一 倉 庫 立地 、 自動倉 庫

8.輸 送管 理 一 ス ケジ ュー リング、 車輌 管 理
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9.購 売

10.品 質 管理

C処 理的 、

1.経 理 一 受取 勘 定 、 支 払 勘 定、 原 価計 算、 予 算 財務 モデ ル、 固定

資算 勘 定 、収 支 勘定

2.人 事 管理 一 給与 計 算 、 ス キ ル イ ンベ ン ト リ

田 都 市 シス テ ム

A都 市 計 画

1.土 地 利用(工 業 用 、 商 業 用 、 事 務 所 用 、住 宅 用)＼

2、 文 化 施 設(公 園、 劇 場 、 レ ク リエー シ ョン)

5.交 通 機 関(空 港 、 大量 輸 送機 関、 輸 送 ター ミナ ル、

道路)

4.公 共 施 設(電 力、 ガ ス、 上 下 水 道、 廃 棄 物 処理)

B都 市経 営 計 画

1、 長期 基 本 計 画

2.短 期実 施 計 画

3.年 度 予算 計 画

C施 設 建設 工 事

t

2

又
∪

」
4

5

6

7

都 市 開発(再 開 発 、 土 地 区画 整 理 、 都 市 部再 開 発)・

交 通(街 路 、 道 路 、 高速 道 路 、 橋 梁、 バ ス ター

ミナル、 地 下 鉄 、 空 港、 港 湾、駐 車 場)

上 下 水 道(上 水道 、 下 水 道)

居 住(公 営 住 宅、 改 良住 宅 、 宅地 開発)

防 火(消 防 施 設、 車 両)

防 災環 境(防 潮 施 設、 砂 防 、 活 山、 急 傾斜 地 崩 壊

防 止 、 公 害 監 視施 設)

廃棄 物 処 理(焼 却 施 設 、 し尿 処理 施 設 、 埋立 地)
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コ ン ピ ュ ー タ ・

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 。

モ デ ル

プ ラ ニ ン グ

ス ケ ジ ユ ー リン グ

フ オ ロー ア ソ フ

レ ビ ユ ー



8.保 健 医療(救 急 医 療 セ ン ター、 市民 病 院、 障 害 児

福祉 セ ン ター)

9.福 祉(児 童 館 、 広 場 、 保 育 所 、 老 人 ホ ー ム)、

10.教 育(幼 稚 園 、 小 中学 校 、 学 校環 境 、 教 育環

境 、 生 涯教 育 施 設)

D公 共 サー ビス

1.防 火防 災(消 防 活動 、 洪 水)

2.環 境 保 全(大 気 汚染 防 止 、 水 質汚 染 防 止)

5.廃 棄 物 処 理

4.上 下 水 道

5.道 路維 持 管 理

6.保 健 医療(公 衆 衛 生、 疾 病 予防 、 保 健 指 導、 援 護)

Z福 祉(児 童 福 祉 、 老 人 「援 護 」)

8.教 育(学 校 教 育 、 図 書 館)

E事 務 シス テム

F市 民 意見 収 集 シ ス テ ム

G都 市 デ ー タバ ンク

民 勢統 計 感 覚 的 、 社 会 的、 政 治的 デー タを含 む

N交 通 システム

A都 市交通

道路交通 制御 一 点制御、線制御、 面制御t

2

3

4

新 交通 シス テ ム ー シ ス テ ム の コン ピュー タ、 シ ミユ レー シ ・ン、 コ

ン ピュー タ制御

都 市 内交 通 シス テ ム ー コ ン ピ二一 タに よるダ イヤ作成 、運 行 管 理 シ

ス テ ム

道 路 交 通規 制 一 部 市 内 乗 入 車 自動 料 金 徴集、 車 の 自動 識 別

B鉄 道輸送

1.列 車 運 転 計 画
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2.列 車 運 行 管 理 シ ス テ ム

3.列 車 運 転

4.貨 車 輸 送 管 理 シ ス テ ム

5.操 車 場 作 業

6.出 改 札 業 務'

C航 空 輸 送

1.運 航 計 画

2.運 航 管 理 一 コ ン ピ ュ ー タ に よ るAi・rTrafficContral

System

3.手 荷 物 管 理

D予 約

1.座 席 予 約 一 鉄 道 、 航 空 機 、 座 席 予 約 シ ス テ ム

2.貨 車 予 約

Eコ ン テ ナ 輸 送

1.コ ン テ ナ 管 理 一 コ ン ピ ュ ー タ に よ る コ ン テ ナ 運 用 管 理 シ ス テ ム

v教 育 シス元

A教 育 形 態

目 的 対 象

学 校教 育 個別 教 育 シス テ ム

家 庭 内教 育 地域 教 育 シ ス テ ム

企 業 内教 育 広域 教 育 シ ス テ ム

生 涯 教 育

B－ 教 授 学 習 シス テ ム

1.CMI

機 能 手 段

診 断 。評 価 コ ン ピュー タ

相 談 ソ フ トウエ ア

ス ケ ジユ ー リング デ 一 夕ベ ー ス
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手 段

放送

電話回線

放送+電 話 回線
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2.CAI

成 能'

教 材 の提 示

教 授 プ ロ セスの 制 御

成 績 に 関 す る データ収 集

3.CGI

機 能 形 態

診 断 会 話 型

評 価 個 人 毎 パ ッチ処 理

指 導 集 団 で バ ッチ処 理

0教 育 デ ー タベ ー ス

対 象 レベ ル

学 生 。生 徒 に関 す る デ ー タ 中央 官 庁

教 師 に 関す る デー タ 都 道府 県

教 材 に 関 す るデ ー タ 市町 村

教 育 施 設 に 関 す る デ ー タ

D研 究

学 習 シ ミュ レー シ ョ ン

Eそ の他

管理 用 シス テ ム

教 育 施 設 設 計

形 態

Tutoriai

DrelfProcttice

Conversational

手 段

CAIシ ステム

教材

使用方法

手 段

CGIシ ステ ム

教材

使用方法

処 理 形態

バ ッチ処 理

リアル タ イ ム処理

W医 療 シ ス テ ム

A病 院 医 療 シ ス テ ム

1.診 察 シ ス テ ム ー 自 動 問 診 シ ス テ ム

検 査 自 動 化 シ ス テ ムComputer-aidedDiagnasis

2活 療 シ ス テ ム ーー－ny-一患 者 自 動 監 視 シ ス テ ム 、 自 動 制 御 シ ス テ ム

5.診 療 情 報 管 理 シ ス テ ム ー 入 院 情 報 シ ス テ ム 、 病 歴 情 報 シ ス テ ム 、

院 内 情 報 伝 達 シ ス テ ム
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'4

5

6

ス

8

薬 事 シス テ ム ー 自動 投薬 シス テ ム、 薬 品 在庫 管 理 シス テ ム,

医学 研 究 。教 育 シス テ ム ー 医学 統 計 解析 、 生 理 学 モ デ ル 、

医用CAIシ ス テ ム

事 務 管 理 シス テ ム ー 受付 事 務 、 料 金 請 求事 務 、保 健 請 求事 務 、 病 院

経 理 、 人 事 報 告作 成

物 品 管 理 シス テ ム ー 院 内物 流 シス テ ム、 在 庫 管理 シス テ ム

病 院 間 情報 シス テ ム ー 病院 間 医 療 デ ー ター 伝 送 シス テ ム

B総 合保 健 シス テ ム

1.予 防健 康 管理 シス テ ム ー 集 団 検 診 シス テ ム、 総 合検 診 シス テ ム、 地

域 保 健 シス テ ム

2.後 保 護 シス テ ム

C広 域 医療 シ ス テ ム

1.救 急 医療 シス テ ム ー 救急 車 出 動管 理 シス テ ム、 救 急 医 療 ネ ソ トワーク

2.僻 地 医療 シス テ ム ー 遠 隔 診断 シス テ ム、 医 療 デー タ伝 送 ネ ッ トワーク

5.医 療 情 報 バ ン ク ー 医 療 デ ー タバ ンク、 医学 情報 検 索 シス テ ム

W警 察 。司法 。裁 判 シス テ ム

A通 信 シ ス テ ム ・

1.指 令 伝 達 シ ス テ ム

2.メ ッ セ ー ジ 交 換 シ ス テ ム

3.コ ン ピ ュ ー タ 。 コ ミ ユ ニ ケ ーーーーシ ヨ ン

B防 犯 シ ス テ ム

t

2

3

4

5

6

ス

犯 罪 フ ァ イ ル(種 類、 場 所 、 時 間、 被疑 者 、 手 口)

逮 捕 プ ア イル(氏 名、 場所 、 処 置 、 肉 体 的特 徴 、手 口)

未 成年 者 非 行 フ ァ イル

捜 査 令状 プ ア イル

盗 品 プ ア イ ル

お尋 ね 者 プア イル

パ ター ン認 識(氏 名 、 指紋 、 声紋)
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8.オ ン ラ イ ン問 合 せ

9.犯 罪 手 口分析 、r

C交 通事 故 シ ス テ ム

t交 通 事 故 フ ァ イル(種 類 、 場 所 、環 境 、 関 係者)

2.交 通 違 反 フ ァ イル(違 反 者 、 処 置)

3.駐 車違 反 フ ァ イル(違 反 者 、処 置)

4.違 反 者 に対 す る フォ ロー ア ンプ

D治 安 シス テ ム

1.持 場 境 界 お よび パ トロー ル

2.通 信 網

5.自 動 車 登 録(登 録 番 号 、 持主)

E管 理 シス テ ム

1.要 員 管理

2.資 産 管理

3.車 両 管 理

4.統 計 解析

F裁 判 シス テ ム

1.裁 判 用 デ ー タバ ンク

2.半UtE5ijwt索

ぷ 国 家 シ ス テ ム

A国 家 統 計 シ ス テ ム

tデ ー タ ・ パ ン ク …一一一国 レ ベ ル 、 都 道 府 県 レ ベ ル 、 市 町 村 レ ベ ル

2デ ー タ 収 集 一 自 動 化 、it－ シ ラ ィ・ン 化

3.デ ー タ 伝 達 一 デ ー タ 伝 達 ネ ッ ト ワ ー ク

4・ 情 報 検 索 一 オ ン ラ イ ン 、 リ ア ル ・ダ イ ム 処 理

B国 家 経 済

t.シ ミ ユ レ ー シ ヨ ン モ デ ノジ ー エ コ ノ メ ト リ ツ ク ス 。モ デ ル
、

イ ン プ ッ ト 。 ア ウ ト プ ッ ト 。モ デ ル
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2.経 済 運 営 一 コ ン ピ ュ ー タ 、 コ ン ト ロ ー ル

C民 意 収 集 シ ス テ ム

D貿 易 情 報 シ ス テ ム

a.運 送 契 約

2.通 関 手 続

5.貿 易 統 計

双 家 庭 シ ス テ ム

A家 庭 用 端 末

1.タ ソ チ トー ン

2.キ ー;ぎ 一 ト

3.コ ン ビ==一 タ に よ る 音 声 応 答 装 置

4.TVセ ッ ト

B家 庭 に お け る 仕 事

1,宿 題

2.著 作

5.プ ロ グ ラ ミ ン グ

C教 育 保 健

1.CAI

2,医 療 サ ー ビ ス

D娯 楽

1.TV再 放 送 リ ク エ ス ト

2.ラ ジ オ 再 放 送 リ ク エ ス ト

.5.自 主 放 送 サ ー ビ ス

4,TVシ ョ ッ ピ ン グ

Eキ ヤ ツ シ ユ レ ス ◎tr-一 ビ ス ・

1.シ ヨ ソ ピ ン グ

2.予 約 サ ー ビ ス

5.課 金

F家 事

コ ン ピ ュ ー タ 。 コ ン ト ロ ー ル に よ る 家 事 の 自 動 化
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IV生 活 ¢)情 報 化

情報 化 の方 向 と して、"産 業 か ら生 活へ"の 呼 び声 が高 くなつ てい るo産

業 の情 報化 は 、手 作業 の 置 きか え とい つ た単 純 な処 理 作 業 か ら、 コン トロー

ル 、一マ ネー ジ メ ン トの 一 部 へ と進 展 し、 省 力化 、能 率 化 、 計 画 化 に、 大 きな

実 績 を あげ て い るo生 活 の情 報 化 を考 え る場 合 に は、 産 業 の 情 報 化 と同 じよ

うな 目的 、 同 じ よ うな コー ス で い い の か ど うか、違 う とす れ ば どの よ うな方

向が 望 ま しい の か、 検 討 しなけ れ ば な らない点 が 多 い と思 う。

i生 活の情報化 の脊景i

コ ン ピュ ー タの わ が 国 へ の 導 入以 来 四半 世紀 が 過 ぎ、 産 業 の情 報 化 に よつ

て 、情 報 シス ナ ム、 機 器 類 、 と もに い ち ぢる しい 発達 をみせ て きた 。 す な わ

ち、 シス テ ム と して は ネ ッ トワー ク化 もすす み 、 大型 デ ー タ 。バ ン クの 必要

性 もい わ れ る よ うに な り、 ま た端 末 機 器 につ い て は、 プ ツシ ユ 。ホ ン な ど比

較 的 不 慣 れ なユ ー ザー に も使 用 で きる機 器 が 開発 され た。 さ らに コ ン ビ三 一

タ 自身について も、大規模 集 積 回路 を使 用 した マ イ ク ロ ・コ ン ピュ ー タの 開発 、

そ れ に伴 うソ フ トウエ アの ハ ー ド化 な どに より、 い つ そ う使 い 易 さ を増 す可

能 性 が大 き くなつ てい る。 こ う した状 況 は 、 た とえ ば 家庭 とい う小 さ な 単位

で、 そ れ ほ ど訓 練 を受 け て い な い ユー ザー が コン ピュー タを使 用 で きる可 能

性 を増 大 し、 ま たそ れ に よつ て 得 られ る情報 が、 信 頼度 の 高 い もの とな り得

る可 能 性 を示 して い る〇

三 方 、 生 活 の 中 で の情 報 の ウ エ イ トは、 ます ます増 大 してい るoそ れ は 、

さ ま ざ ま な情 報 の洪 水 に よつ て、 情 報 の価 値 を認識 しな が ら も必 要 な時 に必

要 な情 報 が 手軽 に手 には い らな い い らだ た しさ を も生 み 出 して い る。

つ ま り、 社会 が 多元 化 し、 一 個 入、 一 家 庭 が接 す る場 面 は増 大 す る一 方 な

の に、 個 人 や 家庭 の経 験 は これ ま で と変 らず、 む しろ核 家族 化 に よ る家族 数 、

世 代 数 の 減 少 で、 経験 は減 少 す る傾 向 にす ら ある とい うギヤ ツプが あ'る○

『×× す る法』 とい うよ うな ハ ウ ・ツー もの の本 が ペ ス ト 。セ ラー と な るの

は この ギ ャ ップ を埋 め よ うとす る努 力ρ 現 れ で あ り、 そ れ に よつ て 情 報 の価

値 を認 識 す る もの の、 一 方 で、 もつ と正確 な情報 を、 もつ と きめ細 か い情 報

'
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を、 もつ と数 多 くの情 報 を、 との思 い もか きた て る。 さ らに、 レジ ャー 時代

の進 展 と と もに レ ジャー の主 体 と して の個 人 や 家庭 は、 よ り豊 か な、 よ り楽

しい生 活 を求 め て 、 よ り新 しい、 質 の 高 い 情 報 を必要 とす る よ うに な る こ と

も充 分 予測 で き る○

以上 二 つ の 理 由 一 シ ス テ ム的 、 機 械 的環 境 の整 備 と生活 の必 要性 一 か

ら、 生 活 の 情報 化 の 進 展 は、 今 後 、 必 然 的 に 行 わ れ る もの とみ る こ とが で き

るo

i生 活 の情 報 化 の 目的i

生活 の情 報 化 は、 コ ン ピュ ー タ使 用 に 関 す る限 り、 ま だ、 ほ とん ど未 開拓

の分野 で あ る と考 え られ るoそ れ だ け に、 「何 の た め に 」の 目的 が、 初 めか

ら しつ か り確立 さ れ て い な けれ ば な らな い と思 う、○

産業 の場 合 、 最 初 の コ ン ピュー タ使 用 の 目的 は 省 力化 で あつ たo単 純 な事

務 作業 を コ ン ピュ ー タに 代行 させ る こ とに よ り、 産 業 は 人 的 資 源 を有 効 に活

用す る こ とが で き、 産 業 自身 に もま た人 間 に も、 プ ラス の 効果 を もた ら したo

生 活 の場 に とつ て 、 省 力化 を 目的 とす る こ とが で きる だ ろ うか○ あ る程 度

は 目的 とな り得 る と私 は 考 えるo

戦 後 、 電 気 洗 濯 機 、 電気 掃 除 機 、 電気 冷 蔵 庫 な どの普 及 に よ り、 家庭 の省

力化 はい ち ぢ る し く進 ん だ○ そ れ は主 婦 の 自由 時 間 を増 大 させ、 近代 的 な夫

婦、 親 子 関 係 を つ く りあげ る のに 力 が あつ た○ しか し、 な お家 庭 には 雑 然 と

した手 間 の かか る作 業 が 満 ち満 ち てい る○ た とえば ゴ ミ処 理 、 メー ター検 針 、

集金 とい つ た仕 事 で あ る○ こ うした面 での コ ン ピュ ー タ 。シ ステ ムの代 行 は 、

生 活 を いつ そ う便 利 に し、余 剰 の 時 間 で主 婦 を中 心 とす る家族 の 生 活 の 幅 を

拡 大す る可 能 性 を 増 す。 従 っ て省 力化 は、 生 活 の情 報 化 の一 つ の 目的 に十 分

な り得 る と考 え るo

産 瓶 次 に ・ ン ・ト・r… シス テ ・・ マ ネrジ メ ン ・・パ テ 胆 ㌣

ピ一 抱 使 つ・た・ 生 活 暢 で・ め 点 は ど うだ ろ うか・ や 助 ・ か 妙'の

程 度、 可 能 で あ る と考 え る6

た とえ ば一 家 族 の全 体 像 を把 握 した 家 計 診 断 、 予 測、 計 画 など に コン ピュ

ー タ を使 用 で きれ ば 役 立 つ ことは 多 い だ ろ うし、 家族 の健 康管 理 な どに も、
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役 立 つ 部 分 が 多 い と考 え られ る。 従 っ て、 これ も 目的 とな り得 る。

以 上 は、 産 業 へ の コ ン ピュー タ導 入 と平 行 しつ つ、 生活 の場 を考 え た結 果

だ が 、 生 活 につ い て は、 さ らに別 の要 素 が あ るoそ れ は、 情 報 伝 達 、 教 育 、

娯 楽 と して の コ ン ピュ ー タの 利 用 で あ るo

情 報 伝 達 に つ い ては 、 た とえ ば企 業 、 官 庁、 専 門家 、 個 々人、 個 々 の家 庭

の 知 識 や知 恵 を 社会 的 に集 積 して、 個 人 あ るい は一 つ の家庭 が 利 用 す る とい

う目的 が考 え られ る。 た とえ ば 、子 供 が 誤 っ て異 物 を飲 み こん だ 時 の 応 急 手

当 は?老 人 が 急 な疾 患 で倒 れ た時 の応 急 手 当 は?パ ーテ ィの 献 立 は?

油 汚 れ の ひ どい もの の掃 除 は?と い つ た生 活 の場 で起 っ て くる 種 々雑 多 な

問題 の 解 決 の ため の情 報 は 、 こ とに核 家 族 化 した今 日の 生活 者 に は ま ことに

有益 な もの で あ る。現 在 、 これ に対 して は、 新 聞、 テ レ ビ、 雑 誌 、 単 行 本 な

どが情 報 を提 供 して い るが、 惜 しむ ち くは、"必 要 な 時 に"の 要 件 を満 たナ

点 が十 分 で な い。 こ うした知 識 や知 恵 を社 会 的 に集 積 し、 必 要 に 応 じて、 手

軽 な方 法 で(た とえば 電 話 、 映 像 シ ス テ ム な どで)す ぐ入 手 で きる こ とに な

れ ば、 生 活 に役 立 つ 面 は 大 きい と考 え られ る。 さ らに、 双 方通 行 シ ス テ ムが

確 立 し、 個 々人 の"必 要"を 十 分 満 た せ る だけ 対話 が で きる な ら、有 効 性 は

い つ そ う増 す こ と とな ろ う○

次 に教 育 に つ いて は 、 主 と して 生涯 教 育 が 目的 とな り得 る と考 え る○ 主 婦1

の 再 就 職 、 定 年 者 の 再就 職は 、 希望 が 多 い に もかか わ らず教 育、 訓練 機 関 が ・

不 充 分 な ため 、 実 現 をは ば ま れ てい る例 が 少 な くな いoた とえ ば映 像 シス テ

ム を使 っ た 教 育 に よ り、 そ の 実 現 が期 待 で き る。 この場 合 も、 双方 通 行 シス

テ ムが確 立 され れ ば、 い つそ う有益 で あ る こ とは い うま で もな い。

さ らに、 実 用、 趣 味 、 知 的 好 奇 心 か らの 教育 も考 え られ る。 語 学 を 習 うと

か 、 生 花 を 習 う とか、 あ るい は 考 古 学 を 極 め た い.とか の 個 々人 の欲 求 が、 そ

の個 人 の可 能 な時 間 に、 可 能 な場 で満 た せ る よ うに なれ ば、 生 活 の豊 か さ は

増 す だ ろ うoこ れ に は映 像 シ ス テ ム を使 う方法 が 有効 と考 え られ る○

娯 楽 に つ い て は、 今 日のテ レ ビ、 ラ ジオ を一 歩 進 め た シス テ ム が考 え られ

よ う。 た とえ ば リク エス トに 応 じて 個 人 にふ さ わ しい時 間 に 出 て くる番 組 な

どが そ れ で あ るo今 日の テ レ ビ、 ラ ジオ は..一 般 に万 人 向け の 番 組 つ くbを

して い る た め に、 必 ず しも満 足 しな い 値 入 も多 い○ この シス テ ム に必要 とさ
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れ るの は、 「値 入 向け の 」とい つ た要 素 で あ る○ つ ま り音楽 好 き な人 には 質

の高 い 音 楽 番 組、 お年 寄 りには、 お年 寄 りにふ さ わ しい楽 しい番 組 な どが 選

択 で きれば 、 生 活 の楽 しさは 増 す だ ろ うo娯 楽 に つ い ては も う一 つ 、 レジ ャ

ー 情 報、 で きれ ば レ ジャ ー施 設 の 家 庭 か らの 予 約 な ども有 益 と思 うo

この 「傾 く 向 け 」と関 連 す るが、 今 日、 マス コ ミか ら、 とか くな お ざ りに

され が ち な 人 々の た め の情 報 。教 育 、 娯 楽 を提 供 す る こと も大 きな 目的 と し

て あげ られ よ うo

た とえば 、 目の見 え ない入 、 耳 の聞 こえ な い人 な どの た め の もの で あ る。

目の 見 え ない 人 は 耳 が 頼 りで あ るo必 要 な教 育 を耳 か ら受 け、 楽 しみの た め

の本 を気 が ね な く読 ん で もらえ る シス テ ムが で きれ ば、 この人 々の 生 活 は ど

ん な に 明 る くな る こ とだ ろ う、)ま た、 耳 の 聞 こえ な い人 々 のた め に は 「手話 」

が 有 効 で あるdた とえば映 像 シス テ ム を使 っ て、 手 話 に よる情 報 伝 達 、教 育 、

娯 楽 の プ ログ ラムが で きれ ば個 人 に も社 会 に も、 計 り知 れ な い益 を もた らす ○

老 人 や長 期 療 養 者 向 け の情報 、 教 育 、 娯 楽 も考 え られ よ うoつ ま り今 日、 奉

仕 者 の 善 意 に頼 っ て い る事 柄 に、 社 会 シス テ ム と して 手 を さ しのべ る の℃ あ

ろ∩ こ うした、 マ ス に対 す る ミニ コ ミュ ニ ケー シ ョンの役 割 も、 目的 と して

あげ られ る と考 え るo・

i生 活の特殊性i

以 上 、 生 活 へ の コ ン ピュー タの 適 用 の可 能 性 を なが め て き たが、 しか し忘

れ て は た らな い の は、 生 活 の特 殊 性 で あ る○ 生 活 は産 業 とは 違 玩 生 活 の 目

的 は 能 率 で もな けれ ば 利潤 の追 求 で もないo生 活は 、 値 入 が、 もつ と も入 間

ら しさ を 回復 す る場 で あ り、 個人 が生 活 の場 に求 め る もの は、 や す らぎ あ り、

暖 か さ で あ り、 人 と人 との心 や感 情 の触 れ あ い で あ り、肌 の ぬ くも りで あるo

そ れ だ け に、 生 活 の 情報 化 には お の ず か ら限度 が あ り、 また、 これ以 上 は

踏 み こむべ きでは ない とい う、 しつか り した 限 界 を も うけ るべ きだ と考 え る。

つ ま り、 生 活 の 情 報化 は、 生 活 の 中 での煩 雑 な、 非 人 間 的作 業 の 代行 で あ

り、 よ り豊 か で 安 定 した 生活 を営 む た め の 手 助 け で あ り、 そ れ に よつ て入 間

が 、 人 間 と して の 自由さ、 豊 か さ、 み ず み ず しさ を、 い つ そ う手 に す るた め

の もの で あ る こ とを、 明確 に す る 必要 が あ る と考 え るo
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生 活 は、 本 来 保 守 的 な もの で あ る。 お重 病 自分 の生 活 をふ り返 っ てみ れ ば 、

思 い あ た る こ と も多い は ず で あ るo

ま た、 生 活 は 非論 理 的 な もの で もあ る。 い い とわか つ てい て も受 付 け られ

ない とい うこ と も多 い もの で あるこ それ はつ ま り、 人 間 が 感 情 の 動 物 と して

の一面 をもつているか らであろ う。

生 活の情報化 には、そ のへんの生活の特殊性 を十分考 え、 人間の人間 とし

ての感情 も大切 にす る姿勢が大切 と考 える。

i生 活の情報 化の方向i

以上 の よ うな点 か ら考 え る と、 生 活の 情 報 化 に は、 次 の よ うな方 向 が 必要

だ ろ うo・-

1.必 要 な・もの と、 必 要 で な い もの との 分別

消 費 者 の ニー ズ が ど こに あ るか を十 分 に確 か め、 ニ ー ズ の高 い ものか ら

進 め て行 く姿 勢 が必 要 で あ る と考 え るoつ ま り基 本 的 には 、 機 械 が(コ ン

ピュ ー タが)何 が で きるか とい う都 合 で進 め られ るべ きで な く
、 あ くまで

ユ ーーーーザー オ リエ ン テ ツ ドな姿 勢 を貫 くこ とが大 切 で あ る と考 え る
oユ ー ザ

ー の ニー ズ は
、時 に は わ が ま まで、 予測 もつ か ない よ うな こ とに あ る か も

しれ ない が、 しか し、 そ れ は 十 分付 度 され なけ れば な らな いo一 方 で、 コ

ン ピュー タが 可能 とす る こ と を十 分 ユ ー ザニ に知 らせ る努 力 も必 要 だ ろ う。

しか し、 機 械 が可 能 とす る こ と で も、 ユ ー ザー は必 要 を 認 め な いか も しれ

ない○ そ れ を機 械 の都 合 で押 し進 め る よ う・な こ とは 避 け るべ きだ と思 うo

も し、 この へ ん の 見 通 しを誤 る と、 情 報化 は軽 兆 浮 薄 な もの と受取 られ、

あ る いは 大 き な反 発 を招 く と考 え られ る0

2,公 共 性 の 高 い もの か らの導 入

社会 の情 報 化 が、 個人 の 生 活 に益 す る こ と も大 きい。 国 鉄 指 定 券 の予 約

シ ステ ム、 交通 コ ン トロー ル ・シス テ ム な どは そ の例 で あ るo

¶生 活"の 概 念 を狭 く限 定 せず
、 社 会 的 な観 点 で 幅 広 く考 え るぺ きで あ

り、 一 人 の 生 活 者 が 社会 生 活 を営 む さ ま ざま た場 面 を想 定 して、 そ の場 面

でQ生 活 が便 利 に、 円滑 に な る よ うな情 報 化 が期 待 さ れ るoそ の 意 味 では

"社 会"の 情 報 化 が
、 個 人 の生 活 に益 す る と ころが 大 きい だ ろ う○ ゴ ミ処
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理 シス テ へ 健 康 管 理 シ ス テ ム な どそ の例 と して 考 え られ る。 、

3.双 方 通 行 の シ ステ ム を

生活 者 は 、 そ の とき どき○ 必要 に応 じて情 報 を要 求 す る ことが 考 え られ

る。 必要 な時 に、 必 要 な情 報 が得 られ ない と、 情報 シス テ ムに対 す る信 頼

を失 うと も考 え られ る。 従 っ て、 情報 は 、一 方 的 に流 す もの で は な く、"必

要 に応 じて"出 て くる もの で あ り、 い わゆ る"情 報 公 害"で 、 迷 惑 な もの

では な い よ うに取 計 らわ れ なけ れ ば な らないoそ れ と と もに"必 要 な"の

条 件 を満 た す た め、 個 人 が納 得 す る ま で対 話 の で きる、 あ る い は問 合 せ の

で きる 双方 通 行 の シス テ ムの開 発 が 望 ま しい。

4プ ラ イバ シー の保 護

生 活 の情 報 化 の進 展 は、 プ ライバ シー の侵 害 に、 もつ と も結 びつ きや す

い 危険 性 を秘 め て い る○ プ ラ イバ シー の保 護 は 、 この場 面 では 、 何 に も優

先 して考 え られ なけ れ ば な らない○ 人 の生 活 には 、 他 人 に は.のぞ か れ た く

ない部 面 が 必ず あ る もの で あ り、 家族 間 にそ れ が 存 在 す る こ と も決 して珍

し くは な い〇 一 つ の情 報 化 の進 展 を考 え る場 合 には、 必 ず 、 そ れ に伴 うプ

ライバ シー侵 害 の危 険 性 を 同時 に 予測 し、 そ れ を保 護 す る た めの具 体 的 方

策 を打 出 す べ きで あ る。 個 人 レベ ル の 情報 化 の 進 展 に 対 す る社会 的 な抵 抗 、

反 発は 、 この 問 題 か ら起 きて くる可 能 性が もつ と も強 い だ け に、 特 に敏 感

な留意 が 必 要 と思 う0

5.使 用 法 が 簡 単 で、 価 格 の安 い端 末 機器 の開 発

ユ ーザ ーが 個 人 で あ る場 合、 コ ン ピュ ー タ使 用 の 熟練 は あ ま り期待 で き

な い。 簡 単 で便 利 な端 末 機 器 の 開発 が行 わ れな け れ ば、 シス テ ムが どん な

に整 備 され て も十 分 な 利 用 が 行 わ れ な い だ ろ うo電 話 の よ うに、 ほ とん ど

考 えず に利 用 で き る端末 機 、 テ レ ビ受像 機 の よ うに 親 しみ や す い機 器 の導

入 が 考 え られ なけ れ ば な らない○ ま た、 コン ピュー タへ の リク エ ス トの 方

法 につ い て も、 日本 で は、 タ イ プ ラ イ ターの 普 及 が い ち ぢ る し く少い だ け

に、 音 声 を使 う方法 な ど独 自の、 簡 便在 方 法 が 考 え られ なけ れ ば な らな い

だ ろ う。 従 っ て 、 プ ログ ラ ミン グを ど うす るか な ど、 解 決 され なけ れ ば な

らない テー マが 多 い と思 う。 ま た簡 単 さ と同 時 に、 一 部 では 、 少 々複雑 で

も よ り高 度 な情 報 を入 手 したい との ニー ズ もあ る可 能 が あ る の で、 そ の へ
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1

んへ の配 慮 も必 要 とな ろ うo

ま た、 情 報 の不 公 平 を な くす た め に は、 端 末 機 の 価格 が 、 か な りの人 が

入 手 で きる よ うな安 さ で なけ れ ば な らな い0

6.公 共 投 資 の 必 要 性

以上 の 諸 点 を考 え 合 わ せ る と、 生 活 の情 報 化 は 必 ず しも採 算 の とれ る産

業 とは な うえ ない 可 能性 が 強 い。 ま た採 算 優 先 の 考 え方 をす れ ば 、生 活 者

の ニー ズ とは 必 ず しも一 致 しな い形 で の情 報化 が 進 め られ る可 能性 もあ る

し、 ま た情 報 を受 け られ る生 活者 と受 け られ ない 人 々 との格 差 が い ち ぢ る

し くな る恐 れ も あ る。 従 っ て 、 生 活 の 情 報化 に つ い て は 、 か な り高 い 割合

で、 公 け の 資金 を導 入 し、 民 間 との 協 力の形 で進 め るの が 望 ま しい と考 え

られ る。 そ の 場 合 には 、 一 部 で考 え られ てい る よ うに、 学 識 経 験 者、 ユ ー

ザー 代 表 な どを も含 め た集 りを 組織 し、何 か ら手 を つけ てい つ た らい いの

か 、 あ る程 度 の コ ンセ ンサ ス を得 る こ とが 必 要 か と思 うo

i具 体化 へ の 一 提 案i

以 上 の よ うな原 則 に立 っ て、 具 体 的 に ど うす れ ば い い か を考 え て み る と、

次 の よ うな こ とが 考 え られ る0

1.当 面 必要 な もの と、 将 来 必 要 となつ て くる もの 、 ある いは 、 あれ ば便 利

な もρ との分 別 ○(優 先 順 位 をつ け る)

2.生 活 の不 便 を解 消 す る もの と、 よ り知的 創 造 性 の 高 い、 あ る いは より楽

しみ の 多 い 生 活 の た め の もの との分 別 。

3.機 械 的 に 、 あ る いは ユー ザ ー の 熟 練度 とのか ね あい で、 可 能 な もの、 あ

るい は 可 能 に な る可 能性 の あ る もの と不可 能 な もの との選 別0

4.機 械(コ ン ビL－ 夕)が 手 が け るべ き段階 と、 人 間 が 手 が け た 方が い い

段階 との分 別、 見 きわ めo,

機 械 的 な こ とは わか らな い が、 私 見 で は、 次 の よ うな分別 が 考 え られ る と

思 うが 、 ど うだ ろ うかO

t社 会 的 必 要 性 が 高 い と思 われ る もの

(イ)医 療 シス テ ム の完 備、 特 に僻 地 医 療 に つ い ては 、 早 急 な コ ン ピュー タ

化 が 必 要 と思 われ る○(医 療 水 準 の平 均 化)
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回 交 通 シス テ ムの 推 進

道 路 情 報 を一 歩進 め て 、 情 報 に基 くコ ン トロー ルoCVSシ ス テ ムの

導 入 ○ 特 に大 量 輸 送 機 関 へ の 配 慮o

内 行 政 窓 口 の シス テ ム化 ○能 率的 で、 合理 的 な事 務 処理 方 式 の確 立o

目 公害 コ ン トロー ル 。シス テ ムの完 備。 測 定 と、 そ れ に伴 う対 策 の一 貫

化o

㈱ 防 犯 ・防 災 シス テ ム の整 備 。 映 像 シス テ ムの 中 で考 え られ て い るが、

探 知 と対 策 の結 びつけo

内b'ミ 処 理 シス テ ムの 完備o社 会 的 必要 性 は 高 い と思 う。

2.値 入 生 活 に 便 利 を与 え る もの

(イ}キ ヤ ツ シ ユ レス 。シス テ ム の推 進 ○ 現 在 銀 行 が行 って い る振込 を一 歩

進 め るoま た、 電 気 、 ガ ス な どにつ い て は、 検 針 と払込 の 一 体化 が考 え

られ る。 買物 につ い て は、 さま ざま な カー ドとの結 びつ き。

回 レ ジャ ー情 勢 の提 供 ○ レ ジャー 情 報 セ ン ター の構 想 との か ね あい で、

か な りの情 報 が 提 供で き る可能 性 が あ る。 ま た、 同時 に 予 約 が で きる シ

累 テ ムが 考 え られ るo

←→ 個 人 家 計 の 代 行〔 個 人 家 計及 び予 測 ・計画 を必 要 とす る人 に対 して コ

ン ピュー タが 取扱 え る可 能 性 は な い だ ろ うか。

目 応 急 処置 な ど、 い ざ とい う時 の情 報 の 提供o劇 毒 を飲 ん だ時 、 脳 卒 中

で倒 れ た 時、 赤 ちゃ ん が泣 きや ま ない 時 な ど、 専 門 家 の知 識 及 び おば あ

さん の 知 恵的 な もの の社 会 化 ○

㈱ 献 立 の ヒ ン ト、 暖 房 器 具 の効 率 な ど、 や は り知 識 、 知 恵 の 社 会 化0

3.ミ ニ 。コ ミエ ニ ケー シ ヨン的 役 割 を果 す もの

(イ)高 年 令 書 の た めの 情 報 ・教 育 。娯 楽 の 提供

回 盲人 、 ろ うあ者 、 病 弱 者 な どの た めの 情報 。教 育 ・娯 楽 の提 供

←→ 再 教 育 ・学 問 を深 め るな ど、 生 涯教 育 シス テ ムの 提 供

(→ リク エス トに よる番 組 提 供

テ レ ビ電 話

一50一

◎



V情 報化技術の進展

情 報 処理 技 術 は 若 い 技 術 で あ るo最 初 の 電子 計 算 機 が稼 動 して 以 来2 .0余

年 、 そ の 間 に膨 大 な 開 発 研究 努 力が 傾 注 され、 急 速 に 進 歩 して き た。 そ の将

来 の発 展 性 は 大 い に期 待 す る こ とが で き るが、20余 年 の開 発 に よつ て、 よ

うや く限界 を見 つ つ あ る こ と も事 実 で あ るo

そ の第1は 高速 化 の上 限 で あ る。 光 が50caの 距 離 を進 む 時 間 を1ナ ノ秒

と言 うが 、 現 在 の超 高 速 電 子 計 算 機 は、1ナ ノ 秒 以 下 の動 作 速 度 で使用 され

る ゲ ー トか ら構 成 され る よ うに なつ て い る ことを考 え る と き、 現 在 の最 高 速

を大 幅 に 越 え る計 算 機 の開 発 は 必ず し も期 待 で き ない。

ソ フ トウエ ア技 術 に つ い て 考 えれ ば、 ソ フ トウ エア の蓄積 が 次 第 に進 ん だ

結 果 、 た とえば 数十 万 ス テ ッ プ のOSが 開 発 さ れ、 そ の す べ てに つ い て 考 慮

を払 い なが ら、 さ らに 大規 模 なOSの 開 発 を進 め る こ とは、 ほ とん ど不 可 能

と考 え られ る機 械 も現 われ る に 至 っ てい る。

この よ うな限 界 に近 い努 力 に もか か わ らず、 情 報 処 理技 術 が 、 解 決 し得 な

か っ た 、 そ して今 後 も充 分 に は解 決 で き る とは 見 込 ま れ ない 問題 も少 な くな

い○ い わ ゆ るパ ター ン認 識 に代 表 さ れ る高度 なパ ター ン処 理 技 術 は 、そ れぞ

れ の特 殊 な応 用 例 で 、 実 際 的 に 有 用 な レベ ルに 達 した もの も ある とは 言 え、

完 全 な意 味 では、 そ の 実 現 は 困難 で あ る と考 え られ る に至 っ て い る。

この よ うな限 界 に もか か わ らず 、 情報 処 理 技 術 は近 い将 来 さ らに 大 ぎな進

歩 を とげ る と期 待 さ れ る。 これ らは 主 と して 製造 技 術 の進 歩 を基 礎 と した、

大 容 量 化 とコス ト低 減、 これ を要 因 とす るそ の普 及 で あ るo

ハ ー ドウエア に関 しては 、 機 械 の 構 成 を単 純 化 し、大 量生 産 可 能 な もの と

して 、 これ を並 列 に設 置 し、 しか も有 機 的 な動 作 を可 能 に す る よ うな シス テ

ムの 開 発 が期待 され るo現 在 で も、 これはCPUと は独 立 した 高 度 の機 能 を

CPUと 一は独 立 した 計 算 機 に 与 え、 主 と して周辺 端 末 制 御 の機 能 を実 行 して

い る 例 は 多い。 これ が さ らに 進 めば 、 そ れ ぞ れ が高 度 の 専用 機 能 を持 つ た シ

ス テ ム を ファー ム ウ エア を変 更 す る こ とに よつて 構成 し、 処 理 の迅 速 化 と生

産 コ ス トの低減 を同時 に画 る こ とが 期待 さ れ るoLSIメ モ リー 、 磁 気 バ ブ

ル等 の 大 容量 メモ リーは 今 後 と も大 幅 な進 歩 が期 待 され 、 従来 の メモ リー の
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(表1情 報処理技術の期待され る進歩)

一 一 ・ ウ エ ア{

・ シ ・ ウ エ ア{

ネ… 一{

処理の多様d

-一{

低 ・ ス ・ 化{

並 列化

メモ リー の 大 容 量化

専用 機化(フ ァー ム ウエ ア化)な ど
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ハ イア ラー キー を 中 心 と した 計算 機 の シス テ ム構成 に は変 化 が生 ず る可 能 性

もあろ うo

ソ フ トウエ アに 関 して は、 ソ フ トウェ アの シス テ ム として の 過 度 な 複雑 催

し 'を持 た ず に
、 累 積 す る ことが 可 能 な もの につ い ての 累 積 が進 む と期待 され る。

デー タ 。ベ ー ス、 ライ ブ ラ リー の完 備等 が そ れ で あ る。 また 、 これ らの デ ー

タ ・ベ ー ス を有 効 に使用 し、 ま た専 用化 した ハ ー ドウエ アを 有 効 に 活 用 す る

た め に は、 シス テ ムの ネ ッ トワー ク化 が 進 む と考 え られ るo

ネ ッ トワー ク化 は 端 末 の 普 及 に よつ て も重要 な条 件 で あ るoユ ー ザー が 多

種 類 の サー ビス を受 け るた め に 多種 類 の端 末 を 設置 しなけ れ ば な らない こと

は 、 不都 合 な こ とで あ り、一 台 の端 末 か ら、 多数 の サ ー ビス 。セ ン タ ーへ の

接続 が 網 を通 して可 能 に な る よ うに す るべ き であ ろ うoこ の よ うな ことが可

能 とな る ため には 、 単 に コー ドあ る いは 伝 送 制御 手 順 の み な らず 、 情 報 処理

の 内 容 にま で立 入 っ た ソ フ トウエ ア お よびハ ー ドウエ アの 標 準化 が 実施 され

なけ れ ば な らないo

これ らの コス ト低減 を背 景 と して、 情 報 処理 技 術 の 多様 化、 普 及 の結 果、

コ ン ピュー タを中 心 と した各 種 の社 会 シス テ ムが 開発 され 、 さ らには これ ら

の社 会 シス テ ム に ア ク セス す る た あ の家 庭 用端 末 の普 及 も期待 で きる。 我 が

国 の事 情 と しては 、 この た め に は漢 字 処 理 を一般 化 す る こ とが 必 要 で あ る と

思 われ 、 前述 した低 コス ト化 を背 景 に、 漢 字 処 理 を妥 当 な コス トで実 現 す ぺ

く努 力す べ きで あ ろ う。 しか し この 場 合 に は英 数 字 だ け の処 理 に比 べ れ ば、

コス ト高 に な る こ とは 必至 で あ り、 社会 全 体 の能 率化 と国際 競 争 力 の 点か ら、

望 ま しい シス テ ムに関 す る議 論 が 必 要 で あ る。 情報 処理 技 術 そ の もの の人 間

の創 造 性 に対 す る 寄与 につ い て は 、 必 ず しも楽観 的 に は考 え られ な い が、 人

間 の与 え た情報 をた だ ち に生 産 に 移 した り、 あ る吟 は これ に若 干 の修 正 を施

した 後 に生 産 に移 す よ うな マ ン ・マ シ ン ・シス テム に よる芸 術 性 を 加味 した

産 業 には 寄与 し うる もの と思 わ れ る○ 同様 の意味 で は、 長 時 間 に わ た る訓 練

を しな くて も音 楽 の演 奏 が 可 能 と な る よ うな シス テ ムが 家庭 用 に普 及 す る こ

＼ と も期待 で きるか も しれ ないo

この よ うな 大容 量化 、 ネ ッ トワー ク化、 社 会 シス テ ム化 な どは 、 い ず れ を

考 え て み て も、 シ ス テ ムの 故 障 の お よぼ す 影 響 の範 囲 を太 き ぐす る もので あ
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るoこ の こと を考 えれ ば、 シス テ ムの 高信 頼 化 を進 め る こ とが 必 要 とな る○

エ レ ク トロニ ク ス技 術 を応 用 した最 初 の社 会 シ ス テ ム と もい うべ き、 電 話

を中 心 と した電 気 通 信 シス テ ムでは、 現 在 の電 子 計算 機 や家 庭 用 エ レク トロ

ニ クス とは一 桁 異 な る高度 の信 頼 性 が 普 及 さ れ て い る こ とを考 えれ ば、 電 子

計 算機 を中心 と した情 報 化 技 術 全 体 も、 社 会 的 に充 分 そ の責 任 を果 す こ とが

で き る よ うに す る た めに は 、 現 在 よ りは るか に 高 い 信 頼性 の追 及 が 必 要 と な

るか も しれ ない。充 分 信 頼 性 の 高 い この よ うな シス テ ムは、 当然 装 置 の 初期

コス ト上 昇 と長 寿 命 化 を伴 うo長 寿 命 化 は シ ステ ムの 更 新 周 期 を長 く し、 小

ま わ りの き く改 良 を 困難 にす るoこ の た め 高信 頼 シス テ ムは短 期 的 に は 自 由

競 争 にお い て不 利 な立 場 とな り、完 全 な競 争 原 理 の 下 で は特 殊 な条 件 が ない

限 り成 立 しに くい 。 この よ うな観 点か ら、 情 報化 社 会 シス テ ムの 高信 頼 化 を

達 成 す る ため の方 策 が強 力に 進 め られ る こ とが 望 ま しいo

これ と同時 に 社会 とのか か わ り合 い の 深 さ を考 えれ ば、 情 報 の 機 密保 護技

術 の 向上 は 重 要 で あ るoさ らに コ ン ピュー タに 対 して 必 ず し もな じみ の な い

人 々が、 シス テム を使用 す る こ とを考 え れ ば、 デ ー・タ 。ペ ー ス の 内容 あ るい

は処理 用 の ル ー チ ン に 関 して、 シズ テ ムの都 合 だ け で 内 容 が決 ま り、.それ と

は 必 ず しも対 応 しない 過大 の 宣伝 を す る とい う よ うな こ と が ない よ う、 デー

タの 信 葱性 を向上 し、 法 的 に これ を保 障 す る よ うな処 置 が 必 要 とな るか も知

れ ないo

2.情 報 産 業 と 日本 文化

この よ うな情 報 化 技 術 に お い ては、 ハ ー ドウ エ ア技 術、 ソフ トウエ ア技

術、 応 用技 術 を 通 して 、米 国 の 占 め る優 位 は 動 が しが た い○ しか し多 くの

工 業技 術 に お い て、 自動 車 技 術 にお い て も、 民 需 用 エ レク トロニ ク ス技 術

にお い て も、 過 去 に おけ る米 国 の絶 体 的 優 位 をつ き くず して 、我 が 国 が高

い地 位 を 占 め る よ うに な つ た ことか ら情 報化 技 術 に つ い て も、 そ の よ うな

我 が国 の地 位 の 向上 を期待 す る議 論 が あ るo特 に ソ フ トウ エア産 業 は頭 脳

集 約型 産業 で あ り、 高度 の教 育 を 受け た 人 的 資源 の豊 富 な 我 が国 に向 い た

産 業 で あ る と の議 論 もあ るo

ソ フ トウエ ア産 業 は今 日では 情報 処理 産 業 の 中核 を な す産業 で あ り、 我
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・が国 が 情 報 化 技 術 にお い て世 界 的優 位 を 占 め るに は、 ソ フ トウ エア技 術 の

'進 展 が 不 可 欠 の条 件 とな ろ う
oJ米 国 が この 点 に お い て優 位 を 占め る よ うに

な つ た の は、 多額 の軍 事研 究 投 資、 軍 需 を 中心 と した 政府 需要 、・アポ ロ計

画 に代 表 さ れ る投 資等 が 巨額 で あつ た こ とが挙 げ られ て い るo.

ソ フ ト ウエア産 業 には 、 若 い頭 脳 を 必要 と し、 若 い頭 脳 労働 力 を 効率 良

く集 め る た め の雇 傭 形 態 も ソフ トウエ ア産業 の 進 展 には 不 可 欠 の こ とで あ

つ たo前 者 は投 資 の問題 で あb、 後 者 は よ り困難 な 問題 では あ るが 、 日本

文化 そ の もの に 大 きな変革 を与 え る こ とな く、 この よ うな体 制 をつ くり出

す工 夫 も あ るか も しれ ないo

しか し、米 国 が 情報 産 業 にお い て 世 界 に 冠 た り得 た のは この 他 に

(i)意 志 を完 全 に 言 語 で表 現 す る必 要 と習 慣 が、 計 算機 以 前 に も存 在 した

こ と。 計算 機 シス テ ムを取 扱 うの と類 似 した表 現 形 式 が入 間 システ ムの

取 扱 い に も行 な われ てい た こ と(

(ii)英 語 が 世 界 語 で あ り、 英語 と共 に ソフ トウエ ア技 術 が 発 達 し、 世 界 に

普 及 し得 た こ とo

を忘 れ て は な らないoこ の両 者 は共 に 日本 文化 その もの に深 くか か わ つ た

問題 で あ るo我 が 国 が 情報 産 業 に お い て米 国 に代 り得 る ため には 、 この二

つ の条 件 を満 足 しなけ れ ば な らな い で あ ろ うoこ,の 条 件 も長 期 的 には 教 育

体 制、 国 語 の 改 良等 に よつ て不 可能 で な いか も しれ ないoし か し情 報化 の

促進 の 名 の もとに 、 日本 文化 が、 そ の最 も大 切 な ものを 失 う こ とが あつ て

は な ら ない で あろ う。 日本 文化 を 守 りつ つ、 情 報化 に適 した 人材 を養 成 す

るた め に 、 長 期 的 視 野 に立 つ た 施 策 と合 意 の 確立 が 望 まれ る。

5.情 報化 社 会 の 将 来

5-1情 報 化 の テ ク ノ ロ,ジー 。ア セス メ ン ト

この よ うな情 報 技 術 の発 展 を春 景 と して、 社会 の 情報 化 は どの よ うに

進 む の で あ ろ うかo一 つ の 発 明 が、 人 間 の 素 朴 な要 求 と直接 結 びつ い て 、

社 会 に貢 献 す る需 要 先導 型 の 技術 開発 の行 な われ る時 代は 終 っ たoこ の

よ うな技術 開発 を発 明 と呼 ぶ な らば 、 発 明 と言 う言 葉 は 特 殊 な分 野 を除

い て もは や 死 語 と なつ た と言 っ て よいo
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技 術 的 興 味 か ら開 発 され た もの を、 一 般 社 会 の需 要 を作 り出 しなが ら

普及 させ て ゆ く、 あ るい は、 もつ と特殊 の 目的 で開発 され た もの を他 の

目的 に も応 用 して普 及 させ て ゆ く方 法 を我 々には技 術 先 導 型 の技 術 開 発

と呼 ん で い るoこ の よ うな技 術 が 社 会 シス テ ム と して導 入 さ れ た と きに

は、 そ の シス テ ムが 有 効 な もの で あれ ば あるほ ど、 社会 に対 して 数 多 く

の イ ンくくク トを与 え る傾 向が あ る。 技 術 的 な理 由で 開発 さ れ た 技術 が 社

会 を変 化 す るの で あ る○ 我 々 の作 ろ う と してい る情 報化 社 会 は あ らゆ る

点 で、 社 会 と人 間 とに強 力 な イ ンパ ク トを与 え る こ とは疑 う余 地 が ない。

情 報 の もつ著 しい性 質 と して、 情 報 は情 報 を望 む もの に は あ りがた い

もの で あ るが 、 情報 を望 ま な い も¢)には きわ め て迷 惑 な もの で ある こ と

を考 慮 しなけ れ ば な ち な いo電 話 は情 報 を欲 す る と きに は 極 め て有 用 で

あ るが、 一 人 で静 か に した い と きに は、 迷 惑 な もの とな るoデ ー タ ・ベ

ー ス に個 人 の デー タを入 れ る と きには、 そ の デー タ を入 れ て 利 用 す る者

に とつ ては 有 用 な もの で あ る が、 デー タ を入れ られ る個 人 に とつ て は迷

惑 に な る こ と も少 な くない○

い ず れ の場 合 に も、 すべ て の個 人 に対 して 不利 益 を上 まわ る利 益 が 与

え られ る こ とが 保障 され なけ れ ば、 技 術 の お しつ け は、 混 乱 を生 ず る こ

と に な ろ う()し か し、 この よ うな 問題 につ い て、 社 会 的 な完 全 な合 意 を'

得 る こ とは 困難 か も しれ な い○

この場 合 に は、 我 々は何 の 目的 で情 報化 社会 を形 成 し よ うと して い る

の で あ り、 これが 人間 と社 会 の 幸福 の た め に どの よ うな寄 与 を な し得 る

か に つ いて の 明確 な ピ ジ ョン の下 に強 力 な 説得 を必 要 とすることに 左ろ う○

この た め に は、 情 報化 が 社 会 と人 間 に与 え るプ ラス とマ イ ナ ス の イ ン

パ ク トの 充分 な 分析 と評 価 を行 な わ なけ れば な らな い。 ＼
＼
＼

情報 の場 合 に は、 特 にそ の イ ンパ ク トが、 物 理 的 な対 象 に現 わ れ る よ ＼
＼ 、

りむ しろ、 入 間 の 心理 的 な面 、 さ らには 社 会 の 文化 的 な面 に イ ンパ ク ト

が生 ず る ことが 多 いoこ の こ と を考 え る と き、 情報 の イ ンパ ク ト分析 は ・

テ ク ノ ロジー 。ア セス メ ン トの 中 で も特 に 困難 な もの とな るoこ の よ う

な意 味 で情 報 化 の イ ンパ ク トを定 量 的 に ア セス メン トす る手 法 の確 立 が

望 ま れ るo
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5--2

情 報 の持 つ 第2の 著 しい 特 性 と して 「一 度 公 開 さ れた情 報 は情 報 で は

な くな る。 」とい う側 面 に も充 分 注 意 を払 う必要 が あ る。 流通 情 報 と し

て 各 市 場 の 市 況 を迅 速 に正 確 にす べ て の 必要 とす る人 に伝 え る手段 が 構

成 され た と しよ う○ 生 産 者 が も しこれ に従 っ て値 段 が 高 い市場 にす べ て

生 産物 を運 ん だ とすれ ば 、 た ち ま ち、 市 況 は 逆 転 して しま うだ る う。

も し充 分 な迂 回路 が とれ る 高速 道路 網 が あつ た と して、 こ こで 自動 車

の 流 れ を円 滑 に す る た め の正 確 な渋 滞 案 内 表 示 が作 られ た と し よ う○ こ

の 場 合 に は す べ て の車 輻 は す い て い る方 の道 に殺 到 す る と考 え られ る か

ら、 この場 合 も渋滞 表 示 は 意味 を な さ ない ことに なろ う○

この よ うない・ず れ の行 動 も、 現 代 の 社 会 は 非難 す る こ とは で きな い。

自 由競 争 社 会 に お い ては 、 この よ う宏 ・自 由競 争 が調 和 の とれ た 社会 を形

.成 す る と考 え られ て い るか らで あ るo

しか し自由 競 争 が調 和 を 生 む とい う仮 説 は す ぺ て の情 報 が 適 当 な遅 れ

で 伝 わ る社 会 に しか成 立 た な い可 能 性 は ない で あろ う.か?こ の よ うな

情 報 化 社 会 に お け る競 争 原 理 か ら生 ず る混 乱 を避 け る 安易 な方 法 を考 え

れ ば 、 市況 情報 シス テ ム は す べ て の生 産 者 に対 して 、 どの市 場 でそ の 生

産 品 を売 却 す るか を 指示 す る シス テ ムに な ら ざる を得 な堕 し、・ま た 渋 滞

案 内 シ ス テ ムは個 々¢)車に 対 して経 路 を強 制 的 に 指定 す る シス テ ムに行

き着 か ざ る を得 ない こ とに 茂 るoこ の こ とは情 報化 社会 が必 ず しも 自 由

な社 会 で は な くな る おそ れ が ある こ とを 暗示 して い る と言 え な い で あ ろ

うか?

再 び我 々は情 報 化 社 会 の 新 しい倫 理 観 を確立 し、 自由競 争 の 原則 を変

更 し よ うと してい る の で あ ろ うか?情 報化 社会 の 計 画 に あた つて は 、
「
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この こ とは 充分 に検 討 され るべ き で あろ う。

しか し我 々の情 報 化 社会 の発 想 に この よ うな考 え方 が 充 分 に あつ た と

は思 われ な いo情 報 化 の 進 展 に よつ て、 無 自覚 の ま ま に 自由 な 社会 を失

な うこ とが な い よ うに 、 情 報化 を 進 め る場 合 に は、 そ れが 過度 の もの と

な らない よ うに留 意 す る必 要 が あ る の で は あ る まい か。 そ れ を さ らに進

め、 完 全 な情 報 化 に 向 うとす れば 、 その 前 に我 々は、 社 会 の あ るべ き姿

と清 報 化 社 会 の倫理 に つい て さ らに徹 底 した議 論 を必 要 とす る と とに な

ろ うo現 在 の 情 報化 の進 展 を見 る と き、 この た めの準 備 は 可 及 的 速 や か

に必要 と な る と思 わ れ る0

5-5社 会 の評 価

この よ うに 考 え る と技 術 先 導 型 の社 会 開 発 を指 向 した シ ス テ ムの評 価.

は、 む しろ技 術 の評 価 では な く、 そ の シス テ ム を取 り入 れ る社会 の 評価

とな る と思 わ れ るoこ の こ とを考 え る と き、 技 術 の評 価 に あ たつ て は 、

そ の技 術 と共 に導 入 され なけ れ ば な らな い 社会 シス テ ムに つ い て の充 分

な考 察 を必 要 とす る こ とに な る○

現代 社 会 の一 つ の大 きな問題 と な る コ ン セ ンサ ス の欠 如 に対 応 す る、

エ レク トロニ クス に よる、 政 治 に 対 す る住 民参 加 の 問題 では この こ とは

特 に顕 著 で あ るoこ の よ うな シス テ ム を構 成 す るの は、 仮 に全 国 の す べ

て の 家 庭 に これ を設 置 す る よ うな 立 法 が で き、 そ の よ うな量 産 規 模 が 許

され るな ら、 これ に要 す る家 庭当 りの コス トも充 分低 廉 な もの とす る こ

とが可 能 で あ るo

しか し、 これ を有 効 に作 動 させ る社 会 シス テ ムの 開発 は 、 このた め の

情 報 機 器 の 開 発 よ りは るか に 困難 で あ るo代 表 制 民 主政 体 に代 わ る新 し

.い政 体 が、 我 が 国 の よ うな膨 大 な 人 口を有 す る国 家 で あ り得 る の で あ ろ
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か?こ の よ うな社 会 評 価 の 問 題 は、 情 報化 社 会 の 問題 と して、 情 報 産

業 の 問題 よ りは、 は る か に 重 要 で あ り、 困難 な問 題 で あ る と思 われ るo

技術 先 導 型 の 開発 よ り、 もつ と困 難…の 多 い、 い わ ゆ る 問題 解 決 型 の技

術 開発 では 、 社 会 評 価 の問 題 は さ らに重 要 に な ろ う。 これは 需 要 先導 型

の 開発要 求 が、 さ らに複 雑 さ を増 した もの と考 え られ よ う.。現 代 社会 に

お け る都 市 問題 、 交通 問題 、 公 害問題 、 さ らに は疎 外 の 問題 等極 め て困

難 な問題 が 解 決 を迫 られ て い るo従 来 の 工業 技 術 で は、 これ らに対 す る

解決 の方 途 が 容易 には 見 つ か らない こ とか ら、 この 解決 が 情報 化 技 術 に

期 待 され て い るo

都 市 問題 に お け る各種 案 内 シス テ ム、 地 方都 市 の レベ ル 向上 、 交通 問

題 に おけ る無 人 化 車 輌 、 デ マ ン ド運 転、 公 害 問題 に お け る各 種観 測 、 制

御 シス テ ム、 疎 外 の問 題 に お け る エ レク トロニ ク ス に よる 直接 参 加 の問

題 等 、 これ らの問 題 を部 分 的 に解 決 す る方法 が 情 報 化基 準 に よつ て得 ら

れ る ことは ま た事 実 で あ るbし か しこれ らの問 題 を真 に 解 決 す るに は
、

これ らの 情 報 化 技 術 を組 入 れ る社 会 シス テ ムの 構 成 が不 可 欠 で あろ う。

そ の 社会 シス テ ムの 中 で は 情 報化 技術 が 一 つ の コ ン ポー ネ ン トと して 必

要 とさ れ る こ とは 言 うま で もない が 、問 題 解 決 の た めに検 討 しなけ れ ば

な らない のは 技 術 で は な く、 む しろ制 度 的 問題 で あろ う。 従 っ てそ の テ

ク ノ ・ジー ・ア セ ス メン トも情 報 化 の観 点 か らのみ 行 な うこ とに なれ ば、

片手 落 ち とな る危 険 を まぬ がれ な いの では なか ろ うかo

もち ろん 、 これ らの 各 々の ア プ ロー チ にお い て 、 情 報化 技 術が 不 可 欠

の シス テ ム 。コ ンポ ー ネ ン トとな る こ とを考 え れば 、 この よ うな社会 シ

ス テ ムを構 成 す る主 体 とな るべ き人 々が、 情報 化 技術 に つ い て 深 い理 解

を持 つ こ とが 望 ま しい○ 先 に も述 べ た よ うに情 報 化 技 術 に も不 可能 な ご
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こ とは 少 な くな いoこ れ らの ζ とを 含 め て、 いか な る1コ,ス トを か けれ ば ・

い か な る こ とが 、 い か な る程 度 に 可 能 に な る のか をつ か む洞 察 力 が、 よ

bよ い社 会 シ ス テ ム の構 成 の ため の 重 要 な能 力 で あ るo社 会 科 学 の専 門

家 が、 情 報 技 術 につ い て の深 い知 識 を持 っ て 活動 す る こ とが 情 報化 社会

の 進展 に とつ て極 め て重 要 な こ とに な る と思 われ る。

この意 味 か らは、 情 報化 技 術 に充 分 な理 解 と能 力 を持 つ た社 会 科 学者

の養 成 の た め の 施策 を構 ず る こ とが望 ま しいo

■
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xq情 報化社会実現のための投資計画

1.情 報 投 資 の基 本 的考 え 方

情 報 化 社 会へ の ビジ ョ ンを実 現す るた め に は、 膨 大 な投 資 を 必 要 とす る。

また 情 報 化 社 会 の ビ ジ ョ ン達 成 ま で に は 少 くと も2e～30年 の 年 月 を 要す

るだ ろ う。 この た め情 報 化投 資 は 長期 的 展 望 の 上 に たつ て 効率 的重 点 的 に

行 な われ ね ば な らない。 そ こで 情報 化投 資 に 当 っ て の基 本 的 な 考 え方 を つ

ぎの よ うに設 定 す る。

(1)脱 工 業 化 の た めの 主導 的 投 資

ま ず、 今後 の 政府 や 民間 の投 資 を従 来 の 工業 化投 資 に替 っ て情 報 化 投

資 主導 型 に切 り替 え る。 そ の根 拠 と して第1に 工業 化 の限 界的 問 題 の解

決 に 当っ て情 報 化 が 有 力 な手 段 とな る とい う ご とで あ る。 こ こで い うエ

業 化 の限 界 的 問題 とは、 日本 経 済 が 直 面 す る"モ ノ不 足"か ら くる ゼ ロ

成 長 ない し縮 少均 衡 の問 題 を指 す。 公 害 反 対 の 住 民運 動 とい う内 圧 に加

え て、 ア ラ ブ諸 国 の石 油 供 給 制 限 とい う外 圧 が 重 なっ て 日本 経 済 の 工 業

化路 線 に よる発 展 は い まや恒 常 的 な 限 界 に つ き当 っ て い る。 そ こで、 今

後 の 日本 は 省 資源 型へ の 転 換 を 余儀 な くさ れ て きた が、 こ う した経 済 ・

社 会 の 省 資 源 型 へ の 転 換 に 当 っ て 有 力 な手 段 とな る のが 情 報 化 で あ る。

この 際、 情 報 技 術 の 活 用 に よ る省 資源 化 が2つ の 側面 を持 つ こ とが 強調

され ねば な らない。 す な わ ち、 情 報 化 の進 展 は産 業 の情 報 化 な い し知識

集 約 化 を通 じて 日本 の産 業 構 造 の 省 資 源 型 へ の転 換 に大 き く貢 献 す るが 、

これ と同 時 に社 会 の情 報 化 は工 業 生 産 物 の 消 費 を必 然 的 に 削減 す る。 た

とえ ば、 マ ス 。コ ミュ ニ ケー シ ョンに お け る双 方 通 行 の情 報 シ ステ ムの

発 展 は電 話 帳 を不 要 にす る し、 新 聞 な どへ の紙 の 需 要 を極 度 に削 減 す る。

ま た、 消 費 者 が 適 確 な生 活情 報 を得 る こ とに よつ て過 剰 包装 や 無 駄 なモ

ノ の消 費が 自動 的 に 節 減 さ れ る よ うに な る。

第2に は、 新 しい戦 略 産 業 と しての 情 報 産 業 の 発 展 に よつ て社 会福 祉

の 向 上 とG.N.P.の 安 定 的成 長が もた らさ れ る とい うと とで あ る。 情 報

化 の進 展 は 、① 省 力化 ・流通合理 化、1省資源:iど に よる コス トの 大 巾 な低

減 に よる 実 質G.N.P.の 増 加、 ② 高度 加工 、 組 立 に よる製 品 の 高付 加価
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値 化 ・③ 医療 ・交 通 ・公 害 な ど社 会 ベー スの 情 報 化 に よる社 会 福 祉 の 増

大 ・④ 企 業 や個 人 の 情 報 利 用拡 大 に よる情 報 需要 の増 大 を もた らす 。

ひ るが え っ て、 昭 和47年 の情 報 化 投 資 は政 府 。民 間 合 せ て ハー ド関

係5・000億 円、 ソフ ト関 係2,000億 円 と合 計 ス000億 円で あ り、

毎 年50%の 率 で増 加 して い る もの の、 な おそ の比重 は 全 投 資 の5%程

度 にす ぎず、 と くに政 府 投 資 が い ち じる し く立 ち遅 れ て い る。 そ こで、

この際 政府 投 資 を 中心 に わが 国 の情 報 化投 資 を大 巾 に増 加す る必 要 が あ

る。 そ して、 も し 日本 経 済 が こん ご急 速 に ゼ ・成 長 ない し、 縮 少 均 衡 と

い う最 悪 の事 態 に追 い 込 まれ る場 合 には、 一 時的 には 経 済 を圧迫 して も

本 源 的蓄 積 と して の 情 報 化投 資 を思 い切 っ て実 行 して、 省 資 源、 高 福祉

型 の経 済 構 造 へ の転 換 と安 定 成 長 の突破 口を求 め る必 要 が あ る。

(2)情 報 化 投 資政 策 の転 換

情 報 化投 資 の こん この基 本 的考 え方 と して、 第2に は情 報 化投 資政 策

の方 向 転 換 の問 題 が あ るoそ れ は具 体 的 に は 次 の 」:うな もの とftる 。

① ハ ー ド ウ エ ア 中心 か ら ソ フ トウエ アな い しシ ステ ム志 向 型 へ

② 企 業 ベー スの情 報 化 か ら産 業 社 会 ベ ー スの情 報 化へ

③ 生鞠 的情報か ら消費財的繍 へ

④.手 工業的情報か ら高度 加工情報へ

ま ず ① の ハ ー ド ウ エ ア 中 心 か ら ソ フ ト ウ エ ア な ・い し 、 シ ス テ ム 志 向 の

情 報 化政 策 へ の転 換 に つ い て い え ば、 従 来政 府 の 情 報 産 業 育 成 策 は コ ン

ピュー タの 開 発 左 どハ ー ドウエ ア に重 点 が おか れ、 そ れ が 最 近 漸 く ソフ

トウ エア開 発 の援 助 へ と移 っ て きたeし か し今後 は ハー ド、 ソ フ トや 関

連 機 器、 施 設 を含 め た複 合 的 な シ ステ ム と して の情 報 化投 資 に移 行 して

行 く必 要 が あ る。 これ は つ ぎの② と表 裏 一体 の 関 係 に あ り、 今 後 の情 報

化投 資 の重 点が い ま まで の 企 業 ベー ス の情 報化 か ら産 業 。社 会 ベー スの

情報 化 に移 っ て行 くこ とと対 応 す る もの で ある。

つ ぎに重 要 な こ とは③ の 生 産 財 的 情 報 か ら消 費 財 的 情 報へ の 移行 の 問

題 で あ り、 これ は具 体 的 に は ハー ドや ソ フ ト技 術 の 開 発、 あ るい は 企業

の経 営 の発 展 や利 潤 拡 大 を狙 っ た メー カーや 企 業 志 向 型 の情 報 化投 資 か

ら、 もつ と社 会や 個 人 の ニー ズ に 答 え る よ うな ユ ー ザ ー志 向型 の情 報 化
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投 資への転換で あるo

さ らに④ の手工業的情 報か ら高度加工情報への転換 についていえぱ
、

現在 の情報は 画一的 なマ スコ ミ情報 であ り、 オ リジナルな情報 は入 間の

頭脳 と手 で作 り出されて いる。 これを今後 は コン ピュー タと通信技術 を

フルに活用 した双方通 行の個別情 報ない し複合的 なシステ ムと しての社

会 。経済 的な情報 に変 って くるし、 こうした ことを促進す る情報化投 資

へ の転換 である。 これ に よつて無秩序な画一 的情 報の氾濫が チ エツクさ

れ る ようにな るo

(3)長 期 的展望 に立 つた情 報化投資

第3に 考慮すべ きは 長期的展望 に立つた情 報化投資のあ り万 とそ の方

向の 問題で あるc

これは大 き く分 けて短 期 と中期、 長期の5つ に区分 して、そ れぞ れの

情報 化投資の方策が配慮 されねばな ら左い。

そ して短 期的 な情報化投 資 としては、 緊急度 や社会的 ニー ズの高い分

野を優先 させ る といつた情報化投資の考 え方が あげ られ る し、 中期 的 な

情報 化投資は新 しい産業 構造 や生活様式へ の転換、 あるいは各種社 会的

情報化 をめざす といつ たいわば社会 。経 済構造転換のための情報化投 資

がその特色 となる。 そ して 長期的 な情 報化投資 としては
、 情報化の基盤

整備、情報 マ イン ドの育成 や国際的情報 化へ の協 力といつた情報化社会

の基盤や基本的 な枠組み を構築す るための ・ング ・ランの投 資の あ り方

が 中心の課題 とな るc

そ して これ らの各段階 を通 じて、政府 の情報化投 資が まず先 行 し、 こ

れ に よつて新 しい情報需 要の創出 と市場の拡大を もた らし
、 これを基盤

として、 コ,マー シャル 。ベー スの民 間企業 の情報 化投 資が増加 し、 これ

がさ らに情報市場 を拡大 す るといつた循環的 な情報 の拡大再 生産の方向

を辿っ て行 くことが考え られ る。

(4)効 率 的な情 報化投 資のため の諸方策

第4に これ ら情 報 化投 資を より効率的 に行 なうための一連 の諸方策が

準備 されねばな らないoそ れはつ ぎの よ うな もの である。

① 総合的 た計画、 調整、評価機 関の設立
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② 第3セ ク ター の 利 用

③ モ デ ル プ ロ ジェ ク ト方 式 の採 用

④ グ ルー ブ コ ンペ方 式 の導 入

まず① の 総 合 的 な計 画 、 調 整、 評 価機 関の 設 置 につ いて い え ぱ、 情報

化社 会 へ の ビ ジ ョ ンの実 現 は 複 合 的、 か つ 長期 的 な ナ シ ョナル 。プ ラ ン

と して実 施 され る こ とに な るの で、 プ ロ ジェ ク トの 選 定 に当 っ て の優 先 .

順位 の 決 定 や 、 各 プ ロ ジェ ク ト相互 間の 調 整、 き らに これ らの プ ・ジエ

ク トが もた らす メ リッ ト 。デ メ リッ トの 事 前、 事 後 評 価 を行 な うため の

強 力 な機 関 の 設 置 が 望 ま れ る。

また② の 第3セ ク ター の 利用 につ いて は、 これ らの 情報 化投 資 に当 っ

て、 つ ね に 政府 投 資 が 先 行 す るだけ でな く、 そ の 比 重 も高 くな つて行 く

の で、 そ の 実 施 を政 府 が 担 当す る場 合、 そ の運 営 を効率 化 す る ため に、

資 金 は政 府 、 経 営 は 民 間 といつ た形 の 第3セ ク ター の 利用 を計 る ことが

望 ま しい。

③ の モ デ ル ・プ ・ ジエ ク ト方 式 の 採 用 は、 本 来 情 報 化社 会 は未踏 の社

会 で あ り、 過 去 の サ ン プルや 経 験 が な い。 ま た 新 しい情 報 化 に対す る既

存 の制 度 や組 織 の抵 抗 が 起 る可 能 性 が 強 い。 そ こで、 まず 、 試 行 錯誤 的

に モ デ ル 。プ ロジ ェ ク トを実 施 しなが ら、 あ る程 度 の成 果 をみ きわ め た

上 で本 格 的 な ナ シ ョナ ル 。プ ロ ジェ ク トに発 展 させ て行 く ことが 望 ま し

い わ けで あ る。

④ の グルー プ ・コ ンペ方 式 の導 入 は、 複 合 的 な社 会 情 報 シ ステ ムの 開

発 匠 当 っ て・ 広 く一 般 に グルー プに よる競 争 委 託 制 度 を導 入 し よ うとす

る もので あ るo具 体 的 には 異 な っ た専 門 領 域 の 個 人 、 企 業、 大 学 が イ ン

タTデ イシ プ リナ リー な ブ ・ ジエ ク ト・チー ム を編 成 し、 競 争 に よつ て、

プ ロジェ ク トを受 託 させ る1制度 で あ り、 場 合 に よつ ては 海 外 か らの 参 加

も認 め る。

2.短 期緊急計画

情報化社会実現 のための投 資計画は短期 緊急計画、 中期構造計画、 長期

ビジョン計 画の3つ に分け る。 まず、短期 緊急 計画 につ いてい えば① 当面
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の 緊急 課 題 の解 決 に役 立 つ、 ② ブ レー ク ・スルー 的効 果 が ある、 ③ デ モ ン

ス トレー シ ョ ン的意 味 を持 つ、 ④ 一 般 国 民 の 理 解、 協 力 を促 進 す る とい つ

た4つ の基 準 に基 い て計 画 を立 案 す る。 そ して、 そ の期 間 は49～54年

の3年 間 と し、 この間 に 集 中的 に実 施 す る。

具 体 的 に は つ ぎの よ うな プ ロ ジェ ク トを 設 定す る。

(1)省 資源 技術 の 緊急 開 発

石 油、 鉄 鋼 、、電 力、 セメ ン トな どの基 礎 物 資 につ い て、 そ の使 用 を 節

約 す るた め の技 術 を 向 う5カ 年 間 に開発 す るoそ の た め に ア メ リカが 第

2次 大戦 中 に 原子 爆 弾 の 開 発 の た め に 行 なっ た マ ンハ ッ タ ン計 画 の ご と

き もの を設 定 し、 官 民 学 が 一 体 となつ て これ に全 力投 球 す る。 と くに 石

油 に替 る 代替 エ ネ ル ギー(た とえ ば 太 陽 熱 利 用)技 術 の 開発 に最 重 点 を

お く。

(2)基 礎 ・生 活 物 資情 報 システ ムの 開発

国民 生 活 に 関係 の あ る基 礎物 資 お よび生 活 必需 物 資 につ い て、 輸入 、

生 産 、 流 通 、,消 費 にい た る ま での 物 の 流 れ お よび価 格 に 関す る情報 を収

集 、 加工、 分析 す る ため の 情 報 シ ステ ムを 開発 し、 政 府 は これ を も とに

弾 力 的 な物 資 需 給 お よび価 格 政 策 を と る と同 時 に、 これ を一 般 に公表 す

るo

(3)住 民 意志 反 映 システ ムの 開 発

石 油不 足 の恒 常 化 に よる わが 国 経済 の 破局 的 な混 乱 を回 避 し、 さ らに

国 民 が 納 得 す る物 資 節 約 を実 現 す るた め に は、 政 府 の物 資需 給 価格 政 策

に対 し、 一 般 国 民 が 参 加 す る ヒ とが 必 要 な条 件 とな る。 そ こ で、 広 く消

費 者 や 地 域 の 意 見 を政 治 に 反 映 させ る よ うな 住民 意 志 反映 シ ステ ムの 開

発 が 重 要 とな る。 この た め には、.テ レ ビや プ ツ シユ フオ ン、 コ ン ピュー

タ とい つ た 最 近 の コ ミュ ニ ケー シ ョ ン技 術 を と り入 れ た 双 方 通行 の新 し

い 型 の 住 民 意 志 反映 シ ステ ムの 開発 が 必要 で あ る。1そ して、 この 住民 意

志 反映 シ ステ ムは前 述 の 基 礎 ・生 活 物 資情 報 システ ム と表 裏一 体 となつ'

て運 営 され る こ とに よつ て、 そ の 有用 性 が 一 層 高 め られ るで あろ うo

(4)デ モyス
.トtZ－ シ ヨ・ン.ブ 呼 工4ト の 設 定

将来 の情報 化社会 の具体的姿 をモデ ル的に提 示す る ことは、一般国民
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の情 報 化 社 会 へ の認 識 と理解 を 深 め る上 で もつ と も有 効 な方 法 で ある。

ま た とれ らの モ デル実 験 を通 じて、 問題 点 を発 見 す る こ とは 、 本 格 的情

報 化 のナ シ ョナ ル ・プpジ エ ク トの実 施 に大 き く役立 つ。 この よ うな意

味 合 いか ら、 つ ぎの よ うな い くつ か の デ モ ンス トレー シ ョ ン 。プ ロ ジェ

ク トを設 定 し、 短 期 間 に これ を実 現 す る。

A,離 島 。僻地 の遠 隔 医 療

離 島 ・僻地 は 文 化 。福 祉 水 準 で 大 きな格 差 が あ り、 と くに 医療 に 対

す る ニー ズが 高 い 。 そ こで特 定地 区 をモ デ ル地 区 に指定 しs画 像 伝 送

に よる本 格 的 な遠 隔 医 療 シ ステ ム を実施 す るO

B・,CATV都 市

現在 、CATV都 市 構 想 が実 験 プ ロジェ ク トと して実 施 され て い る

が、 そ の規 模、 内容 を 充 実 して 名 実 と もに将 来 の情 報 化 社 会 の ミニチ

ュ ア版 とす る。

C,教 育 情 報 ネ ッ ト 。ワー ク実 験 学 区

学 園 都 市 をえ らび、 ア メ リカの イ リノ イ大 学 の プ ラ トー ・システ ム

の よ うな教 育情 報 ネ ッ ト ・ワー ク を開発 し、 大 学 を 中心 に 周 辺 の幼 ・

小e中 。高校 お よび市 民 会館 な どを結 ん だ問 題 解 決 型 のCAI教 育 を

実施 す る。 これ を通 じて、 将 来 の 情 報 化社 会 に対 応 した 新 しい教 育 体

系 な らび に教 育 方 法 を開 発す る。 、

Di公 害防 除 シ ステ ム

代 表 的 な公 害地 域 を選 定 し、 本 格 的 な広 域 公 害 防 除 シ ステ ムを 開発

す るoこ れ は大 気、 河 川、 ゴ ミな どの総 合 的 な公害 防 除 シ ステ ム を と

り'入れ 、 また 周辺 の河 川、 港 湾 な どを含 め た 広域 地 域 とす る。

5.中 期 構 造 計 画

中期構造計画は① 産業や社会.O構 造的転蜘 ②社 会福祉の 向kiの2つ の

基準に'もとついて計画 を策定す る。そ して期 間は50～55年 の・5年間 と

す るo

(1)情 報産業 の特化

わが 国の産業構造 を現在ρ多 資源消費工業型か ら省資源、知 識志 向型
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に 転換 させ るた め に は 知 識 集 約 産 業の 中核 産 業 と して の 情報 産 業 の自 立

化 と 国 際 的特 化 を達 成 しなけ れ ば な らな い。 そ の た め につ ぎの2つ の 大

型 プ ロジ ェ ク トを設 定 す る。

A,標 準的 大 型 コ ン ピユ一一タの開発

こん ご10年 ぐ らい の社 会的情 報 化の 方 向 を見 透 し コ ン ピュー タ 。

ユー テ ィ リテ ィ と して もつ と も効率 的 で経 済 的 な大型 コ ン ピュー タの

標 準 タイ プ を開発 す る。 そ の場 合 、 必 ず しも最 新 の 技 術 を多 面 的 に追

及 す ると い うの で は な く、 将来 の コ ン ピュー タ ・ユ ー テ ィ リテ ィ と し

て の基 本 的条 件 を満 た す 標 準 タ イプの コ ン ピュー タの 開発 を志 向す る。

とれ に よつ て大 量 生 産 に よる矢 巾 コ ス ト ・ダ ウ ンが 可能 とな り、 わ が

国 コ ン ピュー タ産 業 の 自主 化 と特 化が 実 現 さ れ る。 場 合 に よつ て は こ

の プ ロ ジェ ク トをEC諸 国 との イ ンター ナ シ ョナル な ジ ョ イン ト 。プ

ロ ジェ ク トとす る こ と も考 慮す る。

B,シ ステ ムeコ ンポー ネ ン ト産 業 の育成

ま た、 産 業 の情 報 化 を促 進 す る ため の戦 略 産業 と して シ ステ ム 。コ

ンポー ネ ン ト産 業(複 合 的情 報 機 器 システ ム産 業)の 育 成 が あげ られ

る。 群 管 理 シ ステ ム用 の複 合 的 数 値制 御 装 置、 複雑 な多 目的 プ ログ ラ

ム用1・C・ チップの 自動 製 作 機、 各種 の単 能 マ イク ローーーーコ ン ピユ一 夕、

音 声 応 答 の 入 出機 器 な どそ の代 表 的 な もの で、 この 種 の システ ム ・コ

ンポー ネ ン ト産 業 の 育 成 に政府 が研 究 開発 資 金 の供 与 な い し
、 税 制 上

の優 遇 措 置 を とる。

(2)生 活 情 報 システ ムの 開 発'

一 般 市 民 の 生 活 に 直 結 した生 活 情 報 システ ム を開 発 す る
。 このた あ に

① 琴 庭 の 主婦 た ちな どか らの 二τ ズの 吸い 上 げ、 ② 安価 高 性 能 の 端 末機

ρ 開 発、.③ 各 種 生 活 情 報 ソ フ トウエ ア(深 夜 救急 、 寝 た き り老 入、,献立 、
家 計 相談 な ど)の 開発 、 ④ 通 信 回 線料 金 の低 廉 化 な どの 関 連 施 策 を実 施

す る。 .、

(3)社 会福 祉 情 報 システ ムの開 発

社 会 福祉 型 の 社 会 情 報 システ ムリ開 発 と普及 は こん この情 報化 社 会実

現 に 当 っ て重 要 な7ロ ジエ ク トで あ る。.そ の 具 体 的 な もの と して は、 つ.
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ぎの5つ が あ げ られ る。

A,地 域 医 療 情 報 シ ステ ム

各 地 の綜 合病 院 を 中核 と して、 地域 医療 シ ステ ムを完 備 す る。 そ の

内 容は ① 総 合病 院 のEDP化(予 約 診療 制 、 半 自動 診断 、 会 計 の 自動

振込 み な ど)、 ② 救 急 医 療!交 通 事故 な ど)、 ③ 離 島、 僻 地 遠 隔 医療 、

④ 地 域 健 康 管 理 の4つ を柱 とす る。

B,広 域公 害 防 除 シ ステ ム

瀬 戸 内 海 浄 化 プ ロジ ェ ク トをは じめ と し、 日本 全 土 の主 要 汚 染 地 域

に対 し;地 区別 の 公害 防 除 プ ロ ジェ ク トを設 定 し、5カ 年 計 画 で 日本

全体 の公 害 を基 準 値以 下 に 引 き下 げ る こ とを 目標 とす る。

C,総 合 交 通 情 報 シ ステ ム

大 都 市 の 交通 過 密 化 を抜 本 的 に解 消 す るた め に、CVS(自 動 操 縦

交通 シ ステ ム)そ の 他 の 新 しい 交 通 シ ステ ム.を導 入 し、 都 市 交 通 体 系

を再編 成 す る。

D,生 鮮 食 品 流 速 情 報 シ ステ ム

生 鮮食 品 の 安 定 供給 と価格 安 定 を計 るた め、 生 鮮 食 品 流通 情 報 シス

テ ムを 開発 す る。 そ の 場 合、 ① 一 貫 した コー ル ド ・チ ェー ン ・システ

ム、 ② 流 通 機構 の簡 素 化、③ 消 費者 側 の 参 加、 ④ 大 型 スー パー 、 協 同

組 合 の活 用 な どを 合 せ 考 慮す る必 要 が あ る。

(4)リ ハ ビ リテ ー シ ョ ン 。プ ロジェ ク ト

情 報 化社 会 の 実 現 に 当 っ て 、医 師 や 教 師 な ど をは じめ企業 の管 理 者 労

働 組 合 た ど これ にか か わ りあい を持 つ 人 た ちや 集 団 に対 す る啓 蒙 、PR、

再 教 育 の 問 題 が 大 きな 課 題 とな る。 そ こで、 これ らの人 た ちに 対す る研

修 機 関 や再 訓 練 機 関 を設 置 す る・ と くに教 職 員 お よび一般 中高年 層 に対

し・ これを 重 点 的 に 行 な う。 そ の ため ・ 教 育 研修 セ ン'ター お よび労 働 力

再 開 発 セ ン ター を全国 に開 設す る。,そ して、 これ に宿 泊 施 設 を充 分 に用

意 し、 お互 い の コ ミュ ニ ケー シ ョ ンの 中か ら 自発 的 に新 しい能 力 を身 に

つ け る よ うな 配 慮 をす る。
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4.長 期 ビジ ョン計 画

長期 ビジ ョン計 画 は、 ① 情 報 化 の基 盤 整備 、② 情 報 マ イ ン ドの育 成、 ③

情 報 化 の国 際協 力 の5つ を基 本 ビジ ョ ン 目標 と し、 期 間 は50年 か ら65

年 ま で の15年 間 とす る。

(1)全 国 情 報 ネ ッ ト ・ワー クの 整 備

情 報 ネ ッ トワー クの 整 備 は 情 報 化社 会 の 中枢 機 能 と して 必 須 条 件 で あ

る。将 来 の デー タ通 信 に おい て は① プア ク シ ミ リや映 像 の 伝 送、②TSS

に よる多重 化、 ③ コ ン ピュー タ ・ユーテ ィ リテ ィの利 用、 ④ コ ン ピュー

タ ・セ ン ター 相 互 の ス ウ ィ ッチ ング、 ⑤ プ ラ イバ シーの 保 護 、 ⑥ 高速 性

と信頼 度 の向 上 な ど量 、質、両 面 か らの 向上 が 要求 され る。 そ こで、 ① 広

帯 域 の 回線 網 や マ イク ロ ウ エー ブ、通 信 衛 星 を利 用 した ネ ッ ト ・ワー ク

の 形 成、 ② コ ン ピュー タ 。ユー テ ィ リテ ィを 相 互 に結ぶ ス ウ ィ ッチ ン グ

.シ ステ ム、③ 犯 罪 防 止 や 機 密 保 持 のた め の技 術、 ④ 全 国 画 一 的 な料 金 体

系 の 整備 な どを 長期 計 画 の下 に段 階 的 に実 施 す る。

(2)生 涯 教 育体 系 の 整 備

情 報 化社 会 は 情 報 や 知 識 の 価値 の生産 と消 費 を 中心 と して 発 展 す る社

会 で あ り、 情 報 ・知 識 の活 用 には 工業 社 会以 上 の 教 育 を 必 要 とす る し、

そ れ は た だ 学 校 だ け で な く 、社 会 を 出 てか らも生 涯 を通 じて の 自発

的 な教 育 が 必 要 とな る。 そ こで、 情 報 化社 会 に対 応 して 行 くた めの考 え

方 や、 態度 、 行 動 様 式、 つ ま り情 報 マ イ ン ドの 育 成 とい うこ とが生 涯 教

育 とい う体 系 の 中 で 確 立 され ねば な らな い。 そ して この生 涯 教 育 の 中で、

と くに重 視 され るの は、 幼、 小 、 中学校 に おけ る基 礎教 育 科 程 と社 会 に

出て か らの社 会教 育 で あ る。

この 生 涯教 育体 系 の 確 立 こそ は 正 に情 報 化 社 会 の カ ナ メ に な る もの で、

それ だけに長期 計 画 の 下 に 慎 重 に進 めて行 か ね ば な らな い 。

そ こで、 教 育 情 報 化 投 資計 画 は つ ぎの よ うに 段 階 的 に 進 め る。

第t期 情 報 化 教 育 実 験 準備 期(50～55年)

この 時期 には① 情 報 化 教 育 の モ デ ル実験 、 ② 教 育研 修 セ ンター の 開設

な ど既 述 の諸 計 画 を実 施 す る と同時 に③ 学 校 事 務 の合 理 化(時 間割 作 成、

試 験 の 採 点、 身体 検 査、IQテ ス トな ど)④ 教 育 技 術 の 質 的 向 上(個 別

69一



学習指導、 集団指導評価、CAIな ど)の ための プロジェク トを組み込む。

第2期 義務 教育 ・社会教 育期(56～65年)

この時期 に① 幼、小、 中学校 の情報化基礎教 育、② 家庭主婦、 高年 令

層 を含めた社会 人の再教 育の2つ について計画的に情報化教育体系 を整

備す る。 この場合、幼、 小、 中学校 に於け る情報 化基礎教育 には① 新 し

い教育 カ リキ ュ ラムの編 成② 教職員の再教 育③ 新 らしい教育端末機 ・ソ

フ トウエ アの開発 と施設 の導入な どに膨大 な予算 を必要 とす る。そ とで、

現在 の義務教 育のための国家予算を根本的 に再検討す る とともに、通信

衛星やCAIな ど新 しい教育技術 を積極 的に活用す ることに よつて、予

算 の合理化 と効率的運 用を計 るべ きで ある。

第3期 生涯教 育体系整備期(60～65年)

この時期 には、それ までに実施 してきた各分野 の情報化教 育の調整 と

体系化 を計 るが、それ と同時に① ホーム ・ター ミナルの普及に よる 家庭

学習② 市民参 加の政 治 システ ムの確立③ 自主的 左職業選択の定着 といつ

た社会環 境条 件の整備 を合せ並行的 に実施す る。

(3)情 報化の国 際協 力

国際的 な情報化へ の協 力の立場か らす る情報化投 資の柱 にな るものは

発展途上国 に対す る情報 化援助である。

わが国はGNPの1%を 発展途上国 の経済援助 にふ りむけ るととにな

つてい るが、経済援助に当っては工業化援助 と並行 して情報化援助 を組

み込むべ きで、1980年 までに経済援 助の20%程 度、1985年 ま

でには これ を'50%ま で引 き上げ る ことを 目途 とす る。

そ して、 この場合 の情報化援助 の中心に なるの は国際医療 ネッ トワー

ク と国際教 育 ネッ トワー クの2つ になろ う。

また先進国 との 関係 では、 グローバルな情報 ネ ッ トワー クに対す る参

加、将来 設立 が予想 され る国際情報機構へ の拠 出金 な どが見込まれる。

5.情 報化社 会実現のための所要投資額

上述 した よ うな短期 ・中期 ・長期 の情報 化投 資が 現実 に行なわれる場合

には、 昭和65年 に おいて、 わが国産業社会の工業 社会か ら情報化社 会へ
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の転 換 の大 きな枠 組 み は ほ ぼ 達成 さ れ るo・

と こ ろで、 この よ うな 情 報 化社 会 実 現の た め には、 どの 程 度 の情 報 化投

資が 必 要 とさ れ る だろ うか。

A,情 報 社 会 化計 画 の た め の所 要 投 資

い ま、 この3つ の計 画 を総 称 して"情 報 社 会 化 計 画"と 名付 け る こ と

と し・ これ に要 す る所 要 資金 の概 算 額 を示 す と、 つ ぎの ご と く短 期 緊急

計 画1兆 円、 中期 構 造 計 画9兆 円、 長期 ビジ ョ ン計画55兆 円 で、 そ の

総 額 は 約45兆 円 とな るo

(1)短 期 緊急 計 画10,000億 円

a,緊 急 プ ロジェ ク ト

① 省 資源 技 術 開 発5,000

② 基 礎 ・生 活物 資情 報 シ ステ ム

③ 住 民 意 志 反映 シ ステ ム

小 計

b,デ モ ンス トレー シ ョ ン ・プ ロジェ ク ト

① 離 島 ・僻 地 医 療

②CATV都 市

③ 教 育情 報 ネ ッ トワー ク

④ 公 害 防 止

小 計

(2)中 期 構 造 誌 面9D,000億 円

a,情 報 産i業の 特 化 プ ロジ ェ ク ト

① 標 準 的 大 型 コ ン ピュー タ開 発

② 複 合的 情 報 機 器 シ ステ ム開 発

小 計1

b,生 活福 祉 プ ロ ジェ ク ト

① 生 活 情 報

② 地 域 医療

③ 広 域 公害 防 除

④ 総 合 交 通

1,300

700

7,000

300

t,000

1,200

500

3.000

ス000

5,000

2,000

.8,000

20,000

.15,000

10,000
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・⑤ 生 鮮 食 品 流 通

小 計

c,リ ハ ビ リテー ショ ン 。プ ロジ ェク ト

① 情 報 化 教 育 セ ン タ ー

② 労 働 力 再 開 発 セ ン タ ー

小 計

(3)長 期 ビ ジ ョ ン 計 画550,000億 円

a,情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 。 プ ロ ジ ェ ク ト

① 全 国 情 報 ネ ソ ト ・ワー ク

b,生 涯教 育体 系 プ ロジ ェ ク ト

第1某 月f青 幸艮イヒ孝文育 実 験 準 備 期
/

第2期 義務教育 。社会教 育期

第3期 生涯教育体系整 備期

c,情 報化国際協力 プロジェク ト

① 情報化の国際協 力

② 発展途上国援 助

B,情 報 化投 資実現の可能性

fO,000

65,000

7,000

8,000

15,000

100,000

2.0,000

150.000

30,000

小 計200,000

10,000

40,000

小 計50,000

こ こで、 この よ うな総 額45兆 円に のぼ る 巨額 の 情報 化投 資 が果 して

実 現 可 能か とい う点 につ い て検 討 して お こ う。

賄 和47年 の情 報 化投 資 は 既 述 の ご と く政 府 ・民 間 合 せ て7,000億

円 とな つ て い るが 、 そ の 年 々の 増 加率 は 約50%と か な り高 い 成 長 率 を

示 して い る。 こん こも し、 わが 国 が省 資源、 高福 祉 型 の 情 報、化 社 会 へ の

転換 を 計 ろ うとす る場 合 に は、 少 く と も この 程度 に近 い 成 長率 は維 持 さ

せ る必 要 が ある。

こ う した 政策 的 見地 に立 っ て、 昭禾ll49年 か ら55年 ま で を年 率50

%、 そ れ 以 後 は20%と や や 低 目に 成 長率 を 見積 っ て、 昭 和49年 か ら

65年 ま で の17年 間 の 情 報 化 投 資 の 累積 額 を推 定 して み る と、 そ の総

額 は198兆 円 とな る。 そ して この 中の40%を 政 府投 資 と仮 定す る と、

⑱
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そ の額 は 約80兆 円 とな る。 そ こで上記 の情 報 社 会化 計 画 の た め の 投 資

をす べ て政府 投 資 で賄 う と して も、 そ の 額 は政 府 全 体 の情 報 化 投 資額 の

半 分程 度 に過 ぎな い。

したが つ て、 この45兆 円 とい う情報 化 投 資 額 そ の もC,は 、 そ れ ほ ど

の 巨額 で あ る とは い え な い。 問題 は政 府 が 従来 の 工業 化 中心 の投 資政 策

を180度 転 換 さ せ て、 情 報 化投 資 主導 型 に切 り換 え るか ど うか とい う

一 点 に かか わつ て い る とい え よ う
。.
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W情 報化への基盤整備

1序 論 基本 的た考え方

わが国の情 報化は、 ここ数年間に 目覚 ま しい進展を遂 げ、産業の合理化、

省力化の主要 な手段 として、生産性の向上、国際競 争 力の強化並びに国民

所得 の向上等の面で国民経済 に多大の恩 恵を及ぼ して来た。

しか しなが ら、高度経済成 長に よつて もた らされた諸 々の社会的 な歪 み
も

を是 正す る こ とが 大 きな国 家 的 課 題 にな つ た 今 日、 情 報 化 の今 後 の 主 た る

方 向 は、 高度 福 祉 社 会 の実 現 をめ ざ して、 社 会 や生 活 の情 報 化 に 向け られ

ね ば 方 らず、 この た め には、 従 来 の効 率 追 求 とい う発 想 の み に と どま らず、

広 い 視野 に立 っ て基 盤 整備 を推 進 す る こ とが 必 要 で ある。

即 ち、 教 育、 医 療、 交 通、 物流、 防 災 、 気 象、 行 政 を 中心 とす る社 会 の

情 報 化、 更 に は 生 活 の情 報 化 に よ り、 国 民 福 祉 の 向上 が 志 向さ れ ね ば な ら

ないo

特 に、 「公 害防 止 シ ステ ム」 及 び 「大 都 市 に おけ る交通 体 系 の シ ステ ム

化 」 は、 公 害 防止 、 交 通 難 の 解 消 の上 か ら緊急 に取 組 ま ねば な らず、 ま た

「情 報 流 通 ネ ッ トワー クの 確 立 」 「医療 の 近 代化 」 及 び 「コ ン ピュー タ志

向教育」はぐ 将来 の情報化社会の根幹 をなす ものであ り、 長期的視野の下

に計 画 的 に推 進 す べ きで あ る。 この よ うな 社 会 の情 報 化 け、 政 府 の 政 策 主

導 の下 に官 民 協 力 して 実施 す べ きで あ るが、 コ マー シャ ルペ ー ス に の らず、

かつ 巨額 の投 資 を必 要 とす る の で、 思 い きっ た 財政 資金 の 導 入が 望 まれ る。

この よ うに、 社 会 の 広 い 分野 に亘 っ て情 報 化 が 進 む こ とは、 個 人 個 人が

職 場或 い は市 場 に お け るだ け に と どま らず 、 極 めて広 範 囲 に情 報 化 の波 に

接 す る こ とを 意味 し、 そ こには 「便 利 さ の代 償 」 と して これ まで 明 確 に認

識 され な か つ た幾 多 の 問題 が潜 ん で い る こ とが予 見 され る。

即 ち、 コ ン ピュー タ リゼー シ ョ ンの 進 展 は、 管理 社 会 化 と人 間 性 の喪 失

或 い宜 プ ラ イバ シー の侵 害 と機 密 の漏 洩 とい つ た危 険 性 の 増 大 とい う裏面

を もつ て い る こ とに留 意 しな けれ ば な らない 。 この よ う友情 報 化 に伴 うデ

メ リッ ト対策 を 十分 に検討 研 究 し、 事 前 に解 決 策 を得 て おか ない 限 り、 国

民 的 合意 の 下 に 円滑 に情 報 化 を促 進 す る こ とは 困難 とな ろ う。 か か る問 題
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の解決 にはぐ 早急に公益的立場か ら法 制、機構ミ技術等多角的 な面か らの

セー フガー ドを設定 し、 可能 な限 り国民的合意 を導 き出す努力が行 なわれ

なければな らない。

また、今後個人個人が ます ます情報化の波 に接 す るにつれて、 教育は一一

層重 要な役割 を 占める こととな ろ う。教育が国家の次代の担 い手 を養成す

る もので ある以上、 旧来 の陳腐化 しつつ ある教育制 度、教 育体系 を抜本 的

に見直 し、情報化 の進展 に応 じた新 しい制度、 体系 を基礎教 育か ら社会人

教育に至 るまで確立す る よう、 早急に検討 を開始 す ることが必要である。

情報化の進展 を促す要 素 として、 情報産業の果す役割は大 きい ものが あ

り、 また資源 不足 と環境汚染 に悩むわが国に とつて、典 型的な知識集約型

産業で ある情報産業は、今後の産業構造 の中核 的存 在 として、健全 なる成

長を積極的 に支援 して行 く必 要が ある。'

特 に ソフ トウエアの流通環境の整備、 コー ドの統一標準 化等は、 一層強

力に推進 しなけれ ばな らない。 また情報化の一 層の浸透 のためには機密 の

保護 は決定的 に重要 であ り、 情報産業 が この要請 に応えるためには、企業

並 びに従業員の倫理 の高揚 を計 る一方、何 らかの方法 で一定の資格を認 め

ることに よつ て、 公的 な信用 力を付与す るこ とが必要で ある。

これまでの情 報産業 の急速 な発展は、そ のための政策 的支援に負 うとこ

ろ大で あるが、 今後の健全な る発展の基盤は、 わが国一般 の情報化の一層

の進展の 中に形 成され るべ きで ある。かか る情 報環 境の進展 の中で こそ、

情報価値の確立 といつた問題 も自ずか ら解決され得 るもの と考 え られ る。

なお、情報 化の進展は、宇宙通信技 術の発達 に より、一国 の枠 を越えて

国際的 な展開を示す こ とが予想 され、 このた めの基 盤整備 も極 めて重要な

課題 であるが、 これ につい ては本W・Gの 「情 報化の国際的展開」 グルー

、プの検討 に委ね る こととす る。

E情 報 化の デ メ リソ ト対 策

(1)管 理 社 会 化 の 回 避 と プ ラ イバ シ ーの保護

情 報 化 が 進 み 、 コ ン ピュ ー タ利用 が産 業 レベ ル か ら社 会 ペ ースへ と拡

大 され る と、 対 象 とす る情 報 も商 品 。金 銭 や 企業 。団体 に所 属す る個 人
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ある い は市 場 に現 れ る集 団 と して の個 人 か ら、 生 活 着 と しての 個 人へ と

拡 大 して くる。

「例 え ば、 ア メ リカ人 が納 税 書 類 を書 き、 職業 を さが し、 銀 行 で ク レ

ジ ッ トカ ー ドを も ら う よ うな場 合 には、 必 ず 彼 につ い て の プ ア イルが 開

か れ る,、現在 で は ア メ リカ人 が 飛行 機 に乗 り、 そ して ホテ ル を予 約 し、

レ ン タカ ー を借 りる 時 には 、 彼 は 小 さ な電 子 の 軌 跡 を コ ン ピュ ー タ 。シ

ステ ムの 中に 残 して い る こ とに な つ てい るo'

これ らの 電 子 的 な 軌 跡 は、 収 集 され 分析 さ れ、 統括 的 な もの にな る と、

彼 の 活 動 が 何 で あ るか 判 る意味 深 い デ ー タに なつ て しま う。 」 これ は、

'わ が 国 よ り格 段 に情 報 化 の 進 ん で い るア メ リカの ハ ー バ ー ド大 学教 授 ア

ーサ ー ミラー氏 の言 葉 で あるo

偏 人 に関 す る デ ー タが コ ンピゴ タに入 力 ・蓄積 され 利 用 され る よ うに

な れば な る程 、 上 記 の 様 な管 理 社 会化 や プ ラ イバ シー の侵 害 の危 険 性 は

増大 して来 る と見 な け れ ば な らな い。

これ は、 コ ン ピュ ー タの情 報 収 集 。検 索 能 力 の 次 の様 な特 徴 に よる も

の で あ る。

① 巨大 な情 報 蓄 積 量 … … 大 型 プ ロ ジェ ク トで完 成 した超 高性 能 電

子 計 算機 の 主記 憶 装 置 は最 大80億 バ イ トで あ り、 例 えば 原稿 用 紙1

枚 分 の 記録 が5,000万 人 分 収 容 で き る し、 磁 気 デ ィス クを使 えば 更

に拡 大 す る。

② 通 信 回 線 との 結 合 に よ り容 易 に情 報 の 中央 集 中化 が行 わ れ 得 るだ け

で な く、 情 報 利用 の 効 率 化 の た め にはそ れ が 望 ま しい とさ れ る。

③ 誤 っ た 情 報 が 入 力 され て も1コ ン ピュー タには これ を判 断 す る能 力

は な く、 そ れ は 機 械 的 に蓄 積 きれ 利用 され る。

④ コ ン ピュ ー タに一 旦 入 力 され た 情 報 は、 意 識 的 に 消去 され ない 限 り

い つ ま で も利用 が 可 能 で ある。

⑤ 蓄 積 さ れ た 多数 の 情 報 を い ろ い ろ変 換す る こ とに よつ て 、 も との情

報 を よ り使 い や す い 新 しい形 に編 成 しな おす こ とが で き る。

⑥ 情 報 は 電 子 的 に蓄 積 され てい るた め改 ざん して も痕 跡 が 残 らな い。

⑦ 入 力、 蓄 積 さ れ た 情 報 は、 処 理 ・出力過 程 で盗 み 出 され る危 険 性が
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高 く、 しか も情 報 の み を 盗 み 出 され た と して も痕 跡 を残 さ な い 。 この

危 険 性 は コ ジピユ 一 夕 と通 信 回 線 との結 合 に よ り一 層 高 ま る。 か か る

能 力特 徴 を持つ コ ン ピユ ー ダを単 純 に便 利 さ のみ の ため に社 会 的 な場

で 利用 して行 くとす れ ば、 そ れ は 国 民 にchilli㎎effect(コ ン ピ

ュ ー タに何 が入 力さ れ 記 憶 さ れ るか わ か らな い・か ら、魑何 ご と も 目立 つ

こ とは しない で お・こ うと、 人 々 を萎 縮 さ せ て しま う効果)の み を与 え、

ま さ に 「電 子 的 地獄 」 を 現 出 し、 人間 を非 人 開 化す る こ と となつ て し

ま うであ ろ う。

しか しなが ら、 コ ン ピュ ー タを この様 に恰 も悪 魔 の 産 物 で あ るか の

様 に見 る事 は、 余 りに も片 寄 つ たか た くな な見 方 とい わ なけ れ ば な ら

な い。 コ ン ピュ ー タを作 り出 した のが 人 間 の叡 智 で あ り、 これ を どの

様 に利 用 す るか も人 間 の 叡 智 で あ る以 上、 これ を 利用 す る際 土 記 の危

険 性 を 除去 す る方 策 を考 案 す る こ とも、 ま た われ わ れ 人間 の叡 智 で あ

るo

これ か ら福 祉 社 会 の 実 現 を 目指す わ が国 に とつ て、・コ ン ピュ ー タの

持つ 能 力 を効 率 化 と便 利 さ の追 求 の た め に うま く一利用 し.てい くこ とは

必要 不 可欠 で あ.る。

上記 の 様 な危険 性 に対 す る懸 念 が 国 民 の 中に存 在 す る こ と も事 実 で

あ り、 これ らの懸 念 に対 して公 益 的 な立 場 よ り多面 的 な研 究 ・準 備 を

行 い い か 左 る セー フ ガー ドが 必 要 で あ るか に つい て、 国民 的 合 意 を形

成 して行 く必要 が あ る。 早 急 にか か る公 益 的調 査 委 員 会 を設 置 し、 直'

ちに研 究 ・準 備 を開始 す る ととを提 言 した い。

この委 員 会 で研 究 ・検 討 さ るべ き点 は 次 の諸 点 とな ろ う、、

① 情 報 処 理 に携 わ る 人 及 び企 業 ・団体 の倫 理 の 高揚 策

② 情 報 処 理 技 術 に よる セー フ ガ ー ドの あ り方

③ 情 報 の 収集 、 入 力 ・検 索 及 び情 報 システ ムの結合 に 関す る法 的 セ

ー フ ガー ドの あ り方

④ これ らを監 視す る独 立 の 公益 機 関 の あ り方

⑤ これ らを包 合す る 新立 法 の あ り方 で ある。

幸 い、 これ らと同 様 の点 に関 し、 西 ドイ ツ 。ヘ ツセ ン州 の 「デ ー タ
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保 護 法 」 、 ス エ ■デ ンの 「デ ー タ 。バ ンク管 理 法 」 が 実施 さ れ て お り・

英 国 。米 国 に おい て も 「デ ー タ監 視 法 案」 「プ ラ イバ シー保護 法 案 」

が詩 会 に 上程 され、OECDの 情 報 レ ポ ー トに見 られ る よ うに、 この

種 の 問題 に 関 して国 際 的 な共 通 の 基 本 的 考 え方 が で きつ つ あ る。

上記 委 員 会 は これ らの 先 例 及 び 考 え 方 を参 考 に し、 わ が 国 の社 会の

実 態 に合 致す る形 で 上 記 の諸 点 に つ き早 急 に研 究準 備 す る こ とが 必要

で あ るo

い ま 一 つ 管理 社 会 化 の危 険性 をは らん で い る のは 、情 報 ソ ー スの問

題 で あ る。情 報の 需 要 は 多 様 で あ り、 一 つ の 事 象 につ い て も 多面 的 な

情 報 が 提 供 さ れ得 る とい う体 制 が 整 備 され ね ば な らない こ とは 民 主 主

義 の 理 念 に 照 して も、 又公 共 の利 益 の た め に も 自明 の理 で あ ろ う。 か

か る観 点 か ら情 報 提 供 サ ニ ビス、 情 報 処 理 サ ー ビスの提 供 に関 しては

多数 の 企 業 が 同一 基 盤 上 で 自由 な競 争 を行 うこ とが 公 共の 利 にか な う

もの と考 え られ る。

しか し、 これ らの情 報提 供 サ ー ビ ス、 情 報 処 理 サ ー ビス が通 信 回 線

と結 合 し、 リモ ー ト化 して い くこ とは 効率 性、 利 便 性 あ るい は技 術 開

発 の方 向 といつ た 点 か ら見 て も、 す で に 明確 となつ てい る。

この様 に情 報 サ ー ビス と通 信 回 線 の 結合 した場 合、 上 記 の 自 由競 争

の基 盤 の確 保 とい う面 か ら考 慮 す べ き点 は 多 い もの と考 え られ る。

これ と同 様 の問 題 は す で に米 国 で議 論 され て お り、1971年5月

にFCC(FederalCotmunicationCo㎜ittee)に よつ て、 公衆

通 信業 者 は 別 の会 社 組 織 を通 しての み情 報処 理 サ ー ビス を提 供 で き、

しか もこの 別 会社 は 、 通 信 業 者 本 体 か ら最 大 限 に 分離 され ね ば な らな

い、 とい う趣 旨の裁 定 が 下 され てい る。 .

木 国 にteけ る この様 な議 論 の経 過 、FCCの 裁 定 を充 分 に吟 味 し・

わ が 国 の 実情 と今 後 の情 報 化 の進 展 に 適 した あ り方 を検 討 整 備 して行

く こ とが 必 要 と思 われ るo

(2)コ ン ピュ ー タ犯罪 の防 止

あ る雑 誌 社 の磁気 テ ー プ に収 め られ た 顧 客 リス トが、 外部 計 算 セ ン タ

ーへ の プ リン トア ウ ト作 業 委 託 中 に写 し と られ、 い つ の ま にか 競 争 会 社
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の 手 に渡 っ て使 用 され てい た 。 とい う事 件 は ま た記 憶 に新 しい 。

ア メ リカで は ユ ニバ ー シテ ィ ・コ ンピュ ーテ ィ ング社(UCC)の 従業

員 が、 イ ン フォ ー メー シ ョン 。シ ステ ムズ 。デ ザ イン社(ISD)の 開発

した プ ロッテ ィ ン グ 。'プログ ラム をISDの キ ー コー ドを用 い て電 話 回

線 か ら盗 み 出す とい、う事 件 が起 っ て お り、 又 「ピ ギー ・テ ル」 とか 「マ

ン ハ ッタ ン 。カク テ ル」.と呼 ばれ る諜 報 機械 も出 現 してい る。

か か る事 件 の 内 容 は 企業 機 密 の 窃 盗 で あ り、 そ の意 味 では 従 来 か らわ

が 国 で も刑 法(第154条 、 第2-35条 、 第247.条 な ど)民 法 な どに

機 密保 護 を 側面 か らバ ック ア ップす る規 定 が設 け られ てい る。

しか し、 情 報処 理 技 術 の 進 歩 と情 報 化の 拡 大 は 急速 で あ り、・これ ま で

の機 密 保 護 の法 体 系 のみ で は カ バ ー しきれ ない ケ ー スが 出現 しつつ あ る

の で あ るo'i

例 え ば、 上 記 の 例 では、 顧 客 リス トの入 っ た磁 気 テ ー プを 窃盗 した場

合 には 窃 盗 罪 が 適 用 さ れ る。 しか し、 この磁 気 テ ー プを短 時 間 で複 写 し

て しま う こ とは す で に 簡単 な技 術 で あるが 、 複 写 とい う形 で 「機 密 」 だ

け を盗 む 場 合 は現 行 法 令 判 例で 捕 捉 す るの は 困難 で あ る。

情 報 技 術 の進 歩 に応 じて 機密 の 侵 害 を捕 捉 し得 る様 な 法 体 系 を準 備 す

る必 要 が あ る。 法 制 審議 会 の提 唱 してい る"産 業 スパ イ罪"の 新 設 は、

企 業 内部 か らの機 密 の 漏 洩 を 防止 し よう とす る もので あ り、 必要 な機 密

保護 の た め法 体 系 の 大 きな要 素 とな り得 る と思 われ るが、 外 部 者 に よる

「情 報」 の み の 窃取 そ の他 につ い て も一 層 肌 目細 か い法 制 の 整備 が 必要

で あ る。

情 報 化 の進 展 に よ り、 前 例 の様 左形 で企 業 機 密 に漏 洩 の 危 険性 が 高 ま

る こ と と なれ ば、 必 ず や情 報 化 は 大 きな暗 礁 に乗 り・あげ る こ と とな ろ う。

とい うの は、 現 代 を含 め て今 後 の 産 業 社会 に おい て は、 技 術 開 発、 デ ザ

イ ン＼ ノ ー ハ ウとい つ た ソ フ ト ・テ ク ノ ロ ジーが 企 業競 争上 の 重要 性 を

増 してい る こ とは 事 実 で あ り、 これ らの もの が情 報 化 との 相互 作 用 に よ

りお 互 い を増 幅 す る方 向 に 向っ てい るか らで あ る。

又、 機 密 の保 護 には 、.上 記 の 如 く根 笹侵 害 の 規 制 を整 備 す る と同時 に、

他 方 で 機密 等 の権 利 化 を進 め る必 要 も ある。 無体 財 産権 と しては工業所有
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権、 著 作 権 等 がす で に法 的 に保 護 され て お り、 コ ンピ ュ ー タ 。ソフ トウ

エ アの権 利 化 につ い て は、 す で に検 討 に着 手 され て い る。

情 報 化 の 進 展 の 中 で、 これ ら 目に見 え な い 「情 報 」 を権 利 化 してい く

こ とは、 情 報 価 値 の 確 立 あ るい は情 報産 業 の健 全 な る成 長の 基 盤 とな る

もので あ り、 今 後 の 重 要 な課 題 の一 つ で あ るが、 情 報 処 理 技 術 を応 用 し

た機 密 の 侵 害 を防 止 す る観 点 か らも、 そ の 速 や か な整 備 が 望 ま しい。

(3)保 安 の確 保

情 報 化 が 産業 レベ ル か ら社 会 ベ ース に拡大 して 行 くに従 っ て、 コ ン ピ

ュ ー ターは 公 共 的 ユ ーテ ィ リテ ィ ー と して利用 さ れ る様 に な る。・企業 の

中で 利用 さ れ て い た コ ン ピュ ー タは私 的 な もの で あ り、 シ ステ 込 ダ ウ ン、

誤 処 理 な どの場 合 で もそ れ に よ り蒙 る損 害 は そ の 企業 の み に 帰 属す る も

の で あつ て、 社 外 に 無 償 の 大 きな損 害 を もた らす ご とは な か つ た。 か か

る危険 性 に対 して は そ の 企業 の経 済 計 算 の 中 で 保 険 をか け るな り、 デ ュ

アル シ ステ ムに な る な どの 対策 を用 意 す る こ とで 足 りるわけ で ある。

しか し、 コ ン ピュ ー タが 公共 的 ユ ーテ ィ リテ ィ ー と して利 用 され る段

階 に なつ て来 る と、 シ ステ ムダ ウ ン誤処 理 な どの影 響 は 社会 的 な もの に

なつ て来 る。

例 えば、 コ ン ピュ ー タに よる道 路 交通 コ ン トロー ル ・システ ムが何 ら

か の誤 操 作 に よ り突 然 同期 性 を乱 した とす れ ば、 そ れ が 直 ち に大 きな災

害 に直 結 す る こ とは 明 白 で あ ろ う。 これ は ほ ん の 一 例 に過 ぎltvs'o"'

システ ム設 計 自体 に安 全 性 を充 分織 り込 む こ とは 勿 論 で あ るが、 シス

テ ム ・ダ ウ ン、 誤 処 理 な どに備 え た保 安 対 策 を準 備 す る.と同 時 に、 とれ

らの事 態 に 対 す る責 任 体 制 の 明 確 化 を図 っ て お か な け れ ば な らな い。

(4)人 間 性 に 対 す る十 分 な 配 慮

情 報 化 の進 展 は 省 力化 や オ ー トメ化 に よる 人 間 疎 外、 知 的 エ リー ト階

層 と一 般 大 衆 との格 差 の 拡 大 或 い は人 間 性 や倫 理感 の喪 失 とい う危 険 性

を 内蔵 して い る。 情 報 化 社 会 の 主体 は あ くま で も人 間 で あ り、 コ ン ピュ

ー タは道 具 に過 ぎな い とい つ て も、 上 記 の よ うな不 安感 が 国民 の一 部 に

あ るの も事 実 で あ り、 これ を取 除 くた めの 方 策 を 明 示 す る こ とが必 要 で

あ る。 この意 味 で も情 報 化 社 会 に 対応 す る教 育 体 系 の 整 備 は極 め て重 要
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で あ り、 これ につ い ては 、 項 を改 め て述 べ る こ と とす る。

皿 情 報 化 の 促進 対 策

(1)公 的 諸 施設 の情 報 化 の推 進

前 項 で、 わ れ われ は 値 入 に 関す る情 報 を取 扱 うシ ステ ムを念 頭 に おい

て、 便 利 さ の裏 に潜 む 管 理 社 会 化、 プ ラ イバ シーの侵 害 とい つ た 危 険 性

へ の対 応 策 の あ り方 につ い て記 した。

しか し、 公 的 な諸 施 設 に お い て 個 人の 情 報 とは 無 関係 の 分野 は 多 く、

又 そ れ らの 中 に は、 合 理 化 。省 力 化 が遅 れ てい るた め、 効率 とい う面 で

も大 き く遅 れ て い る 分野 が存 在 す る。

例 え ば 、 大都 市 の道 路 交通 制 御、 空 港 。港 湾 の 物 流 コ ン トロー ル、 貿

易 。通 関 業 務、 諸 官 庁 ρ 許 認 可業 務 、 公 社 。公 団 の 窓 口業 務 な ど で あ る。

これ らの 公 的諸 施 設 につ い て合 理 化 ・省 力化 の 手段 ある いは 国 民 へ の

利 便 性 の 供 与 の手 段 と して情 報 化 を推 進 しなけ れ ば な らないo

この こ とは、 後 述 す る情 報産 業 に対 す る先 導 的需 要 の創 出 とい う意 味

か ら も有 効 な もので あ ろ う。

(2)デ 一 夕 バ ぞク、 情 報 流 通 ネ ッ ト ワー クの 整 備

これ ま で の わ が国 の情 報 化 は 産業 を中 心 と して急 速 に進 展 し、 事 務 計

算 、 自動 化、 生 産 ・在 庫 管 理 等 の 分野 で の利用 は 相 当高 度 化 しつ つ あ る

が、 経 営判 断 あ るい は 政 府 に お け る政 策 判 断へ の 利用 とい う面 で は い ま

だ 予期 した程 の成 果 を あ げ て 居 らず、 そ の 意 味 で一 つ の停滞 期 を迎 え て

い る ともい え るo

この 原 因 は、MISあ る い はNISと い わ れ る総 合 的 意 志決 定 の た め

の シ ステ ムには 、 必 要 な時 必要 な形 で 利用 し うる 内外 の デ ー タの膨 大 な

蓄 積 が 必要 で あ り、 これ を一 企 業 あ るい は一 組 織 で行 うこ とは ハ ー ドウ

エ ア ・コス トあ るい は シ ステ ム設 計 。デ ー タ 。ブ レパ レー シ ヨンの コス

トが余 りに大 き く、 経 済 的 に 引合 わ な い と判 断 され て来 た た め と考 え ら

れ る○ ・

MISあ るい はNISを 機 能 さ せ るた め には、 い くつ か の個 別 の企 業

組 織 で 共 通 に要 求 さ れ る デ 」 タベ ー スを各 種 デ ー タ ・パ ンク と して独 立

－t81一



せ しめ 、 情 報 コス トの シェ ア リ ング を行 うこ とが 必要 で あ る。

米 国 に 拾 い ては 、 す で に多数 の 商業 ベ ー スの デ ー タ 。バ ンクが 成立 し

て い る が 、情 報 の価 値 の 確 立 が 未 だ整 っ てい た い わ が国 では、 これ らを'

・早 急 に商 業 ペ ー ス に乗 せ る こ とは 困難 な もの が 多 い と思 わ れ
、 情 報 の種

類 に よつ ては 国 あ るい は第3セ ク ター方 式 で 確立 す る事 が 必 要 で あ る。

さて 、 これ らの デ ー タ ・バ ンクへ の ア ク セス は 多面 的 に 行 い うる シ ス

テ ム を用 意 しなけ れ ば な らな い○

即 ち個 別 の 企業 組織 の外 部 に あつ て も、 恰 も内部 に ある か の様 に、 必

要 な と き必 要 な形 で情 報 を入 手 で きる よ うな情 報 流 通 ネ ッ トワー クが 整

備 さ れ ね ば な らな い。

今 後、 コ ン ピュ ー タ能 力 の拡 張 と通 信 技 術 の 向 上 とに よつ て、 情 報 伝

送 サ ー ビスに 対す る需 要は 、音 声、 画像情 報、 データ伝送、 プアクシミリ、テレ

タ イ プ等 々デ ィ ジ タル信 号 とア ナ ログ信 号 の 両 面 で 多様 化 して来 る こ と

は 必然 の方 向 と考 え られ る。

この様 に 多様 化 して来 る情 報 伝送 サ ー ビスに 対す る需 要 に鋭 敏 に こた

え、 これ を顕 在 化 して行 くた め には、 情 報 流 通 ネ'ツ トワー クの提 供 業 自

体 の あ り方 を 再度 検討 し直 す 必 要が あ るの で は 友か ろ うか 。

米 国 では、MCI,Datronと い つ た マ イ ク ロウ エー ブに よる多様 な

情 報 通 信 のた めの 回 線提 供 業 者 の参 入 に 際 して、FCC197t年6月

か か る 情 報 通 信 分 野へ の新 規 事 業 者 の参 入 を全 面 的 に認 め る 旨の裁 定

を下 してい る、、

現 在 需 要 の 大 勢 を 占め てい る 同質 的 な通 信 需 要 のた め に、 これ か ら多

様 化 して 来 る特 殊情 報通 信 の需 要 は見 捨 て られ ねば な らない のか 、 そ れ

と も これ らをす くい 上げ 顕 在 化 す べ き な のか 、 又 す くい 上 げ て い くた め

には 、'現在 の 様 な通 信 回線 の供 給 体 制 で充 分 な のか ど うか。

通 信 回 線 の 信 頼 性 の 確保 の 問題 に も配 慮 しつ つ 上 記FCCの 裁 定 を参
プ

考 と しで、 これ ち の 点 を検 討 し、 望 ま しい情 報 流 通 ネ ッ トワー クの 供 給

体 制 の あ り方 を示す 必要 が あ る と.思われ る。

この情 報 流 通 ネ ッ トワー ク の あ り方 は 、 他 方 産 業 の 地 方 分散 を促 す 機

能 を 禎た せ る と と も検 討 す る 必要 が あ る、、
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筒、 上 記 の デ ー ダ 。バ ンク及 び情 報 流 通 ネ ッ トワー ク の形 成 につ い て

は、 前 述 した"管 理 社 考 化 の 回避 と プ ラ イバ シー の保 護"に つ い て、 充

分 の 考慮 を 払 わ なけ れ ば 濠 らな い ことは 勿 論 で あ る。

(3)標 準 化 と現 行 法 制 の 改革

通 信 回線 を 介 して の コ ン ピュー タ同 志 の 結 合 、あ るい は 上記 の如 く、

デ ー タバ ンク 及 び情 報 流 通 ネ ッ トワー クを 確 立 して行 くため に は、 各 シ

ス テ ム間 の イ ン タ ー フ ェ イ スの規 格 統一 ある い は コ ー ドの 統一 が 必 要 と

な る。 現 在 、 イ ン ター フ ェ イ スを 円滑 に行 う上 で の 最 大 の ネ ック は、 各

ジステ ム内vaieけ る デ ー タ 。フォ ー マッ ト等 のロニドが統i－ さ れ てい ない

こ とに あ る。 従 っ て、 これ らの コー ドの統 一 標準 化 の た め にJIS化 の

方 策 を積 極 的 に進 め る必 要 が あ るo

又、 他 方、 上 記 デ ー タ 。バ ンクへ の デ ー タの収 集 に 際 して も、 現 在 文

書 の 形 で提 出 され てい る各 種 届 出書 類(例 えば 有価 証 券報 告 書 等)諸 統

計数 字 等 を 磁 気 テLプ 等 に よ りEDP化 す る こ とが 必要 で あ る。'

又、 現状 ま で の情 報 化 の メ リッ トを よ'り徹 底 す る意 味 で、EDP会 計

の 全面 採 用 を 認 め る法 制 が 早 急 に準 備 され なけ れ ば な らない。

④ 総 合 的 情 報 化 促進 体 制 の 必 要性

今 後 情 報 化 が一 層進 展 す るに応 じて、 既存 の各 種 社 会 システ ム と情 報
』化 とが クー

ロスす る こ と とな るo

か か る各 種 社 会 シ ステ ムの情 報 化 は 、情 報 化 の担 当 者 が行 うの かあ る

い は既 存 社 会 シ ステ ムの 側 が 行 うのか 非 常 に 困 難 な問 題 を提 示す る こ と

とな るo

しか し、 これ らの 効 率 的、 円滑 な情 報 化 の た め に は 両 方 の サ イ ドの緊

密 な協 力 を必 要 とす る こ とは 確 か で あ る。

従 っ て、 これ らの 問題 を 両 方 の サ イ ドよ り持 ち よ り、 総 合的 な 見地 よ

り判 断 をす る た め の組 織 が 必要 で あ る。

ま た社 会 の 情 報 化 を進 め る に あた つ て政 府 は 長期 的視 野 に立 っ て、 各

プ ロ ジェ ク トを計 画的 段 階 的 に立 案 し、 民 間 の協 力 を 得 て実 施 すべ きで

あ るが、 これ らの プ ロ ジ ェ ク トの 多 くが コマ ー シャ ル ペ ー ス にの らず、

しか も巨額 な投 資 を必 要 とす る ので思 い切 つ だ財 政 資 金 の 導 入 が 望 まれ
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る。 このために も、 情報 化社会実 現のための長期 計 画の策定 ・関係行政

機関の協調促進 な どが 必要 で ある。

また、現在 コンピュー タ情報 に関す る多数 の財 団法 人 ・団体 がそれ ら

の機能区分 を明確 でない形で存在 してい ることも問題 で、 これ らを統合

強化す ることが今後 の総合 的情報化促進体制のために も必要である。

IV情 報産 業(狭 義)の 成 長基 盤 の整 備

情 報処 理 流 通 サ ー ビス業 等 の情 報 産 業 は、 これ ま で の情 報 化 の進 展 と積

極 的 な政府 の 支 援 策 に支 え られ て急 速 な 成 長 を遂 げ て 来 た が、現 在 一 つ の

壁 に つ き当 っ てい る様 に思 わ れ る○ 今 後情 報化 を促 進 して い くた め に は、

この つ き当っ てい る壁 を取 除 き、 円滑 な情 報 化 の推 進 者 と して育 成 してい

か な けれ ば な らない 。

(1)ソ フ トウエ アの 流 通 基 盤 の整 備

ソ フ トウエ アが 商 品 と して取 引 され、 流通 す る こ こ とは、 情 報 産 業 が

独 立 した 産 業 と して形 成 され る た めに 必 要不 可決 の 基 盤 で あ るo

ソ フ トウエ アの 流 通 の た め には 、① デ ー タ 。フォ ー マ ッ ト等 コ ー ドの

標 準 化 に よる ソ フ トウエ ア の標 準 化 ② ソ フ トウエ ア の価 値 の 法 的 保 護

が必 要 で あ る。

ソ フ トウエ アの 法 的 保 護 は 、.④開 発意 欲 の 刺 戟.◎ 投 資 の促 進 ◎ 流

通 促 進 ㊤ 重 複 投 資 の 回 避 を図 るた め に 必要 で あ るが 、 特 定 の 機 種 向 け

の言 語 あ るい は コ ー ドで 書 か れ た プ ログ ラ ムの 価 値 が 法 的 に保 護 され た

と して も、 そ れ が 他 の 機 械 に ロー ドで き ない ので あつ た ら法 的 保 護 は 何

の意 味 もな さ ない こ ととな る。 上 記 の① 、② が 面 々相 侯 っ て こ:そ、 ソフ

トウエ ア流 通 の基 盤 と な り得 る こ とに 注意 しなけ れ ば な らない 。

(2)・認 可 制導 入 に よ る信用 力 の 付 与

現 在 の情 報 産 業 が つ き当 っ てい る壁 の一 つ と して、 信 用 力の 不 足 が あ

げ られ る。 コ ン ピュ ー タ犯 罪 の 防 止 の項 で述 べ た顧 客 リス トの 窃 取 は こ

れ を象 徴 してい る とい え よ うo

本 来 な らば 、 専 門 家 で あ る情 報 処 理 流通 企 業 に委 託 した方 が 効 率 的 で

有 利 で あ る に もか か わ らず 、 情 報 の 漏 洩 を恐 れ て、 重要 な部 分 を 自社 内
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で処理 している企業 の数 は多い。

これ らの一般企業 内で行 われてい る情報処理部分 を、 外部へ の需要 と

して顕在化 させ るた めには、 何 らかの方法 に より信用 力を付与す る こと

が必要である。

そのた めには、情報処 理流通業 者の経営内容(規 模、有 資格技 術者の

数、 受注営業実績、そ の他)を 調 査 し、一定基 準を満す もののみに営業

を認可 し、他方、 官庁 プロジェク トの発注、 一般運転 資金 の保証へ0推

薦な ど認 可企業 に対 して メ リッ トを与え る方策を検討す る必要が ある。

(3)資 金調 達上の信用 補完制度の拡充

情 報産業が成長 して行 く上で、"担 保 左き産業"で あるため必要な資

金調達が困難で あるとい う点 も大 きな壁の一つで ある。す でに情報処理

振興事業協会が設立 され、 プログ ラム開発資金及 び コンピュー タの導入

資金の融資 について保証 を行 う金融措置が実施され てい るが、 プ ログラ

ム1本 毎 の個別融資で あつ て事務が繁預 であるだげでな く、 一般運 転資

金が保証 の対象 とな らない。上記の認 可制度 と リンクした形 で認 可企業

については一般運転資金の融資 を も保証対 象に加え信用補完機 能を拡充

す る必 要が あ る。

これ らの制 度 は、 シ ン ク タ ンクの 育 成 の ため に も検 討 す る必 要 が あ る。

(4)大 型 公 共 プ ロ ジェ ク トに よる先 導 需 要 の創 出

即述 の 様 にわ が 国 の 公 的諸 施 設 の 中 には 早 急 な情 報 化 が 必 要 とされ る

ものが 多 い 。 これ らの 公 的諸 施 設 の情 報 化 プ ロジ ェク トを推 進 す る1に当

っ ては 上 記 認 可企 業 の需 要確 保 、技 術 力の 向 上 のた めに 積 極 的 に発 注 し

て 行 く体 制 が 必要 で あ る。
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V情 報 化 時代 に対応 し得 る教 育体 系 の整 備

(1)学 校 教 育 体 系 の改 革 とレベ ル ア ッ プ

今後 情 報 化 が 促進 され 、 社 会 的 に 定着 して行 くにつ れ て、 コ ン ピュー

タと国 民 との 接 触 は増 大 して来 る。 コ ン ピュ ー タときけ ば、 そ れは 専 門

家 の もの、 素人 では 近付 き難い もの とい う現 在 の 社 会 人の コ ン ピュ ー タ

・マ イ ン ドを 改革 してい か ない 限 り、 コ ン ピュ ー タを社 会 の道 具、 人間

の道 具 と して大 衆 化 して行 くこ とは で きず、 無 暗 に コ ン ピュ ー タを 恐れ、

敵 視す る人 が ふ え る だけ で な く、 情 報 化 の進 展 の 中 で 主体 性 を 失 い、 疎

外 さ れ て い く人 もふ え る危 険 性が 強 いo

とれ に 対処 す るた め には 、 現在 の情 報 処 理 技 術 者 の み に 力点 を おい た

教 育 体 系 を改 め、 小 中学 校 の 基礎 教 育 の 中 に コ ン ピュ ー タ ・マ イ ン ドを

植 え つ け る た めの教 育 を実 施 す る こ.とが 必 要 で あ る。

か か る幅 広 い コ ン ピユ三 夕志 向教 育の 基礎 の上 に こそ 高 等教 育 に おけ

る ユ ン ピL－ 夕の 利 用、EDP周 辺 科 学 の 研 究 の レベ ル ア ッ プある いは

高水 準 の情 報 処 理 技 術 者 の 育 成 も可 能 とな ろ う。

又、 か か る教 育 体 系 を実 現 す るた め に は、 教 職 員 の 再教 育 の方 策 も検

討 、 準備 さ れ る必要 が あ る。

(2)生 涯 教 育 体 系 の確 立

情 報 化 時 代 は、 絶 えず 新 しい 知 識 が 創 り出 され、 知 識 。技術 ・ノ ー ハ

ウ等 の陳 腐 化 が 加 速 さ れ る社 会 で あ る。

この よ うな変 化 の 速 い情 報 化 時 代 に対 応 して行 くた め には、 生 涯教 育

の た め の 施 設 と制 度 とを用 意 す る必 要 が あ る。

ま た、 労 働 力 の不 足 が一 層深 刻 化 す る中 で、 定 年 者 の 再 就 職 を促 す た

め に も生 涯 教 育 体 系 の 確立 は 早 急 に検討 さ るべ きで あ る。
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(3>情 報 処 理 技 術 者教 育 の拡 充 、 今

わが 国 の労 働 力が 絶 対 的 不 足 時代 に入 りつ つ あ る こ とは事 実 で 参 り・

人集 め の 困 難 さは 各 産 業 を通 じて 共通 の問 題 で あ る。

しか し、 今後 情 報 化 を一 層 促 進す るに 当っ ては、 優 れ た情 報 処 理、 技

術 者 を 確 保 す る こ とは 極 め て 重 要 で ある。 特 に情 報 化 が 社 会 ベ ー ス に拡

大 して行 く事 を考 慮 す る と情 報 処 理 技術 者 とし ての 水 準 と同 時 に人 格 的

円満 さ が 重 要 な要 件 とな る。

この た め に は、 情 報 処 理 技 術 者 の 待遇 、 労 働 条 件作業 環 境 を改 善 す る

と同時 に、 教 育 を拡 充 す る必 要 が あ る。

西 ド'イツ、 フ ラ ンス等 で は国 家 の 資 金援 助 に よる情 報 処 理 技 術 者 学 校

が設 置 さ れ てお り、 国 家 試 験 に よ りい くつ か に ク ラシ フア イされ た 資 格

が与 え られ て い る。

わ が 国 にお い て も学 校 教 育 の中 に専 門 コー ス を設 け る こ とは も と よ り、

各 種学 校 方 式 に よる専 門学 校 を再 編 し、 積 極 的 に国 の支 援 を与え てい く

必 要 が あ る。

(4)教 育 の 情 報 化

医 療 の 情 報 化 がす で に 着手 され た 現 在、 各 種 社 会 制度 の 中 で、 教 育 は

最 も情 報 化 の遅 れ た もの となつ た 。

当 面、 教 室 へ のTSS用 端 末 の導 入 、 学 校事 務 のEDP化 を手 が か り

と して、 最 終 的 に は 各生 徒 の能 力 に応 じた個 人教 育 を可 能 とす る 自己学

習 シ ステ ム を実 現 す る た め の方 策 を準 備す る 必 要 が あ る。

そ の 際、 最 も重 要 な 点 は、 自己 学 習 プ ログ ラ ムの開 発、 個 人別 デ ー タ

フ ァ イル の 作 成 とい う ソ フ トウエ アの 整備 と、 教 職 員 の 再教 育 で あ り、

これ らに つ い ては 、 公 益 レベ ルで 慎重 に検 討 す る必 要が あ るo
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ま た、 か か る コ ン ピユ・一 夕志 向 教 育 と並 行 して、 情 緒 面 の教 育 及 び新

しい倫 理 的 教 育 も重 視す べ き で あ ろ う。
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、璽 国際 的情報化 の将来 ビジョン

1世 界 の情 報 化 最 先 進国 へ

国 際 ベ ー スの 情 報 化 は 、 ①TSS(コ ン ビL－ 夕の共 同利 用)と 宇 宙通

信 の結 合、 ② 資本 自 由化 の 進 展 と多 国 籍企 業化 、 ③ 気 象、 公 害 な ど エ コ ロ

ジカル(生 態 学 的)な 情 報 ニー ス の拡 大、 ④ 南 北 間 の情 報 ギ ャ ッ プ拡 大是

正 へ の要 請 な ど を諸 背景 と して 、1980年 代に は急 速 な テ ンポ で進 展 す

る もの と予 想 され るc、

この よ うな 諸 背景 をふ ん ま え て、 わ が 国 の国 際 的情 報 化 へ の 将 来 ビジ ョ

ン と して われ われ は 「 日本 が 世界 にお け る情 報 化 最 先進 圏 」とい うビジ ョ

ン を 目標 と して掲 げ た い。

そ して、 これ を達成 す るた め につ ぎの3つ の タ ー ゲッ トを設 定 す る。

1.世 界 マ ー ケ ッ トを対象 とす る成 熟産 業 と しての情 報 産 業

2.情 報 化先 進 諸国 との対 等 の協 力 関 係

5発 展 途上 国 に対 合 る積 極 的 な情 報 化 援 助 体 制

2世 界 マ ー ケ ッ トを対 象 とす る成 熟 産 業 と して の情 報 産業

(1)4つ のサ ブ ・ター ゲ ッ ト

まず、 第 一 の世 界 マー ケ ッ トを 対象 とす る成 熟産 業 と して の情 報 産 業

を考 え る場合 に、 さ らに そ の具 体 的 な サ ブ 。ター ゲ ッ トと してつ ぎの4

つ を設 定 す る、、

1.情 報 産 莱 が わが 国 の産 業 構 造 にお いて 中核 的 な戦 略産 業 と して の地

歩 を確 立 す る。

2.情 報産 業 が 国 内産 業 と して だけ で な く、 輸 出産業 と して もか な りの

市 場 を穫 得 し、(少 く と も全 生産 額 の1/3程 度 は 輸 出 され る こと。)

ま た海 外 に 資本 進 出 してい る こ と,、

5.ま た国 内 市場 にお い て も国 産 ハー ド 。ソ フ トの マー ケ ッ ト 。シ ェア

が 金 額 的 に 少 くと も70%程 度 ま で 引上 げ られ て い る こ と。

4.特 定 の 分 野 で は 日本 が 世 界 を リー ドす るだ け の技 術 、 地 位 を確 保 し

て い る こ と。
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② ター ゲ ッ ト達 成 の 可 能性

こ こ で もつ と も重 要 な こ とは、 日本 の 情 報 産 業 が 果 して巨 大 多国 籍 企

業 に対 抗 して世 界 市 場 を マー ケ ッ トとす るだ け の 国 際競 争 力 を持 ち得 る

よ うに な るか とい う点 で あ る。

現 在 日本 は情 報 化 中 進 国 の地 位 に あ る。 コン ピュー タの設 置 台数 で は

西 ドイ ツ と並 ん で、 ア メ リカにつ ぐ地 位 に ある が、 そ の台数 、 設 置金 額

と もア メ リカの約10分 の1に す ぎな い。

そ して 、 コ ン ピュー タ本体 につ い て は、 つね に巨 大 多国 籍 企 業 に対 し

て、2年 ない し4年 の技 術 的遅 れ を とつ て い る。

さ らに、 情 報 利 用 の分 野 で も、 宇 宙 ・国 防 を 中心 とす る』科 学技術 的 利

用 で は格 段 の差 が あ り、Aた 商業 用Tss情 報 ネ ッ トワー ク の発 展 で は

ア メ リカがす で に国 際 的情報 ネ ッ トワー ク の形 式 を終 え て い るの に、 日

本 は国 内 で漸 くそ の 利 用 が開 始 され た ばか りで あ る。 そ の ほ か、 行政 、

MエS、 教 育、 医 療 、 公 害 な どの 分野 で もア メ リカの方 が 高度 の情 報 化

水 準 に あ る。 ま た、 医 療 や情報 ネ ッ ト ワー クの 分野 では ス ウ ェー デ ンの .

方 が 日本 よ り高 い水 準 に あ る。 他 方1発 展 途 上 国 は もち ろん の ごと、 フー

ランス、 イ ギ リス、 オ ラ ンダ、 カナ ダ な どに比 べ れ ば 日本 が総 じて情 報

化水 準 が高 い とい つ た状 態 に あ;一。(第1図 参 照)
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第1図 各国の情報化 水準(推 定)

商 情 行 経 教 医 公 交 流 コ 科
各分野

業
報
ネ

乞
ユ

ツ |
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ト タ

国 名
S ワ

|
7

技

ン

＼
S ク 政 営 育 療 害 通 通 ド 術

、、

米 国 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ △ ◎

フ ラ ン ス △ × △ △ △ ○ × × × × ○

西 独 △ △ ○ ○ △ △ × △ △ △ ○

ス ウ エ ・一 デ ン △ ○ △ △ △ ◎ ○ △ △ △ △

日,本 × △ △ ○ △ △ × △ △ △ ○
… 1

囲1.◎ 特 に進 ん で い る ○ や や 進 ん でい る

△ ま あ ま あ ・ ×や や 遅 れ'てい る

2.日 本 情 報 開発 協 会 資 料 に よ るe

そ こ で、 こん ご 日本 が情 報化 最 先 進 国 に な ろ う とす る場 合 には、 いか

に して 、 ア メ リカに追 い づ き、 これ と互 角 の 地 位 を確 保 す るか そ の戦 略

が 重視 され るが 、 そ れ と同 時 に ごん この情 報 化 最 先 進国 へ の可 能 性 に つ

い て の検 討 が合 せ 必要 に な る○

い ま 後者 の情 報 化 最先 進国 へ の可 能 性 に つ い て いえ ぱ、 少 くと も従 来

よb以 上 にそ の 可 能 性 が 高 まっ て きてい る とい え よ う。 これ には5つ の

理 由 が指 摘 され るで あろ うo

そ の第 一 は 「ハ ー ド技 術 の成 熟 」で あ る。 コ ン ピュー タ の ハー ド面 で

の 基 本 的 技 術 は 高 速 演 算 と大 量 記憶 の2つ で あ るが、 これ らは何 れ もそ

の 効 用 性 か らい つ て サ チ レー シ ヨン 。ポ イン トに近 付 きつつ あ る。 宇 宙

開 発 と国 際 的 分野 では 超 高速 の計 算技 術 が 要 求 さ れ るが、 入 間 社 会 を 対

象 と した コ ン ピュ ー タに よ るデ ー タ処 理 に は現 在 のナ ノ、 セ カ ン ド(10

億 分 の1秒)程 度 で十 分 で あ る し、 記 憶装 置 につ い て も、10億 ビ ツ
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ト ・程度 の 容 量 の もの を御 台 か 並べ、 あ るい は これ らを相 互 に ス ウ ィ ッ

チ ン グす る こ とで 大 体 尚 に合 う。 そ こで、 これ 以 上 の技 術 的 発 展 に よる

メ リソ トが い ま ま で ほ ど大 き くない。

第2・には 「ソ フ トウエ アの 比重 の増 大 」で あ る。 コ ン ピュー タの利 用

が 発 展 し高度 化 して 行 く過 程 で ハ ー ドウエ ア(コ ン ピュ ー タの本 体や 周

辺 装 置な ど)に くらべ て ソ フ トウエア(コ ン ピュー タ の利用 技 術)の 方

の比 重 が漸 次 高 まつ て くる とい うの が一 般 的傾 向で あ り、 現在 の 八 二 ド

。ソ フ トの 比 率5:5が1980年 代 には恐 ら く3:7あ るい はそ れ 以

下 に逆 転 す る もの と予 想 さ れ て い る。 ソ フ トウ エ アの 分 野 に な る と 日本

人 はそ れ ほ どア メ リカ人 に 劣 っ てい る とはい え ず、 こん ご ソフ トの 分野

では 十 分 に対 抗 し得 る素 質 を備 え て い る。

第5に は 「社会 ベ ー ス の 情 報 化へ の移 行 」で あ る。 い ま ま での情 報 化

の国 際 的趨 勢 は 巨 大科 学 ベ ー スか ら経 営 ベー ス の情 報 化 へ と進 ん で きた。

そ して この段 階 で は ア メ リカが完 全 に リー ダー ・シ ップ を とつ て きた。

しか し、:970年 代 の後 半 か ら80年 代 にか け て、 これ が 社会 ベ ー ス

の情 報化 段 階 に移 行 して行 くこ とが 予 想 され て い る。

そ して この 社会 ベ ー ス の情 報 化 で ア メ リカに くらべ て 日本 の方 が 有利

な条件K恵 まれてい る。 す なわ ちア メリカは地方分権的 な政治体制や ビ

ジ ネ ス ・ベ ー ス の情 報 化 傾 向 か ら、 全 国 的 規模 で の社 会 福 祉 的 な情 報化

には 大 きな壁 が あ る よ うに み うけ られ るが、 日本 は 政府 投 資 を 主 導 とし

た 全国 的規 模 の 社会 的 情 報 化 が 可 能 な政 治経 済 体 制 を持 っ て お り、 かつ

こ う した分 野 へ の 国民 的 ニ ー ズが 公害 、 過密 な どを反映 して ア メ リカ よ

り もは るか に強 い。

そ の第4が 「巨 大 独 占体 制 の 限 界 」で ある。 巨 大 多国 籍企 業 の世 界 市

場 に 占め る シェ アは60%を 超 え る とい わ れ、 ア メ リカ国 内 で も70%

とい う。 圧 倒 的 シ ェア を 持 っ て い る。 レか し、 コン ピュー タ ・コ ミュ ニ

ケ]ジ ゴン技 術 は産 業 社 会 を変 革す る よ うな 大 き 友社 会 、 経 済 的 インパ

ク トを持 っ て お り、 この よ うな産業 が巨 大 多国 籍企 業 一 社 の 手 に 独 占さ

れ てい る こ とに根 本 的 な疑 問 が あ る。 そ こで ア メ リカ国 内 で は 独禁 法違

反 の分 割 問 題 が と り上 げ られ て い る一 方、 ヨー ロッパ で はEC諸 国 の協
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力 に よ る強 力 な情 報 産 業 育成 の 動 きが起 っ て きて い る。

こん ご情 報 化 が 社 会 的 分 野 に移 行 して行 く過 程 で巨 大 多 国 籍 企 業 の 独

占体 制 へ の批 判 や 対抗 措 置 が一 段 と強 め られ て くるだ ろ う。

⑤ 国際 的 情報 産 業 に な るた め の基 本 戦 略

そ こで、 わ が 国 と して は この よ うな可 能 性 を ふん まえ て、 どの よ うな

戦 略 を もつ て これ に のぞ むべ きか。 そ れ は つ ぎの4つ に集 約 され る で あ

ろ う。

1.社 会 ベ ー ス の情 報 化 へ の特 化

2政 府 に よ る ナ シ ョナ ル ・プ ロ ジ エク と して の 推 進

3,国 際 性 の 獲得

4.シ ス テ ム 。コ ンポ ネ ン ト.として の戦 略 的 輸 出 産業 の育成

まず 第1の 社 会 ペ ー ス の情 報化 へ の特 化 につ い て いえ ば、 こん ご 日本

は世 界 ベ ー ス の情 報 化 にお い て す べ て の分 野 にお いて 最先 進 国 に な る と

.いうこ とを 志 向 すべ き で は ない し、 ま たそ れ は 事 実上 不可 能 で あ る。 ま

た こん この 国 際 的 にみ た情 報 化 は各 国 が そ れ ぞ れ特 定 の分 野 に特 化 しな

が ら一 種 の 国 際 分業 体制 を形 成 して行 くも の とみ られ る。

い ま 大担 な予 想 をた て れ ば、 国 防 、 宇 宙開 発 を 中心 とす る ビ ッグ プ ロ

ジェ ク トか ら大企 業 のMエS(経 営情 報 シス テ ム)へ 移 行 した ア メ リカ

の情 報化 は こん こ も戦 略MIsか ら多国 籍企 業 の国 際Mエsへ と経営 ペ

ー ス の情 報 化 に特 化 し この分 野 で世 界 を リー ドす る よ うに な る だ ろ う
。

また 合 理 性 とか 統 制 を好 まず 、 芸 術 心 や 優 雅 さ を尊 び 伝 統 的 な基礎 科

学 を得 意 とす る フ ラン スは 将来 生 化学 を は じめ、 気象 学 な ど、 複 合 的 な

科学 技 術 の 分 野 に特 化 して行 くだ ろ う。

これ に対 し、 日本 は こん ご社会 ペ ー ス の情 報 化 に特化 す べ きだ と考 え

る。 将 来 社会 ベ ー ス の 情 報化 を志 向 す る国 と して は、 ス ウ ェー デ ンが あ

げ られ、 現 に 医 療 分 野 で は世 界 で トップの 水 準 に達 して い るが、 ス ウェ

ー デ ンは す で に高 福祉 で
、 過 密 とか 公 害 とい つ た面 で の 社会 的 ニー ズ は

日本 ほ ど高 くな い。

これ に対 し、 日本 は① 超過 密 社 会 で 社 会 的情 報 化へ の 社 会 的 ニ ーズ が

高 い、 ②電 話、 テ レ ビな ど全 国 的 な情 報 ネ ソ トワー クが完 成 して い る、
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⑤ 中央集 権 的 で政 府 投 資 に よる 社会 的 情 報 化政 策 が実 施 しやす い、 ④ 情

報 関 連産 業 の 自立化 に成 功 して い る とい つ た諸 点 で ス ウェ ー デ ン に くら

べ て 、 は るか に社会 ベ ー スへ の情 報 化 に 特 化す るた め の諸 条 件 を備 え て

い るo

そ こで、 こん ご 日本 が国 際 的情 報産 業 とな るた め の基 本 戦 略 と して は

まず、 社会 ベ ース の 情 報化 の 分 野 で世 界 の最 先 進 国 に な る こ とを志 向 す

べ きで ある。 第2の 基 本 戦 略 と しては 、 政 府 が これ を ナ シ ョナ ル 。プ ロ

ジ ェク トとして 積 極 的 に推 進 す る こ とで あ る。

医 療 。教 育 。公 害 ・ 交 通 な どが 社会 ベ ー ス の情 報 化 の 中心 に な

るが、 これ らの プ ロ ジ ェ ク トは い ずれ も、 多数 の先 行 投 資 を必要 とす る

上 に なか な か コマー シャ ル ・ペ ー ス に の りに くい 分野 で あ るoま た この

種 の もの はそ の公 共 的 性 格 か ら して政 府 が 当然担 当 すぺ き分 野 で もあ る。

そ こで、 社 会 ペー ス の情 報化 に つ い て は、 政府 が これ を総 合 的 た ナ シ ョ

ナル 。プ ロ ジェ ク トと して、 長期 計 画 の 下 に推 進 して行 く必 要が ある。

そ して、 この場 合 各 種 の事 業 団 や公 社 の よ うな第5セ ク ター を積 極 的 に

活 用 して、 民 間 の 資金 や技 術 、 経 営 組織 を充 分活 用 す る こ とが望 ま しい 。

そ して、 これ らの社 会 的 な情 報 シス テ ムが 開発 さ れ、 そ れ らが効 率 的

に 運 営 され る よ うにな れ ば、 これ に関連 す るハ ー ドや ソ フ ト技 術 、 施 設

な どを輸 出 した り、 ま た 発 展 途上 国 に対 す る経 済援 助 の有 力 な手 段 とす

る こ とが で き る。

これ か らの世 界 マ ー ケ シ トを 考 え る場 合 、 た だ 単 に コ ン ピュー ター や

端 末機 とい つ た ハ ー ドな製 品 の み で な く、 ソ フ トウ エア とか シス テ ム と

いつ た 無 形 の情 報 財 の 市 場 に よ り目を 向 け る必 要 が ある

第3の 基 本 戦 略 は国 際 性 の 獲得 とい うこ とで あ る。 これ は コ ン ピュ ー

ターや 端 末機 の 国 際 的標 準 化 の問 題 か ら ソフ トウ エ ア、 と くに国 際性 を

もつ た プ ログ ラム言 語 の 開 発 、 使用 とい う問題 を含ん で い るポ

日本 の情 報 産 業 が 国 際的 な産 業 と して成 立す るた め に は ど うじて も相

手国 の習 性 や 言 語 に マ ッチ した も の と な る必要 が あ る。 そ の場 合 ハ]ド

・面 の 国 際基 準へ の適 合 とい うこ とはそ れ程 技 術 的 に問 題 は ない が ソフ ト

面 に つ いて 多 くの困 難 が 横 た わ っ て い る何 よ り も日本 の国語 が世 界 語 で
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な い とい う点 で あ り、 ごん こ われ わ れ と しては 少 くと もゼ ネ ラル 。プ ロ

グ ラムや基 本 的 な専 門 言 語 は 英語 を使 用 す る とい う方 向に 向 う必 要 が あ

ろ う。 そ して この 問 題 は 日本 自体 と して も、 デ ー タの イ ン プ ッ トの 繁 雑

性 か らいつ て将 来 の情 報 化 社 会 へ の移行 を考 え る場合 に真 剣 に 考 え ね ば

な らな い課 題 の一 つ で あ る。

この 言 語 的 ハ ンデ ィ キ ヤ ツブが 日本 の情 報産 業 を世 界 を マ ー ケ ッ トと

す る ま で に成 長 させ よ うとす る とき大 き な壁 に な るおそ れ が あ る こ とを

認 識 す る必要 が あ る。

第4の 基 本 戦 略 と して は 日本 の情 報 産業 が シス テム 。Jコン ボ ネ ン トと

して の戦 略 的輸 出 産 業 を志 向 す べ きで ある。

シス テ ム ・コンボネ ン トとは 標 準 化 され た パ ッ ケ ー ジ と して の 複合 的 な

機 器 ない しシ ス テ ムを 指 す。 た とえ ば各 種 の数 学 的 プ ログ ラム と記 憶 装

置 と簡単 な印 刷装 置 を備 え た電 卓 とか 、 プア ク シ ミ リやVTRを 組 み 込

ん だ テ レ ビ電 話 、 あ るい は 血 液 の 連 続 自動 分析 装 置 とい つ た 種 類 の もの

で あ る。 こ の種 の シ ス テ ム ・コ ン ボ ネ ン トを持 つ た複合 的 な情 報機 器 な

い しシス テ ムは将 来 の 戦 略 的 輸 出産 業 と して 日本 が世界 を リー ドし得 る

分 野 の 一 つ に な る こ と は た しか で あ る。

3情 報化 先 進 諸 国 との対 等 の協 力 関 係

つ ぎに情 報 化最 先 進 国 と しての 第2の ター ゲ ッ トで あ る情 報 化 先 進 諸 国

との 間 の 対 等 の協 力 関 係 の樹 立 にっ い てい え ば、1980年 代 には 日本 は

ア メ リカや 西欧 諸 国 と の間 に ギ ブ ・ア ン ド 。テー ク の 関係 に立 つ た 主体 性

を持 つ た 協 力 関係 を うち たで る。

そ して この ため に つ ぎの よ うな2つ の具 体 的 な サ プ ター ゲ ッ トを設 定 す

る。

1グ ロー バル な情 報 ネ ッ ト 。ワー ク へ の参 加 と協 力

2国 際 情 報 機構 の提 唱 と 中核 的 役 割 の担 当

(1)グ ロー バル な情 報 ネ ソ ト ・ワー クへ の 参 加 と協力

現 在、 日本 の国 際 的 な情 報 化 へ の協 力体 制 は ひ じよ うに立 ち遅 れ て

お り、 つ ね に受 け 身 に終 始 して い るのが 現 状 で あ る。 た とえ ば 工SO

国 際 標 準化 委 員 会 やSIPTRO(貿 易手 続 簡 素化委 員 会)の 活 動 に
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つ い て も、 欧 米 各 国 か らの 働 きか け に よつ て 漸 くそ 動 きが始 め られ る

とい つ た 状況 で あ る。

しか し、 こん ごは こ う した 国 際 的情 報 化 の 推 進 に対 し、 日本 が もつ

と積 極 的 な イ ニ シ アテ ィ ブを と る必 要 が あ る。 そ して、 こん ご早 急 に

具 体化 を迫 られ る も の と して、 コ ン テ イ ナー 輸 送 を中心 とす る国際 運

輸情 報 シス テ ムや 国 際 的 な ク レジ ッ ト ・カー ドシス テ ムの2つ が あげ

られ る。

前 者 に つ い て は 、 すで に通 関 手続 め 簡 素 化 を 目指す イ ンター ナ シ ョ

ナ ル 。デ ー タ 。 トラ ンス ミソシ ヨン 。セ ン ター の構i想 が 日米 間 で進 め

られ て い るが、 や が て国 際 的 な コ ン テ イ ナー 保 有 。管 理 組織 の設 立 と

い う方 向 にま で 発 展す る こ とは 時 日の 問題 で あ る。 ま た後 者 につい て

は、 ク レ ジ ッ トの国 際 的 利用 が 進 む と、1980年 代 に は各 国 の国 際

ク レジ ッ ト ・カー ドの統一 とそ の共 同 利 用 の 問題 に ま で行 くことが 考

え られ る。

このほ か、 気象 、 公 害 に関 す る エ コ ロ ジ カル な情 報 ニー ズ の増 大 が

や が て これ らにつ い ての グ ロー バ ル な情 報 ネ ッ ト 。ワーク の形 成 へ と

発 展 して行 く もの とみ られ る。

この よ うに恐 ら く1980年 代 にけ、 社 会、 経 済、 自然 ゐ各 分 野 で

の グ ロー バ ル 情 報 ネ ッ トワー ク の時 代 の到 来 は 必 至 で あ り、 いま か ら

こう した情 勢 に 対 応 した協 力体 制 の整備 に積 極 的 に と り込 む必 要 が あ

る。 そ して、 この ため には① 国 際 情 報 ネ ッ トワー クの た め の ハー ド ・

ソフ ト技 術 の 扇 発 、 ② わ が国 の社 会 ・経 済 シ ス テ ムの 国 際的 標 準 化、

⑤ 官 民 を一 体 と した協 力組 織 の整備 といつ た一 連 の措 置 が早 急 に と ら

れ る必要 が あ る。

② 国 際情 報機 構 の 提唱 と中 核 射殺 割 り の担 当

不年(1973年)6月 の 第20回 国 際 経 営 科学 会 議 で国 際 情 報機

構 の 設 立 に関 す る決議 が た され 、 これ を契 機 と して国 連 内部 で も国 際

情 報機 構 の設 置 にう い て の検 討 が 行 わ れ て い る とい わ れ る。 日本 と し

て は 、 この 際 この 国 際情 報 機 構 の設 立 の 提 唱 国 に なつ て、 そ の 設立 に

当 っ て リー ダー 。シ ップを と り将 来 国 際 情 報 機 構 が設 立 され た暁 に 中
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核的役割 を担当するための素地 を作 るべ きである。

将来設置 され る国 際情報機 構はおそ らくつ ぎの ような機能 を果す も

の と考 え られ る。

1.各 国聞の情 報 ネッ ト。ワークの形成 とそ の効率的運営 のための基

盤整備

2.上 記 に必要 な国際条約 の締結

5.上 記 に関 連する国際 紛争 の調停

4.発 展途上国 に対 す る情報関連教育

5.発 展途上国へ の情 報化 援助 の促進

世界ベ ースの情報化 の進展 に伴っ て、工 業社会 か ら情 報社会へ の移

行 と、 その本格 的な開花が予測 され る とすれば、 国際情報機構は将来

国連の下部機桔 として重要 な機関の一 つ に発展す る ことが予想される。

そ こで 日本 が この国際情報機構 の設立 に当って 提唱国 とな り、 その中

核 的 メンバ ー としての役割 を分担す るとい う長期戦略は 日本 の国際的

情 報化 に とつ て重要 な意味 を持つ といえ よう。

4発 展 途上 国に対 する積極的 な情 報化 援助体 制

(1)情 報化援助 の3原 則

世 界の情 報化最先進国 としての第5番 目の ター ゲッ トである発展途上

国 に対 する情 報化 援助についてはつ ぎの5つ の原 則 を確立すべ きである。

1.発 展 途上国 の立場 に立つた情報 化援助

2工 業化 援助 と情報 化援助の同時的推進

5.発 展途上 国の多様性 に対応 した援 助政策

まず第一 の相手国 の立場 に立 つた情 報化援助 についていえ ぱ、 これは

従来め経 済援 助における押 しつけ的 なや り方か らの反省であるが、①相

手 国の経済発展、社 会福祉の向上 に貢献す る、②相手国が固有の社会的

歪み を発生 させ ない、③ 国際 分業 としての情報産業 の自立化 といつた3

つの基 準 に もとついた情報化 援助 を行 な うこ とが望 まれ る。① について

は当然の ことで あ り、 あま り説 明を必要 としない。② の相手国固有の社

会的歪 み とはた とえば、紡績工業への 自動化 シス テムの大巾導入に よる

繊 維労働者 の大量失業 の発生 といつた ことを指す。 また⑤ の国際分業 と
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しての情報産業の 自立化 とは 日本が社会ベースの情 報化へ の特化 を目指

す よ うにた とえば周辺 機器や ソフ トウエア産業な どの分野 を分担 する と

いつた こ とを意味 してい る。

第2の 工業化 援助 と情 報化援助の同時的推進 についていえぱ、発展途

上国 に とつ て工業化は国民全体 の基 本 的 欲 求 で あ り・ ま た先進国

が辿った歴史的 パ ター ンか らすればまず工業化 を推進 し・ これ がある程

度の段齢 で達 してか ら、情 報化 雌 む とい うのが珊 的なや 肪 で あ

る。 しか しこうした二段階的 な経済成長 路線 を シ ヨウ ト。カ ッ トして、

工業 化 と情報化 を同時 的に推進 すべき だ とわれわれは考 え る。そ して こ

の場合、①工 業化 援助 に当っては無公害、省知 的労働型の工業技術 に重

点 をお き、②情報 化援助 につい ては医療、教育 とい つた社会的分野 に重

点をお くべ きで ある。

最初の無 公害、 省知労働型(技 術者 や管理者 を節約す る型)工 業化援

助は これか らの新 しい国際 分業体制の確立 とい う点か らもきわめて重要

で ある。それ は鉄鋼業 や石 油精製莱が こん ご資源産地主義 に移行す る こ

とが 見透 さ れ るか らで あ る。

また 省 知 的 労 働 力 型 の 工 業 化 援助 は 相手 国 の失 業 者 の発 生 とい う社会

的歪 み を起 さず に 逆 に高 級技 術 者 や 管 理者 の不 足 とい うネ ック を解 消 し、

しか も これ らの'技術 は い ず れ も高 度 な情 報技 術 を 伴 う もの で あ り、 情報

技術 導入 の一 形 態 とみ な す こ とが で きる・ つ ぎに・ この よ うな 工業 化 援

助 と同 時 に推 進 さ れ る情 報 化 援 助 は、 近 代 的 な 大企 業 の な い発 展途 上 国

で は企 業 ベ ー ス の情 報 化 で は な く、 む しろ地 域 開 発 とか医 療・ 教 育 な ど

の社 会 的 分野 の情 報 化 を志 向す る必要 が あ る。

そ して、 と くに 医 療 と教 育 の 二 つ は、 極 度 に医 師 や 教 師 の 不 足 して い

る 発展 途上 国 の 福 祉 の 向上 と同 時 に、 工 業技 術 労 働者 の養 成 、 さ らに人^

口爆 発 の 抑 制 を通 じて、 グ ロー バ ル な エ コ 。シス テ ムの 確 立 に とつ て も

もつ と も根 幹 的 な長 期 戦 略 と して の 意 味 を か ね備 え てい る。、

い ま まで のべ て きた よ うな発 展 途 上国 へ の 工業 化 と情 報 化 の 同時 推 進 の

醸 を マ ・プ化 した もの が第2図 で あ り・ この よ う鯉 の経 済 醐 こそ

これ か らの新 しい 発 展 途上 国 援 助 の基 本 的 な 方 向 に な るべ きで あろ う。
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第3の 発 展 途上 国 の 多様 性vaSCt応 した 援 助政 策vaつ い て い え ぱ・ 発 展

途 上 国 とい つ て も、 ① 初 期 工 業段 階 を す で に終 え た 中進国 型 志 向 グル ー

プ、 ② これ か ら工 業化 を進 め るグ ル ー プに分 か れ る し、 後 者 は さ らに 資

源保 有 国 グル ー プ と貧 困 な 農 業 。牧 畜国 グ ルー プ に分 け られ る。

そ こで、 これ らそ れ ぞれ の パ ター ン に対 応 した キ メめ紬 か い情 報 化 援

助 政 策 が 個 別 に たて られ る必 要 が あ る。 す な わ ち、

1、 す で に 初期 工 業 化 段 階 を 終 え た グ ルー プ(イ ン ド、 タ イ、 シ ン ガ ポ

ー ル、 韓 国 な ど)に 対 して は 医療 ・教 育 分野 の情 報 化 援 助 と同 時 に新

し国 際 分 業 を 目指 す ・c、 端 末機 器 、 ソ・ トウエア な ど情 報1連 産

業 育成 のための経済援助 をあわせ行 な う。

2.資 源 保 有型 の グ ル ー プ(ア ラ ブ諸 国)に 対 して は、 公 害 防 止型 の 工

業 化技 術 援 助 と同時 に、 社会 開発 や 医 療・ 教 育 を 中心 とす る大 型 ナ シ

ョナル 。プ ロジ ェ ク トへ の技 術 協 力 に重 点 をお く。

。 そ の他 の簸 途 上 固 グ ・‥ ブに(パ キス タ ン・ ア フ 　力諸 国 な ど)

対 して は、 遠 隔医 療 、 教 育 シス テ ム を柱 と した国 際 的 な情 報技 術 援 助

を積 極 的 に行 ない 、 そ の手 は じめ と して、 医師・ 保 健 婦 ・ 検 査 技 師 お

よび教鯖 どを蔵 す るため の ・・A摘 ブ・ジエハ を輔 す る・

(41発 展 途 上 国 情 報 化 援 助 の具 体 的 ター ゲ ッ ト

上 記の よ うな基 本 的 な情 報 化 援 助 の 原 則 に則 っ て、 つ ぎの よ うな3つ

の 具体 的 サ ブ ・タ.一ゲ ツ トを'設定 す べ き で あ る。

1.GNPのO.5%の 情 報 化 扶 助 の達 成

2.コ ン ピュ ー タ平和 部 隊 の派 遣

3。 海外 情 報 化 事 業 団 の 創 設

昂 一 のGNPの05%の 情 報 化 援 助 につ い て い え ぱ、 遅 くと も1980

年'ま で は これ を達 成 す るほ 本 は で きる だ け早 く… の1%の 締 援

助 を行 な うよ う国 連 に勧 告 さ れ て お・り、 そ の達成 に努力 して い る が、 こ

ん ごは 少 くと もそ の50%は 情 報 関連 技 術 や機 器・ シス テ ムの 援助 に ふ

り向 け るべ きで ある・

第2の コ ン ピュ ー タ平 和 部隊 の派 遣 は、 情報 化 援 助 の尖 兵 と して の 意

味 を持 っ て い る。

一99一

]



従 来 の い わ ゆ る平 和 部隊 は主 と して農 業 関係 が 多 く、 そ の 規 模 も小 さ

か っ たが 、 こん ごは情 報技 術 を組 み込 ん だ 平和 部 隊の 派遣 を 意 図 すべ き

で あ る。 これ には 単 に 人 員 の 派遣 で は な くソ フ トウエ ア、 ハ ー ドウ エア

施 設 な どを含 め た か な り大 型 の もの にすべ きで、 か つ応 募 す るSEや プ

ログ ラマー に対 して は 長期 の契 約 と リー ズナ ブ ルな給 与条 件 な どに よつ

て 、 彼 らの将 来 の職 業 に対 す る保 証 を行 な うこ とが必 要 で あ る。

第5の 海 外 情 報 化 事業 団 は上 記 の コ ン ピ ュー タ平和 部 隊 を 含 め た発 展

途 上 国 へ の 情 報 化 援 助 プ ロジ ェ ク トの総 括 的 な 実施 機 関 で あ り、 第3セ

ク ター方 式 に よ り経 営 の効 率 化、 接 動性 の 保 持 が 必要 で あ る。'
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●

コ ン ピユご 多産 菜 の 将 来

1米 国 に お け る コ ン ピュ ー タ産 業 の動 向
'
1971年 、 米 国 、EC諸 国 、 お よび 日本 に お い て 設置 され て い る コ ン

ピ ュー タ の総 額 は 約463億 ドル で あb
、 この うち米 国 製 コン ピュー タ の

シェ アは92.5%、EC諸 国製4 .1%、 日本 製 は3.4%で あつ た。 この 事

実 か ら も、 コン ピュ ー タ産 業 の将 来 を展 望 す るに は 、 米 国 におけ る コ ン ピ

ュー タ産 業 の 動 向 が、 即世 界 コン ピュー タ産業 の将 来 を 支配 す る と考 え ざ

る を得 な い。

以 下米 国 に お け る動 き と予 測 につ いて 述 べ る こ と とす る。

1.1米 国 に お け る コ ン ピュー タ産 業 の将 来

1969年 度 に お け る米 国 コン ピュ ー タ産 業 の売 上 げ は100億 ドル

で あ り、 前 年 比 で17%の 伸 び を示 した。 この数 字 は国 内 向け のみ の数

字 で あ り、 海 外 へ の 出荷 を 加え る と150億 ドル に達 す る で あろ う'と見

られ て い る。 この100億 ドル とい う値 は 、 コン ピュ ー タ ・メー カ ーの

み な らず、 ソ フ トウエ ア販 売、 各 程 サ ー ビス の 提供 を含 む もの で あ る
。

ま た この値 に は主 要 コ ン ピュ ー タ 。メー カー に よ る もの のみ が含 まれ て

お り、 さ らに関 連 莱 界 の 売上 げ を加 え る と120億 ドル に な ろ うとい わ

れ るo

他 方 コ ン ピュ ー タ 。ユ ー ザー は外 部 に支払 う40セ ン5に 対 し、内 部

で60セ ントを消 費 してい るので 米 国 にお け る コン ピュー タ利用 の努 力 の総

額 は300億 ドル に 達 し、 これ はGNPの3%に 相 当す る こ とに 浸 る。

コン ピ ュー タ産 業 の1969年 にお け る売 上 げ の120億 ドル は
、1

975年 に は270億 ドル に な ろ う と予測 さ れ て い る.こ の成 長 率は17

%と い うこ とに な るが 、1960～1965年 では30%
、1965年

～1970年 の24%の 成 長 率 に比 べ れ ば 低L・'tlt直で あろ。

い うま で もな く産 業 とい うものは、 いず れ の産 業 に お いて も成 熟 期 に

達 す る と成 長 率 は 鈍化 す る。 しか しそ れ で もなお、 コ ン ピュ ー タは、 経

済 界 の他 の どの分 野 よbも 成 長 率 が 高 く、1975年 ま で には、 米 国 お

よび世 界 に おけ る上 位 五 大 産業 の一 つ に な るで あ ろ うと予想 され るい る
。
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1975年 以 降 コ ン ピュ ー タ産業 は どの よ うな成 長 を示 す で あ ろ うか。

GNPは 実 質年 率2～5%で 成 長 して来 たが 、199.0年 ま で の予測 で

は、 この 成長 率 が持 続 さ れ る で あろ うと見 られ て い る。 も し も コン ピュ

ー タ産業 が 年 率17%で 成 長 し続 け る とす れば 、1995年 ま で には、

そ の規 模 はGNPそ の もの に近 づ く こ とに な る。 この よ うな こ とは現 実

には起 り得 べ く もな い。 多 分1970年 代 の 後半 は年 率10%を 若 干上

廻 っ た もの で あ る だ ろ う。

1980年 代 の 中頃 ま で に はGNPの 伸 び率 の2倍 程 度 に減 少す るで

あ ろ う。 そ して この 率 は あ る期 間 続 くで あろ うとい うの が、 識 者 の見 解

で あ る。

t2コ ン ピュ ー タ産 業 の 分化

1950年 代 は コ ン ビ ・一一タ産 業 といつ て もハ ー ド ウエ アが圧 倒 的 で

あ り、 ソフ トウ エア や各 種 サ ポー ト業 は ハー ドウ エ アの傘 下 に あつ た。

しか し1960年 代 に は分 化 が顕 著 となb、 ソ フ トウエ ア や サ ポー ト関

連 が 急成 長 し、 情 報 サ ー ビス産 業 を生 み 出 す に至 っ た。 この結 果 、 ハ ー

ドウエ アは1970年 の72%か ら19ア5年 の65%に 低 下 す る と見

られ て いる。

増 加 の 最 も著 しい の は

① 中央 の セ ン ター が 遠 隔 地 の 加 入者 に対 しオ ン ライ ン ・サ ー ビスを 提

供 す る情 報 ネ ッ トワー ク 。サー ビス

② あ る組織 の全 デ ー タ処 理施 設 の管 理 を請 負 うプ ア シ リテ イ ・マネ ジ

メン ト

で あ る。 他 方、 ソフ トウエ アや教 育 サ ー ビスは増 加 し続 け るが 、 サ ー

ビス ・ビユ一 口や リー ス、 ビ ジネス の マ ー ケ ッ ト ・シ ェ アは 低 下 す る と

考 え られ てい る。

結 論 と して、 情 報 産業 の すぺ て の マー ケ ッ トは急 速 に成 長 し続 け るが

あ る もの は 他 の もの よ り も早 い速 度 で増 大す る で あろ う。
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ハ ■一 ド ウ エ ア

ソ フ ト ウ ェ ア

情 報 サ ー ビ ス

ネ ッ ト ワ ー ク

サ ー ビ ス ●

ピ ユ 一 口

プ ア シ リテ イ 。

マ ネ ジ メ ン ト

教 育 サ ー ビ ス

リ ー ス

計

1970年 収 入

(10億 ドル)

6qO

a45

o.5'4

065

O.29

O.10

O.55

8.38

1970年

シ ェ ア

72

5

4

8

5

1

7

100%

1975年 収 入

(10億 ドル)

-1500・

t60

180

toO

t50

0.60

1.00

2α50

1975年

シ ェ ア

65

8

9

5

7

5

5

100%

∫

1.5米 国 にteけ る ソ フ トウエ ア産 業 の将 来

米国 の コン ピュ ー タ ・ユ ー ザ ーは 、 ハ ー ドウエア に対 す る よ り'も、 よ

り多 くの 費用 を ソ フ トウエ ア に対 して 支払 っ て い る。 この費 用 比 率 は ソ

フ トウエア の比 重 が高 くな る方 向へ 変 化 して ゆ くで あろ うこ とは 多 くの

人 が認 め る と ころ で あ る。 消極 的 に見 て ソ フ トウ エア60に 対 しハ ー ド

ウエ ア40、 積 極 的 な見 解 を もつ人 は80対20と い う数字 を主 張す る。

Dieboldに よれ ば1975に は ハ ー ドウエア の販 売 は150億 ド

ル と予 測 され て お り、 こ の数 字 に従 うと ソ フ トウエ アの た め に は600 .

億 ドル を支 出 す るで あろ う こ とを意 味 す る こ とに な るパ

さ て米 国 にお い て、 コ ン ピュ ー タ ー メー カー、 ソフ トウエ ア会 社、 コ

ン ピュ ー タ、 ユ ーザ ー の何 れ で あ る が を問 は ず、 ソ フ トウエ ア活 動 に 消

費 され る全 努 力 につ い てBauθr博 ≠ は 以 下 の よ うに予 測 を行 なっ て

い る0

1970年 にお い て外 部 か ら購 入 され た 全 ソフ トウ エア ・マー ケ ッ ト

は72億 ドル で あb、 この うちO.5億 ドル は 独 立 ソ フ トウ エ ア会 社か ら、
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65億 ドル は 注文 ソ フ トウエ ア(メ ー カー お よび ソ フ トウエ ア会 社 に 対

す る)と して 購入 さ れ た もの で あ り、 メー カー か ら購入 した既 製 の ソ フ

・ トウエ ア 製 品 は0 .2億 ドル で あつ た。

と ころ が1975年 にな る と価 格 分 離政 策 の影 響 が 大 き く現 われ る で

あ ろ うと予 測 して い る。 メ ー カー に よる既 製 プ ログ ラム製 品 の販 売 は、

'14億 ドル に飛 躍 す るで あろ う
。 ただ そ れ に は、 ユー ザ ーが メー カー に

よる有 償 の基 本 ソ フ トウ エ アを使 用 す るで あ ろ うとい う仮 定 が入 っ て い

る。1980年 に は しか しそ れ以 上 の飛 躍 は な く、25億 程度 で あ ろ う。

他 方 独 立 ソ フ トウ エア会 社 に な る と、 メー カー とは 大部様 相 を異 に し、
"
1970～1975年 には メ ー カー の プ ログ ラ ム製 品 ほ どの増 加 率 は示

さ な い が、 逆 に1975-1980年 に 大 き く伸 び るで あ ろ う。 一方 注 ・

文 ソ フ トウエ アは 成 長 し続 け る と して も、 プ ログ ラム 。パ ッケー ジ よ り

は 巡 か に ス ロー テ ン ポで あ る で あ ろ う。

これ を要 す る に、 購 入 ソ フ トウ エ アの 市場 は10年 間 に10倍 に な る

と予 測 され る。 と ころ で ユ ー ザー に よる 自家 生 産 の ソ フ トウエ ア の費用

は、 大 体 同程 度 の 比率 で増 大 す るで あ ろ う。 この 費用 の多 くは 現 在 プ ロ

グ ラム の保 守 と、 購 入 され た パ ッケー ジの適 用 のた め の もの で あるだ ろ

う。 興 味 深 い こ とは1970年 に は 自己 開 発 の コス トが購入 ソ フ トウエ

アの6,倍 で あっ たの に対 し、1980年 では 購 入 ソ フ トウ エ ア の量が 自

己 開発 努 力 を 大 き く上 廻 る こ とで あ る。 これ は ソフ トウエ ア市 場 の大 き

な変遷 を暗 示 す る もの で あ る。

以 上 の見 解 は 独 立 ソフ トウエア会 社 を経 営 す るBaure氏 の見 解 に基

づ くもの で あ る。 従 っ て 若干 独 立 ソ フ トウ エア会 社 に とつ て楽 観 的 な予

測 を してい る こ とは明 白 で あ る。 とは い え、 ソ フ トウ エア に対 して長 い

経 験 と高 い見 識 を もつ 同 氏 の予 測 は 注 意 深 く検 討 す るに値 す る もので あ

る と考 え る。
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購 入 ソフ トウ エ ア

独立 ソフ トウエ ア

会 社

1970

50

1975

600

1980

(単 位 百 万 ドル)

31000

コ ン ピ ュ ー タ 。

メ ー カ.一

注 文 プ ロ グ ラ ム

小 十言
口

コ ン ヒユ一 夕メー カー

に よ る 無 償 提 供

ユーザー の自己開 発

計

20

650

ア20

300

4,500

5,000

1,400

1,400

3,400

400

6、200

1QOOO

2.'000

2,500

7,500

.500

7,000

15,000

1・4コ ン ピュ ー タ 。サ イ ズ別 に よ るマー ケ ッ ト

今 日、 コ ン ピュ ー タは 超 大 型 か ら超 小型 た至 るま で多 種 類 に分 れ、 ユ
ー ザ ーの 多様 な ニー ズ に 適 応 す る努 力 が な され てい る

。1970年 と1975

年 の筒 で コ ン ピュー タ 。サ イズ別 の マー ケ ソ トが どの よ うに 変 化 す るか

は興 味 深い ビ とで あろ う。

結 論 と して、 コ ン ピュ ー タ 。サ イ ズ別 の配 分 にお い て、 最 も劇 的 な 変

遷 は、 マ ー ケ ッ ト 。シ ェ アの 中 で大 型 お よび 超 大 型 コン ピュー タが 低下

し、 準 大 型 お よび 超 小 型 コ ン ピュ ー タが 全 設 置領 の パ ー セ ンテ ー ジに拾

い て増 大 す る こ とで あ る。 この こ とは コン ピユ「 タ 。シス テ ム の エ ン ト

リー 価 格が 継 続 的 に低 下 す る こ と と、 よ り大 型 の コン ピ ユ三 夕の ネ ッ ト

ワー ク に結 ば れ た遠 隔通 信 用 端 末 処理 装 置 と して の小 型 コジ ピ ユ_タ の

使 用 の増 大 を反 映 す る もの で あ る。
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(百万 ドル)

コン ピュー タ ・サ イズ 平 均 価 格'

(10億 ドル)

1970

設 置 金 額

t970

シ'工 ・ ア

(10億 ドル)

1975t975

設 置 金 額 シ ェ ア.,

超 大 型

大 型

準 大 型

中

小

型

型

超 小 型

計

6.0

1.6

0.65

0.55

0.12

0.0・4

2.5

5.9

4.2

6.5

5.1

O.4

11.1

26.1

18.6

2818

15.7

1.7

3.6

72

1t.0

10.1

6.5

5.8

8.0

1ZO

25.0

25.0

14.0

13.O

22.6100%'44.0100%

1.5コ ン ピ ュ ー タ 。ハ ー ド ウ エ ア の 構 成 の 推 移

第 三 世 代 コ ン ビ ・・一一タ 。 シ ス テ ム が 出 現 し 始 め た1964年 と、10

年 後 の1974年 の 筒 で 、 コ ン ピ ュ ー タ ・=一 ザ ー か ら 見 て ハ ー ド ウ ェ

ア シ ス テ ム を 構 成 す る 各 要 素 に 対 す る コ ス トが ど の よ う に 変 遷 し た か を

検 討 す る こ どは、`コ ン ビ一 夕 … 一 ドウ エア産 業 に とつ て 重 要 禄 味

を持 つ もので あ ろ う。

記憶k・ よび 処 理 ユ ニ ッ トか らな る中 央 処 理 装 置は ・1964年 には全

ハ ー ドウエ ア 。コス トの半 分以 上 を 占め て い た。 この時点 で は コ ン ピュ

ー タの主 た る用 途 は 大 型 の科 学技 術 計 算 で あ り、 エ ン ジニア リングの 立

場 か ら も これ に応 え るた め に最 大 の努 力 が払 わ れ、 入 出 力お よび外 部 記

憶 装置 は 補 助 的 な役 割 しか 持 た なふ つ た。 に もかか わ らず 中 央 処 理装 置

の価 格 は 高 か っ た。 しか しなが ら、 コ ン ピュー タ利 用 が ビ ジ ネス ・デ ー

タ処 理 を指 向 し始 め、 大 量 生 産 に入 る と とも に中 央 処 理 装 置 の コス トは

低 下 し始 め、1974年 に は全 コス トの1/5程 度 に低 下 す るで あ ろ う

と期待 さ れ て い る。

コス トが 劇 的 に 低下 す る で あ ろ うと予 測 さ れ る他 の 要 素は 、 磁気 テー
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「

プ ・ デ ィ ス ク な ど の.デ ジ タ.ル 。 フ ァ イ ル で あ る 。 ユ ー ザ ー に と つ て こ

.の 『 ス ト比 率 は22%か ら14%に 低 下 す る で あ ろ う。

他 方 コ ン ピュー タ に直接 つ な が る カ ー ド リー ダ や プ リン タの 如 き入 出

力装 置 の領 域 に お い ては 、 大 きな技 術 突 破 は 期 待 で きず、1964年 と

19 .74年 との 筒 で コス ト割 合 の上 で は 殆 ん ど変 化 は ない。 た だそ の 中

で光 学 文 学 読 取 装置 だ けは 継 続 的 に増 大 し、1974年 で は入 出 力装 置

の 中 で15%を 占め るに至 るで あ ろ う。

大 き く成 長 す る領 域 は、 コ ミュ ニケ ー シ ョン 。ハ ー ドウエ アで あ る。

これ は コ ン トロール 。ユ ニ ッ トや マ ル チ イ プ レクサ お よび端 末 装 置 な ど

を含 む。 この コ ス トは1964年 の10%か ら1974年 の50%に 増

大 す るで あろ う。 さ らに 注 目すべ き こ とは、1964年 に は存 在 しなか

つ た新 しい 端 末 装 置 の 出現 で あ る。 ボ イス 。コ ミュニ ケー シ ョン と して

は 最 近 出現 し始 め た音 声 回 答 用端 末 で あ り、 他 方 音声 入 力 は未 だ実 験 段

階 で あ る。 新 しい もの と して 急 速 に伸 び る もの に イ メー ジ フ ァ イル が あ

る。CRTデ ィス プ レイは 今 日では普 通 に使 用 さ れ てお り、 グ ラ フ ィ ッ

ク 入 出力 も これ か ら急速 に伸 び る もの で あろ う。

結 論 的 に き わ め て注 目す べ き こ とは、 コ ミュ ニケー シ ョンお よび各 種

の 新 しい端 末 薬 量 が全 コ入 トの 半 ば を超 え る に至 るで あろ うとい う事 実

で ある。

中 央 処 理 装 置

入 出 力 装 置

デ ジ タ ル 。 プ ア イ ル

コ ミ ユ ニ ケTシ ヨ ン

ボイ ス 。コ ミュニ ケ ー シ ョン

イ メー ジ 。プ ア イル

デ イ ス フ'レ イ

グ ラ フ ィ ッ ク ・ 工/0

計



2わ が 国 に おけ る コン ピュ ー タ産 業 の 展 望 と政 策

前 述 の米国 に お ける コ ン ピュ ー タ産 業 あ動 向 をふ まえ て、 わ が 国 の コ ン

ピュ ー タ産 業 の役 割 を展 望 し、 わが 国 コ ン ピュー タ産 業 発展 の た め と られ

るべ き政 策 に つ いて 述 べ る。

21情 報化 社 会 とコ ン ピユー一夕

工 業 化 社 会 に お い て生 産 の効 率 向上 に コ ン ピユー.タが大 き く寄 与 して

来 た こ とは、 コ ン ピュ ー ター の急 速 な普 及 に 端 的 に表 現 され てい る。 工

業 化 社 会 か ら脱 工 業 化 社 会 へ の 移 行期 に 入 っ た1970年 代 は、 工i業化

の急 速 な発 展 に基 因 す る矛循 が 集 中的 に表 面 化 し、 今 日の社 会 は解 決 を

要 す る、 複 雑 に してか つ困 難 な 多 くの課 題 を かか え て い る。 環 境 保全 、

省 資源 、 さ らに は 医療 、 教 育 、 交 通 、 流 通 な どそ の一 例 で あ る。 産 業 の

面 に比 して近 代 化 、 合 理 化 の立 遅 れ の 著 しい これ ら社 会 の各 分 野 の かか

え る問 題 の解 決 に、 シス テ ム化 と情 報 化 が果 す 役 割 は 決 して少 くな い。

さ らに情 報 化 の 進 展 に伴 い、 国 の政 策 決定 や経 済 の 運営 に コ ン ピユ『

タ を± 台 と した情報 シス テ ム が欠 くこ との で きない もの とな ろ う。 か く

て コ ン ピュー タは一 国 の政 治 経 済 か ら医 療 、教 育、 さ らに は個 人 の生 活

に 至 る まで、 コン ピュ ー タを 中心 と した情 報 シス テ ム の ネ ッ トワー ク に

よつ て支 え られ る こ とに なろ う。 コ ン ピュー タ 産業 け これ らの 需要 に対

して、 そ の手 段 を 提 供 す る役 割 を持 つ もの で あ り、 コ ン ピュー タ産 業 を

制 す る ものは 国 を制 す る とい つ て も過 言 で は あ るま い。

22コ ン ピュー タ産業 の意 義 と役 割

情 報 化 社会 に お け る産 業 は、 知 識 集 約 型 の産 業 が 中心 とな るで あ ろ う

こ とは 、 す で
.に国 の政 策 と して 確 立 され 、 ま た産 業 界 の 指 苦 層 の コン セ

ン サ ス とな りつ つ あ る。

コ ン ピュー タ産業 は、 す ぐれ た 研究 節発 能 力、 多数 の高 級 技 術 者 を擁

す る・ きわめ て知 識 集 約 型 産 業 の典 型 で あ る。 ま た コ ン ピュ ー タ産業 は

そ れ 自体 が コ ン ピュー タ で装 備 さ れ た産 業 で あ り、 知 謡 集 約 型 産業 は コ

ン ピュー タに よつ て 装 備 され る こと を必須 とす る。

さ らに コン ピュー タ産 業 は 他 の多 くの 産業 分 野 へ の す ぐれ た技 術 的 波

効 果 を もつ もの で あ る こ と も明 か で ある。 従 っ て 今後 の産 業 構 造 の 中 で 、
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●

コ ン ピュ ー タ産 業 はそ の核 を なす もの で あ り、 ま た 省 資源 無 公 害 産 業 の,

典 型 で もあ る。

狭 少 な国 土 で 、 資源 不 足 と 自然環 境 の 悪 化 とい う多 くの制 約 に しば ち

れ た わ が国 に お い て、 他 方 で は高 い 教 育 レベ ル を持 ち かつ す ぐれ た人材

を擁 す るわ が 国 に とつ て、 コ ン ピュー タ産 業 こそ はわ が 国 の キ ーイ ン ダ

ス トリー一・と して その 健 全 な 発 展 を とげ る こ とは国 家 的 な要 請 で あろ う。

他方 ・ 資源 に 乏 しい 日本 に とつ て 輸 出は 至 上 命 令 で あ り、 知 識集 約 産 莱 、

就 中 コ ン ピュ ー タ産 業 は 輸 出産 業 の チャ ン ピオ ン とな る こ とが 期待 され

る。 この よ うな期 待 が 持 た れ る産 業 が、 世 界 的独 占企業 に よつ て支 配 さ

れ る こと になれ ば、 情 報 化 社 会 を支 え る産 業 の発 展 に甚 大 な影 響 を及 ぼ

す こ と となろ う。

23コ ン ピュー タ産業 の 持 つ 問題 点

コン ピュ ー タ窪 業 が もつ と ころ の、 どの他 の産 業 に も見 られ な い特 異

な 問題 は 、 世 界 中 の 市 場 の7割 を支 配 す る巨 大 独 占企 業 が存 在 す る とい

うこ とで あ る。 米 国 の コ ン ピュー タ企 業 は巨 大企 業 の 閻隙 を ね らつ て 自

らの 市場 を 確保 し存 立 す る こ とが可 能 で あ るが、 日本 に おい て は巨 大企

業 との全 面戦 争 を避 け て は存 立す る と とは不可 能 で あ る。

コ ン ピュー タ産業 が もつ 、 他 の産 業 には 見 られ な い他 の 問 題 点 は レン

タル ・ビジ ネス とい う形 態 で あ る。 これ は ビジネ スが発 展 す る限 り自己

資産 を増 大 して行 か ね ば な らない とい う宿 命 を持 つ こ とを意 味 し、 そ の

た めに は膨 大 な 資金 力 を必 要 とす る とい うことで あ る。

も し もそ の 資産 の償 却 期 間 を越 え て ユ ーザ ー が使 用 し続 け て くれ る な ら

ば元 手 不 要 で商 売 が で きる に等 し く、 これ ほ ど うまい 味 の あ る ビジネ ス

は他 に存 在 しな い。 独 占企 業 は この うま 味 を享受 しつ っ、 か っ巧 み な戦

,略 で 自己 に最 適 の艦 種 交 代 を計 り、 他 の企 業 に レ ン タル品 の 返 却 とい う

,絶 え ざ る危 険 にお びや か され る こ と を強 いて い る。

他 方 コン ピュー タ産 業 は 膨 大 な研 究 開 発 投 資 を必 要 と し、'大 量 の 椀発

設計 者 を確保 しな け れば な らない 産業 で あ り、 かつ ソ フ トウエ アの 提 供

とい う特 異 な機 能 を果 さ ね ば な ら ない。 この よ うな膨 大 な オ ー パー ヘ ジ

ドコス トは 多量 販 売 の 力 を もつ 企 業 に とつ て のみ 可 能 と な る こ とで あ る。
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。24独 占企 業 と これへ の対応 策".一

コ ン ピュー タ産 業界 にお け る 「ガ リバ ー型 独 占 」は、 米 国 に お い て も

大 き な社 会 問 題 となつ てい る こ とは、 多 くの企 業 や 政 府 か らの 独禁 法 違

反 の 提 訴 か ら見 て 明 白 で あ る。 独 占企 業 に よる市 場 支 配 の デ メ リッ トと

して、 以 下 の 諸 点 を指 摘 す る こ とが で き よ う。

① 自己 の 販 売 政 策 に よつ て、 機 種 の 提 供 を思 い のま ま に支 配 で きる

② レン タル 政 策 に よつ て 意識 的 に陳 腐 化 を左 右 し、 結 果 的 には 資 源 の

消 費 を もた らす こ ととな る。

◎ 必 然的 に高 価 格、 低 サ ー ビス、技 術 進 歩 の停 滞 を生 ず る可 能 性 が 大

き い。 と こ ろ で米国 にお い て独 占企 業 に対 抗 す る た め に2っ の米 国企

業 に よつ て と られ た異 っ た戦 略 が 著 名 で ある。1っ はRCA社 に よる、

完 全 左"fOllOw-the工BMH政 策 で あ り、 他 はGE社 に よる、 す

ぐれ た社 内 ユ ー ザー の経 験 と意 見 の 吸 収 に よる技 術 オ リエ ン トな政策

で あ る。 周 知 の通 り この2つ め大企 業 が 独 占企 業 の前 に完 全 に敗退 し、

コ ン ピユ「 タ事 業 を 放棄 す るに至 っ た 教 訓 は、 十 分 に検 討 す る に値 す

る と考 え られ る。 、

2.5国 産 コ ン ピ ュ ー タ産 業 の 育成 方 策

わ が ⊆ の将 来 を考 え る時、 純 国産 を土 台 と した 強 固 な コ ン ピュー タ産

業 を持 た ね ば な らな い こ とは義 論 の 余地 は ない。 この た め に は単 純 な 自

由競 争 原理 や そ の 場 しの ぎの保 護政 策、 さ らには か け 声 だ け の国産 愛 用

運 動 な どに よつ ては 到 底解 決 が得 られ な い こ とを銘 記 すべ きで あ ろ う。

行 政 、 産 業 界 、 ユ ーザ ー の三 者 が一 体 と なつ て本 問 題 に真 剣 に取 組 み、

抜 本 的 な対 策 を 打 立 て る こ とが何 より も肝 要 で あ る。

そ れ には 以 下の 諸 点が 指 摘 で き よ う。

① わ が 国 の コ ン ピュ ー タ企 業 に とつ て、 国 際 的 に 見 て、 競 争 相 手 は あ

ま りに も多 い。 従 っ て研 究 開 発 お よび生 産 に対 す る投 資の 重複 をさ け、

か っ 国産 メ 三 カー間 の過 当販 売競 争 の愚 を排 除 し、 効 果 的 努 力 の結集

を計 るべ ぎで あ る。

② この ため 第 一 段 階 と して国 産企 業 の製 品 分野 を汎用 機 シ リー ズ、 高

速 科 学計 算 用 、 制 御用 、 超 小 型機 な ど相 互 に競 合 す る こ との な い よ う
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線 引す る こ とが 実 施 さ るべ きで あ る。

⑤ 国 内企 業 の努 力 を集 約 す るの み で は問題 の解 決 に至 らない こ と も当

然 予想 され る。 この場 合EC諸 国 な ど との共 同作 戦 を展 開 す る必 要が

あ ろ う。

④ コ ン ピュ ー タ技術 の 進歩 は 用 途別 、 規 模 別 の機 種 生 産 を行 な う形 態

か ら離 れ て、 モ ジュ ー ル の 組合 せ で ユー ザ ーの 個 別 の要 求 に応 ず る こ

と を可 能 と な る に至 るで あろ うこ とが予 想 さ れ る。 従っ て第2段 階 と

し ては 単一 企 業 へ の集 約化 が 必芸 と な ろ う。

⑤ コ ン ピュ ー タの周 辺 お よび端 末 花 器 は 今後 ま す ます 多様 化 す る で あ

ろ う。

従 っ て これ らの機 器 と本 体 との間 の イ ン タ フ ェー ス を標 準 化 し、 独

立企 業 の 育成 を計 る こ とが必須 の要 件 で あ る。

④ コ ン ピュ ー タの泰 礎 技 術 お よび コ ン ピュ ー タの高 度 利 用 に蔑 す る研

究 開発 に 国 の 積極 的 な投 資 を行 な うこ と。

26コ ン ピュー タ利 用 を推 進 す る組 織 の確 立

これ か ら の コ ン ビ』 一 夕の 高度 利 用 は、 コン ピュー タ 。メー カ ー の営

業 活 動 の 一 環 と しての シス テ ムサ ポ ー ト努 力 に よつ て は、 資金 的 に も技

術 的 に も到 底 カバ ー し得 る所 で は な く、 コ ン ピュー タを土 台 と した シス

テ ム の プ ラン ニ ン グは、 特 定 の コ ン ピュー タの ハ ー ドウエ アや ソ フ トウ

エア とは 無縁 の もの で あ るoそ の仕 事 は きわ め て創 造的 か つ革 新 的 で あ

り、 最 も洞 察 力の あ り弾 力性 に とん だす ぐれ た頭 脳 を必 要 とす る もので

あるo

わ が国 に おい て は これ らの人 材 は 稀 少 で あ り、 しか もそ の稀 少 な人 材

が 必 ず しも活 用 さ れ て は い な い。 この ため これ らの 人材 を擁 した特 別 な

組 織 を設 立 して、 かか るシ ス テ ムの プ ランニ ング を担 当せ しめ、 か つ こ

れ に 要 した責 馬 の支 弁 を援 助 す るた め、 国 が ユ ー ザ ー に対 して 融資 ない

しは 補 助 を 行 な うこ とを提案 した い。 ま た この よ うな便宜 を享 受で き る

のは 国 産 棲 の利 用 に限 定 す る こ と も考 え られ よ う。

今 後 は、 社 会 的 に 複雑 に して かつ 大 規 模 な情 報 シス テ ムが 次 々 と建 設

され る こ とが 必 要 と なる ことは 明白 で あ り、 これ らプ ロジェ ク トの プ ラ
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ン ニ ン グに は こ こは 述べ る如 き頭脳 集 団 の活 用 こそ 最 も必要 か つ 望 ま し

い 所 で あろ う。
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●

ソ フ トウエ ア業 の 将 ×

1わ が国 の ソフ トウ エ ア業 の現 状

アメ リ旅 紺 る多 くの ・フ ・ウエアー・スが・掴 醜 障 る先 醐

な大 規 模 の 開発 投 資 にさ さ え られ、 コ ン ピュー タ ・メー カな ど と同 様 に、

陽光 の 当 た る場 所 で す くす くと成 長 して来 た の に反 し、 わ が国 の ソフ トウ

エ ア 業 の ほ とん どは 、 コン ピユ一一タ ・メー カ主 導 型 に ょる"情 報 化 推進n

の 陰 に、 ま た、 情 報 とい うよ うな無 形 の 実 体 に対価 を支 払 う慣 習 が 確立 し

て い な い も とで"産 業 の情 報 化 ロの 陰 に憂 身 を やつ して 来 た とい え よ う'。

つ ま り、 コ ン ピュー タ 。メー カや コ ン ピュ ー タ 。ユ ー ザか ら、 量 的 に あ

る いは 詩筒 的(納 期 的)に あふ れ た 仕 事 を 引 受 け る こ とに よつ て わが 国 の

情 報産 業 の 発 展 に陰 なが ら貢 献 して来 た わ け で あ る。

従 っ て、 「ソフ トウ エア産 業 は 、 知 的 活 動 の 集継 が高 い・ い わ ゆ る知

鱗 約麟 の鯉 であり、 ・・年代のわカ・臨 端 縫 の中核をなす蛭 産

業 の ひ とつ で ある。 と くに 自然 資源 に乏 し く人 口が 高 密度 で あ りかつ 教 育

水 準 の 高 い わが 匝 社 会 に とつ て きわ めて 適 した将 来 特化 すべ き産 茶 の ひ と

つ で あ り… …… 」(「'自 ン ピユ一 夕 白書 」1972年 版 よ り)と そ の 活 躍 、

発 展 が嘱 望 され な が ら、 未 に、 そ の 産 業 差 盤 も確立 さ れえ な い現 状 で あ る。

これ は前 述 した よ うに、 わ が鵠 に おけ る情 報 化 の推 進、 及 び そ れ をめ ぐ

る環 境 の しか ら しむ る とこ ろ で あ る とい え よ う。

〔図1'〕
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メー カ主 導 型 → ハー ドウエ ア に追 従

→下請 的壮挙、 消極的、主体性 の欠除

ソフ トウ エア の価 値 評価

が ま だ低 い こ と

ソ フ トウ エアの 法 的 保 護

、 の 未 確 立

ソ フ トウ エア企 業 設 立 の

容 易 さ→ 乱.立

_→ 資金難、 資本 蓄積困難

1
」.

人材 育成、技術 開発へ の

先行投資困 難

H
人材難技術不足

i十
ゆ り

下請的仕事

2ソ フ トウ エア業 の存 立 に対 す る疑 問

前 節 で 述 べ た よ うに、 わ が函 の ソフ トウエア 業 の 現 状 を眺 め て み る と・

ソ フ トウ エ ア業 は、 情 報 化 の急速 な進 展 段 階 に一 時 的 に咲 く徒花 に しか す

ぎ ない よ うに思 え て来 る。

ハ ー ドあつ て の ソフ トで あ り、 し よせ ん ハ ー ドメ ー カがそ れ を活 用 す る

た めの ソ フ トの全 て を作成 す るの が本 筋 で あ る と・す る な らば、 ソ フ トウ エ

ア業 は あ くま で も下請 業 で あ り、 産 業 と して の 実 を結 ぶ こ とは あ りえ ない・

ソ フ トウ エア 業 が単 な る徒 花 では な く、 情 報 産 業 の 一 分野 と しての 確 固

た る基 盤 を確 立 す るため に は、 ソ フ トウエ ア業 な るが故 に 出来 る こ と、 ソ

フ トウエ ア業 な るが 故 に有 利 な ことが な け れ ば な らな い。 そ うい うものが

一 体 あ るの で あ ろ うか、 あ る とす れ ば、 そ れ は ど うい うこ とな の だ ろ うか 。
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〔図2〕 ソ フ トウ エア業 が産 業 と して 存 立 す る場 合

/ぴ ▽ ＼
ド　　ユ　 ㊥ ⇒ ごヲ

3.情 報 化 社 会へ の 正 当 な る移 行

わが 国 の社 会 の 動 きは 、 経 済 疏 成 長 政 策 に よるGNPを 云 々す る"生

産妄 一 ・nの時 代 を経 てs社 会福 祉 政 策 の 時 代 に突 入 した とい え る。 そ う し

て、 今 後GN・ の時 代 を め ざ して・ 情 靴 社会 へ の 正 当 な る,移行 の 道 抱.

ゆん で ゆ か な け れ ば な らな い で あ ろ う。'

情 報化 社 会 実 現 の た め に は、 情報 産 業 が そ の 中心 と なつ て 活 躍 して ゆか

なけれ ば 肪 ない こ とは、 こ こで述 べ る まで もない こ とで あ る・ しか し・

そ の 推 進 役 も情 報 産 業 で あ る とは一 概 に 云 え ない の で は な い だ ろ うか。

「従来 の情 報 化 が供 給 者 主 導 型 で あつ た の に対 し、 情報 処 理 技 術 の一 般

へ の普 及 に伴 っ て ユ ー ザ 。オ リエ ンテ イ ドな形 で情 報 化 が 進 め られ る方 向

に向 っ て お り 」

「今 後 の情 報 化 の 方 向 は 、 高 慶 福 祉 社会 の 実現 をめ ざ して 日産 莱 よ り生

活 ぺ す な わ ち、 と もす れ ば緯 で等閑 縮 れ て きftn生 活'や"社 会SU

発 ・の面 で の繍 化 が主 題 と して 強 く、 妄 言青され て い る・ 」 と産 繍.情

報 産 業 部会 へ の諮 問 の背 景 の 中 で も述べ られ て い る よ うに、 情 報 化 社 会 へ

の移 行 が 進 む につ れ て、 社 会 的 ニ ーズ、 個 人 的 ニー ズ が先 行 し・ 情 報 産 業

ぽ れ らの ニー ズ を、 い 旅 充 足 させ て ゆ くか とい う役 割 を は た して ゆ く

こ とに な る と思 われ る。 ま た、 そ の よ うに なつ て こそ・ 情 報化 社会 の 実 現

と云え るので は ない だ ろ うか 。

っ ま り、 コン ピュ ー タが 情 報 化 の 道具 で あ る よ うに、 情 報 産 莱 は情 報 化



(

社 会 実 現 の推 進役 とい うよ りは む しろ道 具 的 役 割 をは たす べ き で は ない だ

ろ うか。

で は、 情 報 化 社会 実 現 の 推 進 役 は一 体誰 が は た すぺ きな の か?

そ れ は コ ン ピュ ー タマ イ ン ドが 広 く定着 した 上 で の社 会 で あ り民 衆一 人

一 人 で あ ろ う。 しか し、 コン ピュ ー タ マ イ ン ドが定 着 す る ま で は・ コ ン ピ

ュ ー タ リゼ ー シ ョン委 員会 の斎 藤精 一 郎 委 員 が 提 唱 され て い る レ ビユー ア

制 度 の組 織 体 が そ の 推 進 役 を は た す の に適 任 で あ る と思 う。

この レ ビユ ー ア制 駆 つ い て斎 藤委 員 は 次 の よ うに述べ て い る。「1980

年 に 向っ て の 情 報 化 を効 果 的 に 推 進 す るた めの 組 織 と して、 レ ビユー ア

(Rθ ▽iθwer)制 度 の 創 設 を提 案 したい。 この レ ビユ ー ア とい うの は、 コ

ン ピュー タ専 門家 、 行 政 機 関、 民衆 の 三者 の 間 の橋 渡 しを す る イン ター デ

ィ シ プ リナ リー な 中立 的 な 人達 に よつ て構成 され るグ ル ー プで コ ン ピュー

タ リゼ ー シ ョン に院 主 の あ る社 会 的 ニ ー ズ を発 見 し、 問題 を提 起 し、 これ

を解決 す るた め の 方 策 を考 え、 ア ドバ イスす る。 こ の よ うな組 織 は5年 ぐ

らい の間 につ くる こ とが で きる し、 も しこれ が で きれ ば、 コ ン ピュ ー タ リ

ゼー シ ョンの 進 展 ない し、 コン ピュー タ ・マ イン ドの定 着 に大 き く役立 つ

だ ろ う。 」(日 本 経 営 情 報 開 発協 会 編 「8・ 年 社会 の 情 報化 ビジ ・ン 」 よ

り)

4ソ フ トウエ アi業の 将 来

コ ン ピュ ー タ 。メ ー カ主 導 型 の情 報 化 推 進 の も とで生 まれ た 、 ソフ トウ

エア業 が、 今 後 もハ ー ドウェ ア追 従 の よ うな こ とを して い る限 り、 下請 業

的 ソフ トウ エ ア ハ ウス は存 在 して も、 ソ フ トウ エ ア産 業 と して の発 展 は あ

りえ なレゴで あろ うo,

しか し、GNWか らGNSへ と移行 す る社会 の変 化 を先 取 りす る方 に 目

をむ け る な らば、 そ こ には 「わ が国 の産 業 樽 造 の 中核 を成 す 重 要産 業 の ひ

とつ で あ る。 」 と嘱 望 され るに 値 す る道 が ひ らけ る とい え よ う。

なぜ な らば、、ソ フ トウエア業 は、 今後 の 社 会 の 変 化 に 呼応 で き る次 の よ

うな特 質 をそ な え て い るか らで あ る○

① ユー ザ オ リエ ン テ イ ドの立 場 に立 っ て、 もの を観 た り、 考 え る こ との

で きる立 場 に あ るo
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② い ろい ろ なハ ー ドや ベ イシ ツク ソ フ ㌧に精 通 で きる立場 に あ る。

③ 従 っ て、 い ろ い ろ な ニ ー ズ と、 そ れ口 対 処 すぺ き技 術 的 な点 の 両 面 に

立って、客観的 に問題解 決の方策 を考 え、創 りだせゐ 立場 に ある。

⑤ 社会の変革に対 して敏 速に対応、しうる企業規模である。

⑥ 情報 化 社会 実 現 の た め に不 可欠 な シス テ ム思考 の で き るエ ン ジニ ア を

育成 す る企 業 環境 をつ くるの に容 易で あるc..一 一

特 に、 前 述 の斎 藤精 一 郎 氏 の 提 唱 さ れ て い る レ ビ ユ ー ア 制 度 に 近 い

役割 をは たす こ とが で き る素 地 が あ る と云 うこ とが で き るで あろ う。

この よ うに ソ フ トウ エ ア企 業 の多 くが、 上 記 の よ うな 特 質 を生 か し、 情

報 化 社 会推 進 の 役割 に近 い 活 躍 が で き る よ うに なつ た と き、 ソ フ.トウ エ ア

産 業 と しての 基 盤 が 確 立 す る と共 に、 わ が 国 の情 報 化 社 会 へ の 正 当な る移

行 は す み や か に遂 行 され 、 わ が国 の唯一 の 資 源 で ある人材 を.国 法 的 に活 躍

さ せ る こ とhで き る1わ が 鉋 産 業 構 造 の 中核 を成 す重 要 蓬 莱 の一 つ 」と な

つ てい る こ とで あ ろ う。

5将 来 に対 して、 ソ フ トウ エア企 業 が なす べ き こ と

前節 で述 べ た よ うな将来 を考 え た場 合 、 そ れ に対 して、 ソ フ ト ウ エ ア

企 業 自体は どの よ うな努 力 をす べ きで あ ろ うか 一

そ れ には、 い ろ い ろ考 え られ る と思 うが、 そ の ポ イン トを挙 げ て み る と、

ま ず一 番 重要 な こ とは、 情 報化 社 会 の実 現 の鍵 は 自分 達 が握 っ てい る の

だ とい う自負 と責 任 を強 く持 つ こ とで あろ う。

そ うして 、 次 の2つ の 点 を軸 に企 業基 盤 を確 固た る もの に して ゆ く必 要

が あ る。

① ユー ザ の ニー ズ、 社会 の ニー ズ をす ば や くキ ヤ ソチ して、 そ れ らにつ

いて の解 決 策 を創 り上 げ る こ との で き る、 シ ス テム エ ン ジニ つ'の養成

② コ ン ピュー タ メー カ と対 等 か、 あ るい は それ を凌駕 す る技 術 力 を もつ

た ソフ トウ エ ア エ ン ジニ アの 養 成

そ うす れ ば、 そ の 内 か らお の ず と した ソ フ トウェア企 業 と して何 を なす

べ きなの か、 具体 的 方策 も生 れ て 釆 よ う。

6政 策 に望 む こ と

これ か らの 情 報 化 は、 今 ま で ビジネ ス の対 象 とな り得 な か っ た 「「社 会 囲
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発Tlや 「t生活:tに 向 っ て ゆ か ざ るを え'atoで あ ろ う。 そ れ には、 今 ま で以

上 に 政 策 先導 型 に よつ て 推 進 され ね ば な らな い。

GNPやGNWの 時 代 だ と、政 策 に よる社 会 の コ ン トロー ルは わ りと実

効 を もた らす こ とが で き よ う。 しか し、 民 衆 の一 人一 人 が 独 自の価値 観 を

も ち うる よ うな多 様 化 したGNSの 段 階 に お い て は、 政 策 に よ る社 会 の コ

ン ト ロー ルは 至 難 のわ ざ とな る で あ ろ う。

従 っ て、GNSの 段 階 に入 る前 か ら、 柏 手 の 立場 に 立 っ て、 もの を観、

考 え る こ との で き る よ うな、 シス テ ム思考 の で き る人 口 の 育成 、 そ うい う

もの に根:ざ した コ ン ピュ ー タ マ イ ン ドの定 着 をは か つ て ゆ く こ とが絶対 必

要 で あ る。

そ れ は 、 あ る意 味 では、 教 育の 問題 に と ど ま らず 、 日本 株 式 会 社 の体 質

の再 検 討 を余 議 な くせ ざ る をえ な い問 題 で もあ る と云 え よ うが、 ま だ政 策

に よる コ ン トロー ルの 可 能 な時代 に着 手 して お くべ き で あ ろ う○

少 な く と も今 後 の情 報 化 推 進 に おけ る社会 開 発 等 の ナ シ ョナ ル プ ロ ジェ

ク トに は、 これ らの点 を 加味 した コ ン ピュ ー タマ イ ン ドの 開発 に もポ イ ン

トを{言 く必 要 が あ る、 と云 え る。

レ ビユ ー ア制 度 の よ うな シン ク タン ク的 要 素 を も ちな が ら、 単 な る研究

に と どま らず、 そ れ を作 成、 実 施 で き る組 織 を多 く育成 す れ ば、 多様 な 価

値 観 を認 め る と同 時 に 、 全 体的 に は一 つ のま とま りを もつ た シス テ ム、・正

当 な る情 報 化 社 会 の 実 現 に多 い に 役立 つ こ とで あ ろ う。

ソ ビユ ー ア 制度 に基 づ く情 報 化社 会 へ の推 進 役 を 打 たす 組 織 が 必要 な こ

とは 今迄 述 べ た 通 りで あ るが、 そ うい う組 織 体 が 一 つ や 二 つ で は 、 砂地 に

水 を や る よ うた もので あ る。'

情 報 産 業 の 中 で は、 レ ビユー ア制 度 の 任 に近 い 活 躍 の 出来 る 素地 の ある

ソ フ ト。ウエ ア業 が あ る。 ナ シ ョナル プ ロジ ェク トな どを通 じて、 多 くの

ソ フ トウエ ア企 業 をそ の ように育 成 す る こ とが一 番 て つ と り早 い と言 え る

し、そ うい う政 策 を要 望 した い。
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情報処坦 サ ー ビス業 の将来

昭和44年5月50日 付、産業 構造審議会 の 「情 報処理お よζξ情報産業 の

発展 のための施策 に関 す る答 申 」(以 下44年 答申 と称する)で は、5情 報

産業 の育成振興 の項 において概略次の様 な提言が なされた・

1(情 報産業振興 のためには、)競 争原理 とユー ザ選択の原理 を十分に導

入す ることが必衰 である。

2情 報 産 業 の 特 徴 と して は、 必衰 投 下 資本 が 少 な'く;固 定 投 資比 率 が 低 い

こ とが 挙 げ られ る。

3(従 っ て)絶 え ざ る新 規 参入 が必 要 で あb、 容 認 さ るべ きで あ.6。

4(他 面)準 公 益 的 と もい い うる核 能 に か ん が み て 、 競争 原理 を阻 害 しな

い 範 囲 内 に お い て ユ ー ザ保 護 の 措置 が 必 要 で あ る。

1～4ft'前 提 条 件 と して、 わ が国 に お け る情 報 だ業 の 早期 か つ 円滑 な発 展

を図るた め、

① 情 報産業に対す る助成

② 情 報産業 の秩 序づけ

③ 政府機関 に よ る推定

④ 外資政 策の ための措市

以 上の施 策 を行 うべ きである・

この よ うな答 申に基 づいて、情報処理振興事業協会 に よる先進的 汎用 プ ロ

グ ラムの委託崩発、 買上 げお よび貸付 につい ての補助、 もしくは、 情報処理

振興金融総:、 あるいは、情 報処理揃 ↑者 の 育成 ・確保・情報処理 振興税制

な ど、幾 多の施 策が実施 され、 大 きな成 果がみ られ た ことは周知の通 りで あ

るo

然 しな が ら、 本 業 界 の著 しい 特 徴は 、 急 速 か つ急 激 な変 化 で あつ て、 この

44年 答 申 の考 え 方 につ き、 再 検討 の要 を示 唆 す る様 相 が現 われ てい る こ と

も事 実 で あ る。

す な わ ち、 「電 子 計 算 機 利 用 高 度化 計 画 」な どで は、 本 業界 の売 上 高 の 目

標 は、 昭和50年 長 で5000億 円 で あ る と して、 高 い成 長性 が予 測 され て

きた が、 昭和46年 頃 よ り成 長 の鈍 化 が著 し くな り、 昭 和45年 、580億
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円、 昭 和46年 、480億 円、 賭和47年 、700億 円 と伸 び悩 み 、 業 界 は

過 当競 争 の様 相 を呈 し、 それ と共 に、 企 業 体 質 の弱 体 性、 産 業 体制 の脆 弱 性

が 大 き く顕 在 化 して き た。

1現 状 分 析

識者 に よる本 業 界 の マク ロ的 分 析 は 次 の通 りで あ る。

1-1企 業 規 模 が過 少 で あ る。

前述 の通 り、 本 業 界 の 売上 は、 昭 和50年 、3000億 円 とい う売上

高 目標 ○ ペー ス に達 し ない 昭和45年 の580億 円 に比 し、 昭 和47年

ア00伶 円 と、 か な り高 いイ申び を示 した わ け で あ るが 、 参 入 企業 数 も、

昭和44年 にお け る190社 に 比 し、 昭和47年 の五 百 数十 社 と大 き く

伸 び て きた。

従 っ て、一 社 平 均 の売上 高 は1.5億 円程 巨 で あ り、 しか も年 商10億

円 を越 え る二十 数 社 とそ れ 以 外 の 五 百 社 程 度 に二 重 お 造 化 し、 分解 して

い る た め、 い わ ゆ る典型 的 な企 業 規 模 は、1億 円以 下 の零 細 企 業 で あ る。

1-2業 務 内容 が 極 めて 低 水 準 で あ る。

い わ ゆ る大 型 セ ン ター の な か に は、 オ ン ライ ン、TSSサ ー ビス等 を

行 な うも の もあ るが、 大 部 分 は、 計 算 サー ビス、 パ ンチ業 務 、 要 員 派遣 、

マ シ ン タ イ ム販 売の 比 重 が 大 き く、 米 国 の情 報 処 垣 サ ー ビス業 が 、 コ ン

サル テ ィ ング、 プア シ リテ イ マ ネ ヂ メ ン ト、 情 報提 供 サ ー ビス等 の 比

重 を次 第 に高 めつ つ あ る に くらべ 、 大 きな隔 りが あ る。

1-3経 営 基盤 が極 め て弱 体 で ある。

現 在 の わが 包 の情 報 処 珪 サ ー ビス 業 の収 益 率 は、 中 小企 業 の 半 分程 度

で あ り、(約2%)、 ま た 日本 情 報 セ ンター 協 会 の 調 べ に よれ ば、30

%程 度 が赤 字 で あ り、 この 中 には 売 上高10億 円 を越 え る大型 セ ン ター

も数 社 ふ くま れ て い る。 この た め、

1-5-1優 秀 な情 報 処 理 技 術 者 の 確 保 が困難 で あ り、 我 が 国 に於 け る一

般的 な労働 力 の 流 動 性 の 高 ま りは、 本業 界 に於 い て は特 に著 し く現 わ

れ 、 オ ペ レー タ、 パ ン チ ャー 等 の 平 均 的技 術 者 の 維 持 も至 難 のわ ざ と

な りつ つ ある。

1-5-2従 っ て 提供 し得 る サ ー ビスの 高度 イヒも難 し く、
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1-3-3個 々の企 業 の成 長 も次 第 に純 化 す る ことが予 想 さ れ、 場合 に よ

つ て は、 現 在 の観 客 層(自 治体 、 中 小 企 業)も 、 次第 に離 れて い くお

そ れ も強 い。 ・.'

1-3-4言 々公 社 の デ ー タ通 信 サ ー ビス(特 にDRESS)は 、 現 実 に

顧 客 を 奪 い っっ あ る。

244年 答 申の再 吟 味

2-1競 争 原 理 に つ い て

44年 答 申で は、 競 争 原 理 の 十 分 な る導 入 が 提言 され た こ とに よ り、

絶 え ざ る新 規 参入 が 容 認 され、 そ の結 果、 数 年 な らず して 参入 企業 数 は

2、5倍 強 と増 加 した。

問 題 は、 この企 業数 の増 加 が競 争 原 理 を通 じての 本業 界 の健 全 な発 展

に寄 与 して い るか ど うか で ある。

先 述 の マ ク ・分析 に よれ ば、 これ は 必 ず しも意 図 す る通 りに なつ て い

ない ので は ない か と思 われ る。 何 故 で あろ うか。 そ の理 由 は参 入企 業 の

参入 態度 も し くは 経営 理 念 に求 め られ る の で は ない か と考 え られ る。

日本 情 報 セ ン ター協 会 資 料 に よれは、 情 報 処 理 サ ー ビス を莱 とす る企

業 の 発 生形 態 は、 大 別 して次 の四 つ に分 類 さ れ る。

(1)コ ン ピュ ー タ ・メー カ ー 直営 の ハ ー ドウエ ア 。セール ス の ため の サ

ー ビス機 関 ・

② 大企 業 か ら分 離 した系 列 企業

(3)数 個 以上 の企 業、 団 体 が 共 同 して託 け た計算 機 関

(4)特 定 の パ ック や系 列 の ない 独立 企 業 で あ る。

この業 界 で は、(1)お よび② の 系譜 に 属 す る企 業 が マ ジ ョ リテ ィー を示

して い る。 そ して従 来 よ り、 この業 界 の特 徴 と して、 地域 的 、 特 殊 的 、

代 行 的、 か つ 下 請 的 とい う性 格 が挙 げ られ て きた が、 もつ と本 質 的 な性

格 が あ る の では ない か。 そ れ は、過 密 性(700億 円 の市 場 に500以

上 の企 業 が ひ しめ いて い る)、 低 収 益 性(中 小企 業平 均 の約 半 分)、 二

重 構 造 性(年 商10億 円以上 の二 十 数 社 とそ れ 以 外 の五百 社 程 度 に分 解

して い る。)、 副 業性(情 報 処 五 を業 とす る基 本 姿 勢 が稀 薄 な こと。)

等 で あ る。
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競 争 原 理 の導 入 との 漠迫 で最 も問 題 とな るの は最 後 に 述べ た「副業 性 」

で あ る。

例 え ば、(1)を 起 源 とす る業 者 は 、本 来 ハ ー ドウエア販 売 の 手 段 と して

設 立 され た の で ある か ら、 情 報 処 廷 サ ー ビス業 の経 営 は 、 本質 的 に二 の.

次 に な り勝 ちで あ り、 い わ ゆ る計 算 セ ン ター 業 の採 算 が 、 コン ピュー タ

販 売の 採 算 と ドン ブ リ勘 定 に な る こ とが 多 い。

② を 起源 とす る業者 の 多 くは、 参 入 の 目的 が、 情 報処 珪 を業 とす るす

るた め とい う よりは、 企 業 内計 算 室 運 営 上 の問 題 点 の解 決 策 と して 、 例

え ば、 労務 管 理 の便 法 、 賃金 の二 重お 造 の 利 用べ 労 働条 件 の 差異 に よる

トラブィレを回避 す るた め 、 社 内昇 進 制 度 の調 整 な どを 目的 と して い るの

で あ る。 こ う した もの を主 目的 と し副業 的 に経 営 す る もの が 多 い。

ま た、 コ ン ピュー タの余 剰 能 力 を 販売 す る こ とを 目的 どず る もの が あ

る.こ の 目的 の た めに は、,本 業 界 の 経受 の 固 定 性 に妻・づ きダ ン ピ ングに

向 う必 然 性 が ある。 この 副業 性 こそ 、 極 め て問 題 で ある。(な お、,こ'う

いつ た 副業 性 は 、 参 入 業者 の発 生形 態 と相 当 密接 た因連 が あ るが、 発生

形 態 自体 が 問題 では な く、 副 業 か ら正 業 へ どの程 度 進 化 した か、'それ が

経 営 理念 とそ の行 動 様 式 に どの よ うに現 われ て い るかが 問 題 方の で あ為)

結 論 的 にい つ て、 この 副業 性 が 業 界 全 体 の行 動 様 式 を強 く抱 定 してい る

と断 言 出来 る。

さ て、 こ うした業 界 の性 格 の特 徴 をみ る に、 特 に 「副業 性 」との関連

に 拾 い て、 「競 争 原廷 」が意 図 した如 く働 らいて い る とは 思 われ ず 、 不

公 正景 争 も し くは、 不 完 全競 争 の 性格 を帯 び て お り、 本業 界 発 展の た め

に は、 単 純 な 「レ ッセ 。フ ェー ル 」以 外 の方 策 が 求 め られ るべ きで は な

い か と考 え られ る。

2-2必 要 投 下 資本、 固 定 投 資 比 率 につ い て

44年 答 申 の考 え方 で は、(情 報 処 珪 サ ー ビス業 は)「 必 要 投 下 資本

は 少 く、 固 定 投 資の比 率 が 低 い 」 とさ れ'てお り、 本 業 は 小 資本 、 小 規模

な る こ とが 、 そ の 属性 で あ るか の如 きニ ュ ア ンス が 強 い。 この点 につ い

て 論及 したい。 、

立 論 に あた つ ては、 「小 」の 定義 が 問 題 と思 わ れ るが、 本 業 界 が現実
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'

に年 商十 億 円以 上 の20社 程度 と2億 円以下 の500社 程 度 に 分際 して

い る'ことか ら、 一 応 この数 字'を× 小 の メル ク マ ー ル とす る の が 適 当 で あ

ろ う。'

次 に、 こ う した立 論 は、 一 種 の情 報 処珪 サ ー ビス業 の 適 正 企 業規 模論

に通 ず るの で あつ て、 従 来 よ りご つ の対 立 す る考 え 方 が あつ た様 に思 わ

れ るo

そ の一 つ は、 業 界 の 現 状 か ら して、2憶 円前 後 の 小規 模 ゼ ン ター の 方

が、 大 規 模 セ ン ター に く らべ て、経 営 上 の問題 点 か 多 い とい う現 実 か ら、

小 さ く て は 「やつ て い け な い 」とい う議 論 が あ る。

他 方、 本 業 の 果 すべ き経 済 的 社 会 繊 能 は 「キ メ の紬 か ら・ 小 廻 の

き くサ_ビ ス 」で あ る と して、 こ こに 力点 を置 い た結 果 、 「 小 ざ く あ

るべ きだ,、 」 とい う議 論 が あ る。

この議 論 は、 別 して 分 析 さ るべ き で あ ろ うc

2-2-1「 小 さ くて もや つ て い け るか 」の 議 論 に つ いて

現在500社tl2近 い 小 規 模 業者 が 存 在 す るが、 そ の標 準 的 モ デル は

次の 通 りで あ る。

年回 売 上 高2億 円

売上 高 利 益 率5%(600万 円)

業務内容 経営事務計算

市町村業務

ハ ン チ、

顧 客 数

う ち年 間 売 上

要 員 派 遣 等

50社 程 度.

60%

30%

10%

1,200万 ～'600万 円

の 数 社 を ベ ー ス ・カス トマ とし、 残bは600万 円以 下 の積 み あげ

で ある。

こ う した 企 業 が遭 遇 してい る経 営 上 の問 題 点 を 例 示 す る と以 下 の通

り。

(1)計 算 機 使用 時 雨 の ピー クが重 な る。

経 営 皇 務 計 算 で は、 い わ ゆる企 業 の 「締 め 」の時 期、10日 、20



日、 月末;業 務 が 集 中 し、 この時 其・以 外 には計 算 機 が ア イ ドル な

の に 拘 らず、 この ピー ク時 に は キャパ シ テ ィー を越 え て しま う。 市

町村 業 務 で は3月 、4月 に業 務 が集 中 す る。(こ の ピー ク は徹夜 、

残 業 で カバ ーす る も不 能 の場 合 に は、 レベ ル 。ア ツブ)

(2)パ ン チ業 務 な ど も当然 ピー クが 重 な る。

⑤ 客 先 よ りの サー ビス 低下 ア ピー ル に よ り、 ア イ ドル を拘 えつ っ、

増 設 、 増 員 す る。

(4)委 託計 算 の性 質 上 、 売 上 高 の 伸 び は増 設 よ リ タ イ ム 。ラグ を伴 う。

(5)営 業努 力 に よ り、 売上 伸 長 す る も、 再 び、 月 次、 年 次 の ピークが

現 わ れ る。

(6)前 回 の レベ ル 。ア ッ プに懲 りて、 たん とか や り く りす る。

(7)サ ー ビスが 低 下 し、 有 力客 先 が脱 落 す る。

{8)レ ン タル ・人 件 哀(約70%)ほ か、 ほ とん どが 匡…定 費 で ある た

め、 売 上 減 少 即 利 益 滅 とな る。

(9)企 業 の 準 公 益 的価 格ttに よb、 簡 単 に転 廃 業 出来 ぬ た め、 客 先

に値 上 げ を懇 願 しつ つ 辛 うじて 限 界運 営 を続 け る,、

企 業 モ ラル が 低 下 し、 従 業 員 の退 職 が 増 加 す る。

これ が い わ ゆ る典 型 的 な標 準 規 模 セ ン ター が現 在 示 して い る ビジ ネ

スeサ イ クル で あ り、500社 の 殆ん どの現 況 で あ ろ う。 しか も業 界

の マ ジ ョ リテ ィー が こ うした状 況 に あ る こ とは、 大 胡 模 セ ン ター に と

つ て も対 岸 の 火 事 とい うわ けで は決 して な い。 業 界 全 体 の市 場 価格 の

下落 、 業 界 全 体 の低 収 益 性 、 業 界 全体 の 信用 の 低 下 、 業 界全 体 の高 度

イヒへ の足 枷 となつ て い る。

この様 な現 状 分析 か らみ る と、 投 下 資本 が過 少 な の で は ないか、 固

定 投 資比 率 が 低 い とは い う もの の、 総 夢用 の殆 ん ど全 て が、 固定 的屋

用(人 件 繋 も固 定 長)で あ る こ とが 見失 な わ れ て い た の で は 支い か と

考 え られ る の で あ る。

2-2-2「 小 さ くあ るべ きか 」 につ い て

この議 論 ば、 情 報 処 理 サ ー ビス業者 が 果 す べ き経 済、 社 会 的 な機 能

も し くは レ ゾ ン 。デ ー トル に直接 か か わ る問題 で あ る。
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情 報処 理 サ ー ビス業 に は、 か ね て より 「キ メ細 い サ ー ビス、 小 廻 り

の き くサ ー ビス 」を要 請 され る こ とが 多か っ た よ うで あ る。

この よ うな要 請 を果 す こ とが 重 要 で あ る こ とは論 を ま た な い が、「キ

メ細 か 」 「小廻 り 」 とい つ た、 い わば 前 垂 れ精 神 的 で小 規模 経営 で1

か可 能 で ない様 にお もえ るサ ー ビスの み が情 報 処 理 サ ー ビス業 者 の経

済 ・社 会 的 な袴 能 なの で あろ うか。

そ もそ も計 算 セ ン ター な る ものが 出現 した本 来の 理 由は、 「共同 利

用 」の経 済 性 に あ つ た はず で あ る。 そ の 「共 同 利用 」の経 済性 につ い

て は、 あ る企 業 が一 社 では 一 台 の コン ピュ ー タ を消化 出来 ない が'故に

共 同 利用 す る(例 え ば、 中型 コ ン ピュ ー タ でさえ 、 自社 の み で は フ ル

稼 動 し得 な いが 故 に共 同 利 用 す る とい うケー ス)一 い わば 絶 対 的 な経'

済 性 とい え る もの と、 共 同 利 用す れ ば よ り高 い袴 能 の もの が利 用 出来

るの で、 自社 尋入 が 可 能 で あ るにか か わ らず共 同 利 用 を行 う(例 え ば

中 型 な ら導 入 して フル稼 動 し祷 るが 大型 の もつ 杉 能 を 使用 した い の で

共 同利 用 す る)相 対 的経 済 性 とが あつ た の で あ る。

こ こで極 め て重 要 な こ と と して 指摘 したい こ とは、 コ ン ピュ ー タに

於 い て小 型、 中型 、 大 型、 超 大型 とい うもの の尚 で の差 は、 単 に量 的

な 差 の み な の では 決 してな くて、 例 え ば オ ン ライ ンが可 能 か不 可能 か

な ど質的 な 差 が 決 定 的 に伴 うとい う事 実 で あ る。

であ るか ら、 確 か に 現在 は、 コン ピュー タの価 格 下落 や ミニ コン の

普 及 な ど に よつ て共 同 利 用 の 絶 対 的経 済性 は後 退 した か'に見 え る が相

対 的経 済 性 にっ い て は 、 大 型 機 の進 歩 に よ り益 々増 大 して い る の で あ

り、 特 に コ ン ピュー タ と通 信 の結 合 に よ り、 相 対 的経 済 性 追 求 の必 要

性 は飛 躍 的 に 高 ま っ て い る。 「共 同 利 用 」 とは、 本 来 的 に規 模 の 利益

に通 ず る もの で あ り、 適 正 殼 模 は 「過 少 」で は あ り得 ない は ず では な

か つ た かo

この様 に考 え て み る と、 本 業 界 に議 せ られ た 任務 は、 か な り背反 し

が ち な二 つ の ものが 混在 して想 定 され て い た ので は ない か。

そ の一 け、 情 報 産 業 部 門 と して、 い わ ゆ る情 報 処理 に ま つ わ る もろ

もろの繁 多 な要 請 に 対 す る補 助 的 ・ヘ ルパ ー 的 な輻能 で あ る。
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そ の 二 は 、 俗 に キ イ 。イ ンダ ス トリイ も し くは 中核 産 業 とい う名 の

も とに要 請 さ れ た 先 導的 な機 能 で あ る。(事 実 、 本 業 ぼ つ興 当初 の10

年 前 は 明 らか に、 計算 セ ン ター は コン ピュ ー タ技 術上 先 導 者 の ス テ イ

タス を得 て いたo)

さ て、 この二 つ の機 能 に つ いて 論 ず る必 要 が ある と思 わ れ るが、 そ

の 前 に情 報 処珪 サ ー ビス業 の 内容 を若干 分析 してみ るべ き と考 え る・。

情 報 処 理 サ 「 ビス業 を俗 に い う計 算 セ ン ター と一 応 定 義 す る こ とか

ら出発 す る。 計 算 セ ンチ ー とはn他 人の 依 頼 を受 け て 電 子 計算 機 を用

い て報 報 の 処 理 を行 うを業 とす る もの"で あ る.が、 そ の 仕 事 の 内容 は

(主 と して、 峯務 計 算 中心 で考 え た場合 .)下 記 の 逼 りで あ る。

ク ラ イ エ ン トよ り、 委 託 計 算 の 契約 を 得 る。

ZJ

4

1対 象 業 務 の シス テ ム を 分析 し、

2コ ン ピュー タに対 応 さす べ く

シ ス テ ム を設 計 し、

2に 従 っ て プ ログ ラム を作成 し、

し 、(通 常 の ケ ー ス).

5デ ー タ 。 プ ロ グ ラ ム 。電 子 計 算 機

を 用 い て ア ウ ト 。 プ ッ ト を 作 成 し、

＼
レ
,ー
ー

,,ー

s
,
-
ー

デ一夕授 け とり・そ縫 ㌧ 当

ト
検 査 の 上 、 ア,,'.プ 。,を 客 先{

原 則 と し て 、

一 つ の シ ス テ

ム に つ い て 一

回 の み 、

毎 月の繰返 え

し業 務

6

元に 納 入 す る
。

1～6ま で の サ イ ク ル 業 務 を 行 うの が 、 オ ー ソ ド ッ ク ス な 計 算 セ ン

タ ー 業 務 で あ る 。'

と こ ろ が 、 各 プ ロ セ ス 毎 に そ の プ ロ セ ス の み を 専 業 に 行 う も の や 計

算 セ ン タ ー と し て 兼 業 形 態 に よ り 、 そ の プ ロ セ ス の み を 委 託 計 算 の ト

ー タ ル ・ サ イ ク ル と は 切 り離 し て 受 託 す る も の
、 生 る い は 、 そ の プ ロ

セ ス 低 有 の 技 術 が あ る た め 、 そ の 技 術 者 を"人 貸 し'す る も の が 現 わ

れ た 。

す な わ ち 、1、2、3の プ ロ セ ス は ひ つ く る め て 、 ア プ リ ケ ー シ ョ

ン ソ フ ト ウ エ ア 作 成 の 工 程 で あ る が 、 こ の 部 分 に つ い て 、
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エシ

イ ソ フ トウエア作成 専業 者(ア プ リケー シ ョ ン中心)

ロ いわ ゆ る、委 託 計 算 の トー タ ル ・プ ロセス と無 侯係 な ソ フ トウ エ

ア作成 を計 算 セ ン ターの一 部 門 と して 兼 業 す る もの

ハ ソ フ トウエア 作成 技 術者 を派 遣 す る もの、(こ れ に は、 派 遣 専 門

}会 社 に よ る もの 、 ソ フ トウエ ア専 業 者 に よる もの、 計 算 セ ンタ ー に

よる もの か あ る)

次 に4の プ ロセ ス にっい て

イ 専i業の パ ンチ セ ン4一

ロ 計 算 セ ン ター のパ ン チ部 門 でパ ン チ単 独 業 務 を兼莱 として受 託 す

る もの

ハ パ ンチ や 一派 遺(ソ フ トの場合 同様 三 つ の ケー スが ある。)

次 に5の プ ロセスの うち、 竜 子 計 算 杉 の時ri－売 をす る ものが い る。

イ マ シ ン ・タ イ ム販 売 業 者1主 と して メ ー ガー ・パ ンク ア ップ 。セ

ン ター)

ロ 計 算 セ ン ター が 空 き時 匡」を ソ フ トウエ ア専業 者 や 自社 縞 入 会 社 や

ハー ドウエ ア メー カー に再 販 した りす る場合

ハ イ ン タ ラク テ イ ブTSS(タ イ ム 。シ ェア リング) 、 リモ ー ト 。

ジ ョブ ・エ ン トリー ・ リモ ー ト ・バ ッチ といつ た形 態 で、 通 信 回 線

経 由、 時 に は ア プ リケ ー シ ョン 。プ ログ ラム と併 せ て、 電 子 計 算 機

の マ シ ン ・タ イ ムセ ー ル ス を行 う もの 、(例 え ば～ 大手 セ ン タ ー の

一 部、 言 々 公 社)

〔方 お、 ハ に つhて は 口 振利 用 マ シ ン タ イムの専 業者 一 例え ばGE

}竃 違}に よ る もの と計 算 セ ン ター の兼 業 が ある6〕

以 上 が大 体 の業 態 お造 で あ るが、 技 術 的 に あ るい は受 託能 力的 に、

専 業 者 が 兼 業 手 よ り優 越 して い る わ け で は 必 ず しもな く、 む しろ大手

計 ぶ セ ン ター との比較 の場 合 で は、 逆 の ケー スが 多 い。(こ とで一 言

して お きた い こ とは、 「小廻 リ キ メ細 か 」が拡 張解釈 され 、 現 在 の

各 業者 が 経 済 者 と して、 極 め て劣 弱 左 立 場 に お か れて い るが故 に委 託

先 よ り、 派遣 を強 制 さ れ 、 断 わ り切 りず、 従 業 員 は四 散 し、 マ ス ラオ

派 出夫 会 化 した結 果 、企 業 と して 自己 崩壊 を始 め て い る企業 か 多 い の
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で あ る。),一

こ こ に於 いて、 ヘ ルパ ー花 籠 と先 導 機能 と ∬小 い さ くあ るべ きかtl

につ い て の関i亡 を論 じた い、。1

先 述 の分 析 か ら、 判 断 し得 る こ とは、 計 算 センターにとつて、ヘルパー

機 能 といえ る もの は、 本 来 的 な委 託計 算 業 務(電 子 計 算 機 と技 術者 の

共 同利 用)と 共 に兼 業 形 態 で行 なっ て い る ス ボ ツ ト的 パ ン チ業 務 、一ス

ポ ソ ト的 プ ログ ラ ム作 成、SE、 オ ペ レー タ ・パ ンチ ャ ー派遣 な どが

中心 で あ る とい え る。1

情 報若 美 の現 状 か らい つ て、 計 算 セ ン ター が この ヘル パ ー袴 能 を全

く放 棄 す る ことは 許 さ れ るべ きで は た い が、 本 質 的 には 、 ヘ ル パ ー袴

能 につ い ては 、 「キ メ細 か、 小 廻 り 」とい うサー ビスは 、現 代 では非

常 にぜ い た くなサ ー ビス で、 コス トも葺 く、 サ ー ビス料 もi惑い のが本

来 で ある とい つ た フ ィ ロソ フィ ー の も とに、手 業 考 の保 護 、 育成 とい

う方 向で対 処 さ るべ き もの と思 われ る。

こ の陽:の 専 業者 は 大 き くkい 方 がbθttθrで あろ うT・

い わ ゆ る計算 セ ン ター につ い て は 、先 導 杓'能か 重視 さ るべ きで あ ろ

う。

計 室 セ ン ター の先 導 機能 の 達成 とは 、先 述 した 「共 同 利 用 」に よ る

相 対 的経 済 性 の追 求 の こ とで あ る。

相 対 敵経 済性 とは、 先 述 した 如 く、 自 ら電 子 計 算楳 を 導入 す る よ り

は 、 「共 同 剰 濡 した 方 が窩 度 な コ ン ピュー タ利 用 を行 うこ とが 出来 る

こ とを指 す の で あ る。

「キ メ細 い サー ビス、 小 廻 わ りの き くサ ー ビス 」を マ ー ケ ッテ ィ ン

グ コ ンセ プ ト的 に 「よ り多様 な ニー ズ の 適 確 な汲 み 上 げ とそ れ へ の対

処 」と解 釈 し、 ア ウフヘーベンした 方 向 で と らえ る時、 相 対 酌経 済性 は

計 算 セ ン ター に よる情 報処 瑳 の総 合 サ ー ビス の 達成 にっ なが るで あ ろ

う。

す な わ ち、電 子 計 算杉 利用 の 二 一 ヅを処 理 とい う点 で と らえ る時 、

カ ス トマが 最 も寓 心 を もつ 基本 的 方 プア ク ターは 、

1処 理 す べ きデ ーータ の量(イ ンプ ッ ト。ア ウ トプ ッ トの量)
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2処 理 噺 訓 ター ンア ラ ウ ン ド ・タ イム)

5コ ス ト'

の5点 で ある。 計 算 セ ン ター十 余 年 の 経 験 か ら、 ヵス トマの要 求 は

上 記5プ ア ク ターの マ トリクス と して 極 め て 多様 であ る こ とが 明 らか

に なつ て きたo

す な わ ち、 カス トマに よつ て、 ある い は カス トマが 同一 で あつ て も

そ の対 象i業務 に よつ て、 要 求 さ れ る コ ン ピュ ー タの利 用 形 態 は 極 め て

多様 な もの で あ る。

極 言 す れ ば 、 通 常の 客先 は バ ッ チ も リモ ニ ト 。 バ ッ チ も リ モ

ー ト ・ジ ョブ 。エ ン ト リイ も イ ン タ ラク テ ィ ブTSSも 必要 と して い

る。 企 業 規 模 に か かわ らず そ うで あ る と も言 え る。

例 えば 、 大 量 の伝 票 発行 とか請 求 書 業 務 等 は パ ンチ方 式 が適 して お

り、 給 縮 曙 も当然 パ ッチ で あろ うが、 在庫 髄 に つい ては コス トさ

え許弦 らば、殆ん ど金輪 企 業がオ ン・イン ・リア… イム処酸

希 望 して い る と言 っ て も過 言 では な い。(電 々公 社、DRESS導 入

企 業 の 規 模 を参 照)

ま た 多 くの 企 業 が 「計 算 室 の み 」の 情 報化 に とどめ ない 為 の 手 段 と

し て 、 科 学 技 術計 算 、 あ る いは、 計 画 。予測 の分野 の ため に、.イ ン

タ ラク テ ィ ブTssを 必 要 と してい る の で あ る。(た だ し、 現 時 点 で

は顕 在 需 要 化 して い た もの も あ る。)'ま た 、 リモー ト 。バ ッチ、 リ

モ ー ト・ジ ョ ブ 。エ ン ト リイは 特 に コ ス トとの関 連 で要 求 され るo

この 場合 、 超 ビン グ 。 ビ ジネ スは 別 と して、 昔 造 の一 部上 房 会 社 等

では、 全 て が 四 次元 機 能 を有 す る超 大 型 マ シンを導 入 し、 通 信 回線 を

専 用 す る必 要 が あ るで あろ うか。

これ は 明 らか に 「 ム ダ 」で は な いか 。 社 会 。経 済的 に コ ン ピュー タ

資源 の艦 長 で は ない で あろ うか。

禄 の 「企劃 に鮒 る・ンピユづ 利用はゴ 社導入 と「期 利

用 」の組 合 わせ で 行 なわ れ るべ きで あ り、 米 国 のTSS会 社 の 主 袈 客

先 の リス トに は、USス テ ィー ル 、 パ ン ク ・オ ブ ・ア メ リカ等 々が 挙

が っ て お り、 この点 は す で に顕著 で あ る。 米 国 で は超 ビ ック ビヂ ネ ス
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で さえ、 共 同 利 用 を行 なつ で い る の で ある。

資源 節 約 の意 味 か ら も、 自社導 入 の み に固 執 す る こ とに よ り、 余 剰

能 力 を生 み だ し、 そ の捨 て場 と して 計算 セ ン ター業 界 に参 入 す る 方式

は もは や許 さ れ るべ きで は ない で あろ う。

他 方 、 計算 セ ン ター と して は、 総合 サ ー ビス体 制 を と どの え る責務

が あ り、 そ のた め に は、 コン ピュ ー タ と通 信 の 結合 を重 視 し、 ネ ソ ト

ワー ク指 向 の形 態 を と との え る必 要 が あ る。

さ らに は 「共 同 利 用 」の プー ル と しての キャ パ シテ ィを拡 大 しs'シ

ス テ ムの 信 頼 性 を克 か め るた めの ネ ッ トワー ク形 成 を計 り、 将来 に於

け る コ ン ピュ ー タ 。ユー テ ィ リテ ィへ の 布 石 と して、 相 当大 規 模 な情

報処 藪 工 場 の 建設 を考 慮す べ きで あ る。

さ らに、 コ ンサル タン ト的能 力 の開 発 が 必 要 で あ る。

計㌍ セ ン ター が過 去 の ス テ イ,タス を失 っ た 原因 の一 つ は、 「シス テ

.ム分析 」 と称 し、 コン ピュー タ リゼ ー シ ョン以 前 の シス テ ムを改 善す 、

る こ とな く、 受動 的体 制 に巻 つ い て 、 コ ン ピュー タ リゼー シ ョン を行

う傾 向 に あつ た こ とで ある。 この 結 果 、 コ ン ピュ ー タ技 術 の普 遍 化 と

共 に ス テ イ タス の地 盤低 下 を きた した と言 え な くも老 い。 従 っ て・例

え ば、 事 務 計 仁 で あれ は経 営 管 理 学 の裏 付 けか ら、 ベ ス トの シス テ ム

を文 字 通 り設 計 す るた め の カ ウ ンセ リング 。能 力 を高度 化 す る必 要 が

あ る。

さ て、 返 信 回線 利 用 型 コ ン ピュ ー タ ・サ ー ビス は、 米 国 に於 い て は

既 に淘 汰 再 編 の時期 を過 ぎて、 漸 く収 穫 期 、 安 定 成 長 期 に入 っ た と言

え るが、 我 が国 に お い て も、'通信 回線 利用 型 計 怠 セ ン ター(郵 政 省 の

い わ ゆ る情 報通 信 業 者)の 育成 を図 る こ とは 極 め て重 要 で あ る。 我 が

国 に於 い て は、 この よ うな サー ビス形 態 は、 計 算 セ ン ター業 の高 度 化

に よつ て可 能 で あろ うし、 既 に移 行 しつ つ あ る もの も存 在 す る。

通 信 回i紀利 用 型 サ ー ビス業$の 育 成 策 等 につ い て、 も し政 策 よろ し

きを得 ない 場 合 には、 外 資 系の 通 信 回縁 利 用型 コ ン ピュー タ 。サ ー ビ

ス業 者(NIS業 者 －NATエONALINFORMATI.ONSYSTEM),

例 え ば、SBCネ ッ ト、UCCネ ッ ト、TYMSHAREネ ッ ト、GEネ ツ
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ト、 サ イパ ンー ネ ツ トな どに よつ て、 日本 の委 託 計算 市 場 は そ の大 半

が 蚕食 さ れ て しま うの で は な いか。 重 々公 社 の デ ー タ通 信 の み で は、

マ ー ケテ ィ ン グ 力的 に ま た価 格 決 定 力 的 に 対抗 し得 る とは 思 え ない。

米 国 業 者 の 最 大 の強味 は マー ケテ イ ン グカ と 資本 の安 定 性 に ある。

本 項 に お け る結論 と して は 、計 釘 セ ン ターは 、 高 度 化 しな けれ ば な

らず、 そ れ は、 コ ン ピュ ー タ技 術 と通 信 技 術 との結 合 、 コ ンサ ル タ ン

ト的能 力 の 向上 とい う方 向 で あつ て、 この た め には 、 計算 セ ン ター は

「小 い さ くあ るべ きで は な く」 よ り安 定 的 な 資本 と よ り多額 の 資本 が

必 要 な の で あつ て1政 策 誘 導 の 方 向 は この 紛 に沿 っ て 実お さ れ るべ き

では ない か。

5情 報 処 珪 サ ー ビス業 の将 来

情 報 処 理 流 逼業 へ の 方 向

1.2で 述 べ て きた こ とを敷桁 して、 情 報 処 理 サ ー ビス業 の将 来 を探 る と'

き、従 来 か らの 産 業 桔造 認 識 に若干 の修 正 を加 え.る必要 が あ る と考 え られ

る。 そ れ は、 情 報 産 業 の あ り方 を コ ン ピ ュー タ ・ユ ー テ ィ リテ ィの生産 ・

流通 。消籔 とい っ た面 か ら見 直 す こ とで ある。

フ 　

① ・・一 ド ・ メ ー カ ヨ ー

zlソ フ トウエアe・竺1

ソ フ ト ・ ウ エ ア

◎ 情報処理

辰 セン・干

④ 通 信

電三 コ

{」一 当

⑤

麟 処理三 訂

通.信 回 線 型

コ ン ピュー タ ・サ ー ビス

/

/

…

「

＼

「
じ

1
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情 報 産 業 の発 展 は、 雷 干 計 算 機(ハ ー ドウ エア)と 利 用技 術(ソ フ トウ

エ ア)が あれ ば、 十 分 か とい え ば そ うでは ない。 そ こには、 情 報 とい う商

品 の 流 迂 を掌 る もの の協 力 が必 衰 で あ る。 す なわ ち、 ハ ー ドウエ ア お よび

ソ フ トウエア とい う生 産 手 段 を用 い て、 最 終 消 磨者 の ニ ー ヅに 最 もマ ッチ

した サ ー ビス を行 うもの マ ー ケテ ィ ング機 能 を果 す もの が必 要 不可 欠 で あ

る。 これ は一 般 の 商 品 の 場 合 と同一 で あ り、 こ うした機 能 を 果 す ものは 、

ハ ー ドウエ ア業 者 あ るい は ソ フ トウェ ア製 作業 者 とは別 個 にサ ー ビス業 、

流 這業 として存 在+べ きで あ る。

この よ うな認 識 に立 ち、 コ ン ピュ ー タ と送 信の 結 合 に重 点 を於 い て、 情

薪 処 環 流追 業 の存 在 瑳 由 の確 認 とそ の 育成 が 望 まれ る。

官 報処 垣抗 道 業者 は、 情 報 処乏 サ ー ビス業 者 の高 度 化 した 発展 形 態 とし

て 停 宰 処痴 の最 終 利用 者 の ニ ー ズ を 開発 し、 そ れ に貢 もマ ッチ した サー ビ

ス を提 供 す るマ ー ケ ター で あ るか ら、 多 くの 「生吾 手 段 」を 消費者 の 二一

ヅに マ ッチす る よ うに組 合 せ て、 最 も高 い 効 用 と経 済性 を引 き出す ため の

方 式 を提供 し老 けれ ば な らた い。 この意 味 で ハー ド 。ソ フ トの メー カー と

立場 を異 にす るが、 特 に 指 向 すべ き方 向は、 これ ま で繰 返 し述 べ た如 く、

高性 能 な電 子 計 売 捗 お よび ソ フ トウ エア あ 若いは コ ン ピュ ー タ要 員 、 方 ら

び に過 信 回線 と迂 儒技 術 の共 同 和 用 とい う方 向 で あ るc

この捺 力 生 産 手 段提 供 老 と情 報処 五 流 這 業者 との 関 係 は 、 発 電 機 生 産 メ

ー カー と配 管 会 社 との 巨 係 に極 めて 類似 して い る。

コ ン ピュ ー タ震一業 の 進 歩 し.た技 術水 江 け 、 追信 回緩 と超 大 型 コ ン ピュー

タの 結合 に よ り電 力事 業 と全 く同様 な産 業形 態 を発 生 させ つ つ あ る。 小 さ

な 自家発 言 所 を 多数 建設 す る よ り も少 数 の 大 発芸 所 を建設 す る こ との 方が

経 済性 に おい て 遙 か に優 れ てい る とい う電 力供給 の原 則 と同 様 に、 電子 計

仁 六 にお い て さ,、小 型 機 、 中型 機 を 個 々 に専 有+る よ りは、 超 高 性 能 大型

続 を 数 個組 み 合 せ 、 地 方 に情 報処 理 工 場 と しての コ ン ピュ ー タ ・セ ン ター

を須 議 し生 産 した コ ン ピュ ー タ 。パ ワー を近 信 固練 を介 して大 都 会 た る消

£、地 に供 給す る こ とが 妥 当 なの で あ る。

民知 の 誤 り、 欧米 で は こ う した 主 業形 態 は す で に定 着 して い るの で あ る。

この 事 業 形 態 こそ 、情 報 処 珪 サ ー ビス桑 乏 の指 向す べ き将 来 像 で は な い で
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祈否× 」

あ ろ うか。

最 後 に、 こ うした将 来 を もた らす ため に は、 政 策 誘導 が 必要 不 可 欠 で あ

ろ う。

従 来、 コ ン ピュ ー ター ・ユー テ ィ リテ ィの 生 産 手段 サ イ ド(特 に ハ ー ド

ウエ ア産 業)で は 、強 力 な助 成 揺揺 に よる政 策 誘導 が行 な わ れ て きたが、

流 通 面、 消要.面 で は 「 レツ セ 。フ ェー ル 」が強 過 ぎた嫌 いが あ る。 この サ

イ ドに於 い て も、 均衡 の とれ た政 策誘導 の 必 要性 が ある。

そ の 誘 …ζ.にあた つ て は、

川 育成

情 報化 社 会 の 目 ざす と ころ が、 多椋 な ニ ー ヅの 充 足 に あ る以 上 、 ハー

ドウエ ア産 業 と対 置 され 補 完 す る もの と して 、 コン ピュ ー タ ・ユ ーテ ィ

リテ ィの担 い手 とな る情 報処 理 流辻 業 者 の 育成 は、 重 蛋 かつ 緊急 な課 題

で あ ろ う。

② 民 国 主 導 型'

管 壕 社 会 化 とい う情 蓄 化 社 会 の デ メ リッ トに対 す る備 え と して、官 業

に よる コン ピュー タ 。ユ ー テ ィ リテ ィの独 占 を緩 和 し、 情 報 チ ャ ネル の

多 様 を図 るべ き で あつ て、昏 々公 社 の事 業 を若 干 抑制 して も、 これ と対

抗 し得 る民 間 の情 報 処 ≡ 流 通業 者 を稚保 す る妥 が あろ う。

(5)業 界 再 編成

民 匿 の 情 報 処 理 流宏 業者 の発 展 の促 進、 育成 に あ たつ ては 、 そ の業 の

n準 公 益 性 「sと秘 密保 持 の上 か ら
、 何 らか の 籏制 措 置 をお ず る こ とが必

要 であ り、 ま た 「共 同 利 用 」に よる耕模 の メ リッ トを活用 す るた めに 、

協 業 化 等業 界再 編成 の 必 要 が あ ろ う。
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情勢提供サご ビス莱の取立条件 と政策的誘導

1情 報 提 供 サ ーービス 業 の特 質

鰍 嬢 サ ー ビ⇒ の 特 徴 が、 一 ザ ー カ・ら願 料 の 提 供 を うけ・ そ れ

を,ン ピユー ・に よつ て 加 工 し、 必 勲 形 に変 形 して再 び 一 ザ イ 返 す

とい うと。 う に あ る と'すれ ば、繍 提 供 サー ・琴 は・ 願 料 その もの を

ユー ザー に依 存 せ ず、 そ れ を 独 自に入 手 した うえ で処理 加 工 して ユー ザ ー

醸 す 、 とい うと ・う にそ 聴 納 特 勧 ・ある・ ・の 願 材 を独 自 に入 手

す る とい う点 に、 鰍 提 供 サ ー ・壕 の成 否 をか け た最 大 の 問題 点 が あ る

よ うに思 う。

情 報艇 封 一 ・スは、 い わ ば ・ ン ピー ・ を輌 ・ な轍 縮 提供 す る

もの で あ るが、 騨 提 供 サ ー ・ス は、 この よ うな技 術 そ の もの で 購 く・

あ くまで もア,,・ ブソ ・熱 鯖 顯 内容、価勧 潤 われ る ・と励 る・

そ して この{青彰 の 価格 が どの 程 度 で あ るな らば ユ ー ザ ー は満 足す る もの で

あ るか。 たん に提 供 す る側 か らの ・ス トの殺 げ か らぱ・ 鰍 の市 場 価格

は 出 て こ ない.・ ス トが い く らかか つ て も口 行方 では そ 禰 どの 価格 評価

を得 られ 榔 場合 もあれ ば、 そ の 逆 に、 ・ ス ト蹴 転 して価 格 評価 の高 い

もの もあ り うる。

騨 、 醒 料 その ものの入手が睡 であれ ばあるほ ど・それ を嬉 して

撤 す る繍 の価 撚 高 く評価 さ れ う る こ とはい うま で も ない・ 榔 醍 供

サー ビス業 が 提 供 す る情 …鷺は、 この よ うな 意味 で、他 の 入 手 手段 との比 較

にお い て競 争 因 係 に たつ こ とに な らざ る をえ ない。

2情 報 の マ ー ケ ッ ト

憾 の市 場 とい う点 につ い ては、 ま だ明 殿 輪 廓 を え が き出 す ことは 困

瓢 で あ る。 情 蓑 の ニ ーズ は誠 に 多 種 多様 であ り、 ① か 在 り金 を 出 して で も

是非 入 手 した い もの 、② 自社 あ るい は 自分 でや るの に比較 して ま ぞま あの

値 段 で あれ ば利 用 し よ うとす る もの、 ⑤ 非 常 に安 く して ・ 大 象 的 擁 態 で

な けれ ば利 用 さ れ な い 本の な ど に大 別 す る こ ともで きる。 ま た、 情乾 の範

囲 、 情 態 の 深 さ 、 入 手 の ス ピー ドな どの要 素 に よつ て も、 情幸iの マ 一一ケ ソ
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トは細 分化 さ れ うるc

劫 か も工 業 とい う概 念が そ れ 鮒 撒 何 ら熊 笹 が ふ と同様 に・情

報 い う概 念 もそ れ だけ では 抽 象 的 にす ぎ る・ 工 業 が 躰 的 に は繊 業 で

あ り化学 工 業 で あ り、 さ ら嘩 鱗 の 中 で も圧 延 で あ り・ 圧 延 の 中で も薄

板 で あ る とい うと ころ ま で きて、 は じめ て 具 体 的 需 要 と ミー け る こ と

π な る の と同様 に、 情 報 提 供 サー ビスi業にお い て も、 そ の サー ビス 内容 が

個別 化 さ れ、 専 門 化 され て、 は じめ て マー ケ ・ トと して浮 び 上っ て くるの

で あ る。

この意 味 で い え は、 情 報 の マ ー ケ ・ トけ 、 今 日・ ま だそ の 出発 点 に たつ

た ば か りで あ る よ うに 思 われ る。

した が つ て工 業 生 産 の勃 興 期 に、 様 々 な生 産物 が市 場 に出 され 、 そ こで

淘 汰 さ れ、 社会 的 な ニ ー ズ に実 質 的 に適 合 す る と判 断 され た もの だけ が 生

残 っ て きた 掴 様 に、 情 報 ▽ 一 ケ ・ ト吐 い て も・ さま ざ鰭 ア イデ ア

が 出 され 、 試行 錯誤 を 繰 返 し なが ら、 そ の マ ーーケ ッ トが 次第 に分 化 し、 独

立 性 を もつ て くる とい う成長 の プ ロセ ス を辿 ら ざる をえ な い と思 う。 これ

を政X的 に み るな らば、 この よ うか 階1マ ー ケ ・ トの分 化 独立 を・ い かec

国 民 経 済 全 体 の視 点 か ら誘 導 促 進 す るか とい う点 にそ の…法縫 が お かれ るべ

きで あ る。

工 業 の発 展 に お い て、 工 場 内 分莞 か ら社 会 的 分業 へ の移行 とい う問 題 が

あ る よ うに、情 報 提供 サ ー ビス業 の 発 展 に お・いて も・ 現 在 は そ れぞ れ の 企

業 あ るい は個 人が 自 ら行 っ てい る作 茅 を、 社 会 的 に集 約 し、 独 立 の サ ー ビ

ス業 と して成 立 た しめ る こ とが必 衰 で あ る。

一 つ の実例 と して金 型 工 業 を考 え る と、 かつ て金 型 の生呑 は 、 工 具 工 場

の 仕 事 の 一 部 で あ り、 夫 々 の工 易 にお い て 自社 向 け の 金 型 を独 自に生 産 し

て い た もの で あ る。 した が つ て そ こで は金 型部 門 に た いす る大規 模 な投 資
『

は 難 で 劫 、 自 らの 工繊 模 に 見合 つ た 鮒 の金 型 が・ 主 と して手 作 業

に よつ て・製作 さ れ て い たo・t

戦 後、 と くに 昭和30年 代 は 、 この よ うな金 型 が工 場 内 の分 業 か ら独 立

し、 専 門 の業 素 に よつ て量 産 的 に供 給 さ れ る時 代 に は いつ た。 この結 果 、

金 星 生 産 の ス ピー ド・コス ト、 精度 旋 どが 飛 躍 的 に向上 し、 これ を癒 礎 と
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す る量産 シス テ ム全 体 の 発 展 に大 き く貢 献 したの で あ る。

情 壱 の マー ケ ッ トも これ に葬 似 した と ころ が あ る。 企 業が 経 営 戦 略 を決

定 す る うえ で の必 衰 た情 苧 は、 主 と して社 内の調 査 部、 企 画 部 、 営業 部 な

どか ら提 供 され る7)が 普 遍 で あ る。 しか し、 これ ら の都門 は 、 社 内 で髪 生

す るデ ー タや 自分 の属 す る業 界 の情 報 には 詳 し くて も、 通 常 の 業 務活 動 と

あ ま り関 連 の な い分 野 ま で の情報 蓄 積 に つ い て は、 そ こま では 手 が ま わ ら

安 い の か実 状 で あ る。 最 近 の よ うに 、新 しい分 野 に お け る事 業進 出 の頻 度

が 富 く、 かつ 消 至老 運 動 や 公 害問 題 の動 きが企 業 の存 立 さえ も脅 す とい う

よ うな事 態 に 癒っ て くる と、 社 内 だ け の蓄 積情 報 で は当然 追 い つ か な くな

つ て くる わけ でi':るo

また 科学 技 術 精穀 安 どを 中 心 と して、 発 生 す る情 牡量 自体 が 加 速 度的 に

増 加 して い る こ とは い うま で もkい 。 研 究 所2～ るい ば 資料 セ ン ター な どに

とつ て、 文 獣 類 の購 入 予算 は毎 々膨 張 し、 利 用頻 度 は低 くて も持 っ て い な

い と安 心 で き 安い とい う心理 と稽 古 っ て、 予定 の や り くりに腐 心せ ざる を

え な い とい う悩 み は 大 きい。

この よ うな問 題 は 、一 企 業 だけ の問 懸 では な く、 もつ と広 い 視 野 で、 国

民経 済 的 更 地 か ら うま く運 用 す る 方法 は}了いか と い う声が 天 下 に満 ちて い

る∩

さ らに個 人 の立 場からみても、たくさんな 臨 晶 群 、 大量 の 情 報群 の 中 に、 裸

同 然 で立 た され てい る とい う集 燥 感 が ある。 郵 政 省 の調査 に よれ ば、 国民

の 椿 報 消化 率 は 、10年 齢 の50 .9%が 、 昭 和47年 では9.9%ま で低 下

した とレ ㌔ 次 か ら次へ と出 て くる新 商 品 、 新 サー ビス、 新 情 報 な どの渦

の 中 で 、 ・各伯 人 け、 ど うした ら この よ うな情 報洪 水 に た い して主 体 的 に対

処 で き るの か と考 え あ ぐね てい るの で あ る.

之 の よ う左状 況 は 、 す べ て 情 報 提 供 サ ー ビス が専 門 の 業 と して成 立す る

た あの 社 会 的 基 盤 で あ る と思 う。

政 策 誘i導の ポ イ ン ト

社会 的 参 盤 が あ る とい うこ とは、 潜 在 的 な マ ー ケ ソ トが あ る とし(うこ と

で あ る。 閲疑 は こ¢)潜在 的 な マ ー ケ ッ トを どの よ うに して顕 在 化 す るか に

か か つ て い る〇

一158一

●



この よ うに考 え.て くれ ば 、 情 培 提 供 サ ー ビス に とつ て の い わ ば碁 盤 整 偏

と もい うべ き仕 事 が あ る筈 で あ り、 そ こに政 策 的な配 慮 が行 わ れ て 然 るべ

き もの と思 う。

まず 第一 に、 情 報 提 供 サ ー ビス の事 業 と して の問 題点 は、 提供 さ るべ き

原 資料 の 入手 と蓄 積 お よび そ の検 索 シス テ ムの確 立 に、 か な りの 時 虐 と金

が か か る とい うこ とで あ る。 これ は情 報 「処 珪 」サ ー ビス には存 在 しな い

独 自の コス ト負 担 で あ る。 しか も、 営 々 と して積 上 け られ た シ ステ ム を ユ

ー ザー が 利用 す る と きは 前 述 の迂 り、 様 々な代替 手段 との 価 格競 争 の 中 に

さ らされ る こ とに カ る。 た とえ 一 年 に一 回 の 利用 才 に対 して も、 提供 す る

側 と して は常 に新鮮 な シ ス テ ムを用 意 してお か な くては な らた い。 利 用 に

応 じた 価 格 設定 を行 えば、 利 用頻 度 が 、 そ の 提供 サー ビス の手 業 と して の

成 否 を に ぎ る こ とに な り、 頻 度 の 維持 ない し向上 が 重 大 な 問題 点 と.ならざ

る をえ ない。ノしか も情報 マ ー ケ ッ トの性 質上 、 そ の 利用 は比 較 的 地 味 な も

の で あ り、 ピ:的効 果 を 出 しに くい 特 徴 を もつ てい る。 したが つ て 儒 茸 提 供

サ ー ビス業 は、 き=わめて リス キ ー な性 格 を もた ざ るをえ な い。

この よ うな長麺 にわ た る恒 定 竺 の負 担 を政 策 的に藪 渡 す る よ う友措 置 を

と る こ とが、 菅,執提 供 サ ー ビス 業 の 初 期 の 浮上劫 にお い て は、 きわ め て有

効 な政 策 に た る と,1う 。 もつ と も、 どの よ うな サー ビス に た い してそ の よ

うな措 セ'を とるべ きか は 、 全 休 的 な視 野 か らの十 分 な配慮 が必 要 で あ る こ

とは い うま で もな い。

第 二 け、 情W提 供 サ ー ビス は、 そ の左 書的 な ぼ料 の収 集 にお い て、 他 の

出版 物 な どを利 用 す る とい う こと を まぬ かれ 荒い。 した がつ て 、 この利 用

を め ぐつて 社会 的 な}ラ ブ ルが 発 生 す るお・そ れが十 分 あ り うる。 た とえ ば、

仮 りに あ る研究 幸i浩が 出版 物 の形 で市 販 さ れ て い るば あ い、 そ れ を ど こ か

1ケ 所 で 集 中 管互 し、 必 芸'の都 庄 コ ピー を渡+と い うよ うftサ ー ビス が行

わ れ た とすれ ば 、 出版 社 に とっ て は量 販 の メ リッ トを失 うこ とに な る。 し
、

た が つ て、 この よ う友 サ ー ビス は 、 た とえ 国 民経 済的 に は メ リソ トが あつ

て も、 そ の 出版 者 に とつ て は 販 路 の縮 少 とな るわけ で、 こ こに そ の利 害 が

対 立 す る宏 面が 生 ず る。 これ は ば あい に よつ ては著 作権 法 の 問題 と もな り

うるが 、 この よ うな予 想 さ れ る利 害 閤 係 に つ いて、 療 法料 作 厭 渚 の利益 も
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守 り、か つ そ れ を 利用 す る側 の利 益 も確保 す る とい うよ うなぶ 社会 的調 整

の 問題 も、 差 盤 整備 の重 要 な問 題 点 で あ る と思 う。
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シ ンク ・'タン クの位 愚 付 け と将 来

1シ ン ク 。 タ ン ク の 位lir.付 け

(1)情 報 産 業(p位 ピ づ け をす る に当 っ て、 情報 産 業 の定 義 を 明 らか に して

お く必要 が あ る。 情 報注 業 は 「情采 を産 出+る 産葬 」と して と らえ る の

が 常 識 で あ ろ う。 これ に よれ ば、 情砦 の 加工 。処 廷 に使 わ れ る杉械(ハ

ー ドウエ ア)は 該 当 しない こ とに 方 り、 傍 械 産 業 に入 力 るべ きで あ る.

鉄 鋼 を産 出 す るの が鉄 鍋 産 業 で あ り、 鉄 鋼 をつ くるた め の製 鉄杉 板 を

産 出 して い る のは機 械 産業 と して 分類 され て い るの と同 じ乞 え 方 で あ る。

② シ ン ク 。タン ク とは 何 か につ い て は、 い ろ い ろ と解新:が別 れ てい るが ・

「研 究 跨 発産 業 」と考 え れ ば よい で あ ろ う。 「ソ フ トウ エア 産業 」との

相 違 は、 前者 が情 報 の創 出的役 割 を も ち、 後者 が桔 譲 の 加 工 的役 割 を も

つ。 い い か え れ ば 「WHATTODO」 と 「HOWTODO」 に機能 分

養 さ れ よ う。

シ ン ク 。タ ンク は研 究 開 発 を独立 した事 業形 態(プ ロ フ ィ ッ ト 。ノ ン

プ ロ フ ィ ッ トを含 む)で 営 む もの で あ る。

(3)D.DIKSONの 「THINKTANKS」(1971)に よ る と・ ア'

メ リカの 研 究 騨 楽 予算 は$↑50B工LL工ONの 萩 模 に あ り、TH工NK

TANKSは そ れ を背景 に したTHECI、EANIF'ACTOR工ESで あ る と

して い る。

わ が爲 の研 究 椀吾 を 「群 業 と して位 置 づ け 」を した場合 、 研 究者 数

20万 人 .(含 補 助員)、 研 究 貧 支 出1兆 円 とL出 され 、 わ が 国 の10大'

歩 歩 の一 つ を 占め る こ とは 明 らか で あ り、 と くにその 成 長率 の高 さは 注
'目さ れ

る。

た だ産 業 の 形 態 が近 代 化 さ れて お らず、 企 業 の な かの一 部 門 と して存

在 して い る場 合 が 多 い。1か し、 産 業 が 近 代 化 して い く過 程 を追っ て い

く と分 業化 。専 門 化 が進 ん でい く こ とは 当然 で ある。 例 え ば 、 ラ ジオ 。

メー カーが か つ て ダ イキ ャ ス トか らバ リコ ン 。ス ピー カー ま で 白襲 した

初 期 の 時 代 か ら、 それ ぞ れ素 材 、部 品 別 の専 門 メー カー の 集 中生 産 に委

かせ 、 そ の効 率 化 をベ ー ス と して近 代 化 して い つ た。 そ の過 程 を追 っ て
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い く と、 近 い将 来 、 研 究 開 発 部 門 が 独 立 し、 分 業 化 。専 門 化 す る必 然性

が 才,り、 そ こに巨 大 な く 一 ケ ッ トが 抽か れ る可 能 性 が 予想 され る。 現 在

の 日本 の研 究 晩発 体 制 の 閉鎖 性 は 次第 に とか れて い くべ き もの ζ思 わ れ

るo

(4)日 本 の シ ンク 。タ ン ク業 界'はす でに 「シ ン ク 。タ ンク協 議 会 」な どの

組織 も誕 生 し、 経 営 的 に も左 漠 が 確 立 レは じめ て い るが、 そ の 多 くは、

政 策 指 向 の ソ フ ト。サ イエ ン ス型 シ ンク 。タン クで あ る。 これ は ア メ リ

カの ラン ド研 、 ハ ドソ ン研 、 ブ ル:ソキ ング研 な どに該 当 し、 シンク 。タ

ン クの 原 箆・で あつ たが、 売 り上 げ の必 模 と しては、 実験 室 を もつ ハ ー ド

。サ イ エ ンス型 シ ン ク 。タン ク の方 が か な り上 位 に ある。 バ テ ル研、 ス

タン フォ ー ド研 な どは痴 千 人の 研 究 員 を よ う して お り、 今後 日本 が この

パ ター ン の シン ク 。タ ンク 参'どの よ うに 育成 してい くか が重 要 な政 策 課

題 で ある。 か つ ての ⊆ 研 の 存在 の よ うな例 も昂 るの で、 日本 に そ の土壌

が ない とは考 え られ ない。

(5)コ ンサ ル タ ン トを シ ン ク ・タ ン ク の範 囲 に 入 れ るか ど うか は人 κ よつ

て意 見 ㍑ こ とな る。 ア メ リカの ブ ー ズ ア レ ンや マ ツキ ンゼ ー の よ うに 巨

大 な細 砂 が 活躍 していZの を み る と、 桔 誤 達 勢 ∩一 分 野 と して位Fづ け

る こ とが 望 ま しし〔0

2シ ンク 。タ ンクの将 来

(1)わ が 国 に おけkシ ンク 。タ ンク の あ り方 に つ いア は、 す で に主 業 ‡ 造

審 議 会 情 宰湊i業部 会 シ ン ク 。タ ン ク委 員会 が 、 昭和45年12月 の 中間

答 申 「わが 国 にかけ る シ ン ク'・タ ン クの あ り方 につ い て 」の な か で、 次

の よ うに蚤 約 してい る。 す なわ ち、 「 この よ うた フ0年 代 にお け る挑 戦

を 受 け とめ、 これ に対 応 す る た め に は、 これ 寸 で と異 っ た ア プ ロー チが

必 要 とな る。 この新 戸 な ア プ ロー チ の ポ イ ン トと して 次の よ うな点 が 指

摘 で き よ う。

① 経 済 社会 〔 高 度化 、 複雑 化 に とも なつ て、 各 分野 に お け る企 糞 をは

じめ とす る各 活 動 主 体蘭 の 着袴 的 友国 遅 性 が著 し く高 ま っ て きて い る

た め、 個 々 の企 雲 箏 の 活 動 の 効 率 〔efficiency)の 最 大 化 が そ の薬

石 で ある全 体 と して の 効 果(effecti▽enes日)の 最 適化 に一 致 しk
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い 場合 がふ え て きてお ρ、 い か に して 「全 体 と しての 最 適化 」(劇 σp-

alOpcimiza七iOn)を 達 成 す るか を考 え なけ れ ば な らな い。

②70年 代 に お け る 当面 の 課 題 と して 直面 して い る産 業公 害 問 題 を と

つ てみ て も防止 技 術 開発 政 策 、 産業立 地 政 策、 エネ ル ギ ー政 策 、 猿 境 ・

衛 生政 策 等の 広 範 囲 の 政 策 を多 角 的、 有櫛 的 に組 合 せ、 政 策成 策 の 最

適 化 を 目指 して い る。

そ の場 合 に お い て は 「 マ ル テ イデ イ シ プ リナ リー 」に広 範 囲の 学 問

分野 を 活用 す るのみ な らず、 「イ ン ター デ イ シ プ リナ リニ 」に異 質 学

問 領域 を総 合 化 しな が ら新 しい 課 題 を解 決 す る ため の 研究 開 発 を展 開

す る必 要 が あ る。 そ して、 これ を行 な うた め には 、広 汎 な 分 野 の専 門

家 を結 集 した シス テ ムズ 。ア プ ロー チ が 必要 とな り、 問題 を シス テ ム

的 に処 理 す る高度 の 計 画 、 管 理 の 手法 が新 しい使 命 を帯 び て 登場 して

くるの で あ る。

この よ うに 、 シ ンク 。タン クは、 在 来 の シン グル 。デ イ ス シプ リナ

リー を原則 とす る研 究 開 発 機 長 とは異 な り、 複 雑 な経 済 社 会 問題 に対

して マル チ 。デ イ シプ リナ リー ない しイ ン ターデ イ シプ リナー を組 織

を もつ て ア プ ロー チ し、 シス テ ム的 に 問題 を解 決 す る もの と して期 待

さ れ て い る。 ま た、 全 体 的 最 適化 を 目指 す もの で あ るか らに は、 独 立

性 と中 立性 を確 保 した 上 で 、政 策 指 向的 で なけ れ ばな ら方 い。 さ らに

社会 の墓 請 に答 え て 直 面 す る問題 の現 時 点 に お け る解 決 だ け でな く、

将 来へ の見 とお しを もつ て 問題 の 解決 をは か る こ とが政 策 を 指向 す る

以 上 、 当然 必 要 とたつ て くる。 こ こに シ ン ク 。タ ンク の未 来 指 向性 が

生 れ て くる。

以上 を と りま とめ れ ば、 シ ンク 。タン クの条 件は 次 の5項 目に要 約

され る。

1) 、独 立的 、 中 立 的 研 究 摘 発桜 蘭 で ある こ と。

2)政 策 指 向 的 で あ る こと。 ・

5)未 来 指 向的 で ある こ と。 、

4)マ ル ヂ ない しイ ン タ ー デ イ シ プ リナー で あ る こ と。

5)問 題 に対 し シス テ ム ズ 。ア プ ローチ を行 な うこ と。
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シン グ 。タン ク の あ るべ き姿 の 原 則 は 、 将 来 に お いて も変化 は な い

で あろ う。 わ が国 の現 在 活 躍 してい る シン ク 。 タン ク は、 い ず れ も こ

れ らの条 件 を 満 す こ とを 目指 して い る が、 現状 は、 な お完 全 な 態勢 に

あ る とは い い 難 い。 そ の理 由 は、 シ ンク ・タ ン ク 自身 の歴 史 が なお 日

浅 く、 経 験 と実 力 が 十 分 で 方 い こ と もあ るが 、 また 、社 会の シ ンク ・

タン ク に対 す る諸 要 求 が な お十 分 に整 五 さ れ てい ない と ころ か らも生

じてい る。

◎ 頚 在 、 シ ンク 。タン ク に おけ る受 註 の 内容 を 国 お よび地 方 の官公 需

と民 間 需要 の二 つ に大 別 してみ る と次 の よ うに分 類 す る こ とが で きる。

a官 公 宗

国 お よび

地 方 そ の 一 一一

抱匙 方 機

関

一 ＼巨{㌫

短 期的 。具体

的政策事項

、

＼

、

＼

)テ ク ノ ロ ジ ー 。 ア セ ス メ ン ト

/

轄 灘 、
l

Lそ の他現状 分析調査

国 お よび地 方 た らび にそ の他 公共 機 関 が シンク 。タ ンクに要 求 す る

もの は、 当然 の こ とな が ら、 そ れ ら当 局 の政 策 的考 慮 や行政 上 の必 要

に よ る もの で あ る。 し売 が つ て 多 かれ 少 かれ 政 弦 指 向 的 で あ る と'いえ

る。 しか し、 そ れは 必 らず し もす べ て未 来 指 向型 で あ る どは い い きれ

ない。 よ り短 期 的 で、現 実 的 。具 体 的 政 策 た い し行 政 事項 や、 現状 分

析 調査 もふ くま れ る。 中 には シ ス テ ム設 計 と称 して も、具 体 的 な詳細
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設計 や桧器、 資材 の仕様 だど、施 行設計 に近 い もの を要 求す る例 もあ

そ・
b民 需

企 業 及 び

諸 団 体

長 期 予 測

経 営 戦 略 一

経 営 戦 術一

マ ク ロ予 測 お よび分 析

一・一 」譜

L技 術 予 測

r組 織 、 販 売、 商 品、 投 資

製造、物流等

1組 織瀬 売・ili品・搬

、 製 造 、 物 流 等.

民需の場合 も同様 に長期的 ・将来的視点の問題 と短期的 ・現時点問

題 どが供存 している。 た とえば、企業の商 品計画 をとつてみ ると、長

期 の経済 。社会発展 の動向を予測 し、 さ らに技術予測 を加えて、 自社

の商品 の将来性 を分析検討す る とい う調査依頼が ある。 また5～5年

の期 間におけ る商品企 画につ いての戦略 問題 もあれ ば、 現在商品 につ

いての市場調査 依頼 もあるo

シンク 。タンクが依頼 を受け る課題 は この うにいわは抽象の次元が

極 めて高 い ものか ら、 ご く現実的 な問題まで広汎 に分布 している。 と

くに国 か ら個別 企業に至 る広汎 な層 を顧客 とする場合 この傾 向は一層

い ちじるしい。

例 と して地域 開発 の問題 を取上 げ よ う。 国の レベルでは、 地域開発

政策 の効果 の測定 とか、地域開発の国民経済 や社会生活へ の インパク

トといつ た課題 が提出される。 地方 自治体 となれ ば、特定 の地域や市
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町 村 の 土 地 利 用 や開 発 計 画 の 奉 本 篇 想 や概 念設 計 を求 め る例 が 多い。

これ に対 して企 業 か ら提 起 され る問題 は、 自社 の工 場 立 地点 の送 定 で

あつ た り、 所 有 地 の 利用 計 画、 進 出地 域 で の事 業 計 画 や 採 算 予測 工 場

跡 地 の 利用 方 法 とい つ た きわ めて 具 体 的性 格 の もの が 多 い。

④ こ れ らは い ずれ もそ れ ぞ れ 複 雑 な 条 件 を もつ 問題 で あ り、 シンク ・

タン ク と して はそ の い ずれ の段 階 に も応 じて い るのが 現 状 で ある。 し

か し、 シ ンク ・タン ク本 来 の 性 格 と して は 、 よ り長期 的 ビ ジ ョン に立

つ た 未来 指 向 の問 題 と、 この長 期 ビジ ョン実 現 の過 程 の 方策 や条 件 の

分析 を主 とす べ き もの で あ ろ う。 よ り具 体的 な問 題 につ い ては、 た と

え ば コンサ ル テ ィ ン グ会 社 や、 設 計 事 務 所 、 市 場 訴 査 機 蔑 な どに委 ね

るべ きの もの で あ ろ う。 もち ろん 、 問 題 の基 本 繧 想 か ら最 終 の具 体 化

ま での すべ て の段 階 を シ ン ク 。タン クが 自 ら作 業 に 当 らず と も、 オ ル

ガナ イザ ー と して他 機 関 との共 同 作業 を常理 す る こ とは 可 能 で あ り、

望 ま しい こ と と もい え るo

◎ この よ うな ネ ッ トワ ー ク を し く こ とは、 課題 が 複雑 化 す る につ れ て

シ ンク 。タン ク相 互 間 に も必 要 とな ろ う。 シ ンク 。タ ン ク が経 験 を つ

む こ とに よつ て、 そ れ ぞ れの 得 意 分野 が 明 らか に 在 り、 ま た規 模的 に

も相 異 を生 じ よ う。 こ うした 多 くの シン ク 。タ ンク の ネ ッ トワー ク に

沿 って 人材 の交 流 や情 報 や 知 的生 産 物 の パ ッ ケー ジが活 発 に交 換 され

る こ とが 望 ま しい と考 え られ る。

一146一

＼

■



シ ン ク ・ タ ン ク の ネ ッ ト ワ ー ク

シ ン ク

タン ク

の本

的業 務

大 型

シ ンク 。タン ク

/'

/}
シ ンク 。ポイ ン ト

/

さド
≒コン サ ルテ ィン グ

会
'

力

闘

協

機
社

場

査

社

＼

＼
設計事務引

●

シ ン ク ・ タ ン ク と コ ン ピ コー一 夕

シ ンク 亘タ ン ク に課 せ られ る問 題 の 多 くは 複雑 で 多領 域 にわ た る もの

の で ある。 した が つ てそ の 解 決 の 過 程 に お い て、 大量 の 計算 や 、 計 量

モ デ ル を考 察 し、 シ ミュ レー シ ョ ンを行 な うことが 必要 に な る。 そ の

意 味 か らい つ て シ ン ク 。タ ン クは コ ン ピュー タの 用途 を拡 大 し、 用 法

を豊 富 にす る機 能 を もつ てい る。 シ ン ク 。タンクは 自己 の組 織 内 に コ

ン ピュー タを所 有 す る と否 とを 問 わず 、 大 きな 利用者 で あ る。 解 決 す

べ き問題 か 複 雑 で規 模 が 大 き くな るほ ど、 大型 コン ピュ ー タ を保 有 し

活用 す る こ とが必 要 に な る と考 え られ る。 今 後、情 報 の 社 会 化 をす す

め る に当 っ て は、 シ ン ク 。タ ン クが果 す 役 割は 大 きい。 、

シ ンク 。タン ク とハ ー ド ・ラボ ラ トリ

高度 な技 術 と経済 。社 会 と の関 係 を考 え る上 で、 シン ク 。タ ンク が

自か らハー ドラボ ラ トリを もつ べ きか、 否 か は大 い に議論 の あ.ると こ
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ろ で あ ろ う。 ア メ リ カ に お い て も 、 バ ツ テ ル ・ メ モ リ ア ル ・ イ ン ス チ

チ ユ ー ト、 ア ー サ ・ ド ウ 。 リ ト ル 。 ス タ ン フ ォ ー ド ・ リ サ ー チ 。 イ ン

ス チ チ ユ ー ト 、 ミ ン ガ ン ・ イ ン ス チ チ ユ ー ト 。 オ ブ 。 テ ク ノ ロ ジ イ な

どの有 力杉 良 はい ずれ も強 力 な ラ ボ ラ トリを所 有 してい る。.し か し・

シン ク 。タン ク の名 の発 生 源 とい うべ き ラン ド ・コー ポ レ ー シ ョン を

ば じめ、 ・・ドソ ン ・イ ンス チ チ ユ ー ト ・ブ・・ツキ ング ス ・イ ンス チ テ

ユ ー トな ど、 ラボ ラ トリを待 たず に活 躍 してい る シ ンク ・タン ク も多

し(o

わ が匡 の壕 合 、 民 間 シ ンク 。タン クに とつ て ラボ ラ トリを もつ こ と

につ い て は少 くと も現 在 は三 つ の 問緩三.点が あ る。

第1は 、 わが 国 の産 業 界 で は企 業 研 究 所 が 多 く設 琶 さ れ ていて 、 自

社 の 研 究 開 発 は主 と して こ こで 行 たつ て い る こ とで ある。 第2は ・企

業 が 外 部の 力 を借 りる場 合 は大 学 や 大 学 附 置 の 研 究機 関 を利 用 す る慣

習 が あ る こ とで あ る。 この場 合 、 人 件 宏 や 施 設 云 を支払 う慣習 が な い

の で、 £ 用 が安 い。 したが つ て 独 立 の シ ン ク 。タン クが商 業 採郵 で大

学 や 大 学 附置 研 究 棲 関 と競争 す る こ とは きわ め て困 難 で あ る。第5に

シン ク 。タ ン クが 外部 か らの 受 託 に よ リ ラボ ラ トリー を運 営 し よ うと

す れば 、 人 材 や 施設 に大 幅 な弾 力 性 を もた ない 限 り、 不 特 定 な顧 客 の

要 求 た答 え る こ とは極 あ て困 難 で あ る。 そ れ は、 また 必然 的 に設備 内

"容 や 投 資額 め決 定 を きわ めて困 難 に せ ず に は お か カ い
。

これ らの諸 点 を考 慮 す る と、 わ が 国 に お い て 民間 シ ンク ・タン クが

ンラボ ラ トリを もつ べ き か
、 否 か は、 なお、 客 観情 勢 か らみ て断 定 す る

こ とは 困 難 で あ る。

3「 シ ン ク 。タン クの将 来 」に 関す る コ メ ン ト

(1)シ ンク 。タ ン ク袴 能 と市場

シ ンク ・タン ク の権能 に 廃 して は通 常 、 イ ン タデ ィ シプ リナ リな問題

に対 し、 マ ル チ デ イ シプ リナ リな知 恵 を 集 結 して シス テ ムズ ・ア プ ロー

チ と言 う方法 論 を駆 使 す る こ とに よ り、 問 題解 決 を はか つ て ゆ く機 能 と

され て いZ。

しか るに、 か か る概 念 の設 定 では そ の イ メー ジが 必 ず しも明確 となつ
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て こ ない。 シン ク 。タン ク の将 来 像 を論 ず るに 当 っ ては、 そ の イ メー ジ

ぬ 明確 化 が基 本 的要 件 とい え よ う。 そ こで、 シス テ ムズ 。ア プ ロ、一 チが
'
必要 にな つ て きた 理 由 につ い て解 決 を迫 られ て い る問題 の 特 性 、或 い は

そ の よ うな シ ン ク タン ク機 能 が必 要 となつ て きた マ ーケ ッ トの背景 等 に'

よ力、 補 足 的 な 説 明 を加 え て シ ンク 。タン ク機 能 の イメー ジの 明確化 を

試 み てみ る。

まず、 シン ク 。タ ンク揺 籠 を必 要 とす る 問題 の特 性 で あ るが、 シ ン ク

・タ ンク的 な ア プ ロー チ を 必要 とす る問題 を 分析 す る な らば、 一 般 的 に

はそ の 槙 連領 域 が 自然科 学 の分 野 か ら社会 科 学 の 分野 に まで 広 が っ た 問

魁 が 多 く、 又 問 題 解 決 の視 点 を よ り高 い レベ ル い わ ば トー タル 的 に ア ブ

・一 チ を行 な わ ん とす る為 に問題 の 呑成 要 素 が 多 くな り、 結 果 と して そ

の 問 題 の構 造 が不 明確 に なつ て しま う。 い わ ばiユ ユーstruρtu「 θd

prOblemと で も言 うべ き もの で あ る とい う点 で あ る。'

次 に、 そ の 同定 の オ ブ ジェク トか 極 めて抽 象的 で あ る こ とが 多 い。 即
¶

ち、 一 例 を あげ る な らば国 民 の 福祉 の 向上 で あ る とか、 企 業 の 社 会 的 責

任 の完 遂 とい う の 広 い概 念 で 与 え られ 、 従 っ て具 体的 な ゴ ー ルが 明確

で ない もの が あ る。 これ らは 問 題 の 転 造が 明 確 で な い ことに起 因 す る面

と、 オ ブ ジ ェ ク トそ の もの が複 数 の 価 値観 の調 和 を意味 して い る こと に

起因 して い る面 が あ る。

要 約す る な らば 、 柘 造、 ゴー ル が不 明 確 な問 題 の解決 が、 シンク 。タ

ン クの 機 能 と考 え て よい で あ ろ う。

こ こで 従 来 の コン サ ル テ ィ ング袴 能 との 比 較 をす る こ とは、 シ ンク 。

タ ンク杉 能 を 明確 にす る上 で も効 用 が あ る と考 え られ るの で、 簡 単 に ふ

れ て お こ う。

一 口で 言 え げ
、 コ ンサ ル テ ィ ン グ機 能 は ゴー ル が 明確 な 問匙 を解決 す

る もの で あ る ど言 え よ う。 た とえ ゴー ルが 一 見 不 明確 で あつ た にせ よ・

そ れ を明 確 に す る為 に シ ンク タ ンク 的 な ア プ ロー チ を要 す る よ うな もの

で賭 く、 問題 を整 理 して ゆ くこ とに よ 棚 碓 に な るもの で、 本 質 的 に

は 明確 で あ る と言 え るの で あ る。 こ うした、 ゴ ー ル の複 雑 さ、 明 雄性 の

違 い が、 シ ン ク ・タン ク とコ ンサ ル タン トの 相違 なの で あ る。
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次 に、 シ ンク 。タ ン ク機 能 を マ ー ケ ッ トの面 か ら と らえ てみ よ う。

日本 の シ シ ク ・タ ン ク は、 政 府 の シ ンク ・タン ク育 成 政 策 に よ り、 政

策 レベ ルの 問 題 の 委 託 を楼 に徐 々 に定 着 しつ つ あ り、 今 後 もか か る政 府

発 注 の行 政 レベ ル の 問 題 が 市 場 と して は大 き な地 位 を 占め よ う。 その 理

由 と して は、 社会 の 進 歩 に 伴 いそ の メ カニ ズ ムが 複 雑化 して お り、 一 つ

の政 策 が 関 連 す ゑ分 野 が拡 大 しグ ロー バ ル な ア プ ロー チが 畏 求 さ れ、 そ

の 院這 諸 要 素 の 多数 化 、㌢ 素 固 め 関係 の複 雑 化 が 必 然 的 に起 こっ て くる 。

一 方
、 豊 か な 社 会 が もた ら した価 値観 の 多 様 化 と講和 をは ふ つ た ゴー

ルの 設 定 が、 政 策 策 定 に際 して要 求 され てい る。 以上 の 茸 由に よ り、 今

後 経 済 の 持続 的昇 展 を前 提 とす る時 に、 政 策 レベ ル で の シ ン ク 。タ ンク

袴 能 の 需 要 は一 層 増 加 して ゆ くこ とが 予測 さ れ る。

シン ク タン クの市 場 性 を産 業 レベ ル で捉 え て み る な らば 、従 来 の効 率

追 求 型 す なわ ち利 潤 追 求 本 位 の 時代 で は、 各企 業 の範 囲 内 で効 果 マキ シ

マ ムの 意 志決 定 が行 な わ れ て きた。

従 っ て これ らの 意 志 決 定 は、 各企 業 の プ ラン ニ ング 部 門 が担 当 した り、

リサ ー チヤ 。コ ンサ ル タン ト等 へ の外 部 委 託 に よ り行 な わ れ て きた。 し

か るに企 業行 動 の社 会 的責 任 が 問 わ れ、 企 業 の効 率 追 求 と企 業 を と りま

く経 済 的 。社会 的 環 境 との 講 和 が 必募 とな り、 政 策 レベ ル の ア プ ロー チ

と同 じ様 なア プ ロー チ が要 求 さ れ るに従 い、 企 業 に お い て も シ ンク タ ン

ク賢 能 の 必要 性 が 増 大 し、 産 業 レベ ル にお い て も市 場 が 存在 し、 今後 拡

大 す る可 能 性が あ り得 る と言 え よ う。

なお、・企 業 の効 率 追 求 型 の行 動 とは別 に、 い わ ゆ る社 会 シス テ ムへ の

挑戦 と言 う面 か ら も シ ンク タ ンク 視能 が憂 請 さ れ て来 る。 この こ とは企

業 の 行 動 が環 堵 へ与 え る影 響 を論 ず る ので は た く、 企 業 の 産 出 す る財 そ

の もの の効 用 を社 会 の要 請 に どの様 に マ ソチ させ るか と言 うもの で、 今

後 の 福 祉 指 向の 産 業 の政 策 の展 開 に伴 い、 拡 大 して ゆ く分 野 の一 つで あ

ろ う。

以上 は シン ク タ ン ク に お け る主 た る市 場 につ い て論 じて きた もの で あ

るが、 上 記 の他 に程 々の分 野 に於 い て もシ ンク タ ンク橡 能 を必 要 とす る

市 場 が 展開 して こ よ うo「
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(2)シ ン ク タン クの 成 立 要 件

シ ン ク タ ン ク活動 は従 来 、 専 門 分 野 へ 特 化 した 各 シ ンク タ ン クや 各 分.

野 の 専 門 家の 憶 での ネ ッ トワー ク に よっ て形 成 さ れ る ことが 理 想 とされ

て い るが 、 そ れ ぞれ の特 化 した シ ンク タ ンク、 シン ク ポ イ ン ト、 各 分野

の専 門 家等 の 知 恵 を如 何 に評 価 し、代 価 を 払 うか を決 定 しな い 限 り.、現
　

在 の 委 員会 方 式 の 域 を脱 しえ ない で あろ うc・そ れ と同時 に、 シ ンク タン

ク 部 門 に お け る 知 恵の 所 有 権 問 題 も解 決 され る必 要 が あろ う。

しか し、 最 も重安 な こ とは、 各 シン ク タ ンク、 シ ンク ポ イ ン ト、 各 分

野 の専 門家 等 の知 恵 を 評価 し、 問 亘 解 決 に必要 な部 分 を選 択 し、 そ れ ら

を集 若 して新 しい 知 恵 を導 き出す 入 信 をい か に養成 し、 確 保 し続 け る こ

とが 出来 るか で あ る。 こ ,うした要 員 が上 記 の能 力の 他 に、 各 分 野の 専 門

家 を常 に 用 意で きる体 制 を 維 持 し続 け られ る よ うな能 力、 い わ は専 門 分

野 の人 々を惹 き つ け る魅 力 を持 っ てい る入 国 をいか に した ら確保 で きる

か とい う2点 に つ きる と言 え よ うc

一 方 、 得 られ た結 果 に対 す る評 価 は、 需主 家が 実 院 にそ れ を 実 施 した

後 の結 果 で 良 否 が決 定 され るで あ ろ うし、 そ の こ とが シ ンク タ ンク と し

て存 続 出来 るか 否 かの 評 価 に結 び つ く こと に な るの で、 最終 的 に は 良 き

ア ウ トプ ッ トを 出 しつ づけ る と い うこ とが 不 可決 の要 件 と言 え るで あろ

う。

し

一151一



産 業 の 情 報 化

1主 業 の 情報 化 の 背景 と変 化

唇 業 の 情報 化 は、 わ が国 の 経 済 活 髪 が 急 速 に拡 大発 展 す る中 で、 著 しい

進展 を みせ てい る。これ ま での産 業の 情 報 化 は 、 個 別企 業 に おい て コン ピュ

三 夕 を採 用 し、 これ を中核 と しつ つ企 業 目的 にそ つ た合 若化 を推 進 しは じ

め たの が そ の 発 端 といえ るで あ ろ う。

こ,の段 階 に おけ る コン ピュ ー タは、 企 業 活 動 の 中で 省 力化 の た めの 道具

と して存 在 し、 これ を敷 く周辺 の組 織 、 諸 設備 な ど を含 めて も、 産業 の

体質 的 変 化 を伴 な う情 報 化 とは や や距 た りが あ つ た。 しか し、 その 後 産業

が ま す ま す拡 大均 衡 発展 を とげ ゑに っ れ て、 コ ン ビユ一 夕 リゼ ー シ ヨンは

産 業 内 に 定 着 し、 省 力化 の ため の手 段 とは異 な る領 域(例 え ば解 析・ 予 測 ・

計 画 な ど)へ の 利用 が拡 が りつ っ あ る。

新 しい技 術 を工 業 化 し、 そ れ を発 展 させ る こ とに よつ て生産 性 を高 め て

行 く能 力 の 最優 秀性 は、 わが 国 の 特 筆 す べ き愚 民性 で あ り、 諸 外陸 には み

られ な い特 質 とい え よ う。 この よ うな国 民 的 資 質 が あつて 産 業 が 大量 生産

を追 求 し、 市 錫 で の 大量 消産 をは か りつつ 自 らを拡 充 しよ うとす る情 況下

に あつ て は、 情報 化 は と り もな お さ ず コン ピュ ー タ リゼ ー シ ョン を軸 と し

て、 経 済 効 率 追 求 の た め に推 進 され て きた。

産 業 の 室展 が、 国 を富 ませ国 民 生活 を潤 おす とい う国 民的 価 値 観が 支 配

的 で あつ た 社会 的情 報 の 中 では、 産業 が経 済 効 率 を高 め るた めの 手 段 とし

て情 報 化 を推 進 す るの は、 きわ め て 自然 の こ とで ある。

こ う した産 業 の 情 報化 進 展 に も支 え られ て、 写実、 わ が 国企 業 の成 長、

国 民 の 所 得増 大 、 生 活 水 準 の 向 上 が 実 現 し、 対外 的 に は外 貨蓄 積 、 経済 大

国 化 な ど諸 々の成 果 を 得 て きて い る。 しか しなが ら、 経 済 発 展 の マイ ナ ス

結 果 とさ れ る環 境 汚 染 、 廃棄 物 公害 、 安 全 性脅 威 、 社会 的 浪 費 な ど粒 多 の

問 題 が顕 在 化 し、 か つ 日除 的に は 輸 出宏 争 に お け る国 際 恒 の 調和 ある い は

資 源 。エ ネ ル ギー に お け る配 分 を ど う進 め るか とい う問題 も あ り、 産業 を

と りま く環 境 は 大 き く変化 して きて い る。 さ らに、 この よ うな経 済 的諸 条

件 のほ かに 、 産 業 がそ の 活動 を継 続 的 に発 展 させ て行 く上 に重 要 なか か わ
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りをもつ 国民の価値観の多様化は、個別企業 では容易に対応 しきれぬ よう

な困難 な条件 さえ種 々生ぜ しめてきてい る。
コ ヘ ン

この よ うな企 業を とりま ぐ環境条件の変 化は、企業活動の あ り方に も当

然 反す るものであ るか ら、 産業の情報化の あ り方、 進展の方 向に も大 き

く影響し・練 麟 わ ド呼 寧 ら に≡ ついてきた娠 追求型擁

化は」 産業側 め条件 と社会 の多様 な条件 との調和が常 に図 られつつ進 め ら

れ る よ うな情報 化 へ と、 そ の 質 的 転化 の 行 な われ る こ とが 強 く要 請 さ れ る

こ と とな る。

産 業 情 転化 の 社 会 との 対 応 は、 都 市 開発 、 流 通、 交 通 × 医療 、 教 育 、 レ

ジャ ー な どの 問 痘 に お いて 既 に み られ る よ うに、産 業 自身 が 社会 との か か

わ り合 い を常 に ふ ま え て、'そ の情 報 化 を進 めて つ つ ある とい う例 にみ られ

るo

この こ とは、 産 業 の情 報 化 の過 程 で得 られ た技術 や 成 果 左 どが、 直接 あ

るい はは 接 的 に社 会 に提供 、邊 元 さ れ、 社 会 の 情報 化 を促 進 す る主因 の一

つ とな る こ とを意 味 して い る と同 時 に、 産 業 の 側 か ら能 動 的に 社 会 に対 応

す る情報 化で もあ り、陸業 と社会 との真 に調和の とれた情 報化 『吟 り方 を

追 求す るた め の、 好 個 の 材 料 で あ る とい うこ と もで き よ う令

以 下 、 わ れ わ れ は この よ うな終 点 か ら妄業 の情 報 の現 状 を概観 し、 今 後

の 方 向 な らび に あ り方 を検 討 す る こ と と した い。

2産 業 の情 報 化 の現 状 と将 来

産 業 の 情報 化 の現 状 を概 観 す るに あ た り、 わ れ われ は主 として 次 の二 つ

の 視点 か ら述べ る こ とに す る。

一 つ は
・経 営 に おけ る苦 報 処 理 の 進展 で あ り、 今一 つ は・ 研 究 開発 榜 能

の 高度 化 で あ る。 産 業 の 情転 化 を概 念 づけ る のに、 この二 点 で十 分 とは い

え ない で あろ うが 、 以 下 の 理 由か ら、 産 業 の情 幸}化の 特 徴 を、 もつ と も具

体的 に説 明づ け る こ とが で き るの は この二 面 に おい て で ある と考 え る。 す

なわ ち、 六

経営 に お け る情 藪 処 ±・の 進展 は、企 業 の 努 力 を端的 に示 す部 面 で あ る と

い え る。 なぜ な ら、 企 業 が 環 境 の 複 雑化 と変 化 の急 速 化 に対応 し、 適正 な

成長 を維 持 す る だ めに は、 情 報処 瑳 袴 能 を高 め る こ とに よつ て 、 経営 の計
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画 化 お よび シ ス テ ム化 を推 進 し、 企 業活 動 の効 率性 と合 目的性 の 向上 を図

らね ば な らない か らで あ る。 この こ とは、 今 日で もそ うで あ る様 に、 これ

か らの経 営 者 に とつ て、 情 報 処 五機 能 を企 業 経 営 にい か に有 効活 用 で き る

か 否 か を一 層 強 く要 請 す る もの となろ う。

次 に、 研 究 開 発 椋 能 の高 度 化 につ い て考 え る と、 企 業 が 社 会 環 境 と調 和

しつ つ 成長 してい くた め に は、 外 部 情 報 を 多角 的 に収 集 し、 とれ に基 づ い

た 的 確 な判 断 を必 要 とす るがそ れ に即応 して市 場 の 求 め る よ り よい財 お よ

び サ ー ビス の提 供 を可 能 とす る の は、 研 究 開 発桜 能 の 充歩 で あ る とい え よ

う。

(1)経 営 に 設 け る情 報処 五 の進 展

① わ が臼 に コ ン ピュー タが 導入 さ れfttt)は 昭 和50年 代 の 後半 か らで

あ るが、 以 来、 そ の 設 仁 台数 は飛 蹉 的 な増 大 を見 せ てい る。 な か で も

最 近5eSit:']の 伸 び は 年 平均3'5%(48年3月 末 現在17,255台

JECC統 計)を 示 し、 コン ピュー タ化 は きわ めて 急 ピ ッチ で 進め ら

れ て い るぷ

この筒 、 そ の 適用 範 囲は、 給 与 、 会 計 、 在 庫 管 だ な どの 人 手 の 代替

か ら、 次 第 に予 算 編 成 、 業 績 評 価、 需給 等 の 予 測 、 装 髭 産 業 にお け る

プ ロセス ・ コン トロー ル、 さ らには 鉄 道、 航 空 紀 、 宿 泊 施 設 の シー ト

リザ ベー シ ヨ ンシ ス テ ム等へ と拡 げ られ る な ど、 企 業 活 動 の重 要 な部

分 を 担 うに至 っ てい る。 以 下 、 そ の 内容 を具 体 的 に述 べ て み よ う。

定 型 的 な 日常 ≡ 務 処 主 か よび管 五 業 務 の 分 野 に お け る コ ン ピュー タ

化 は 、処 五 の効 率 化 と省 力化 を す す め、企 業 は 人 的 資源 の 有 効活 用 を

行 うこ とが可 能 と左つ た。
'

ま た、 この よ うな個 別 シ ステ ムに よる 内部 管 廷 デー タの一 元 的 把握

は 、 プ ラン ニ ング 。シス テ ム に対 す るデ ー タ提 供 袴 能 を可 能 にす る と

い う点 で 、企 業 に お け る情 幸F誕生 体 系 の基 礎 と な る部 分 で あ る。

オ ペ レー シ ヨナ ル な 面 で は、 鉄 鍋 業、 化学 工 業 、 石 油 工 業 な どの装

置亮ξ業 に お い て、 設 備 の大 型 化 に伴 い、 操 業 の 安定 化 を図 る ため に、

プ ロセス ・オ ー トメー シ ョ ンか らプ ロセ ス 。コン トロー ルへ と コン ピ

ュー タは積 極 的 に導 入 さ れ て きた。 さ らに最 近 では、 杉 板 産 業 を中 心
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に コン ピュー タ技 術 を ベー ス と したNC機 械 が 数 多 く導 入 され る よ う

に な つ た。 これ に よつ て、 設 計、 生 産 と無 人 倉 庫 とを結 ん だ、 い わ ゆ

る総 合 製 造情 報 シス テ ムが確 立 し、 ま た、 ・ア ・シ ・ン産 業 た鮒 る

柄 出 しと いつ た工 程 に も コン ピュ ー タが フル に活 用 さ れ、 そ の利 用 範

囲はますま す拡失 している。 これ らはいずれ も、設備の大型化 と処 理

技 術 の高 度 化 を支 え る と同 時 に、 生 産 性 の 向上.と労 働 時 間 の短縮 化 を

もた ら した。 労働 の 不 足 は 今後 と も深 刻化 す るで あ ろ うか ら、 こ う し

た 面 に お け る コ ン ピュー タの果 す 役 割 は一 段 と高 まっ てゆ くもの と考

え られ る。 ま た、 この よ うな オペ レー シ ヨナ ル な面 に おけ る コン ピュ

ー タ利 用 の 進展 は、 二 次産 業 に だ け 見 られ る現 象 では ない。 例 え ば水

産 業 に お い て ブ イ を活用 した漁群 の 探 索 と捕 獲 へ の利 用、 そ して、 旅

行 業、 輸 送業 、 そ の他 サ ー ビス業 に お け る利 用 な ど、一 次 産業 、 三 次

産 業 に か い て もそ の 活用 は 目ざま しい ものが あ る。

っ ぎに、 プ ランニ ン グ に 資す る面 では、 多変 量 解析 、 産 業 連 関分 析 、

シ ミュ レ ー シ ョン等 の 科学 的 経 営 手 法 を活 用 した生産 計 画 や 投 資計 画

の策 定 、 マー ケ ツテ ン グ アブ ロー チ に よ る販 売 、 広 告計 画 の 立案 な ど

コン ピュー タの 有 効 利 用 は次 第 に増 加 して きて い る。

この よ うな、企 業 活 動 に お け る多 面 的 な コ ン ピュー タ利 用 の進 展 は 、

各 部 門 の効 率 化 を 図 る と と もに、 企 業 内 の み な らず 複 数企 業 閲 にお け

る、 撰・違 部 門 を有 機 的 に結 び つ ける シ ス テ ムへ と発 展 して きた。

す な わ ち、 耐 久 潜蟄 財 産 業 に多 く見 られ る よ うな事 後処 理 と生 産 工

程(販 売部 門 と生産 部 門)と を結 び つ け た い わ ゆ る、 オー ダー 。エ ン

ト リー ・シス テ ムや、 組 立産 業 に お け る親 企 業 と下請企 業、 あ るい は

家 電 メー カー と輸 送業 者 、 コ ン ビナ ー ト内 に お け る各 企 業、 高炉 メー

カー を中 心 と して、 商 社、 造 船、 自動 車 メー カ ー等 を結 ん だ企 業 間 シ

ス テ ム等 がそ れ で あ る。

ま た、 銀 行業 の 為替 業務 につ い て の 全 銀 協 デ ー タ通 信 シス テ ムや オ

ン ラ イ ン 。バ ン キ ング 。シス テ ムの 相 互 乗 入 れ 、 鉄鍋 情 報 シス テ ム な

ど、 同業 極 内 に お け る企 業 間協 力 に よ る シス テ ム も開菟 され てい る。

これ らは い ず れ も各企 業 に おけ る橡・能 的 な協 力 撰 係 を一 層 深 め る こ と

T155・ 一一



に よつ て、 迅速 で 的確 な情 報 に基 づ く適 切 な生産 計 画 の策 定 を可 能 に'

し、 あるい は 事務 処 理 あ迅 速 性 、`正確 性 の 向 上、 副 次的 効 果 と して の

不 要 在 庫 の 減 少 な ど、 企 業経 営 の効 率 化 を もた らす こ と となつ た。 な

か で もぶ 企 業 同 の 結 び つ きの 強 化 は 、計 画 的 で、 安 定 した経 営基 盤 の

確 立 に少 なか らず寄 与 して い る と思 わ れ る が、 そ れ らはい ず れ も コ ン

ピュ ー タの 持 つ優 れ た情 熱 処 理 能 力 に支 え られ た もの といえ よ う。

② .以上 述 べ た よ うな情 報 処 垣 の 高 度化 は、 今 後 共、 つ ぎの よ うな 面 に

お い て一 層 の 進 展 を見 せ る もの と思 われ る。

一 まず
、 個別 企 業 にお け る事 務 処 在 、 管 理業 務、 予測 、 解 析業 務 な

どの情 報 処 褒 は 、 そ の 内容 の 充実 と質 的 向上 を一 層 進 め、 企 業 経 営 の

効 率 化、'計画 化 を 推 進 し よ う。

ま た、 オ ペ レー シ ヨナル な 面 にお け る企 業 閨 シス テ ム に つい ては、

局 面 の拡 大 が図 られ よ う。 なか で も シー ト。 リザ ベ ー シ ヨ ン 。シス テ

ム ・オ ン ライ ン ・バ ンキ ング ・シス テ ムな どの 顧客 情 報 シ ス テ ムは、

銀行 、 デパ ー ト、 スー パニ 、 旅 行 業 者 、 輸 送 業者 等 の有 耕 的 な連 繋 が

深 め られ る こ とに よつ て、 消 致考 へ の 利 便 の増 大 を もた ら'すこと と な

ろ う。

つ ぎに、 プ ラン ニ ン グ面 の情 秦処 理 に喫 して は、 外 部情 報 の活 用 が

求 め られ よ う。 企 業 を と りま く環境 の 複 雑 化 と変 化 の急 速 化 は、 企業

が そ の活動 を行 うに あた つ て考 慮 すべ き範 囲 の拡 大 を もた ら した。 そ

のた め企 業 は 広 範 囲 に わ た り、 よ り多 くの 外 部 情 華 を収 集 。蓄和 し活

用 す る必要 を強 く感 じて い る。 こ こで、 必 要 な外部 情 報 とは、 科 学技

術情 報 、 特 許情 報 、 消 費、 生 産 動 向 や 労働 力 といつ た マ ク ロ経 済 情 報 、

企 業 財 務 分析 情 報 、 マ ー ケ ッテ ィ ング情 報 な どの 国内 外 の情 報 で あ る。

現 状 で は これ らの情 報 を僅 々 に あ るい は部 分 的 に提供 す る桧 民は 存在

して い るが、 全 体 と して ネ ッ ト 。ワー ク を幣成 す る仕 組み とは なつ て

い な い ため、 各 企 業 が 独 自に 素 デ ー タを収 集 し加 工、 蓄 積、 処 理 して

い る。 しか し、 これ らの情 報 を収 集 、 蓄 積 し活 用 す るた め には、 大 型

コン ピュー タ を中 心 とす るハ ー ドウエ ア の整 備 と高度 の知 識 。'技術 を

もつ て 多数 確 保 して お く必 髪 が あ るが、 これ らの条件 を満 た す には か

一156一



、

な りの企 業 力 を要 す る。 した が っ て この 面 にお け る情 報化 の推 進 は 大企 業

企 業 と中 小企 業 との格 差 を広 げ る こ とに な ろ う。

そ の た め、 企 業筒 に おけ る情 報 格 差 の是 正、 外 部 情報 の収 集 、 蓄積

に要 す る社 会 的 費用 の節 減 な どの点 か ら、'現在 進 め られつ つ ある業 界

団 体 あ る い は官 公 庁 を は じめ とす る公 的 鞍 魔 に よるデ 三 夕ンぐン ク シス

テ ムが早 期 実 現 の は こび とな る こ とが求 め られ る。 同 時 に、 企 業 にお

け る情 報処 理 の高 度 化 を側 面 的 に支 え る意 味 で も、 情 報産 業(シ ンク

タ ン ク、 ハ ー ドウエ ア産 業 、 ソ フ トウ エ ア業 、情 報処 理 。提供 業)の

育成 強 化 を 必 要 と し よ う。

今 後、 この よ うな環 境 の整 備 とハー ド、 ソ フ ト両 面 に おけ る コ ン ピ

ュー タの 発達 に よ り・ 企 業 経営 の 効 率 化、 計 画化 、 シス テ ム化 は一 層

進 展 す る とい え よ う。

(2)研 究 開 発 機 能 の 高度 化

① 量 か ら質 へ の 転転 、 使 い捨 て社 会へ の反 省 を奉 読 ど.した需 妾 の高 度

化 、 多様 化 の 中 で新 規 需要 を開拓 し、 ほ 民 的 欲 求 を先取 り し、'それ に

適合 す る財 お よび サ ー ビス の提 供 を行 っ て い くため、 企 業 ぱ外 部情 報

に即応 し うる 態勢 を整 えて お く必 要 が あ る。 そ のた め には、 マー ケ ッ

テ ィ ング か ら生 産 、 販 売 に至 るま で の あ らゆ る段 階 におけ る揺 籠 を組 、

織 的 に結 集 す る必要 が あ る。

今 日に お け る産 業 お よび 社会 じ 造 の 複 雑化 は、 技 術 や製 品 の及 ぼ す

影 響 とそ の範 囲 を企 業 が 的確 に捉 え る こ とを き わめて 困 難 に して い る。

この よ うな情 況 の 中 で、 企 業 は 新製 品 の 開発 や改 良、 あ るい は生 産 プ

ロセ ス や メ カニ ズ ム に つ いて、 ま た、 製 品 の流 通 な どに対 し、 新 た な

視 点 か ら検 討 を加 え る と と もに、 他 産 業 との シ ス テム化 を推 進 す る こ

と に よ り、 財 お よび サ ー ビス の 提供 に際 して安 全 性 と供 給 安定 性 を確

保 す る努 力 が 必要 と な る。 、

この よ うな新 た な視 点 は 、 いわ ゆ る ソ フ トサ イ エンス、 ソフ トテ ク

'ノ ロジー の 領 域 に 求 め られ るの で あ る
。'

産 業 に お け る研 究 開 発 の 今 後 の方 向 は、 従 来 の よ うな個別 の 領 域 に

お け る技 術 の追 求 か ら、 他 の 異 な る分野(企 業 あ るいは 珪業)と の 分
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、

担 方 い し協 力 に よる もの へ とそ の 重 点 が 移行 して ゆ くで あ ろ う。 これ

は、 研 究 駒 発 集 団 に設 け る ネッ トワー クの形 成 を 要 請す る もの とな ろ

う。

この よ うな意 味 か ら、 研究 醗 活 動 に 湖 る機 能 性 を総 合 性 噛 す

る マ ネ ジ メ ン トの 重.妄性 が 高 ま る こ と とな ろ う。

そ の た めに は、 豊 富 な知 識 と経 験 の蓄 積 に基 づ い た 指 導 力 と若 い エ

ネ ル ギの もた らす 創 造 性 に加 え て、 膨 大 かつ 多様 な情 報 を処 理 す る能

力 を必 要 とす る。 した が つ て、 この よ うな砺 究 汚発 活 動 にお い て は、

科 学 的研 究 続 発 手 法、 技 術 予 測 お よび 評 価手 法 の高 度 イヒのみ な らず、

大 量 の情 報 の蓄 積、 桧 策 組 合 せ を可 能 とす る コ ン ピュ ー タの存 在 は欠

かせ ない もの とた る。

今 日ま で榑 報 は ピラ ミッ ドの 頂点 に近 づ くに従 い そ の集約 度 を高 め

て来 た。 した が つ て、 この よ うな頂 点 の 情 報 に 近 い者 が より高度 た意

思 決 定 を行 い うる状 況 に あつ た と考 え られ そ。 しか し、 コ ン ピュ ー タ

に よ る情轄 の 蓄 積、 検 索 機 能 の 高 度化(た とえ ば デ ー タ バ ン ク な ど)

は、 企 業 の 中 にお い て も組 議 の基 底部 に い る人 々の 創 造 性 を発揮 で き

る よ うた状況 を作 りつ つ ある。 そ して、 人閲 に固 有 の 知 的活 動 の一 つ.

の 願 わ れ と もい うべ き ヒ ラメキ と コン ピユー クの 持 つ 斥漣 情 報 の洗 い

出 し とが 有玲 的 に組 み合 わ せ られ る こ とに よ り、 知 的 創 造活 動 の よ り

一 層 の進 展 が図 られ る こ と とな ろ う。

② 今 日、.技 術 革 新 は一 つ の 壁 に到達 した段 階 に ある とい わ れ て い る。

しか し、 革 新 的 な技 術 のみ が新 製 品 を創 出 し、 わ れ われ の 社 会 を豊 か

にす る もの では ない。

こ こで、 わが 国 に お け る産 業経 済 社会 の 完 展 を振 り返 っ てみ る と、

それ は重 化 学 工 業 を 中心 と して、 海 外技 術 の導 入 を行 い、 欧 米 先進 国

と同 種の 製 品 を生 産 し方が ら輸 出競 争 力 を強 化 して 来 た。 そ こには 初

期 の発 展 段 階 に お い て これ を可 能 に した 良質 、 低廉 な労 働 力 が得 られ

た こと な ど、 い くつ か の 要 件が 存 在 してい た こ とは 事実 で あ るが、 そ

の 中で 見落 して は な らない 重 夢 な点 は、 わが 巳 が新 しい 知 識 や技 術 を

い ち早 く吸 収 し、 これ を 自家薬 籠 中の もの とす る とい う能 力 に非常 に
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優 れ てい た とい う事実 で あ る6い わ ば知 恵 の大 衆 化、 技 術 の 実 用 化 に

長 けて い る とい うこ とで あ る。 そ れ は、 薗民 的 資質 に よ る もの で あ り、

西 欧 に おけ るそ れ め よ うに、傑 出 した少 数 の エ リー トの先 導 す る社 会

と国 民一 人一 人 の等 し く高 い教 育 レベ ル と向上 意 欲 に支 え られ た 社会

と との相 違 に よ る もの とい え よ う。 この こ とは、 現 在 も生 産 工 程 の 中か

ら新 しい ア イ デ アが 提 起 さ れ、・そ れ が 具 体 化 され て い る といつ た事 実
'

か ら も うなづ け よ う。

この よ うに、'わ が 国 は 先 進 的 な技 術 を 工業 化 す る能 力 に おい て優 れ

た特 性 を もつ 国民 で あ る といえ よ う。

わ れ われ は、 これ ま でそ の 国 民 的 資 質 を、 主 と して、 大量 か つ 低廉

な商 品 の供 給 の たあ の 大 量 生 産技 術 の追 求 に向け て きた。 しか し、今

後 は、 新 た な 問 題 と して 資源 、 壕 境 と調 和 す る よ うな 生 産 の プ ・セ ス

に おけ る質 的 高度 化 へ と転 換 す る必要 が あろ う。

この よ うに、 わ が国 産 業 の 今後 の 発 展 は、 これ ま で の過 程 に おい て

生 じた ネ ガ デ イ ブ な結 果 の 反 省 もさ る こ となが ら、 プ ラス の成 果 の 中

か ら新 しい 方 策 を見 い 出す とい う私 極 的 な姿 勢 の 中 に とそ 、 その 前 進

の 原 動 力 が あ る もの と考 え る。 ・'ご

(5)知 的 労 働 の増 大

企 業 にお け る情 報 処 珪 機 能 と研 究 晩発 杉能 の 重視 は、 そ の 結 果 と して

知 的労 働 力 の増 大 を もた ら した。

そ の具 体 的 な願 わ れ け、 研 究 廟発 部 門 の 重視 に伴 う研 究 老、 技 術者 な

どの 需 要 の増 大、 鉄 鍋 、 石 油、 化学 工 業 な どの装 主 の 大型 化、 複 雑 化 に

伴 う技 術 者 育 成 の 必呈 性 の増 大、 ま た、 コン ピュー タ リゼ ー シ ョンの進

展 に ょる シス テ ム エ ン ジニ ア ・プ ログ ラマー な どの情 報 処 理 技 術 者 の需

要 増 大 に 見 る こ とかで き る。

なか で も、 特 に 濡髪 の 高 ま りが著 しい の が情 報 処理 技 術 者 で あ る。
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そ れは、 企 業における知的活動 とこれ を支 える知的労働者 に対す る要

請 と省力化 の伸長 に よる知的労働の相対 的比重 の増 大に よる ものである

が、 そ の結 果 、 知 的 労 働者 と もい うぺ き職 能 を もつ た人 々が産 業の 中 に

形 成 され て来 た。

この よ うな企 業 に お け る知 的 労 働 の増 大 は マ ネ ジ メ ン トにつ い て も新

た な対 応を求め ること となる。第一 は、 管理 面におけ る自中庄 の拡大で
、

あ る。 それ は知的労働は 肉体労働 とは異って、 メン タル主要素 に左右 さ

れ易い面が 多で あること。 お よび知 的活動 にはそ の妄 想をたすけ る意味

で 舳 嬬 囲気秘 要 とされ ることな どに よろもので ある・ 詰 ・繍

労働者 は 自か らの知識 と職 能'あるいは職域に対す る意識が高 いため、研

究 に付随 して発 生す る庶務 的な作業 を敬遠 しがちで あるが、 これを効率

的に処垣す るか否かが研究活動その ものの遂行 忙大 き く影 響す るρ この

ように管逗 面におけ る 自由度 の拡大 と組織 の統制 との バ ランスに問題が

生ず る場合 が多い。

第二 は専門知織 の ライフ ・サ イクル と能力開発 につ いてで あるが、 こ

の点 にぼ しては、 生涯 教育の問題 とスペ シャ リス トの処遇お よび ・一テ

シヨンの問題 に帰着 しよ う。 第三 は知諒労働その もの に対す る評価の問

題 であ る.こ 樋 わが融 社会 的肚(夕 蝉 ・ 購 労働都 対 する過

大 娠 求 と所遇 とのずれ)に よるも傭 よび経営者 あるいは菅縫 の評

価能力 の2つ に大別 で きる。企 業内において問題 とltる のは後考である

が、 これ については先 に述べ た管理面の問綴 と併 せ てマネージ ャーの 資

質 に依存す る ところが 大きい といえ よラ・
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5.産 業の情 報化 と今後の課題

(1)産 業 の情 報化の進展 につい て、 企業活動 におけ る情報収集、処 理能 力

を基盤 とした外部情報 に対す る的確 な判断 力 と、経営計画、 研究開発等

の知的活動の重要性はます ます高 ま りつつ ある。

しか し、 これ に要す る多額 の費用 と専 門的 な知識技術 を有す る人材を

多数 確保す るこ とは大企業 につ いてのみ可能で あるといえ よう。 このた

め、 現在資本系列 グループあるいは大企業 とその下請企業間等 におい て

形成 され ている情 報系列 と呼 ばれ る新たな提携 関係は一層 緊密化 しよう

が、 これに伴っ て、企 業間の情 報格差はます ます拡大す る こととなろ う。

一方
、 これ までの コ ンピュー タ リゼー シ ョンは、大企業 中心 に進 め ら

れ て きたため、 中小企業 の事 務量 をかえつ て繁雑 にしている面 がある。

特 に、 中小企業は、 コンピュー タ リゼーシ ョンに対す る適応 力に乏 しく

(人 材 の確保 と併せて費用 負担能力が必ず しも高 くないため)、 大企業

との情 報格差 を次第に広げつつ ある。

この よ うな情報 系列の緊密化お よび企業間の情報格差の拡大 は、企業

活動 の 自由度 に対す る制約や競 争制限的 な傾向を助長する とともに、 公

平 な競争 を阻 害す ると考え られ る。 したがつ て、 この ような弊 害を未然

に防止 し、併 せて情報の収集 と蓄積 に要す る社 会的 費用 の節減 を図 るた

め、官公 庁お よび業界団体等 におけ る情報提 供の仕組みの充実 が要請 さ

れ る。特 に中小企業 につい ては コンピュー タの共同利用の推進 あるいは

情報処理業 の活用、 中小企業向け の低廉 な小型 コンピュ ータの開発 。供

給 な どを行 い、情報化 の推進 を積極的 に助成す る必要が あろ う。

現在、銀行業 においては企業間協 力に よる為替業務の共同処理 が行 わ

れ てい るが、 との ような同業者 に よるコ ンピュータの共同利用 は一部、

中小企業 において も繊維業等 にその例 を見 ることが できる。 これ らはや

が て共 同仕 入、共 同配送 などの情報の結合 に基 づ く協業化へ と発展す る

ことにな り、 流通機構の システ ム化 を推進 しよう、、企業間を結ん だ共同

情報処 理 システ ムは同業者間 あるいは親企 業 と下請企業の ような縦系列

においてのみ形成 され る ものではない。た とえば、商社、船会社、 保険

銀行 等の貿易に関す る一連の事 務を集中処理す る総合貿易情 報 システ ム
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が そ れ で ある。 本 シ ステ ムは 、 これ ま で の国 内 にむ け る特 定 の 企 業 間 の

枠 を越 え た国 際 間 の情 報 の結 合 を 進 め る もの とな ろ う。 しか も、 この よ.

うな 国 際間 を結 ぶ情 報 シ ステ ムへ の 試 み の い くつ か は、 ア メ リカ、 ヨー

ロッパ に お いて 具 体 化 さ れ つ つ あ る。 した がっ て～ そ の 動 きに 一歩 で も

遅 れ る こ とは、 今 後 わ が 国 に お け る情 報 化 の 国 際的 な 展 開 に際 し大 きな

制 約 を 課 す る こ ととな ろ う。 そ の た め、 国 際 間 に おけ る シ ステ ムの イ ン

タ ー フ ェ ー スは もと よ り、 わ が 国 にお け る シ ステ ム開 発 の 推 進 とと もに

コ ー ドや 書式 の標 準 化 の み な らず 機 器 の 開 発 や そ の間 の イ ン ター フ ェ ー

ス、 あ るい は共 通 ソフ トウエ アの 開発 な ど周 辺的 な基 盤 の 整 備 が 要 請 さ

れ るo

以 上 の よ うな情 報 に よる協 業 化 あ る いは 系 列 化 さ らに は 国 際 化 の進

'展 は
、 や が て個 別 企 業 あ るい は 企 業 集 団単位 に お け る最 適 化 の 枠 を、 わ

が 国 産 業 界全 体 の斉 合 性 を図 る方 向へ と拡 げ て行 くもの とな ろ う。

(2)産 業 構 造 の面 か ら情 報 化 に よる特 徴 的 な 変 化 を捉 え てみ る と、 第 一ー－va、

い わ ゆ る新 産業 群 の 形 成 を挙 げ る こ とが で き よ う。 これ らは 企業 活 動 の

シ ステ ム化の 過 程 に おい て成 長 した もの が、 内部 サ ー ビス機 能 の 外部 化

の 形 で 当 該企 業 か ら新 産 業 と して 独 立 した もの が 多 いが ・ そ の 他 に 機 能

の 一部 が特 化 し これ を中 心 に 変 貌 した もの、 新 た に参 入 した もの な どが

あ る。

具 体 的 に は、情 報 産業 、 都 市 開 発 産 業 等 の シ ステ ム型 産 業 、 研 究 開 発

に 特 化 したR&D産 業、 繊 維 製 品 を中 心 と した フア ツシ ヨ ン産 業 た どで

あ る。

第二 は情 報 に よる新 た な企 業 間 の 結 びつ きの 強 化 で あ る。 た とえば 、

都 市 開発 、 食 品 コ ン ビナ ー ト、 配 送 基 地 の建 設 等 に おい て、 これ ま での

企業 集 団 の枠 を越 え た企 業 間 の 機 能 的 な協 力関 係 が結 ばれ てい る。 また、

情 報 系 列 化 と呼 ば れ る よ うな、 こ れ ま での 財 に よ る結 合 にか わ る情 報 に

よる 企業 間 の 結合 の 強 化 も特 徴 的 な 現 象 と して い え ようc

この ような 企業 活 動 に お け る システ ム化 の 進 展 は組 織 の 機 能 分 化、 多

角 化、 多 国 籍 化 を もた らす と と も'に、 そ の 活 動 範 囲 を一 層 拡 大 させ る。

そ の 結 果、 企業 活動 を従 来 ま での 枠 の 概 念 で捉 る と とは 、 実 態 に 即 さな
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い状 況 となつ て来 た。 た とえば、 総合 商社 、 シ ンク タγ ク な どを 中 心 に

検 討 が進 め られ てい る ニ ユ ニ タ ウ ン ・プ ロジ ェク トは 、 商 社 の オ ー ガ ナ

イズ 機能 を ベ ー ス に都 市 開 発 に おけ る小 売業(百 貨 店、 ス ーパ ー、 自動

車販 売店 な ど)く サ 』 ビ ス業(銀 行、 ホテ ル、 電 気 、.ガス な ど)さ 運 輸、

通 信(パ ス、 タ ク シ ー、 新 屋社)、 レ ジャ ー(劇 場 、 遊 技 場、運 動 施 設)

な ど と公共 施 設 との 有機 的 な結 合 を図 ろ うとす る もの で あ る。 そ して 、

建 設 後は 新 会 社 を設 立 す る こ とに よつ て 公 共性 と効 率 性 の 調 和 が とれ た

運営 を 行 な う こ とを予 定 してい る。 な お、 この 中に は キ ヤ ツ シユ レ ス ・

シ ステ ムな どこ れ ま での 成果 を 土 台 と した 新 た な試 み が 積 極 的 に 導 入 さ

れ て い るo

医療 システ ムに つ い て は、 昭 和40年 か ら45年 頃 に か け て、 コ ン ピ

ュ ー タ ・メー カー 等 に お い て進 め られ た 薬 品の 在 庫 管 理、 病 院 内の 業 務

処理 、 従業 員の 健 康 管 理 、 臨 床 化 学検 査の 自動 化 な どの ホ ス ピ タル ・イ

ンフォ メー シ ョ ン 。シス テ ムの 成 果 を 、 シ ンク タ ンク あ るい は ソフ トウ

エ ア産業 等 が加 わ り、 広 域 化す る とと もに地 域 社会 に 密着 した シ ステ ム

と じて 開発 し よ うとす る もの で あ る。 今 日、 医 療 の もつ 高 次 の社 会 シ ス

テ ムを実 用 化す るに は 種 々の 問 題 が あ る が、 や が て は北 欧 等 に おけ る先

'進 的 な シ ステ ム と結 びつ くこ とに よつ て国 際社会 シ ステ ムへ と発 展 し よ

うo

都 市 交 通 システ ムに つ い ては 、 自動 車産 業 に お け る将 来の 交通 体 系 と

そ の 中 での 輸 送 手 段 の 開 発 に 関 す る研 究、 シ ンク タ ンク等 に お け る都 市

交 通 問 題 へ の ア プ ロー チ な ど、 そ れぞ れ実 用 化 が 進 め られ つ つ あ るが 、

現時 点 に おい て は 、 手 段 の 利 便 性 と シ ステ ムの 公 共 性、 経 済 性 の ベ ス ト

ミック スの 点 に お い て宏 お 一 層 の研 究 を要 す る段 階 に ある。

そ の 他 、物 流 シ ステ ムの 地 域 的、 国 際 的 な展 開、'CAIの 普 及 な どを

挙 げ る こ とが で き る。 以 上 は い ず れ も社会 シ ステ ム と呼 ば れ る もの で あ

るが、 それ は 政府 や 企 業 な どを 中心 と した情 報 化 が 社 会へ と広 ま りつ つ

あ る こ とを示 す と同 時 に 、 企 業 が 消費者 あ るい は地 域 住民 との対 応 の 幅

を ひろ げ、 質 的 な 変 化 を と もない つつ 企 業 活 動 を進 め よ う とす る姿 勢 の

顕 わ れ と見 る こ とが で き よ う。 企 業 の 社 会 シ ステ ムへ の ア プ ロー チは情
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報処理 技術 の著 しい発達に よるところ大 であるが、 それ と同時に、企業

の機能的協 力関係に よつ ては じめて実 現 しうるもの であることも見逃 し

てはな らない点で ある。

なお、 これ ら社会 システ ムの開発 に際 しては、 そ れが市民生活に密着

した ものだけに、 システ ムの信頼性 と安全性の保証 が強 く求 め られ ると

ともに個人に関す る情報の機密の保持、 システ ムの 画一性、硬直性な ど

につい ての十 分な配慮 を必要 とす るといえ よう6

㈲ 今 日、 企業は社会 を構成す る有 力な集団 として、 社会 との調和を図 り

つつ 活動 を行 うととが 強 く求 め られてい る。そ れは、 もはや これか らの

企業の維持、 成長は 企業 を とりま く環境 との 調和 な しでは行い得 ない こ

とを意味す る。 しか し、 この ことは同時に、今後、 企業 が これ まで効率

追求の道 を一 直線に進ん だ ことに よるネガテ ィブな結=果に もとつ く制約

を十分検討 し、そ れに対処 する'ならば 長期 的には より健全 な企業の発展

をもたち す といえ よう。

この ように、 今後の産業 の情報化の基本的方向は、情 報化の視点を効

率の直線 的 な(単 なる利潤の)追 求か ら社会 と企業 との調 和をふまえた

質的向上の追 求へ と転換す る必要があるが、 その内容は、 これまでの企

業 活動に よつて もた らされた ネガテ ィブな結果の解消 と、 産業 をと りま

く環境の改善 とを(企 業の具体 的な活動 を通 じて)め ざす とともに、 企

業 活動にお ける新たな対応の場 を拡げ ようとす る もので ある。

以上の ような観点か ら、産業の情報 化の展開に 関す る今後の方策は、

つ ぎの2つ に大別 して検討す る必要がある と考 える。それ らは、①企業

経 営におけ る合 目的性の 向上、② 産業 活動の社会調和、の2点 であ る。
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① 企業経営 にお・け る合 目的性 の向上

企業 の経済 的機能 の効率化 に関す る領域におけ る方策は、本来、個別

の産業 あるいは企業 の 自主努 力に期待 され る部分が きわめて大 ぎ込。一ヂ

なわ ち、既に述べ た よ うに、情報処理の高度化 をベース に企業活動 の効

率化 とシステム化 を進 める と同時 に、 とれ を支え る知的労働力の確保 と

有 効活用のための雇用形態や就労形態の改善 な どを行 な うものである○

この ような企業 内 。産業内 の情報化 は、,これ までの延長線上 に進 め ら

れ る もの と基本的 に変 る ところは ないが、その中 におい ても企業活動 の

目的の正当性 や外部 不経 済 に対す る配慮 を忘れてはな ら=ない。

② 産業 活動の社会的調和

ここで検討 される方策は、 産業 内はむ ろんの こと産業 間におけ る協 力

関係(コ ンセンサス)の 形成 を前提 とす るもので ある。

そ の内容は、2つ に大別す ることがで きる〇一 つは製 品あるいはサ=

ビスの提供 の内容に関す る もので、 も う一 つは産業活動 の中に社会 その

ものを とり入 れた シス テムの開発 を通 じて産業 とこれを とりま く環境 の

改善 を積極的 に進め るもので あるo

前者 の方 策 としては、企業 の行 う革新 あ るいは創造の内容を変え る こ

とにある。社会 の変化 は企業 の革新 的 あるいは創造的活動 の結果 に負 う

ところが大 で あると考え るが、い まま でその本 質は企業 自体の経済 的成

長 や他企業 との競争 とい う点に主眼がおかれ ていた○そ のため、製品 の

本源的 な機能 の向上や安全性の確保 、 あるいはサー ビスの向上 な どでは

な く、製 品の計画的陳 腐化 や無用のバ リエー ション、 再販維持価格な ど

反 社 会 的 な 資源 の 浪 費 や 物価Q上 昇 を もた ら して きたoこ の ことは、 消

費 財 の み な らず 、 サ ・一ビス の面 に お い て も契 約条 件 の片 務 性 な どに 見 る

こ とが で き よ うo

今後 は 、 そ うい つ た マ イナ ス 面 を と りのぞ く とと もに、 企業 の研 究 開

発 の重 点 が質 的 充 実 に 向 け られ る こ と とな ろ うが、 そ の 際、 これ ま で の

みか牡 の鞭 椎 一 部瀦 レ・す る螺 煎 じ・ う・ との点 に 関

し産 業 内は む ろん の こ と消 費 者 も含 め た コ ン セ ンサス を得 る ため の 努 力

を 進 め る こ とが要 請 され るoそ の た め に ろ、 産 業 力消 費者 サ ー ビス に関
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す る情報 の提供 を積極的に行 うことが望 まれ る。 この ことは、現在、 情

報の過多あるいは片寄 りに もとついた消費生活の混乱 の発生 を防止す る

とい う副次的効果 を もた らし得 よう○

この ような行動を経 て、産業は、 これま での 〔産業 におけ る効率追求

が社会 に対 し経済的な豊か さを もた らす 〕とい う暗黙の コンセンサ スに

替 り うる新た な価値観 をさ ぐ り出 し、そ の方 向に沿った産業 の情報化の

展 開 を推進す る ことが で きるで あろ うo

以上は、 これ ま での財お よびサー ビスの提供 の内容 を社会の求め る方

向に対応 して変 え て行 くものであ るが、第二 の方策は、更 に進んで産業

の新 たな活動 の場 を求めてそ の範 囲を拡大 しよ うとす るもので ある○

それは、 これまでの産業 の情報化 の過程 で蓄積 された技術 力を、 医療、

都市、交 遊 ど麟 と社会が共 通 してカ・枝 てい る問題 の縦 のために

有効 に活用す る もので ある。既 にそ の具体的 な願 われ は、先に述べた よ

うな 社会 シス テ ムへ の ア プ ロー チ の 中 に 見 い 出 す ことが で き るo

社 会 シス テ ムは 、 産 業 とこれ を と りま く社 会 とを一 つ の シス テ ム と し

て 批 、 そ こに新 た な ・ ミユ ニ ヶー シ ・ンの 場 を設定 す る もの で あ るか

ら、 これ を開 発 す る産業 サ イ ドか らの能 動 的 な ア プ ロー チが 必 要 で あ るo

そ の た め には 社 会 にお け る多 元的 な価 値 観 をい'か に して一 つ の方 向 に ま

とめ るか につ いて の方 法 論 との た め の 基盤 整 備 を 必要 とす るoそ れ は社

会 と産業 との 対話 の場 の殼 定 で あ るo

今 日、 産 業 は 社 会 の あ らゆ る層 と密 接 な相互 関 係 を深 めて い るoそ れ

故 に、 産 業 の 情報 化 は 広 い裾 野 を持 つ 問題 で あ るoし た がつ て、 産 業 の

情 報化 がそ れ ま での 効 率 追 求 の 姿 勢 に 加 え て、 社 会 との調 和 を も と り入

れ る こ とが で き る な らば 、 わが 国 に おけ る産業 経 済社 会 の 発展 は も と よ

り世 界の あ らゆ る分 野 に とつて 、 望 ま しい発 展 の方 向 で あ る とい え よ うo

4.産 業 の情 報 化 の将 来 ビジ ョン

産 業 が、 そ の 活 動 を今 後 と も適 正 水 準 に お い て発 展 させ てい くた め に は、

す で に ふ れた よ うに 産業 自身が 社会 との調 和 をい か に 図 るか とい うこ とを

真剣 に 考 え な け れ ば な らない 情 況 に い た つ てい る○
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産業 の情報化は・社会的調和 をは勧 、社会の諸問題 を縦 に導 く上 に、

有 効なイ ンパ ク トを与 え る とされてい る。 この ζとは
、 い うまで もな く、

麟 が社会 あるいは社会 システ・を構成す る有力 な一員 と しての灘 を果

たす ことに対 し・社会 の期待が ⇔ めて大 きい ことを意味 しよう
。

前轍 でに見 られ るごと く、現在 での産業 の情報化は
、産業 が 自らの

合理化 を迦 ・産業韻 の効率 摘 め ることをね らいと して
、いわば麟

自身の価縫 準に もとつ いて促趨 れて きている
。 そ してそれはぽ 業 を

齢 する個別企業内部の情報化から異雛 業間での情報化へ
、ざら罐 業

と社会 との離 に紺 る儲 化へ と拡 劫 をみせてい るが
、 こ うした繍

化雌 陸 離 ある考筋 は・ 峰 越 大 き く変化 している と幽 短 い。

換言す れば・社会環境が急速 に変化 し、国民 の銅 醐 が多様化 してい るな

かで・産業の繍 化 の影 響 を受け とめる社会の要請 を組み入れ てゆ く
こと

の是非、 方法 等の検討が充 分なされていない と考え られ る
。

麟 の繍 化 の進展 とと もに、社会、生活に謝 る繍 化 も三⇔ つつ あ

るが・ これ らすべて を包 含す る聡 として
、社会 シス テ・を考 えるな らば、

その構成要素 である産業の情 報化は
、 ひ とり産業 サ イ ドの条件 だけ でな ぐ

社会の意志・社 会の要請に よつ て勘 られ る・とカ・必要 といえ る
。

社会 システムは・構成員 の シスデ・に関する購 と
、 シス テムか ら得 ら

れた情報がそれ 自体・ 治 テ ・の鴫 簸 な－gB分 を齢 す る と助 願

を もつてい るo

つ勃 ・社会 システムは
・蹴 ず 記 鞭 を続 け ると考 え られる。 した

がつて陸 業・社会・ 個人等ぷ 噸 の システム(情 報化)に 関する繍

が・不正確 あるいは不充分 であるならば
、 システ・を制御 す ることぱ そ

らく困難になるで あろ うo

現在 の社会 ・個人 についてみ安 き
、情靴 あるいは情報 システ。にっ

いて・社会・臥 は・ それ ら醐 する嫡 、準備 を もつ てぽ とは言暖
い・麟 の硫 化閲 する桧 の意志

、要請が適確であるためには、社会
個人鯖 靴 幽 する翻 水勧 上昇力・必要で畝 社会の知的成維

力、
車 ることも・麟 と社会 との調細 とつて必勲 ことと埼 ・う

_例
として・社飾 紐 る繍 が聴 してい泣 めにあらわれる情擁

イン。
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レな どの ネ ガテ ィ ブ な現 象 は、 情 報 価値 の 評価 に 関す る社 会 の水 準 が 高け"

れ ば、 発 生 レな い で あ ろ うし、 ま た発生 した と して もそ の波 及 は少 な いで

あろ うo

この よ うに、 産 業 、 社会 、 個 人 の情 報化 に関 す る知 的水 準 の差 が せ ば ま

る こ とに よつ て、 は じめ て産 業 の情 報化 は 受け 手 で あ る社 会 の 要 請 を組 み

入 れ て 次第 に 高 次 な ものへ と進 む こ とが で きる で あ ろ う。

と ころで、 社 会 の知 的 水 準 を高 め るた め には、 適 切 な情報 に よる教 育 が

必要 とさ.れ るoこ こでい う教 育 とは 、 きわ め て 多面 的 で あ るが 、 産業 が社

会の構成員 と してそ の役割の一端 を担 うべ き立場に ある ことは払 う迄 もな

い っ す な わ ち経 済 全般 をは じめ、 医療 、 教 育 、 レ ジャー 、 交 通 等 に関 連 す

る産 業 活 動 を 通 じて提供 され る 情報 の:社 会 に及 ぼ す影 響 が ひ じ よ うに大

きい こ とを 考 え れ ば、 産 業 は 情報 化 を推進 す る過 程 に お い て、 社 会 の レベ

ル 。ア ップ に 資 す るた め の有 効 な方 策 を考慮 す べ きでは ない だ ろ うか
ひ

た とえば 、 産 業 の発 展 に よ り物 質 的豊 か さが 社 会 に もた らされ た、 一 方 、

「消費 は 美徳 」に象 徴 され る よ うな 社会 的 浪 費 現 象 を ひ き お こ した責 任 の

過 半は産 業 に あ る とされ てい る。 これに 対 して 、 消 費者 が 購 入 した商 品 の

中 に、 商 品 自体 の経 済 価 値 とは別 の 知 的付 加価 値 を見 出 し、 自己 の 創造 と

して 大切 に磨 きあげ て い くよ うな、 』 わぱ 、 新 個 性 主 義 と もい うべ き考 え

方 の提 唱 な り誘 導 が 産 業 に よら て 為 され て よい で あ ろ う。 そ のた め には 、

画一 的 製 品 の大 量 生 産 とは 異 な る技術 そ の他 の 研究 開 発 が 基 礎 に あつ て
、

そ れ に値 す る商 品 の 提 供 が 必要 とな る∩

次に 、 現 在 の 社 会 は 価 値観 の 多様 化 を特徴 とす るが、 そ こに おけ る産業

の情 報化 の役 割 りを 考 え て み よ うo

工 業化 時 代 に お い て は、 産 業 は 強 大 な工 業 力 を春 景 に、 多量 の物財 を社

会 に 提供 し、 物 質 的 豊 か さ を もた らして き たが、 産 業 に よる物 財 お よび サ

ー ビス の提 供 に よる 「社会 生 活 の向 上 」とい う社 会 全 体 の コン セ ンサ スが
、

=豊か さ の到 来 と と もに変 化 を きた し、 多様 な価 値 観 の存 在 す る社会 にお け

る産 業 の役 割 が 論 ぜ られ る こ と となつ たo現 在 の ご と き複雑 化 し流 動 的 な

社会 で は、 絶 対 的 価 値 観 は殆 ん ど存 在 しない とい つ て よい で あろ うoな ぜ

な ら尾 大 な情報 が 常 に とびか い 、情 報 は 他 の 情報 と影 響 し合 うこ とに よ り
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徹 ず変化 し了い き・価値観そ の ものは情熱 よつて変化す る と考え られ

るか らで あるo

価値観 の多様化は・ 桧 蹴 和 を とる ことを困輸 してい る
。 それは、

現在 の社 会⇔ いて・得 て して・善悪二つの難 に ・つて相異 る価値翻 茸

論ぜ られ る ことに も起 因 している と賊 るで あろ う
。桧 を構成 す狸 素

が 多 くなれ徴 るほ ど・それが離 に絡み あい、そ の状態の中 では
、 もは

や・議 的 に価値判断 す ることは明 らかに不当 である
。国(行 政)の レベ

ノレ⇔ いては・政策志 向的 に打 ち出された ものは
、国民(社 会)と の間で

多面的 に繍 を交換 しあ噸 轍 ・る・ンセンサスを得る ことが必 要であ
ろ うし・ また達 業 と社会 との対応 ぼ いて も湘 互 に情報 を交換

しあ う
過程 樋 して・は じめ て・ 明 ら旅 別個 の価値意識 立ってい る瀦

の間
に一 ンセンサス陶 の可能性が疑 る もの といえ よう

。
こ糠 で・麟 は・多様 嫡 値観 を一元イヒす る、 ある醐 多元的 緬 値

雛 肯定 し杜 での行 嚇 式 の決定 は瀕 とさぬ かつた と畦 、 うが
、

豊 か 斑 会 の到来以後・ ・の ・ うな タイプの嚇 撫 決 す機 能順 請
さ

れ てい る・ そ して・そ のために も、麟 は、繍 イヒ縫 の力点 を
、従来の

経営嚇 追求 か ら・上述 の よう聞 会へ の対応へ と移 してい か鮒 れ購

らないで あろ う〇
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1情 報 の 流 通 促 進'・ 一 ・

Aデ ー タ バ ン ク の 確 立 ・ 、L'・;'L

1'基 本 的 な考 え方'情 報 の流 通 促 進 を 考 え る視 点'《;

(11前 提'・ ・.-t-i-t・ ・

今 日情 報 化 と くに 情 報 の流 通 促 進 を考 え るに 当 っ てはv産 業経 済 面 で

の 情 報 化 と同 時 に 社会 生 活 面 で の情 報 化 を 考 え て ゆ く必 要 が あ る'ぷ'

た しか に 国 の 経 済 政策 もこれ迄 の 成 長 型 、生 産 二輸 出 優先 型 が ら 安定 型 、

福 祉 ・内 政 充 実 型へ の 転 換 が は か られ 、 社 会福 祉 や 国 民 生 活 面 での見 直 し

と重 点 指 向 が進 め られ て い る中 で この 面 での整 備 ・充 実 が と くに強 く望 ま

れ て い るoし か しなが ら 情報 化 の基 盤 ・整備 とい う視 点 か らは 、・'情報を利

用 す る主 体 、 目的 等 情 報 ニ ーズのパ タ ニノの違 い ゴ'情報 提 供 の 方 法 、形 態 の ・

相 違 さ らに は対 価 意 識 、'価格 形成 の パ タ ー ンの相 違 等 に よ り∵一これを同 一

に論 ず る こ とは適 当 で な い と思 わ れ る。'「 …-tlゴ

従 って こ こで は一 応 産 業経 済面 で の情 報 化に 焦 点 を絞 っ て そ め流 通促 進

の あ 夕方 を 、考 え てみ る ことに した い。'ぺ ㌧

・'② 産 業 経 済 面 で 情報 化 を 要請 して い る背 景 ・㌧ 工

周 知 の よ うに 今 日わ が国 の 産 業経 済 は大 きな変 革 に 当 面 じて い る。 こ

うした 中 で 企業 の 意 思 決 定 や 日常 活 動 面 で情 報 二・一 ズ は]層 増 大 しく 多 様

化 しつつ あ り、 そ の 効 率 的 な利 用 体 制 の 整備 確 立 が求 め られ て い る。

具 体 的 に は 、次 の よ うで あ る。 ・:t.yI:t:…:J:

① 知 識集 約 型 産 業 構 造 へ の移 行 は、 これ迄 の 圭 と・して装 置 や労 働 力依 存

型 か ら知 識 ・情報 依 存 型 へ の変 化 を促 進 してい るげ∵・lS":∵

② 企業 を と力 ま く環 境 条 件 の は げ レい変化 は内部 情報 重 視 型 か ら外 部 情

報重 視 型 へ の 変化 を促 して い る。 ・'・ ・'・ ←一

⑤ 経 済 活動 の広 域 化 と市 場 の 多 様 化 ね、 これ迄 の 限 定 情報 、個別情報注 目

型 か ら、 総 合 情 報多 角情 報 注 目型 へ の 変化 を 足 して い る。・

④ 情報 の過 剰 な い し 激 化 の傾 向 は 、 これ迄 の 画一 情 報 の 押 しつ け一 方

通 行 型 か ら必 要 情 報の 選 択 双 方 向型 へ の 変 化 を促 して い る。
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⑤ 資 源 鐙釣 、省 力 化 等 リソー スの効 率 利 用 の至 言:↑は 、 情 報 の有 効 活用 と

流 道 化 を促 して い るo

⑥ 適応 型 か ら問 題 解 決 型 へ の 企業 の 行動 パタ ー ンの変 化 は 、予 測 ない し

計 画 に基 く情 報の 収 集 と先 行 投 資 型 の 情報 蓄 積 を促 してい る。

以 上 が今 日産 業経 済 面 で の 情報 の 流 通 化 を 要請 して い る主 た る要 因 で あ

るか 、 さ らに これを 支 え る もの と して、 企 業 に お け る コン ピュー タ の普 及 、

シス テム マ イ ン ドの形 成、 さ らには 、 コ ン ピュ ー タを 軸 とす る情報 処 理 、

伝 達技 術 の ハ ー ド、 ソ フ ト面 での進 歩 向 上 等 も顕 著 な もの が あ る。 こ う し

た 中 で産 業経 済 面 での 情 報 化 の促 進 につ い て新 しい 観 点 か ら、'基盤 を整 備

し、 そ の 有効 利 用体 制 を 確 立 す べ き、 極 め て重 要 な時 期 に 当 面 して い る と、

い え よ うo

(3)情 報 の流 通 の 基本 パ ター ン

情報 の 流通 促 進 を はか つ て ゆ くに は基 本 的 に次 の2つ の パ タ ー ンが あ

る。 即 ち その1つ は限 定 され だ特 定分 野 に お け る個 別 デ ー タバ ンクの確 立

を通 じ て伊 別 の 情 報 ニーズ に対 応 す る情報 提供 体制 を 整 備 す る こと。他 の

1つ は、 総 合 的 な い し複 合 的 な デ ータ バ ンク機 能 の確 立 を 通 じて、今 日の

情報 ニー ズの 多 様 化 に対 応 す る情報 提供 体 制 を整 備 す る こ とで あ る。

もち ろ ん 前者 も現 実 に は、 障 害 も多 く、 い わば 茨 の 道 で あ り、後 者 は よ

り一 層 多 難 な道 で あ る。 しか しこれ を 克服 し打i拍 して ゆ く方途 の中 か ら、

情報 化 へ の基 盤 整 備 の 方 向 と具 体 的 な施 策 が解 明 され よ う。 あ え て情 報 の

流通 化の 課 題 の 中 で デー タ バ ンクの確 立 を メ イ ン テー マ の1つ と して と り

あげ る所以 で あ る。

④ 情 報 の流 通 促 進 の すす め方

方策 と して 前述 の よ うな2つ の基 本 パ タ ー ンか あ る。

そ れ ぞ れ につ い て 、基 本的 な方 向 とす すめ 方 を考 察 して み よ う。

1)個 別 デー タ バ ンクの 整備 確 立 の 方向

① 個別 デ ー タバ ンク の主 体 が政府 、民 間の い ず れ で あ っ て も、 その

存在 意義 と有効 性 を 保 持 し うるため に 、'ぶデ ー タ バ ンク が存 立 し うるた め

の 自 らの経 済 社 会 的 基 盤 と主 体 性 を確 立 して ゆ くこ とが必 要 で あ る。

② そ のた め に は 、具 体 的 な情 報 ニ ーズ に 対応 し うるよ う、 目的 な り、
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ね らいを 、 明確 に し、効 果 的 な提供 体制 を確 立 す ると と もに 、 さ らに、 デ

ー タ シニ ア リングの 形 で広 く情 報 の有 効 活用 と コス トパ フ ォー マ ン スの 向

上 を は かっ てゆ く配 慮 が 必 要 で あ る。

ま た、 チ ー タ・ミンク形 成 の 望 ま しい形 ね、 そ れ ぞれの 分 野 で 特 定 の 目的

の ため に 、 デー ク処 理 が 行 なわ れ た 情 報 素材 が、 さ らに多 目的 に活 用 さ れ

る よ う、 汎用 性 を もった形 で収 集 蓄 積 され 、提供 され てゆ く、 パ タ ー ンで

あ り、今 後 そ うした 面 を配 慮 した 計 画 的 な シス テ ム化 が望 ま れ る.○

⑤ 以上 の よ うな 視 点 か らは 、 デ ー タの 汎用 性を促 進 す る ため の各 面

で の 標準 化 と くに デ ー タの 標準 化 が 必 要 で あ る。 ま た これ らを 推進 す るた

め の 政府 そ の他 の 公共 的 機 関 に よ る ガイ ドライ ンの設 定 と くに 情 報 の体 系

化 とそ の補 助育成 策 が強 く望 まれ る。

④ チ ー タ の汎 用 性 、 公 開 性 を 前提 とした場 合 、 情 報 の価 格 形成 面 で

は 、不 利 に な り、 採算 性 が と りに くい こ とか ら、 社会 的 な必 要 性 に もかか

わ らず、盲 点 化 し、 情 報 の ス プP－ ル化 現 象を 呈 す る こ とが懸 念 され る。

これ らに対 しては 、 政 府 ま たは 第5セ クタ ー に よる先 行 投 資 型 ない し、

ギ ャ ップ補 填型 の 施 策 が 望 ま れ る。 そ の意 味 で は、 従 来 の 民 間 主導 型 な い

し、放 任型 か ら、 政府 の 計 画補 填 型 な い し、第5セ クタ ー推進 型 へ の転 換

が必 要 な時 期 に来 てい る0

2)総 合 的(複 合 的)デ ー タ バ ン ク機 能 の整備 確 立 の方 向

① 情 報 ニー ズの 多 様 化 と情 報依 存 度 の増 大傾 向の 中 で どち らか とい

えば ・ プ ロ ダクシ ヨ ソオ リエ ソ テ ツ ドな、特 定 分 野 で の個 別 デ ー タ バ ンク

型 か らユ ー ザ 一 汁 リエ ソ テ ッ ドな形 での 巾広 い 総合 的(複 合 的)な 情報 提

供 機 能 の 整 備確 立 が期 待 され る よ うに な る。

② こ うし た要 請 に応 え るた あ に は、個 別 デ ー タバ ンク の デ ー タを 一

ケ所 に集 中 管理 す る形 で の 集 中型 大 型 デー タバ ン クの形 成 は 物 理 的 に も困

難 で効 率 か悪 く現 実 性 に 乏 しい。 従 っ てそ こでは 個別 デ ー タバ ン クを、 総

合 した ネ ッ トワー ク方 式 と ク リア リング セ ンタ ー機能 の確 立 が必 要 であ る。

⑤ ネ ッ トワー ク方式 に よる情 報 の 流通 化 を は か る ため に は 、 ハ ー ド

ソ フ ト面 は もと より、 社 会 的 ・制度 的 側 面 での各 種 の問 題 を丹 念 に解 決 し

て ゆ く必 要 が ある。
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④ 情 報 ネ ッ トワー クの形 式 に 当 っ てはそ の機 能 範 囲 と組 み合 わせ 方

ま た、 ネ ッ トワー クの 中心機 能 で あ るク リア リン グセ ンター の あ り方に つ

い て充分 吟 味 し情 報 の流 通促 進 ニ ー ズ へ の対 応 とい う観 点 か ら現 実 的 なパ

タ ー ンづ く りが必 要 で あ る。

⑤ 以 上の よ うな 諸 問 題 矛、 解 決 してゆ くた め に は、 情 報 の ニーズ サ

ー ベ イ とそ の結 果 に基 く情報 提 供 機能 の フ ィー ジ ビ リテ ィスタ デ ィ さらに

.埣 頬 触 静 サ ー ビス(テ ス ・パ イ ・ ッ.・)の 錨 に よる アセ ス ・ ン

ト等を行 ない具 体的解 決策を見 出 してゆ くことが必要 で ある。

.,.・ ⑥ 給 的(齢 的)な テ タ・ミン繊 能嘩 僻 立を難 してゆ く
上 で当 面 の現 実 的 な方 策 と して、 次a)2つ ¢)パ タ ー ンPl{考 え られ るOこ れ

らの 制約 条件 な り問 題 点 を 明確 に し、 そ の 解 決 策 を見 出 して ゆ くこ とが呉

越 へ頭 道鵠 拠 る・鵬1つ は・政府各省庁礁 計 る統計データ
を 中心 とす る行 政 情報 ネ ッ トワー ク シ ス テムの 早 急 な る具 体 化 と、 その異

所 躍 難 戦 酬 である・2つ にぱ 民敵 細 る業界賑 軸 心 ・

烹 礫 界嚇 ㌣ ヂ 靴 よる繍 の共同」FIJ用㈱ の整備 撲 酬 ・さら

咋 は官民間ネ.ヅドワニクシステムの整備である。 もちろんこれちを通 じて
さ らに 地 域 間 ネ ッ トワー クの形 成 と地域 に よる情 報格 差 の解 消 が指 向 さ れ

る必 要 が あ る。

2醐 す 領 主 野 間駄 駄

(1} 、個別 プ ー タバ ンt.ク0一発 展 を阻 害 して い る要 因L .対応 策

1)情 報 ニー ズ の把 握の困 難 性 に?い て

鱗 経溺 会面で噸 鐡 化の激化ぽ 腸⇔ 靴 と嚇 化溌 営

活動 麟 化と鹸 化といった漣 唆 課口 と情 賑 之 も、扶 多様
化 し、複 雑 化 し、 流 動 化 し、 情 報 に 対す る価 値 観の 変 化 もは げ し く方っ て

い る。 こ う した 中 で デ 一 夕バ ンクは多 量 の 博 報を 体系 的 に収集 、 蓄 積 し、

提供 して ゆ こ うとす る も¢)だけ に 、 そ こ:では当 面 の 情報 ニーズ の把 握 と同

時 に、 さ らに将 来 を見 通 した戦 略 的 な展 開 が必 要 で ある。 この よ うな長期

展 望 を ふ ま え た 、 情報 ニ ーズ の把 握 と対 応 策 を 見 出 してゆ く こ とは 、 きわ

め て困 難 な課題 で は あるが 情報 提供 機 能 と しての 、 デ ー タバ ン ク形 成 と発
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展を考えてゆく給 ・最 埴 野 点であろう。

具 体馳 は現実点 での繍 ニーズの把握方法の探究
、将来 に向 かっての

ニーズ の 変化 の予 測 方法 の研 究
、 デー タの ライ フサ イク ル と、 デ 一夕 バ ン

グの 調整 、適 合 策(ス ク ラ ップ&ビ ル ド方式)の 検 討 な どが 必要 であ る
。

2)コ ス トパ フt－ マ ソスの 悪 さ に つ い て 、

個別 デー タ バ ンク が そ の 扱 う範 囲 を特 定 分 野 に限 定 して も
、"情報 の

体 系 的 な収 集 、 蓄 積 、 提 供 を 行 な お うとす る場 合 そ こで は 当 然 に その 分 野

についての全 ての データを網 羅 してお く必要が あ り相当の労力 と
、費用の

投入 を必要 とする。 しか し、 それ に見 合った利用価 値を生み 出す こと.は至

灘 であ り・≒ ス.トパ 万 一マ ンスの面 で醜 を厳 て いるケースが多 い。

従 っ てデータバ ンクの形成 に当 っては、 その 目的 、社会、経済 的 な意義 と
'役 割

・収支 採麺 か ら嬢 命 を扮 に検討 し、主体性 擁 立鍵 盤 を確

立す るとともに、髄 情報の朋 化、そ れぞれのデータ烈 ンク疏 通 ネ
.

ト7-一 ク化 極 じて・ ・ス トパ フ 分一マ1ンスの向上 払 は かっ 七ゆ く・と
モリ ノ

が必要 であろ う・ 杜 ・その ため には、 ・・一 ドソフ 噛 での麟 の流通化

を可能 欲 しある基礎的 な条 件 の醜 も蠣 ⑰ ろ う
。 一一

5)情 報 の対価意識 、価 格形成 の未成熟 について

一方わ が国 では情動 対価 聯 が低 く
・・現実 には、価格形 成の ・カ

ニズ ムも殆ん ど欠 如 てい る
・

.・の旗 ・ データ・・ンク事 業の収支 採算を
一層困難 な ものに して いる

0

4)シ ステム技術 面 での未 整備 づ・て
.

綻 分敵 ついての個別 デ三 夕・・ン～で もその扱 う情報の領域 が拡

が 加 ベルが多層化 して くると・ シ ステ嘩 胸 願 も、種 々の醗 媚

題が でて くる・ と く
.職 事 ス テム ・の関連 で・ファセシ・・シ治 ・辱 につ

いて+分 検討 し・整備を してお く必要 が ある
。その ためには、相当の時間

と労加 腰 とされ ているわ けで ある穴 同時醸 しい発想 撞 く醗 が

期 待 さ れ る。

¢}総 合舷 データバ ンク辮 の発甦 、醒 してい硬 因 と対応策

1)総 合的 データバ ンク機能 の あb方 の未解明 につ いて

企業を と憤 く・環境 や条件 がはげ しく変イヒしてゆ く中 で情報需要
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も多様 化 し流 動 化 し、 複雑 化 して くる。 これ に と もないユ ザー サ イ ドか ら

は個 々の専 門 領 域 に つ い ての デ ー タ ーバ ンク機 能 もさ る ことな が ら
、 よ り

巾広 い複 合 的 ない し総合 的 な 情報 提 供 機 能 へ の 欲 求 が 一段 と強 ま る傾 向 に

ある。 と くに 情報 氾 濫 、 情報過 剰 化傾 向 の 中 で 、必 要 な 情報 が的確 に 入 手

で き ない とい う嘆 きは 強 いo

しか ,しな が ら この よ うな総 合 的(複 合 的)i7'一 一タ バ ンク機 能 の あb方 と

そ の確 立 の方 向 に つ い て、 必 ず し も十 分解 明 さ れ て お らず、 コ ンセ ソサ ズ

もえ られ て い ない 。従 っ て 当面 少 な くと も情報 ニ ーズ の態 様 、 レベ ル頻 度

・ 料 金 抵 抗 等 に つい て把 握 の 上 、 総合 的(複 合的)デ ータ バ ンクの扱 う領

域 、 提 供方 法 等 に つ い て、 吟味 し、 そ の あ り方 に つ い て検 討 して み る必 要

が あ る。 そ れに して も、 そ れは 原則 的 に は、 各分 野 での 個別 デ ー タバ ンク

の ネ ッ トワー ク方式 を と る ことが 、 最 も適 切 と思 わ れ る。 それ は
、次 の4

つの 理 由 に基 くもの であ る。

④ 櫃捌 デ ー タバ ンクの デ ー タ を1ケ 所 に集 中管 理 して提供 す る こ と

は、物 理 的 に も困 難 で あ り無 駄 が多 い。

② 個捌 デー タバ ンクの 主 体 性 と独 立 的 発 展 を 妨 げ る こ とな く、 有 機

的 な結 合 とその 相 互 発 展 をは か り うる可能 性 を もっ て い る。

⑤ 情報 需 要 の実 敵 応 じ取 扱
.う情 報 領顕 個 別 デ ータ ・・ンク の組 合

わ せ)の 拡 大 、 縮 少 を通 じ調 整 しや す い。

④ 情 報 の ネ ッ トワー ク形 成 を 可 能 な ら しめ る ハ ー ド、 ソ フ ト面 で の

条件 整 備 も今 後 大 い に期待 で き る。

従 っ て広 範 な総合 的 な情 報提供 機 能 に つ いて は、 原 則 的 に は、情 報 の ネ

ッ トワー ク形 式 を とる こ どを 前提 に そ の 具 体 化 の 方策 を解 明 し、強 力 に推

進 して ゆ くこ とが望 ま しいo

以 下 この よ うなパ タ ー ンを 前提 に主 要 な問 題 点 と対 応 策 につ い て 吟味 して

み る こと に した0

2)各 種 情 報 源の 未成 熟 に つ い て

情 報 ネ ッ トワー ク方式 を考 え る場 合 ま っそ の 構 成要 素 であ る、 個別

デー タ バ ン クの 整 備確 立 が まず必要 で あ る。 こ.の 点 に つ い て政 府 、 業界 団

体 ・ その 他 の 民 間 企 業 で も有 用 な価 値 ある情 報 が各 所 に集 め られ てい るが 、
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体系的 嗜 齢 れ・利 用 し易 い形 で管理 されてい るケー スが乏 しく
、社会

的 に未 整 備 な状 況に あ る。 これ らの各 種 情 報 源 の情 報提 供 機 能 の 整備
、 近

代 化 、 シ ス テ ム化 を 促 進 す る ため に 政 府 また は 、 公 的 機 関 に よ る マク ロ的

視 点 か らの 揃 づ け、 整 備 の だめ の補鵬 成 策 が必 要 で あ る 。

5)デ 一一タベ ー スの 標 準 化 の未整 備 に つ い て

個 別 デー タバ ンク相 互 間 で、 デ ー タベ ー スの 面 で 共通 性 が欠 け て い

る と利 用 段 階 で ユ ー ザー側 に 多 くの 手間 と費 用 が かか り
、 情 報 の相 互利 用

を 阻 害 し、 情 報 の 流通 化 を妨 げ る要 因 とな る。

この ことは ・一 方 では ・ デー タベ ー スの標 準 化 の 立 ち遅 れ と他 方 で は、

個 々の デー タ バ ン クの独 自的 、 合理 性最 適性 の追 求 とい っ た こ とに基 くも

の で あ る。 従 っ て基 本 的 には 、 デ ータ ベ ース の 標 準化 を 強 力 に 推進 す る た

め 、 政 府 また は 公 的 機 関 に よる 、 ガ イ ドラ イ ンの策 定
、 そ の普 及 の ため の

助 成 、 標 準 化 メ リ ッ ト(標 準 化 汎 用 性の 増 大 ・情 報 の流通 化 市場 の 拡

大 コス トパ フォ ー マ ンスの 向上)の 周 知 徹 底 等 を はか る 必要 が ある
。

同 時 に す でに独 自の 形 で動 い て い る個 別 デー タ バ ンクの デー タの相 互 利

用 、 流 通 化 を は か る ため に は 、 次 の よ うな対応 策 が現 実 的 で あ ろ う
。

i三lli三 三三1竺相違ト;::一 ジ・ソ・システー

:㌶ ㌶ 違}今共通のシ・一・スを用意する・

⑥ シス テ ムの相 違 → イ ンタ ー フ ェー ス方式 を開発 し準 備 す る
。

4)ネ ッ トワー ク 方式 と くに ク リア リング機 能 の あb方 の未 確 立 に
つ い

て

総合 的な情報提供機能 を1ケ 所集中型 ではな く、個別 データバ ンク

の ネ ッ トワー ク 方 式 に よ って行 な う場合 そ こ では
、 さら に、解 明 を要 す る

問 題 が い くつ か あ る。 だ とえば次 の よ うな問 題 で ある
。1つ は ネ ッ トワ_

ク の構 成 の仕 方 について・2つ は ク リア リング セ ンター機 能)
4運 用 方式 に つ

い て で あるo

以 下 簡単 に ふ れ てお こ う・
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1ネ ッ トワーク の 構成 の仕 方 に つ いて

ネ ッ トワー ク は本 来 い くつ か の点 と、各 点 を相 互 に結 び 合 う線 に

よ って構成 され る。 情 報 の ネ ッ トワー ク とい っ た場 合 、 この点 に 当 る の が

個 別 デ ー タバ ンク で あ り、線 と して最 も望 ま しい の は 、 オ ン ライ ン とい う

こ とに な る。 しか し、 ネ ッ トワー ク の 構成 は、 情 報 ニーズ の 実 情 に即 しな

.が ら当面.は形 式 よ り も保 有 情 報 の 内容 と整 備状 況 に着 目 して次 の よ うに 巾

1広 く想 定 し、逐 次 そ の近 代 化 と高 度 化 を は かっ て い6た 方 が よい と思 わ れ

る。

点 … … 各 種情 報源(将 来 は シ ス テ ム化 され た体 系 的 な デ ー タバ ン クの 形成

を 志 向 して い る もの を含 め て考 え る)

線 ・;…各 種 媒体 に ょる情 報交 流(オ ン ライ ンが最 も理 想 的 で ある が、 当 面

は コ ピー マイ クPフ ィ ッシ ェ等 の ア ナ ログ情 報 、 コ ン ピュ ータ リー

ダブル なデ ィジタル情報の 銑 イラィンに よらない伝送形 態 も含む)

2.ク リア リング機 能 と運 用 方式 に つ い て^

ネ ッ トワー ク 方式 の 中で そ の 心 臓部 と もい うべ き、 ク リア リング

セ ンタL機 能 の あb方 に『つV 、・て は 、基 本的 に は、 次cb5つ の パ タ ー ンが考

え られ る。

(D'情ee7)一 元 的 サ ー ビス型

② 情 報 源 所在 情 報 中心 型

⑤ 情 報 源 所在 情報+情 報 の 匪 定 ナ ー ピス型

④ 情報 源 所在 情 報+加 工 情報 の 総合 サ ー ビス型 一『

こ のい すれ の パタ ー ンを と るか に よ り、 ネ ッ トワー ク の構 成 単 位 の果

す べ き役 割 、機 能 も異 っ て くる。

取 扱 う情 報 の領 域 に も よる が 、情 報 の流 通促 進 とい う観 点 か らは、 どの

タ イ ピが最 も望 ま しいかを 、 吟 味 しパ ター ンの想 定 と各 構 成 単 位 の役 割 に

つ い て検 討 す る必要 が あ る。'一^1

も しかbに ④7)パ ター ンが望 ま'し い とす れば、 この場 合cl>各 構 成 単 位 の

役 割 と しては 、

イ)個 別 デ ー タバ ンク の 自主 的運 用(含 デー タベ ー スの メ ン テナ ンス)

ロ)ネ ッ トワー ク シ ス テ ムへ の保 有情 報(情 報 源 所 在 情 報 な い しレ フ
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ア レン ス)と いっ た 機能 を 充 足 して お く必 要 が あ る。

5)情 報媒 体 、 伝送 形 態 の未整 備

現 在 情 報媒 体 や 伝 送形 態 は多 種 多様 で、 そ の 多 くは まだ 開発 段 階、近代化へ

の移 行 段 階 に あ る とい って よい。 これ らに つ い て は当 面情 報 の流 通 化 、 高

度 利 用 とい う観 点 か ら、 そ の位 置 ず け が 行 なわ れ 、 体 系的 な整 備 を 推進 す

べ き段 階 に来 て い る とい え よ う。 た とえ ば 次 の よ うな形 が想 定 され る
。

た とえ ば情 報 の近 代 化 につ い て は、 統 計 資 料 等 は印 刷 され た 刊行 物 か ら

磁 気 テ ー プ等 コ ン ピュー タ に ょる デ ー タ 処理 操作 の し易 い 形 に す る とか、

また 図形 情 報 、文 章情 報 等 は コン ピー サ ー ビス .し易 い マイ ク ロフ イル ムの

形 に し、 さ らに コ ン ピュ ー タ に よ る検 索 シ ステ ム との結 合 を は か る とい っ

た形 が望 ま しい。

ま た伝 送 形 態 に つ い て は、 コ ンピ ュー タ リー ダ ブル たデ ィ ジタ ル情 報 は 、

オ ン ライ ンシ ス テ ム で、 キ ャ ラク タ 「 イ メ ー ジで の アナ ログ情 報 は、 フ ァ

ック ス シ ステ ム で受 け渡 しを行 在 うな どそ の高 度 化 を は か^て ゆ く。 そ の

結 果 デ ー タ の収 集 受 授 に要 す る コス トの軽減 化 も大 いに期待 さポ、 と くに

地 域 間 の情 報格 差 の 解 消 に役 立 つ で あ ろ う。

6)法 制 面 での各 種0制 約 に つ い て

1著 作 権 法 上 の各 種問 題 の未 解 明 に つ い て

「著 作 物 」 の概 念 は 、 今 日きわめ て流 動 的 であ り、 しか も、 国際

的 な規 範 に属 す る もの で ある。

従 って情 報 の提 供 サ ー ビス に 当 っ て は、 次 の諸点 に つ い て さ らに 検 討 し、

適 切 な対 策 を 講 じて お く必 要 が あ る。

,① ,収 集 され た情 報の著 作物性 につ いて、認定基準を明確 にす るこ

とo

② 著 作 物 に つ い て は、 原 著作 者 の確 認 と、 許諾 交 渉 を行 方 うこ と

が必 要 で あ るが、 この際 契 約 締 結 の様 式 化 と情 報 の流 通 化 とい う視 点 か ら

の 包 括 的 な契 約 等効 率Dよ い手続 きを 準 備 して お くこ と。

⑤ 情 報 提供 に当 っ てユ ー ザー が 、 さ らに範 囲 を超 え た複 製 頒 布 を

行 なわ な い よ う条件 を 明 示 して お くこ と。
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2統 計 法 そ の他各 種 制度 上 の 制約 に つ い て

わ が国 の行 政機 関 、 特 に 中央 省 庁 は、 国 内最 大 の統 計 情 報 源 で あ

り、 民 間 の 企業 団体 が外 部情 報 の収 集 面 で官 庁統 計 デ ータ に依 存 す る度 合

いは きわ め て高 い。 と くに最 近 は 、 次2)よ うな形 で統 計 情 報 へ の ニー ズ の

パタ ー ンが変 化 して きて い る
o

① 印 刷 物 等 に よ る公 表 デ ー タ か ら、 コ ン ピ ュー タ リーダ ブル た デ

ータ へ

② 統 計 表 イ メー ジデ ー タ か ら、 中間 集 計 サ マ リテ 一夕へ

⑤ 行 政 目的 での既 存 集 計 チ ータ か ら、 個別 チー タ を活 用 した特 別

集 計 チ ータ へ

こ う した 中 で、 い くつ か の新 だ な問 題 が発 生 して くる。

① 秘 密 の 保護(統 計 法 第14条)ノ

人 、 法 人 ま たは そ の 他 の 団体 の秘 密 が 保護 され ね ば な らな い。

② 目的 外 利 用 の禁 止(統 計 法 第15条 第1項)

統 計 上 の 目的 以 外 に 使用 す る こと を禁 止 して い る。

◎ 統 計 調査 の結 果 の 公表(統 計 法 施行 令第7条)

結 果 の 公表 は 、 官報そ の 他 の刊行 物 で行 な う。

以 上 の 諸点 につ い て現 実 に即 した運 用 が 望 ま れ 、そ 力ため 、必 要 あれ ば 、

法 改 正 に つ いて も検 討 す べ きで あろ う・

5統 計 表 そ の他 、 政府 保 有 情 報 の 民 間 へ の提 供 体 制 の未 整 備 につ い

て 国 が作 成 し保 有 す る統 計 チ ータ そ の 他 の各 種 情 報 は、 国 民的 資産 で あ り、

巾広 く有効 活 用 され る こ とが望 ま しい。

しか しそれ は、 本 来一 定 の行 政 目的 の ため に調 査 を し、 集 計 分 析 して利

用 され て いる もの で あ り、 そ の意 味 で は、 次 の よ うな制約 が あ る こ と も否

定 で き ない。

ψ 本知 行 政 目的 がゆ がめ られ ないこ。。

② 国 の活 動 が沮 害 され ない こ と。

⑥ 秘密 の保 護 が守 られ る こ と。

以 上 の 諸点 を ふ ま え て、従 来 の行 政 目的 中心 型 か ら、 民 間へ の サ ー ビス

可 能 型 に移 行 してゆ くた め には、 どの よ うな体制 を整 備 した ら よい か。具
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体的 な方策 を、解明 し、提示 してゆ く必要 が ある。

この場合、具体的 には政府ま たは、 これに準 ずる機関(特 殊法人)に 統

ン

計 を扱 う専 門知 識 と資 格 を 保 有 して い る者 を お い て一 定 の 手 続 き の も と

に 、,対 民 間 ク リア ランスー サ プ ライ機 能 を 果 して ゆ くこ と も考 え られ る。

4国 の会 計 制度 上 の制 約 につ い て

国 の統 計 作 成 及 び公 表 に 関 す る業務 は 、一 般 会計 の 甲 で実 施 され

て い る デ ータ を 民 間 に提 供 サ ー ビス す る場 合 、 受 益 者負 担 の原 則 か ら、 何

らかZ)形 で対 価 を徴 収 す る必要 が ある。 そ の だめ に は
、 これ を 可能 とす る

よ うな 会 計制 度 と諸 手続規 定 を制 定す る が、特 殊 法 人 の 設 置 に よる取 扱 い

が必 要 であ る 。 これ らに つ い て も今 後 の 課題 と して検 討 して ゆ く必 要 が あ

る0

5提 供価 格 サ ー ビス料 金 、 設 定 の困 難 さ

国 の保 有 す る多 種 多 様 な統 計 デ ータ を民 間 乙)ニー ズ に対 応 して迅

速 か つ効 率 的 に提 供 す るに は、 適 切 な提供 価 格 と妥 当 友サー ビス料金 を 、

予 め 設 定 して お く必 要 が あ る。 この 場合 、 情 報 の 適 切 な価 格.妥 当 なサ ー

ビ ス提供 料 金 等 は何 か 、 ま た、 どの よ うに してそ れ を設定 した ら よい か と

い っ た 困難 な問 題 に遭 遇 す る。

た とえば・ 現在情 報 の価 格づけには、◎市場価格 方式 ② 限界費用方式

⑤管理価 格方式 ④独 占価 格決定方式 等各種 の基準 が考 えられるが民 間を

含 めて巾広 くIS報 ・7」流通促進 を考えだ場合、 どZ)方 式 が最 も適切 かを吟味

し、国の姿勢 な り方針 の問題 と して選択 し、情報 の価格 や提供の ため、サ

ー ビス料金 を決定 する必要 がある
。

5望 まれ る施策(提 言)

情 報の流通化 をはか り、そ の効率的 な利 用体制を確立 してゆ くため、当

面次 の諸施策を強 力に推進 してゆ くことが望ま しい。.

1有 用 なチータを保有 している個 々の情報 源に対 してば
、デ ータの より

一層の有効 利用 を はかるためそ のデータバ ンク化 ない しシス テムの高度化

を促 進 す る と と もに 必 要 な範 囲 で ガイ ドライ ンを策 定 し、 デ ー タバ ン クの

形 成 、 高 度 化 の 指 針 とな る よ うな 方向 性 を 提示 す る こ と。
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2デ ー タ ベ ー スの標 準 化 を促 進 す るftめ の指 針 とな る基 準 の 設 定 と当面

の コ ンバ ー ジ ョ ンシ ス テ ムの開 発 を 促ぷ す る こ と。 と くに デ ー タ ベ ー スの

JIS規 格 と もい うべ き標 準 フ ォー マ ッ トを作成 しデ ー タ の変 換 シ ス テ ム

を 公 的 な形 で準 備 す る こ と。 ユ ー ザ ーは 自己 リ シ ス テ ム と共 通 フ ォ ー マ ッ

トとの 連 携を とる こ とに ょ り各 種 デ ー タの効 率 的 な利 用 が 可能 に な る0

5ネ ッ トワー ク方 式 につ い て の コ ンセ ンサ ス を早 急 に 確 立す る こ と。

具 体 的 に は 侮捌 デー タ バ ン クを一 ケ所 に集 中す る形 で の総合 的 デ ー タバ ン

ク 方式 は 非現 実 的 で あ り侮 別 デ ー タ バ ンクを結 合 した ネ ッ トワー ク 方式 の

方 が適 当 で ある とい うこ とに つ い ての コンセ ンサ ス、 さら に そ の場 合 ニ ー

ズ とのか ね 合 い で結 合 の仕 方 も最 も リー ヅナ ブル な パ タ ー ンの究 明 とそ の

コ ンセ ンサ スを 確 立 す る ことが必 要 で ある。

4ネ ッ トワー ク方式 を と る場 合 、 そ こでの 心臓 部 で ある ク リア リング セ

ンタ ー 機能 の あ り方 を明 確 に す る こ と。 ま た これ を支 え る ハ ー ドソ フ ト面

での 開発 、 第5セ ク ター 方 式 に よ る トライ アル シ ス テム の運 用 等 を通 じ て

実 践 的 な対応 策 を確 立 す る こ と。

5・ 情 報Z)流 通 化 、 と くに 国 民 的 資産 と もい うべ き政府 保 有統 計 、 各 種 情

報 の 民 間 で の有効 利 用 を 阻 害 して い る法制 面、 行 政 面 で の改 善 整備 を行 な

う こと。 運 用 面 で の改 善 では 所 期 の 目的 を達成 で き な い場 合 に は法 令 の改

正 を も検討 す る こと。

6産 業経 済 社 会 面 で の価 値 観 の変 化 かは げ しい時 期 だ けに い っ たん収 集

蓄 積 され た チ ー タ の ス ク ラ ッ プ ア ン ドビル ド現 象 の激 化 も予想 さ れ るoこ

うした中 で公 的 な形 で の イ ン フ ォメ ー シ ョンに つ い て の ア セ ス メ ン ト機能

り確 立 とタ イ ム リー な形 で の ガ イ ダ ンス の提示 、新 しい情 勢 へ の適応 の た

め の助成 策 を 用 意 す る こ と。

7当 面 次 の4つ70te策 を通 じて情 報 の 流通 化 、有 効 活 用Z)た め の強 力 な

トリガーに す る こ とo

① 行 政情 報 ネ ッ トワ ーク シ ス テ ムの確 立 とそ の 民 間 へ の 提供 体 制 を 整

備 す る こ と。必 要 あれ ば 民 間 の総 意 を結 集 した形 で 第5セ ク ター そ の他 公

的 機 関 に よ る民 間 へ の情 報 サ ー ビ スの 受け 皿 機 関 を 設 置 す る。

② 民 間 で の情 報 の流 通 化 を促 進 す るだ めに も業界 情 報 セ ンタ ー構 想 を
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推 進 す る と と{Sに 、 その ネ ッ トワ一一■'シ ステ ムを具 体化 す る ため の条 件整

備 を は か るo

⑤ 地 域 に ょ る情報格 差 を解 消す る ため 、 データ 伝 送 シス テ ム の ハ ー ド、

ソフ ト面 で の 開発 を 推進 す る。

④ 以 上 の 諸施 策 を具 体化 す る ため の政 府 そ の他 公 的機 関 の援 助 協 力 の

も とに フ ィー ジ ビ リテ ィサ ーベ イ、 パ イ ロ ッ トシ ス テ ムに ょる アセ ス メ ン

トを 実 践 的 な形 での ア プ ロー チ を行 な う。

o
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B情 報 流 通 ネ ツ ト ワ ク

1ネ ッ トワー ク形 成 の必 要 性

1-1高 度経 済成 長、 社 会 の 発 展 、経 済 規 模 の 拡 大 と技 術革 新 、 国際交

流 や国 際 競 争 の激 化 な どに と もな い、 情報 需 要 の 増 大 とそ の処 理 の迅 速 化

:三ぷ 芸 性 が 高 言 パて い ろ。 情報 の内 容 は極 め て多 様 化 し、 かつ 情 報 の所 在

は広 域 に 亘 り、 また情 報 源 は拡 大 して い るの で、迅 速 適 確 な{青報 を入 手 す'

る ため に 己、 情報処 理 の合 理 的 な手 段 が必 要 で ある。 情報 の処 理 あるい は

情 報 の利 用 に つ い ては 、 主 業 を始 め行 政機 関 、 教 育機 関 等 々 に お い てそ の

有効 手段 を得 る ため ㌘ 大 さ な努 力 が払 わ れて きて い る。 す なわ ち必 要 な 内

訓 青報 、外 部 情報府 収 集 、 整理 、,ご工 、 蓄 積 して 、所 要1青報 に つ い て随 時

入 手 し うる体 制 を 整 備 しょ う と して い る。 しか し なが ら莫大 な 情 報 源 か ら

必 要 情報 を確 保 す る こ とは 、 高 度 の 専 門 知識 を もつ人材 と、 莫 大 な資料 を

保 持処 理 す る設 備 を確 保 す るた め多 数 の 経費 を必 要 とす る。 こ の こ とは 情

報 化 が進 展 し所 要 情報 が被 雑 高 度 化 す れ ば す るだ け 、 一 企 業 一 機 関 の負 担

に堪 え られ な くなっ て きて い る。 この事 態 に対 応 す る ため に は、 情報 の 処

理 、 情報 の提供 につ い て専 門 機 関 が生 ま れ 出 て くる こ とに よ り、 人 的資 源 、

設備 経 費 等 の 渠 中 と共 同 負担 に ょる合 理 的 システ ムが要 請 さ れ る。

1-2情 報 の処 理 ま た は 情 報Z)取 得 の ニー ズは 、 万人 の要 請 で ある。 し

か しなが ら待 に 個人 ベ ー ス の場 合 、 自 らの 手 で実現 す る こ とは殆 ど不 可 能

に近 く、 官 公 庁 な り情報 提 供 機 関 な りか ら、供 給を 受 け ざるを 得 ない で あ

ろ う。 また 企 業 に あっ て も卑小 規 模 企業 に あゾ,ては 、人 資源 り点 か ら もま

た経 費 負 担 の点 か ら も、比 較 的 限 られ た範 囲 一例 え ば 内部 情 報 の処 理 の 相

当 部分 一に 止 ま ら ざるを 得 な い の で、 専 門 機 関 に よる よ り低価 なサ ー ビス

に よ らざ るを 得 な い。 情 報 化 社 会 に お い て は、 個人生 活 ～社 会 福 祉 、住 民

サ ー ビスに 情報 サ ー ビスの 必 要 性 が急 速 に 高 ま り、 これに対 応 した体制 ひ

整 備 が特 に必 要 で あ る。

1-5先 に も述 べ だ よ うに 、 情報 の 収 集 整理 、加 工 には そ れ ぞれ 専 門 的

技 術知 識 を 必 要 とす る。 従 っ て今 日ま での ところ、 企業 ベ ー スに しろ官 庁

ベ ー ス に しろ、 そ の 個有 業務 或 は そ の特 定 政策 目的 の た めに 情 報 シ ステ ム
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を整促 してい る。今後 はこれ等専門的 な ものがよ り広 く流通 し他の機関に

利用 され得 る ことが多 くなる と予想 され るが、技 如開発 の重複 を防 ぎ、投

資 の節約 を もた らす こと、 ひいては総合的効 率向上 の点 から も極 めて望 ま

しい ことである し、個別 の企業、機関 において も合理的 な方向 で あり積極

的に推挙 されるべ きで ある。 す なわち 情報源の所有者相 互間 におい て必要

に応 じてそ れぞれ の情報 が流通 し活用 されるべ きことである。

1-4i青 報Z)発 生涼は広 地域 に亘 るが、産業の発 展、流通 機能の集 中、'

人 口の集 中・教育文化機関の集 中・交通通信潤 の整桔 等々に よ ψ情報の存

在 は都市 中心に なる傾向 があ り、清報処理機能 も都市 に集 中 し。特 に大都

市を中心に地 域的に偏在 する。 こ○ よ うな中央偏在的傾 向 は、地域洛差 を

ますます拡大 する こ とと宏 りつつ あるが、今 日の社会的要言 で ある地域格

差 の解消 は この ような情報格差 をます解消する政策が実現 しカ くてはな ら

ない0

1-5情 報化社会に対 応す るためには、 情報の収集 加 工.x提 供につい

て共同 梼関 、専門機 関が必要 とな りまた これ等の機関が整 備 され、需要者

が所要 情報に ついて、必要 な場所 から随時入 手 しうる体制 が確 立 される よ

うな情報流通 システムが要請 される。 もとよ 別書報の需要者 は多岐多様に

わた、るの で、そ の所要 情報 の ニーズの相 淫、情報収集方法 ひ相違 、情報加

工方法 の相違、 情報提供 の態様の相違 等々か ら、今総合的 単一 つ機関 がすべ

てをカバ ーす る ことは考 え られず、各種 の専門機 関が生 れ でる ことが必 然

である。従 って これ らの専門機関の能力を総合 して利用す るため には、需

要者 と諸綱 ・或は楊関相互康 嬬 要者に してかつ情鋸 所有商 もの

の 相互 間 に お い て 情報 を ス ムー ズに 流通 し うる シ ステ ム が欠 か せ .方くな る。

この よ うな 情報 流 通 シ ス テム は、 効 率 的 な ネ ッ トワー ク の形 底 に よっ て 可

能 に なる の で あっ て 、 情報 化 の進 展 と共 に 情報 流 通 ネ ッ トワー クの形 成 は

必 然 的 で ある。

2ネ ッ トワー ク の形態

2-1情 報 の流 通 は 何 等 かの 形 で既 に行 わ れ て おb、 そ の流 通 経 路、,いい

か えれ ば 流通 の ネ ッ トワ一-fiも 存 在 してい る といえ な い こ とは ないoそ の
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シ ス テ ム も加 えば 新 聞 、 雑 誌 、 ラジオ、 テ レ ビ、 広 告 の よ うに判 然 と した

体系 を形 成 して い る もの か ら、 中央 官 庁 、地 方 自治 体 、各 種 産 業 団 体 、或

はサ ー ビス 企 業 等 の よ うに 定形 化 は して い な い が 、企 業 また は一 般 市民 と

の間 に 情報 流 通 の シス テ ムを もつ てい る とい え る。 情報 の種 類 如 何 に あつ

ては現 に 形 成 さ れ て い る流 通 シ ステ ムを 中心 に 流通 ネ ッ トワー ク の改 善 で

足 りる もDが あ る か も知 れ な い。kだ 今 日e .で の 流通 ル ー トは いわ ば一 方

的 で ある点 に最 も大 きな 問 題 が ある。 新 聞 等 の 出版 物 に しろ、放 送関係 に

しろそ の記 事Z)内 容 は充 分 に需 要 者 の求 め る であ ろ うニー ズ を も とに収集

加 工 され て い る こ とは疑 い もな い が、 各 他人 や各 企業 が随 時 必 要 とす る 情

.報 の処理 又 は提 供 と して は欠 け る点 が あ り、 殊 に刻 々 の 要 請 に対応 して処

理 す るシ ス テ ム では ない し葦た専 門 的 情 報取 扱 い とい うよ り もむ しろ一般

社会 的 傾 向 を もつ。 新 しい時代 には新 しい シ ス テ ム が生 れ なけ れ ば な らな

い か、 長年 にわ た り形 成 され て きた既 存 の シス テム を充分 に尊重 しなが ら

これ を よ り効 率 の 高 い ものに して め くで きで あ る。新 しい 情 報処 理 の有効

な 手段 と して の コン ピュ ー タの 出現 とそ の発 展 は、 従 来 の 情報 流通 シス テ

ムD不 得意 とす る新 しい分 野 開 拓 に充分 な役 割 を 果 す もの と考 え られ る が

経済 的 、特 殊 ニー ズ の種 類 等 々り 面か ら必ず しもコン ピュ ー タ介 在 の シ ス テ

ム のみ を重 視 しては な らな い。 新 聞 、 テ レ ビ、 ラ ジオ 、 電 話 、郵 便 、 電報

.な どの メ デ ィア は も と よ り出版 物或 は マ イ ク ロフ ィル ム に ょる もの と比較

しても、コン ピ ュー タ を 含 む 手数 は今 日で ロ まだ遙 か に 高価 で あ る。 この点

を 考 慮 に入 れ て情報の価値 を 、情報 入 手 の即 応 性 を正 当 に評 価 しな くてロ な

らない0

2-2'情 報 流 通 シス テ ムの ネ ッ トワ'一ク と してけ、 情 報処 理 に 関 す る も

の と、 情報 提 供 に 関 す る もの が あ る。 情報 処 理 に関 して は本 報 告 書 の別 の

点 で取上 げ ら れ る の で あろ うか ら詳 し くは触 れ な い か、 情報 処 理 の バ ッチ

シ ステ ムか らオ ン ラ イ ン又 は タ イ ム シヤ リング シ ス テ ム に よる利 用 の高度

化 と合 理 化 が進 む に徒 っ て、 利用 者 と コ ン ピュ ータ セ ン タ ー との 間 に おけ

る ネ ッ トワ ーク の あ り方 に つ い て考 慮 を払 う必 要 が 高 ま ・・て くる。 情報処

理 利用 者 に と って 、必 要 に応 じて異 る コ ンピ ュ ータ を 活 用 す る こと、 また

は有 効 な プ ・ グ ラムを利 用 し うる こ とは 技 術 的 に も経 済 的 に も望 葦 しい と
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ころ であ るが 、 そZ)た め に は同 一 端末 か ら複 数 の コ ン ピ ュー タ セ ンタ ーに

連 絡 し、また は コ ン ピュー タ セ ンタ相 互 間 の連 繋 に よ っ て能 力 活 用 の 方途 が

開 かれ れば 、 そ の ユ テ リテ イ 汐高 め る こ とに な る0

2-5情 報 流通 のネットワーク では
、 情報 需要 者 と提 供 者 との 間 の態 様 は

多 様 で あ る が 、(今 日で は 情報 ひ流通 は一 方的 で な く需 要 者 が同 時 に 供給

者 となり提供者 が需要者 となるこ とがあるが どち らか といえば提供者 が供

給 す る量 の 方 が大 きい)、 そ れ ぞ れ に よっ て実 現性 か 異 る。

2-3-1最 も通 常 の もの で 同一 企 業 もし くは 同一 機 関 内 の ネ ッ トワ

ーク で例 え ば 企 業7.)本 社 と工場 又 は支 店 との間 、 中央官 庁 と出先 機 関 の揚.一一

合 で あ る。

2-5-2製 造 業 に お け る親 企業 と下請 け企 業 とD間 、 寂 行 相 互 間 の

よ うに同 種 に 属す る 企業 間 の ネ ッ トワ ー ク

2-3-5製 造 業 と商社 問 屋 な ど との販 売 情 報 シス テ ム、原 材 料 製品

に関 す る運 輸 会 社 との 情 報 シ ス テ ム、 コ ン ビナー トに お け る 企 業 間 情報 の

よ うに 異 種 企業 間 に おけ る 情報 ネ ッ トワー ク シス テ ム

2-5-4全 国銀 行協 会 な らび に地 方銀行 協会 の 為 替 交 換 シ ス テ ム、

同 一 資 本 系 列 別 情 報 セ ンターZ}よ うな グルー プに よる共 同 セ ンタ ー利 用 ネ

ッ トワーク

以 上 の よ うな 情報 流 通 シ ス テ ムは 内 容 とア る情報 の種 類 は比 較 的 恒 定的. _

で あ る と共 に 入 手 方 法 も容 易 で あ り、 しか も企 業 と して の ニー ズ も高 い の

で この よ うな ネ ッ トワー ク は若 しそ の維 持 費 が高 価 でな け れ ば 自然 に形 成

され て ゆ く気 運 に あ る0

2-3-5 ,以 上 のシ ステ ムは 企業 間 リンクの よ うに 、・M.1.Sを 補

完 す る よ うな もの で ある が、 福祉行政、或いは産業行政に かかわ るよ うなまた

は一 般 の市 民若 し くは多 数 の種 類 の 企業 等 に 官庁 が関 与 レ行 政情 報 処 理 と

企業 の そ れ との リンク が求 め られ る ものが ある。 これ らは 官 庁 の発 意 が 中

心 に な っ て行 政 機 関 の主 導 若 しくは誘 導 に よっ て形 成 され な く.て はな らな

い。 一 般 乗客 に 対 ず る国 鉄 のみ どりの 窓 口 、 中央 官庁(労 働 省)と 府 県 を

結 んだ 職 業 紹介 、教 育 資 料 セ ンター に よる 教育 者 、教 育機 関 に対 す る情 報

提 供 の よ うに比 較 的 内 容 の 限 定 して いる ものは実 現 して い る か、 総 合 貿易
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情 報 シス テ ム とか 中小 企業 情報 シ ステ ム の よ うに関 与 す る ものか極 め て多

く更 に 情報 の範 囲 の広 い もの 、 ま た市 民 生活 関 連 情報 、医 療 情 報 シ ス テ ム、

公 害 情報 シ ス テ ム 、広 域交 通 情 報 シ ス テ ム等 々一 般 市 民 に と〔 て必 要 で あ

る が技 術的 、 社 会 的 問題 を 含 ん で い て しか も複 雑 な ネ ッ トワー ク を必 要 と

・す る シ ス テ ム等 に つ い ては 、 そ の現 実 化 に対 す る社会 的 要 請 は極 め て高 い

がそZ)整 備 乙 主 体 制 は 国 を 中 心 と した公 共 機 関 が 実 施 に 当 らな くて け なら

ない で あろ う。

2-41青 報 の 需 給1;端 の関 係 か ら幾種 類 か 乙)タイ プを あ げ た が、 これ ら

7)ネ ッ トワー クは比 絞 的単 純 な形 態 で あ る。 しか しな か ら現 実的 には 情報

提 供 セ ンタ ー は専 門 化 し多 数 化 フ る直 向 に あ り、 情報 の 需 要 も各 種 各 様 に

拡 大 して くるの で、 そ の聞 の ネ ッ トワー クは 複 雑化 しそ の た め ネ ッ トワー

ク の形 成 に 当 っ て は最 も合 理 性 に 富 み かつ 経済 的 な機 能 の 整 備 を しな くて

け 疫 らな いo

i最 もシ ン プル な形 は、端 末 が必 要 な 情報 セ ンタ ー に一 つ或 はそ

れ以 上 連結 す る こ とで ある が、 セ ンタ ー が 遠隔 の地 に あ る場 合 、 或 は専 用

線 に ょ ら なけ れば な ら ない 場合 等 に お い て は不 利 であ る と と もに 、適 確 な

情報 源 を確 保 す る努 力 をす る。

ii情 報 セ ンタ ー と端末 とZ)間 に、 ク リヤ リング機 能 若 し くは ス イ

ッチ機 能 を もつ 機 関 が介 入 し、 端末 は この機 関 と直結 しこの 機 関 は各 種 情

報 セ ンタ ー と結 ぶ 。 中 間 機関 は端 末 の情報 需 要 の内 容 を た え ず把 握 し、一

方 情報 源 の存 在 を整 理 して おい て 、需 要 に対 応 す る。 特 に 地 方 に発 生 し地

方 の需 要 に応 ず る よ うな情 報 に つ い て は 自 ら収 集 整理 加 工 す る こ とも実 施

す る。 この よ うな機 関 は 総 合 力 の 獲 得 の ため 有 力 で あ るが 、 一面 端 末 の 多

少 に ょっ て は負 担 が 大 きす ぎるか も知 れ ない。

m以 上 が基 本 的 な ネ ッ トワー ク で あ るが これ以 外 に専 門的 情報 セ

ンタ ー相 互 間 に お け る 情 報相 互交 換 、或 は複 合 形 が考 え られ る。

わが 国 に お け る情報 源 の最 大 の もの は行 政 官 公庁 な どの公 的 機 関 で ある

が 、 これ等 の保有 して い る原 資 料 や 調査 デ ー タは 、今 後 民 間 に対 して も提

供 され るべ き で あ り、 事 実 特 種 機 関 等 に ょる 情報扱 供 セ ンタ ー が生 れ よ う

と して い る気 運 が ある。 今 後 この 情報 か有 効 利 用 さ れ る た め に は、 官庁 資
〆
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料 統 計 デ ー タ 自 らが官 庁 相 互 間 に 流 通 活 用 され る方 途 を 実現 す る と共 に 、

特 に官庁 指 導形 ネ ッ トワー ク形 式 の場 合 中央 的 ク リヤ リング 機能 の整 備 と

共 に各地 域 或 は各 企 業 に対 ず る 情報 提 供 ネ ッ トワー クの形 成 が 図 られ るべ

き で あ る。

2--5な お 情報 ネ ッ トワーク は 関 連 者 の 多少 、 内容 の複 雑 さの外 に地 域

的 拡 が りの規 模 の 大小 が あ る。 即 ち 一都 市 ま たは それ に準 ず る局地 的 な範

囲 に お け る ネ ッ トワー ク、 府県 単位 又 は 数府 県 単位 の広 域 的 な地 方単 位 力

ネ ッ トワー ク、 更 に 全 国的 な規 模 を もつ ネ ッ トワー クが そ れ ぞ れ 情 報 の提

供 セ ンタ ー と端 末需 要 者 の関 係 か ら成 立 す る で あろ う。 情 報 の 処理 に あ っ

て は比 較 的広 域 な もの は 実現 しな い 一 ただ し大 企業 等 に お け る全国 的規 模

に おけ る専 用 回線利 用 に ょる 企業 内 ネ ッ トワー ク は別 で あ るが 一 し情報 の

流 通 もむ しろ地 域 セ ンタ ー に ょ り可能 に なる範 囲 か ら実 施 さ れ る の で あろ

う。 しか し なが ら よ り高 度 よ り専 門的 な情 報の需 給 体制 が整 備 す る にに 、

高 度 に専 門 化 さ れ た 中央 セ ンタ ー の発生 が 当 然 予期 され 、 この よ うな高 度

情 報 セ ンタ ー は各 地 域 に複 数 形 で存 在 す る こ とは 不経 済 で もあ りまた 不 可

能 で もあ る。 また最 も大 き な総 合 的 情 報供給 源 であ る もの は 中央 官 庁 で あ

る。 これ 等 の点 か ら地 域 的 収集 若 し くは 処 理 の可能 な情 報を 超 え る もの は

必 然 的 に 中央 的 情報 提 供 セ ンタ ー に依 存 しな くては な ら な くな り、 情報 化

の進 展 に 伴 い、 これ に対 応 す る体 制 と して は必 然 的 に次 第 に 情報 流 通 ネ ッ

トワー クは 広域 化 しなけ れば な ら ない。 先 に 述 べた ク リア リ ング的 核 セ ン

タ ーの 出 現 も一 面 では地 域 単 位 の 情報 セ ンタ ー で あ る と共 に他 面 に おい て

よ り高 度 の 中央 専 門 セ ンタ ー との結 合 に よ り高 度 の 情報 提 供 の役 割 を 果 た

す と い う意 味 にお い て は 全 国的 ネ ッ トワー クの 重 要 な る締 節 点 の役 割 りを

果 す べ く整 備 され 友 くて は な らな い。 また こ れ等 の セ ンタ ー の機 能 を よ り

高 め る ため に は 、 中央 的 セ ンタ ー の相 互 情報流通 ネ ッ トワー クZ)形 式 を さ

らに 、 中 央 に お け るク リヤ リング機 能 セ ンタ ー か、 これ ら 中央 的各 種 セ ン

タ ー との結 合 、地 域 中核 的 な ク リア リング セ ンタ ー との結 合 が 実現 され な

くて は な ら ない で あろ うo

更 に考 慮 す べ きは 、 将来 情報 の 流 通 は国 際 的規模 で拡 大 ず る こ とで あ り、

既 に 米 国或 は欧 洲に おい て は国際 的 規模 に お け るT..S.Sに ょ る 精
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報処 理 が 着 々 と完 現 化 して お り、 わ が 国 も遠 か らず この 世界 的規 模 の 情報

網 に好 む と好 ま ざる とに か か わ らず 参入 しな くては な ら ない。 特 に イ ン テ

ル サ ッ トの 活 用 に よ る 情報 網 の整 備 は極 め て有 効 な手段 で あ り
、 実 現性 が

極 め て高 い だ け に、国 際 化 す る ネ ッ トワー ク の 中 でわ が 国 が如何 な る対 策

を とるべ きか は 重 要 な課 題 で あ る。 これ に つ い て は別 の部 門 に お い て独 立

項 目 と して充 分 に論 議 され る で あろ うが 、国 内 的 情報 流 通 シ ステ ム がい ろ

い ろ な意味 に お い て 開発 や実 施 が遅 延 して い る 間に む しろ 先進 的 欧 米 に よ

る国 際 情 報 ネ ッ トワー ク形 成 が先 行 して し まい、 わ が 国 の 情報 ネ ッ トワー

ク がむ しろ こ れ に ひ きつ られ そZ)一一－eeと して の位 置 付 け され て しま うおそ

れ もな い では な い。

5問 題 点

3-1'情 報 流 通 ネ ッ トワー クの形 成 に必 要 な技 術 の本 質 ば
、 いわ ゆ る シ

ステ ム化技 術 で あ り、開 発 され た既 存 の ま た は新 規 の技 術を 総 合 化 した く

て は な らず・ これを 前提 と して ハー ドウエ ア、 ソ フ トウエ ア、 通信 網、 各

種 端 末 な どを 含ん だ総合 技 術 的 な開 発 が必 要 で あ る。 ネ ッ トワー ク シス テ

ム に 要 求 さ れ る諸 要 素 は もと よ り種 々 の場 合 が あ る が
、 概 して、 コミュ

ニ ケー シ ョ ンの双 方向性 、 情報 検 索 とそ の加 工 、事 実検 索 と ドキユ メ ンタ

事 項 検 索 ・ 大 量 演 算処 理 、 大 量 の情 報量 、処 理 の即 時性 等 が あげ られ る が、

さ らに 異 種 の シ ス テ ムZ)総 合 化 等 もふ まえ て、 シス テ ムの信 頼性 、有 用性
、

効 率 性 、経 済 性を 高 め る と共 に 利用 者 が 多 岐 に亘 る だめ特 に 端末 利 用 の容

易 性 な どが追 求 され る よ う、 ハ ー ドウエ ア、 ソ フ トウエ ア 通 信 手段 、 端

末 等 に つ い て ρ技 術的 関発 が強 く進 め られ な くて は な ら左い。 ハ ー ドウエ

ア と して は 、1.大 容 量、 廉 価 な ラ ン ダ ム ア ク セ ス ・メ モ リ2 .新 記

憶 系 な ど記憶 の階 旬 ヒ5連 想 ・ モv-4・ ・ター ン処 理 技 術5

マ イクPプ ロ グ ラムお よび フ ァー ム ウエ ア技 術6ア ナ グ ロ、 デ ィ ジタ

ル の同 時 並 列 処 理8異 機 種CPU間 の コ ミュ ニ ケー シ ョ ン9 .コ ー

ド変 換 、 伝 送制 御 に有 効 な機能 を もつIMP等 々が、 ま だ ソ フ トウエ ア と

して は 、1モ ジュ ー ル化2効 率予 測 ・3テ ス ト技 術4モ ニ

タ リング と評価5イ ン タ ラグ テ ブ 処 理6フ ァ イ ルの 互 換性
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7拡 張 性6オ ン ライ ン処理 用 の 共通 言 語9 .既 存 シス テ ムb互 換

性 が 問 題 に なるoまftハ ー ドと ソ フ トとが か ら んだ もの と して は、 制 御 プ

ログ ラム、障 害 対 策、 デ 一 夕 ベー ス マ ジメ ン ト、 秘密 保 持 が ある。 通信 網

と しては 伝 送速 度 の拡 大 、 蓄 積交 換 に よる 各種 端末 に よる 異 っ た速 度 や コ

ー ド変 換 に対 応 出来 る こ と
、 エ ラー修 正.手続 、広 帯域 伝 送 へ の拡 充 性 等 が

要 求 され る。 端末 は流通 シ ス テ ム の操作 性 を決 定 す る最 も重 要 な もの で あ

b、 まだ当末 装 置 は多 様 性 を も つ(デ レタ イ プCRTデ ィ ス プ レイ 、 プ ロ

ッタ 、電 話 器VTRラ ジオ テ レビ、 テ レビ電 話 、'ワ イ ヤ レス フ ォー

・ン、 音 響 カ プ ラ、POS端 末 、 漢 字 プ リンター、OCR、OMR、 カ セ ッ

トMT等 々)が 、 端末 の便 い易 さ、 機能 の 良 否 と共 に廉 価 な端 末 が 開発 さ

れ るか ど うか が、・情報 流 通 ネ ッ ト ワ ー ク が有 効 に形 成 され るか否 か に つ い

て最 重 要 性 を もつ。

5-・2ネ ッ トワー クの効 率 的 運 営 の た めに は、標 準 化 が特 に 重 要 で あ る

が ・ 標 準 化 の 問題 は純 技 術 的 問 題 よ りも 社会 的 要 素 を含 む の で よ ρ実現 が

難 か しい。 しか しな が らハ ー ドウエア 的 には 、異 機 種 コ ン ピュ ー タ 間Z)イ

ン タ ー フェー スHOSTコ ン ピュ ー タ とIMP間 の イ ンタ ー フェ ー ス

各 種 コ ン ピュ ー タ と通信 制 御装 置 間 の イ ンター フェー ス;通 信 制 御 装 置 と ,

各 端 末 間 の イ ンタ ー フェ ー ス 、各 種 の ア ダ プタ、 伝 送 関係 の装 置 な らび に

手順 や 手法 、 ソフ トウエ ア ー と して は フ ァ イル構 造 、 デー タ形 式 、 各種 コ

ー ド 、コマ ン ド、 プ ログ ラ ミン グ言 語 等 々 の標 準 化 が な くて は ネ ッ トワー

ク の有 効 性 は確 保 され ない で あ ろ う。、

特 に 情報 内容 が複雑 化 します ます広 範 囲 に なる とき、 シ ステ ム の互 換 性

や 、各 種 コンバ ー ジ ョン等 々 に よる 情 報 の 互換 性 を 高 め る こ とが技 術 的 に

最 も重 要 とされるが、それ に つ い て も前 面 の諸 種 の標 準 化 が不 可 欠 要件 とな

っ て くる。 ま して や将 来 国際 的 な ネ ッ ト'、ワーrクの拡 充 が予 想 され る と き、

これ に 対応 す る もの ・と して 国際 標 準 を十 分加 味検 討 しな くては な ら な い。

5--3情 報 の価 値 は 、 そ の 需 要 者 が そ の入 手 に要 す る費用 とそ の 情報 の

有 効 性 高 下 との比 較 で決 定 す るが 、 情 報 の流通 シ ス テ ムは既 存 の もの が各

種存 在 して お り、 コン ピュ ータ を 介在 し、 ネ ッ トワークを 利 用 す る新 しい

シ ステ ムは 特 に 情報 提供 の即 応 性 に あ る の で あっ て、 そ の即応 性 の評価 如
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何 が新 しい シ ス テム の評価 と もい え る。 前述 した よ うに既存 の新 聞 、 ラ ジ

オ 、 テ レビ、 電 話 等 々に よる 情報流 通 の メ デ ィ アに比 較 して、 コ ン ピュー

タ ネ ッ ト ワ ー ク シ ステ ムは格 段 の費 用 を 要 す る こと が予想 さ れ る ので、

そ の費 用 を 計 算 に入 れ て もな お新 しい シ ス テ ムに よる有 利 性 が認 め られ る

分野 で な くては成 立 す る可 能 性 は ない 。 この 点 か ら見 て従 来 の シ ス テ ム と

の 競 合 の ない 新 しい価 値 の創 造 を 積極 的 に行 うと共 に従 前の シ ス テ ム との

分野 の調 整 の み な らず 、 相 補 完 す る と 共 〃ζ、相 互連 繋 に より よ い有効 性

を高 め る こ と が必 要 であ る。 デ ータ や 情報 の 処理 加 工 は コン ピュ ー タに よ

り行い、その伝 達 は従 前 力 シス テ ムに よる とか、 或 る段 階 、渕 え ば地 域 情報

セ ン ター ま では コン ピュー タネ ッ トワークに、それ か ら先 の 情 報 の 伝達 は電

話 或 は マ イ ク ロ フ ィル ム、 印 刷物 で行 う等 の 混合 態 、 異種 シス テ ムの総 合

化 により、よ り有 効 性 を経 済 的 に獲 得 出 来 る こ とを 充分 考 慮す べ きで あ る。

この意 味 では利 用 者 が 情 報 の 真 の ニー ズ とそ の価 値 とを適 格 に認 識 す る よ

う誘 導 し な くて は な ら ない が 、同 時 に まだ新 しい ネ ッ トワー ク それ 自体 も

情報 の より高 度 利 用 の だめ欠 くぺ か ら ざる もの とす れ ば極 力 そ の コス トを

低め、また コス トパ ーフオーマノス を高 め る要 が あ る。 そ の点 で は関 連 す る諸 々

の フ ァシ リテ イ特 に 端末 の価 格 を 安 価 にす る こと と、通 信 回 線 の利 用価 格

の引 下 げ 、 公 共通 信 線 の 安価 な利 用 の可 能 性 を 高 め る こ とが 大 切 に なっ て

くる。

5-4情 報 流 通 ネ ッ トワー ク の形 式 は、各 個 の企 業 或 は機 関 を 超 え て共

同 負 担 的 に 実 行 さ れる もの で あるが 、 広域 化 ず る 情報 発生 に対 す る適 応 性

の高 度 化、 設 備人 材 の集 中投 下 に よ る重 複 投 資 また は重 複 開 発等 か ら くる

負 担 の 社会 的 軽 減 ひ い て は各 個 の負 担 の減少 、 個別 に は達成 出来 な か っ た

処 理能 力 の増 大、 信 頼 性 の向 上 等 々が そ の根拠 とな る。 しか しな が らそ の

ネ ッ トワー ク の在 り方 が単 純 形 態 の もの か ら次 第 に複 雑 化 す るに伴 って 、

種 々 の 問題 を 生 じて くる。 そ の最 も重 要 な も のの 第一 は この よ うな ネ ッ ト

ワー ク の運 営 り主 体、いいヵ・えれ ば ネ ッ トワー クを形 成 し実 根 す る 主体 が何

もの で ある か と い うこ とで あ る。 比 較 的 限 定 的 な業務 、特 定 され た企業 的

な範 囲 に 限 られ る とき は、 自然発 生 的 な企 業経 営 の形 です す め られ るべ き

で あ る し、 ま た家 庭 もし くは一 般 大 衆 に対 す るい はば 行 政施 策 の範 囲内 に
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相 当す る もの、 例 え ば生 活 情報 シス テ ム、 公 害 情報 システ ム等 は国 若 し く

は公 共 事 業 体 が 自 らの 施 策 ひ一 環 と して行 わ ざるを 得 な い で あろ う
。 しか

しな が ら対 象は 企業・ 個 人 を含 み そ の情報 の ソー ス加 工 等 に つ い ては官 庁

て ある とい う よ うない わば行 政 情報 シ ス テ ム と企 業 情報 シ ス テ ムが リンク

す る よ うな場 合 に はそ の主体 性 の 問題 を 慎 重 に解 決 して お か なけ れば な ら

ない。 情報 ネ ッ トワー ク が大 き くな れば な るほ ど
、 関 連 す る模 関 あ る いは

利 用 者 は数 を増 す だ け で な く各 種 態様 の複 雑 化 に つ なが る。従 っ て楠 の

ネ ッ トワー ク毎 に運 営 主 体 が何 人 で あb、 どZ)よ うな運 営 方法 を行 うか
、

シ ス テ ム の利 用 方 法 は、 運 営 の ため に要 す る 要員 の確 保
、 訓練 、 使用 料 金

の負 担 方 法 な らび に その 額 等 々の 決 定 を ど うず る か考 え ら れ な くて は な ら

ない が・ この よ う な ケー スは今 懲 す ます土曽加 しまた 現 実 に この よ うが

ッ トワー ク システ ム の形 成 の必 要性 が重 視 され る で あ ろ う
。 従 っ て こDよ

うな ケー ス にお け る対 策 を 早 急 に 市民 合 同 の場 で充 分 に検 討 しそ の実 現 方

策 に つ いて用 意 しな くて は な らな い。

5-5情 報 の ネ ッ トワー ク シス テ ムは 、各 種 の態 様 の も7P、 地 域的 な広

が りの異 る もの等 々、 今 後 ま す ます そ の種 類 と数 を増 加 して くる こ とが予

想 され ・ も とよ 嫉 態 に応 じて 統合 、 総創 ヒしうる も のは合 理 化 の ため
、

一本 化 を 図 るぺ きで あ るが
、原 則 と しては 必 要 に応 じ多 数 の ネ ッ トワー ク

シス テム相 互 間 に相 連 繋 した関 係 が成 立 す る方 向 に つ い ては これ を抑 圧 す

る こと は出 来 ない。 各 種 の ネ ッ トワー ク が出 来 る に つれ て
、 これに対 応 し

た伝 達 手 段 の確保 が最 も重 要 な問 題 とな 一。 現 在 の 公 共 通 信 線 を拡 充 し

機能 を改 善 増 大 す る ことで果 して将来充分 にこの要請に対応 し うるであ

ろうヵも 或いは情 報 流 通 ネ ッ トワーク の ため の専 門的 な伝 達 設備 が新 設 され

る こ とが必 要 に な っ て くるの では な い か を 検 討 す べ さ で あ り
、 この よ うな

特種 な機関 の必 要 性 とそ の 成 立 の 可能性 につ い て の検 討 が 慎 重 に行 お れ な

くては な ら ない0

5-6将 来 の 情報 ネ ッ トワ一一ク の利 用 者 は
、次 舞 に一般 家 庭 若 し くは 他

人 に 対 す る もの が急 速 に増 加 し、また要 請 は強 くな っ て くる こ とが予 想 さ れ

る。 ま た国 の福 祉 政 策 の面 か らい って もこ の点 が強 化 拡 充 さ れ な くて は な

らな い。 この た め には各 家 庭 に おけ る端 末 が安価 な ものに な る こと
、 伝 送
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費 が安 価 に た る こ と):基 本 的 に は要 請 さ れ るが、 ひる が えつ て み る と、 従

前 の情 報 伝達 の 印刷 音声 の 便 宜 を図 る社 会施 設 と して公 衆 電 話 や郵便 ポス

トが あ る よう に、 デ ー タ通 信 に お いて 、 一般 大 衆 が随 時 篇 便 に使 用 し うる

公 衆 端末 の ご とき もの が普 及 さ れ る こ とが望 ま しい。 特 に医療 とか教 育等

を内容 と した もの と しての 実 現 が早 急 に期 待 さ れ る。 も と よ りこの ような

た 設 は、 市 街 に たけ る電 話 ボ ッノ スの よ うに広 くかつ 多数 ある必 要 は ない

が、 地 方 公天測 コ とか 学校 とか に設置 され る こと を考慮 す べ き で あ ろ う。

3-7情 報 社会 に対 応 す る た め情 報 流 通 ネ ッ トワー クの 整備 が必 要 で あ

る が、 この ネ ッ トワー ク を真 に価 値 あ ら しめ るた め に は、 情 報 の 利 用 者、

特 に個 人 とか中小 企 業 の経営 者 等 の情 報 の価 値 に対 す る認 識、 出来 うれ ば

価値 に対 す る対価 の負 担感 覚 の向 上 が な くて はな らない し、 また 真 に必要

とす る情報 の ニー ズ と与 え られ た情 報 の 利用 能 力 を 育成 し な くて は な ら な

い。 この た め に は学 校教 育 、 成 人教 育 を通 じて啓 蒙 指導 を 強 化 す ると共 に

情 報 処 理 また は情 報 提供 の衡 に 当 る もの が絶 え ず情 報 ニー ズの所 在 と変 化

に 対応 し必要 な情 報 の処 理 を行 い、 又 は情 報 を保 持 す る体 整 を整 備 しな く

て は な ら ない。 この た めに必 要 な 方策 につ い て も広 く有 識 者 の 知能 を結 集

す る と共 に特 に既 存形 情 報 提 供 シス テ ム に加 わ って い る人 々、 機 関 の蓄積

さ れ た 能 力 を充 分 に活 用 し発 展 さ せ る手 段 が 必要 に なっ て くる。

3-8情 報 の全 国 的 規 模 にお け る提 供 者 と して最 も有 力 な ものは 中央 官

庁 で あ る。 今 日の と ころ 中央 官 庁 の情 報 は各 官庁 の行政 目的 に対応 して整

備 さ れ て い る6も ちろん 現在 の各 種 官庁 の デー タ、 統計 は そ れ なbに 一 般

的 に 利 用 の価 値 は存 在 してい る が、 各 省 庁 が そ れぞ れ一 つ の 中央 デ ー タセ

ン ター とすれ ば、 セ ン ター 相互 間 に お け る情 報 流通 の ネ ッ トワー ク が先 づ

形 式実 施 され、 そ の総 合 的 な もめ が一 般 の 情報 流通 ルー トを 通 じて社 会 に

提供 され るべき で、 中央官 庁 の 合 理 的 な情 報 ネ ッ トワー ク と これ に次 い で

中央 官庁 と地 方 自治体 との間 に お け る ネ ソ トワー ク が 形 成 さ れ るべ き で

あろ う。 これ 等に つ い て は 国 が大 きな社 会 福 祉 シ ス テ ム開 発 す る と共 に そ
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の 効果 を高 め るた めに も まず 着手 す べ きで あろ う。 企業 自体 で の ペ ース で

進 み う る もの に つ いて は別 と して、 い つ れ国又 は公 共 機 関 が実 施 担 当 しな

くて は な らない 分野 につい て は、 まず 早 急 に先 導 的 関 係 の 役 割 を果 す べ き

で あ ろ う。

■
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c標 準 化 の 推 進

1基 本 的考 え方

1'T.1標 準 化 の重 要 性

来 るべ き情報 化 社会 に備 え て、 その健 全な、 しか も世界 を リードする

発 展にょって、わ が国 ば か り では な く、 あ まね く人類 の文 化 に貢 献 す る ため

に、 そ の基 盤 を 整 備 す る ことは 現在 最 も重 要 で しか も緊急 な こ とで あ る。

基 盤 の 整備 事 業の 中 で も、 特 に標 準 化 の 問 題 は後 世 に ま で影 響 が 持続 す る。

国 家 百年 の 大 計 に相 当 す る性 格 で あ る と同 時 に現 時点 に お い て緊 急 で あ り、

一 刻 も早 くスタ ー トしな け れ ば な ら ない 面 もある。 明治維 新 後 、 わが 国 が

急 速 に 工業 化 社会 へ 脱皮 下 る こ とに成 功 した理 由や 原 因 は 単一 で は な く、

種 々の もの が指 摘 され て い るが 、 そ の ひ とつ は 単位 系 が整 備 さ れ てい た こ

とで あ る。 情報 化 社会 に お け る標 準 化 の 意義 は工 業 化 社 会 に おけ る単位 系

や工 業 標 準 以 上 の重 要性 を 存 ず る もの で ある。

1。2標 準 化 の 現状 と緊 急性

わ が国 は 電 子 計算 機 のi)1(有台 数 に お い て、 米 国 に つ いで世 界 第 二

位 の 盛 況 に ある。 しか るに 情 報 関係 の 橡 卓 化 は 、関係 者 の努 力 と熱意 に も

か か わ らず満 足 すべ き状 態 に あ る とはい えな い 。 この た め 電 子 計算 機 シ ス

テ ム間 の 情報 の流 通 は 混乱 阻 害 さ れ 円滑 とは い え ない。 いわ ば バ ベ ル の 塔

の 悲 劇 とな りつつ あ る。 この 事 態を 解 決 し情報 化 社 会 へ の進 展 を は か る た

め に後 に提案 す る よ うに基 本 的 な 対 策 と緊急 施策 とを強 力 に行 う必 要 が あ

る0

1。3標 準 化 にお け る困 難

情 報 関係 の標 準 化 に は種 々 の困 難 が よ こた わ っ て い る。 これ らは

次 の よ うで ある。

1)標 準 化 に 対 す る関 係 者(国 民 、 利用 者 、 制 定 者)聞 の 禾ll害、価

値 判 断 、 立場 等 が異 る ため 合 意 に時 間を 要 し普 及 がす み や か で ない。

2)標 準 化 に つ い て視 野 が広 く、 将来 の技 術勤 向 に洞 察 力 の あ る

専 門 家 も少 く、 また 専 門調 査 研 究 組 織 も弱 体 で あ る。

5)標 準 化 は 情 報 関 係 に お い ては従 来 の 工 業 分野 に お け る よ り も
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重要 であるに もかかわ らず、使用を強調 する力が弱 く普及 が充分 で方い。

以上の困難を克服す る ことが必要 で ある。

2標 準 化 に お け る問 題 点

標 準 化 には 困 難 な問 題 が 極 め て多 い。 そ れ らの項 目は お お よそ 次 の よ う

に分類 され る6

1)記 号、 文字 、 言 語 お よび そ れ らの コー ド

2)媒 体(シ ー ト、 カー ド、 テ ー プ、 デ ィ ス ク)お よびそ れ に 付 帯 す る

事 項

3)書 式 、 フ ォー マ ッ ト、 帳 標 、 フ ァ イル構 造 、形 式

4)入 出 力機 器 お よび そ の関 連 事 項

5)情 報交 換(通 信)用 イ ンタ ー フ ェース お よび 伝 送 手続(計 算 機 シ ス

テ ム間 お よび端 末 間)

次 に上 の 諸問 題 の うち特 に 重 要 ま た は緊急 な もの につ い てのべ る。

2・1漢 字 お よびそ の コー ド

今 まで電 子 計算 機 で ぱ 主 と して ロー マ字 、 数 字 また は か な等 とが

もち い られ て来 た。 これ は電 子 計算 梼 が ヨー ロ ッパ お よび アメ リカ に お い

て発 達 した ため 、 そ れ ら地 域 で常 用 され て い る文字 が と りあ け られ た か ら

で ある 。字 数 の比 較 的 少 い か な を 電 子 計算 機 で とり あっ か つ こ とは成 功 し

た が 、 わ が国 に お い て常用 さ れ て い る漢 字(か なを 含 む 以 下同 様)は 現在

電子 計 算 機 に お いて 種 々 の 困 難 の だ め に広 く利 用 され て い る とは い え な い 。

しか し、最 近 の技 術 の進 歩 、 所 得 水準 の上 昇 、 電子 計算 機 の 利用 分 野 の拡

大 と普 及 、特 に 言語 処 理 分 野へ の普 及 に よっ て 漢字 を と り あ つか うこと が

強 く要 望 され 一 部 で は実 用 され るに至 っ た。 また漢 字 が電 子 計 算 機 に よっ

て手軽 に と りあ つ か え る こ とが、 わ が 国の 情 報化 に とっ て不 可 欠 の 条件 で

あ る。 印 刷 新 聞 等 に見 られ る通 り現 在 は漢 字 の と りあ つ か い は 混 乱 して い

る。 これ らの事 情 か ら漢 字 の 標準 化 と標 準 コー ドの制 定 とは最 も緊 急 で重

要 な課 題 で ある。 ま た 日本 文化 お よび 教 育 に も影 響 す る ところ が 大 きい。

戦 前 か ち、古 くは 明治 時 代 か ら文部 省 が 中心 に な っ て国 字 問 題 を 審 議 し

て、 戦 後 に は当 用漢 字 の 制 定 等 相 当 な成 果 を あげ た が、 そ の 普 及 に つ い て
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は必 ず し も充 分 で は ない。 また 情報処 理 の 立場 か らみ る と幾 多 の 未 解決 の

問題 が残 さ れ て い る。 これ らの残 され た 問題 の た め 電子 計算 機 に よる漢 字

の処 理 は不 統 一 と混 乱 に直 面 し て普 及 が さ ま たげ られ てい る。

漢 字 につ い て 解 決 す べ き問題 は 次 の 通 り で ある。

1)漢 字 の集 合(ア ル ブ アベ ッ ト、 字 母)を 明確 にす る こ と。

漢字 は ・一 マ字 の よ うに 明確 な ア ル フ ァ ベ ッ トの概 念 が ない 。

字数 が多 いの で あ る か ら ロー マ字 の場 合 とは異 るが 当 用漢 字 、 教育 漢 字 、

人 名漢 字 等 の概 念 で あ らわ せ る よ うに、 と もか く漢 字の アル フ ァベ ッ ト概

念 を 帽 っ き りさ せ る必 要 が ある 。部 分 集 合 、拡 大 集合 、 和集 合 等 の概 念 を

活用 す る こ と が望 ま しい。

2)ロ ー マ字 の よ うに、 す べ ての 漢 字 に順 序 をつ け る こと。

これ が一 意 的 に き まら なけ れ ば 索引(た とえば 名 寄帳)の 作

製 、 情報 検 索 等 の プ ログ ラム は作 れ ない。 わ が国 で は漢 字 だ け で な く、 か

なのみ で も正 書 法 に おけ る順 序 付 は標 準 化 が行 わ れ て お らない。 国 語辞 典

の み だ し語 の 排 列 は著作 に よっ て異 っ て い る。 この 混 乱 が そ の ま ま電子計

算 機 に も もち込 ま れ て い る。

5)漢 字 の 分類 法(必 ず しも単一 で ある必 要 は ない)を 明確 に す

る こ と。 現在 伝統 的 に音、 訓、 字 画 数 、 都督 お よびそ の 他 が行 わ れ また新

しい こ ころ み も検 討 され てい る が、 電 子 計算 機 に よる 情報 処 理 の立 場 か ら

一 般 大 衆 に受 け 入 れ や す く しか も合理 的 で あい ま い さの な い方 法 を検 討 し

普 及 さす べ きで あ る。

4)わ が 国以 外 の漢 字 常用 国 との 協 調 を 考 慮 す る こ と。

わ が 国 に おけ る漢 字 の 使用 方 法 は 独 特 で あ って 、 中国 とは必

ず し も一 致 して お らな い。 また 完 全 に一 致 さす べ き もの で もな い。 しか し

一 致 で きる部 分 が あれ ば
、 この 面 に つ い て協調 を は か る こ と が望kし い0

5)漢 字 の コー ド化 π つ い て は ・一マ字 等 の 国 際 的 コー ド(IS

O)と の相 互 関係 を 考 慮 す る こ と。

国 際 的 な ・一 マ字 コー ドとの関 係 を あ らか じめ 考慮 してお けば 、 漢 字入

力 装 置 の ない パ リー や、 ベ ル リンか ら で も ロー マ字 コー ドに よっ て漢 字 を

タ イ プ ライタ ーか ら入 力 す る こ ととな る。 また 簡 易 漢字 入 力装 置の 発 展 の
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基 盤 とな る。

6)漢 字 の コー ド化 に 際 しては将来 の漢 字 植字 ま た は 製版 用 コー

ドへ の発 展を あ らか じめ 考 慮 して お くこ と。

2・2磁 気 ディ ス クの 標 準 化

電 子 計算 機 に よ る 情報化 社会 へ の進 展 に と っ て最 も重 要 な役割 を

に な っ て い るの は 記憶 媒 体 で ある。初 期の頃 は記 憶 媒 体 の 容 量 は あま り大

き く なかっ たが、 磁 気 テ ー プ と磁 気デ ィス クの発 達 に よっ て革 命 的に変 化

しつ つ ある。 これ は高 密 度 大 容 量比 較 的 高 速度 で低 廉 左記 憶 媒 体 と して磁

気 テ ー プと磁 気 デ ィ ス クが 使用 普 及 したか らで あ る。 情報 化 へ の道 は 記憶

媒 体に ょっ て導 ぴ か れ る とい って も過 言 では な い。 な か で も磁 気 デ ィスク

パ ックの役 割 は決 定的 で ある 。 この磁 気 デ ィ ス クパ ックは 高 密 度 高 速 で あ

るば か りで な く極 め て高 い信 頼度 で記 憶 媒 体同 志 の 互 換 性 が保 証 され てい

る点 に電 子 計 算 機 シ ス テ ム に お げ る要 石 の地位 にの ぼ る こ とが で きた。 し

か し高信 頼 度 と互換 性 は一 朝 一 夕 に得 られ た もの で は ない 。 長 期 にわ た る

技 術開発 と標 準 化 へ の 不 断 の 努力 と標 準 維 持 の た め へ の組 識の 確 立 とに支

え られ てい ろoまft次 の発 展へ の 推 進 が続 け られ て い るo

残 念 なが らわ が 国 に お け る磁 気 デ ィ スク パ ックの標 準 化 は アメ リカお よ

び ヨー ロ ッパ に比 べ て相 当 お くれ てい る。幸 に も磁 気 デ ィ スクパ ックに関

して は国際 的 にはISO規 格、 国 内 で はJIS規 格 の制 定 が進 ん でい る。

しか し憂 うべ き こ とに は そ れ らの規 格 を維 持 し運 営 し発 展 させ るための 組

織 が欠 除 してい る。 緊急 に これ に対 す る組 織 を作 り、人材 を 養 成 ず る必 要

が あ る。

海 外 に お い て は アメ リ'カの 国 家 標準 局(NBS)、 西 ドイ ツの物理 工 学

研 究 所(PTB)、 フ ラ ンス の 国家 中央 電 気通信 研 究 所(CNET)、 イ

ギ リスの国 家 物理 研 究 所(NPL)で は磁 気 デ ィク ス標 準 室を 設 立 して、

標 準維 持 業務 を開 始 して い る。

わ が国 の 現 状

現 在 わ が 国 に は 、磁 気 デ ィ スク パ ック 製造 会 社 は 数 社 あ り、外 国会 社 の

輸入 品 とと もに販 売 され て い る。 現在 は大 多 数の 製造 会 社 がIBlvi社 に規

・格 を あわ せ て い るの で表 面 上 は問題 が な い よ うに み え る。 しか し磁 性材 料
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の改 良、 半 導 体 の 発 展 、 工作 技 術 の進 歩 等 に支 え られ て情 報 記 録の 高密 度

化 と接 近 の 高速 化 とが進 行 しつ つ あ る。 こ の よ うな高 性 能 化 に 備 えて標 準

化 の促 進 と維 持 とは 緊急 で ある。

磁 気 テ ィス ク の標 準 の維 持 は標 準 デ ィ ス ク と標 準 ヘ ッ ドに よる 比較 測 定

以 外 に標 準 を維 持 す る方法 は今 の所 な い。1972年10月 ま で はわ が国

の 製 造 会 社 はIBM社 の 標 準 デ ィク スをIBM社 の厚 意 に よって供 給 さ れ
、

これ に よ って 自 社 製 品 を較 正 して い だが
、 現在 は供 給 を た たれ て お り、 手

もちの 標 準 デ ィ.ク ス が劣 化 す れば 規格 の維 持 は困 難 とな ろ う。

2・5標 準 化 に お け る基 本 原則

次 の よ うな もの を確 立 してお くこ とが将 来 の 発 展へ の 出発 点 と し

て必 要 で ある 。

1)

2)

5)

4)

5)

6)

る こ とo

現 状 に役 立 つ と同 時 に

将 来 の 発 展 に際 して無 用 の 混 乱 を生 じ な い よ うにす る。

現 在 と将 来 の 連続 性 を 確 保 す る。

将来 の発 動 きずltva・tら なL)・ ≒・

国全 体 と しての 政策 に統 一性 を 保 持 す る こ と。

国 際 性(ISOの 他 に ア ジア等 の 近 隣 諸国)に 対 して自己慮 す

3問 題 の改善 、 整 備 、 促 進 まkは その 方向

5・1基 本 原 則 と当 面の 問 題 とを管 理 す る組 織 の強 化

さ きに もの べ だ通 り情報関係 の 規 格 、 標 準化 は通 常 のエ 業 製品 以

上 に比 重 が大 で あb、 ■だ 関連 す る分 野 が文 化、 教 育 、'医療 、環境 等広 く

各 分 野 に ま た が るの で これ等 を 管 理 す る適 当 な絹 織 を 造 る必 要 が ある。 組

織 の新 設 も考 え られ るが、 国 際 的 に配 慮 して電 子 総 研 に 情報 標準 部 を も う

ける の も一 案 で あ ろ うo特 に磁 気 デ ィ スク パ ックお よび磁 気 テー プの 標 準

化 ・ そ の維 持 と管 理 ・ 性 能の 向 上 の業務 は 電 子総 研 が適 当 であ ろ う。

当 面の 具 体 的 な問 題 の 処理 に 当 っ ては、 そ れ ぞ れ適 当 な機 関 に分 担 また

は委 託 させ効 率 を は か る ことが必 要 で ある。

標 準 化 の細 部 に つ い て は単 一 で あ る必 要 は な く多 元 的 で あるの もやむ を
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■

え な い・ む しろ もの に よっ ては
・ 形 式 的 に単 一 化 す る よ 蝿 、 多 元 化の 方

が 実際 的 で あ る こ とも あ る。 この際 多 元的 標 準 に合 理 的 に容 易 に 相 互変 換

が 可能 とな る よ うな原 則 とそ れ ぞ れ の標 準 に 共 通 な原則 を ガ イ ドライ
ン と

して・ あ らか じめ確 立 して お く こと。

5・2漢 字 の 問題 お よび 文 字
、 言 語 等の 関 連 問 題

この 問題 につ い て は す で に述 べ た が
、 問 題 の性 質 上 国 民 の 支持 を

得 る ため の配 慮 と普 及 の ため の 措 置 を必 要 とす る
。

4具 体的施策、措 置、検討、調査 等への提言

次 の よ うに ま とめ る こ とが 壷 る。

川 情報関連標準 化の原則(カ イ ドライ つ の確立 とその国民的 。ンセ ン

サ スを得 るための運動を する組織の強化
、 情報関連規格の普及 お よび強 制

の ため の行政指導、だ とえぱ プ レハ ブ住宅の場合を 参考 にす ること
。

t21漢 字等 文字 および言語の標準 化 とその普及対策

(5}標 準化を 前提 とした情報記録媒体の専門的研究 の強化
、(専 門研究者

専 門家の養成)・ 磁 気テー プ・磁 気テ ・ス辱 の標準の繍 と醒 組織の

新設

9)デ 一夕ー フオーマ ・ ト等のIIS化 の促進 ・醜 的連帯の強 化

(5,タ イプ ライター使用 習慣の ないわが国社会に適 した入力装置の選定 と

その標準化
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●

Dツ フ ト ウ エ ア の 法 的 保 護

1ソ フ トウエ アの法 的 保 護 の 意 義

(1)20世 紀後 半 にお け る コン ビ=・一 夕の 急 速 な発 達 ロ、 大量 迅 速 な情 報

処 理 を 可能 と し、 無形 の知 的 産 物 で あ る情報 に新 た な経 済 的 ・社 会 的 も し

くは 文化 的 価 値 を もた ら し、 情 報の 生 産 お よび取 引 が、 経 済 活 動 の 重要 な

分 野 を 占め る勢 を 示 して きだ 。

他 方、 在 来の 法 制 は 、存 形 の 財 物 に 対 す る所 有権 の 後会 を 核心 と して組 み

立 て られ た もの で あ り、 情報 とい う新 しい無 形 の価 値 を受 け入 れ る こ とに

質 的 な困 難 を もっ て い る。 例 えば 、 情報 の 媒 体 は有 体物 で あ る か ら、在 来

の 所 有 権 の 対 象 と な りえ て も、 情報 そ の もの は媒 体 を離 れ た抽 象的 存在 で

一あら て、 所有 権 の対 象 と しては な じ ま な い もの で あ る。 情 報 と法 的 主 体 と

の か か わ りの本 質 は 、 情報 を認 識 し これを 利 用 す る こ とで あっ て 、 これを

持 つ こ とでは ないo

情報 を 認 識 し これ を利 用 す る地 位 も し くは権 利=仮 りに これ を 情報 権 と

呼 ぼ う=は 、 そ れが 独 占的 排 他的 な もの で あれ ば、 そ の 情 報権 は在来 の 所

有 権 に 類 似 し、 他 人 か ら利 用 許 諾 を 受 け た もの で あれ ば 、 そ の 情報権 は 在

来 の賃 借 権 等 に類 似 す る。 まだ この 関係 は 、特 許 権 と実 施権 、 著作権 と著

作 物 利 用 権 等 に も類 似 す る。従 って 、 在 来 法制 を活 用 また は拡 張 して、 情

報権 を そ の 中 に組 み 入 れ 処理 しよ うとす る努 力 が 、 当分 の 間 は な され る で

あ ろ うc

しか し、 今 後 情報 の 量 及 び 質 が飛 躍 的 に増 大 し、経 済 、 社 会 、 文 化 の な

か に深 く浸 透 して ゆ くもの とす れ ば 、 基 本 的 に立 法 の基盤 を異 に す る在 来

法 制 を もつ て して は、 情報 の価 値 を 正 し く把 握 す る ことはつ い に困 難 とな

るで あ ろ う。 す なわ ち 、 い わゆ る情 報 化 社会 の もとにお いて は ・ 民事 ・刑

事 を 問 わ ず 、 これ に ふ さ わ しい新 た な価 値 体 系 と しての法 制 度 が要求 さ れ

るで あろ う。

② ところ で、 ソ フ トウエ アは 、 コ ン ピュ ー タを 動 か し一 定の 目的 を うる

た めの 手順 、 手法 等 の 総 称 で あ るが 、 そ の 本 質 は、 情報の 一 種 で あ り、無

形 の知 的 産 物 で ある。
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ソフ トウエ アには 、 比較 的 短 い もの で あっ て も発 明 に類 す る す ぐれ だ ア イ・

デ アを もつ もの と、 す でに知 られ た ア イデ ィ ア の組 合 わ せ で あっ て も・ 多

額 の 開 発 コス トを 要 す る複 雑 なス テ ップの もの とが、 両極 端 に存 在 す る。

しか しそ の い ず れを 問 わ ず 、容 易 に コピー して利 用 す る こと が可 能 で あ る

とい う特 質 を も.らて い る。従 って、 ソフ トウエ アの法 的 保 護 は、 開発 者 の

す ぐれ た ア イ デ ィ アか、 多 額 の 開 発 費 か 、 あ る い はその 双 方 の正 当な期 待

権 を 守 るた め に 、 他 人 か ら無 断 で コ ピー され た り利 用 され た り しない とい

う法 的 保 障 の 問題 に帰 着 す るの で あ る。

しか し、 ソ フ トウエ アの無 断 コ ピー、 無 断 利 用 を侵 害行 為 ど して規 定 し、

これに 対 す る救 済 制 度 を 定 め た と して も、 ソ フ トウエ アの 侵 害 は、特 許 権

に おけ る有 体 物の 生 産 や 、著 作 権 に お け る出版 な どの よ うに、外 部 に顕 在

化 す る可 能 性 が な く、 侵 害 者 の 内 部 で 隠密 の うち に行 わ れ 、 その 証跡 を 明

らか に す る こ とが困 難 で、 救 済 制 度 が あ っ て も現 実 に は救 済 され ない場 合

が 多 い もの と思わ れ る。従 っ て、 す ぐれ た、 あ るい は高価 な ソ フ トウエ ア

の開 発 者 は 、.この よ うな危 険を 回避 す る ため 、 ソ フ トウエ アを 自 己の 内部

に 温存 し、 企 業 秘密 と して その 保 護 を 求 め る こ とに 在 るで あ ろ う。

以 上 で 明 ら か な よ うに 、 ソ フ トウエ アの 法的 保 護 に つ い て は ×先 ず、 ソ

フ トウエ アの す ぐれ た アイ デ アを保 護 す る か 、多 額 の 開発 費 の 回収を 保護

す る かの 問題 、 次 に ソフ トウエ アを流 通 段 階,ma－ い て保 護 す る『かv企 業 秘

密 と して保護す るかの問題 と、同次元 にお いては解 決 しがたいさまざ酷な

立場 か らの 課 題 が要 求 され て い るの で あ り、 立 法 に よ って ば これ を 解決 し

ょ うとす る場 合 に は、 社 会 的 要 請の あ る と ころを 正 し く把 握 し1立 法の 必

要 性 と趣 旨 目的を 明 確 に認 識 す る こ とが重要 と なを の で あ る。

(5}な お付 言 す れば 、 ソフ トウiア に対 す る侵 害 の 防 止 は 、 当事 者 間の 契

約 に ょ る拘 束 、企 業 内部 に おけ る物 的人 的 な管 理 規 制 の強 化 、 業界 に おけ

る倫 理 の 向 上 、.ある い ロ、 ソ フ トウエ アそ の もの に よ る防衛 技 術 の 開 発 等

が 、 互 いに あ い まっ て達 成 さ れ る もの で あ り、何 らか の 立法 措 置 に よって

一 挙 に す べ てが解 決 す る もの で あ るかの よ う左幻 想 を いだ い て は な らな い。
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2ソ フ トウエ アの法 的保 護の 必 要 性

(η 現 在 わ が 国 にお い て コ ン ピュー タ ・ユ ー ザー が 使用 してい る プ ログ ラ

ムの 大部 分 は、 基本 プ ログ ラム につ て は ハ ー ド ・メ ーカ ーに よ り
、応 用 プ

ログ ラムκ つ い て は ユー ザ ー 自身 に よ っ て、 開発 調 達 され て い る。

メー カ ー お よび ユー ザ ー か らの 、 ソ フ トウ エ ア専 門 業 者 への プ ロ グ ラム作

成 の外 注 ぱ 、近年 着 実 に 増 大 す る傾 向を 示 して は い る が、 ま だそ の 割 合 は

低 い。

専 門 業 者 ま たは 他 の ユ ー ザ ー が開 発 した プ ログ ラムを、 購 入 また は交 換 な

どの 方法 に ょっ て取 得 す る ケー ス に い た っ ては 、 例外 的 に行 なわ れ る に過

ぎな い。

す なわ ち わ が国 の 現 状 は、 メ ー カ ー お よびユ ー ザー が、 そ れ ぞ れ ソ フ ト

ウエ アに 関 す.る技 術 者 を か か え込 み 、 自然 の み で利 用 す る プ ログ ラムを、

自か ら娼 発 し、 管 理 してい るの で あ り、 プ ログ ラムの 開発 に関 す る専 門 化

も し くは分 業化 が十 分 でな く、 そ の結 果 として、 商 品 と しての プ ログ ラム

の 流 通 も、 ほ とん ど見 られ ない段 階 で あ る。.

この よ うな社会 的、 経 済 的 背 景 の も とに お いて は、 ソ フ トウエ アの法 的

保 護 を 求 め る ニーズ は まだ 微弱 で あ り、 せ いぜ いユ ー ザ ーの 内部 に秘 蔵 さ

れ て い る プ ログ ラ ムに つ いて 、 こ れを 企業 秘密 と して、 法 的 に保 護 す る こ

とが 妥 当 か い 左か が問題 と在 る程度 で あろ う。

② しか しな が ら、 この よ うな現状 は、 同 種 プ ログ ラムの 重複 開 発 、貴 重

な プ ログ ラム 開発 資金 と有 用 な人 材 の 非効 率 的運 用 を 招 い て い るの で あ っ

て、 わ が国 の 情報 産 業 の発 展を は か る うえ で、 克 服 す べ き重 要 な課 題 と し

て指 摘 され て い る と こ ろで あ る。

す なわ ち 、 将来 の 情報 産 業 の あ り方 と して、 ソフ トウエ アの 開 発 に つ い

ての 専 門 化 、分 業 化を は か り、 ユ ー ザ ーは 、 可能 なか ぎ ⑬ ソフ トウエ ア業

者 の 開発 した プ ログ ラムを 購 入 す べ きで あ り、 そ の よ うな体制 を とる こ と

に よbて 、 ユ ー ザーは廉 価 に プPグ ラムを 調達 す る こと が で き、 地 方専 門

業 者 は、 資 金 と技 術 者 を有 効 に 活 用 し、 よ り高度 の プ ログ ラムを 開 発 して

ユ ー ザ ー に提 供 す るこ とが 可 能 とな り
、 情 報処 理 の 普 及 と高度 化 を 促 進 す

る こ とにkる 、 とい うの で あ るo
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も し、 この よ う左将 来 へ の 展 望 と問 題点 の 指 摘 が正 しい もの とすれ ば
、

ソフ トウエ ア産 業 の発 展 を 阻 害 してい る要 因 を 除去 し
、 さ らに 、 そ の健 全

な育 成 を ば か る た め の 政 策的 、 も し くは先 導 的立 法 を 検 討 す る こ とは
、 十

分是 認 に値 す る もの といわ ねば な らない。

18世 紀 に お い て 、 アメ リカ合 衆 国 が積 極 的 に 連邦 特 許法 を制 定 し
、有 用

な発 明 に保 護を 与 え る政 策 を採 用 す る こ とに よ り
、 そ の後 の 産業 の 発 展 に

顕 著 な寄 与 を もた ら した事 実 を あげ る ま で もな く
、 政 策 目標 に 向 っ て正 し

く設 定 され た立 法 は、 立 法 の 時 点 に おい て は さ した る効 果 が な くと も
、 次

第 に社会 的 ニー ズ を掘 り起 し、つ い に産 業 の基 幹 を なす制 度 と して定 着 す

る こ と にな る の で あ るo

(5}19.71年5月 の 、 コ ン ピュ ータ ・プ ロ グ ラムの保 護 に関 す るWIP

O政 府 専 門家 グル 一一プ合 議 の 報 告 は
、 この 問題 に つ い ての世 界 の動 向を う

か が わせ る欠足 る もの で あ る が、 従 来 先 進 国 にお い て主張 さ れ て い た
、 ソ

フ トウエ ア法 的保 護 の必 要 性 、 す なわ ち、 ソ フ トウエ アの開 発 者 は 正 当 な

報酬 を受 け とる べ きで あ り、 かつ 、 開 発 の結 果 が保 護 され れ ば
、 開 発 に対

す る投 資 が刺 激 さ れ る で あ ろ う。 とい う理 由の ほ かに
、 近 い将 来 そ の 国 自

身 の ソ フ トウエ ア産 業 の 発 展を 繊 で き な・・発 展 途 上国 に お け る
、 ソ フ ト

ウエ ア法 的 保 護 の 問題 を 含 め て、 次 の よ うな理 由に ょ る
、保 護 の必 要 性 を

承 認 してい るo

(alす べ ての 商 品 取 引 、 侍 に技 術 の移 転の 促 進 に は、 健 全 な商 法 とい'う

基礎 が 必 要 で あ るo

{b,知 的 資産 の 分 野 に お いて は 、有 効 な法 的保 護 が な い場 合
、 開 発 者達

は収 益 回収 の ため に は、 秘 密 に頼 る こ とに な るが、技 術の 進 歩 は 情報 の 自

由 な交 換 に よっ て 推進 され る こ とか らみ て、 秘密 に頼 る こ とは望 ま し くな

いo

(司 技 術 供 与 は 、供与 者 と被 供与 者 を不 当 な侵 害 か ら は っ き;と 保 護 す

る よ うな法律 が 、 その 国 に あ る場 合 に促 進 され る
。

(d)法 的 保 護 が あれば ・ 開 発者 は、 開 発 コス トの 全 部 では な く
、 プ ログ

ラム使 用 者 の 使用 の 程度 に応 じて 、 よ り低 い価格 で プ ・グ ラ ムを 使用 させ

る こ とが可能 と な る。 も し、 発 展途 上 国 に法 的保 護 が ない 場 合 は
、 プ ログ
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グ ラムを特 恵 的 に有 利 な条 件 で所 用 ず る ヒ とは 非 常 に 困 難 で あろ う。

か く して 、上 専 門 家 グル ー プ会議 は、 ソ フ トウエア の 法 的保 護 につ いて 、

引 き続 き国際 レベ ル で検 討 す る こ とが有 用 で あ 珍、 国 内法 を 結 びつ け る も

の と して国 際協 定 が望 ま しい と報 告 し、WIpoaj務 局 に よって、 将 来 の

政府 専 門学 会 議 開 催 の た め の、 準 備 が行わ れ る こ とに な っ て い る。

5わ が国 に おけ る 法 的保 護 の 検 討

,(1}ソ フ トウエ ア の 法 的 保護へ の ア プ ロー チ と して は・ 大 別 して在 来 法 制

に ょ る もの と、 新 規 立 法 に よ る もの とが あ り、 前者 には 、特 許 法、 実 用新

案 法 、 著作 権 法 、 契 約 法 まだ は不 法 行 為法 、 不 正 競 争 防止 法 等を 活用 し、

'あ る い は、 こ れ ら在 来 法 制の 概 念 を拡張 、 類 推 し、 ま だ は在 来 法 制 に一 部

追 加 的 改正 で行 うこ とに よっ て、 法 的 保護 を は か ろ う とす る立 場 が ある。

.例 えば 、 前 記WIPO専 門家 グル ー プ会 議 に お いて英 国代 表 は、 現在 の

契 約 法 お よび 企 業秘 密 に関 す る 商慣 行 に よ り適 当 な保 護 が 与 え られ る と し、

西独 代 表 は 、 西 独 不 正 競 争 防止 法 の一 部 改 正 を 、 ソ連 代表 は 、 実 用新 案 の

概 念 に よる検 討 を 主張 して い る。

しか し、 ±会 議 の 結 論 と して は ソフ トウエ ア の 法 的 保 護の 検 討 は、 プ ・グ

ラム以 外 の発 明(特 許 権)や 労 作(著 作 権)を 保 護 す る た め の確 立 され た

法 的概 念 に厳 密 元従 っ てで はな く、 プ ・グ ラムの 法 的 保 護 の各 シス テ ムが

持 つ べ き望 ま しい要 素 の 検 討 に努 力を 集 中 すべ きであ る と して お り・登 録

ま た は寄託 に ょる何 ら かの 公開 、 プ ログ ラムの 有 効 経 済 寿 命 お よび合 理 的

、回収 期 間 に応 じた保 護 期 間、『侵害 の 防止 お よび 金 銭 賠 償 に よる救済 等を 骨

子 とす る新 規 立 法 の 方 向を 示 して い る とい うことが で きる。

わ が 国に お い て は、通 産 省 ソ ラ トウエア 法 的保 護 調査 委 員 会の 中間報 告

(昭 和47年5月)が 、新 期立 法の 試 案 を 検 討 した もの で あ り、 著作 権 審

1議会 第 二模 員 会 の報 告(昭 和48年 錫)が ・ ソ ・ トウ エ ア が 著 作 権

法 に よ りいか に 保 護 され うる かを検 討 した もの で あ る。 〉

② 通 産省 ソ フ トウエ ア法 的保 護委 員 会の 中 間報 告 は、 重複 投 資 を排 除 し、

効 率 的 な ソフ トウ エ アの開 発 を 促 進 す る ため に は 、 ソ フ トウエ アの 流通 を

図 る こ とが必 要 で あ り、 そ の た め に は、 そ の 法 的 保 護 の 方策 を確 立す る必
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要 が ある との 政 策的 立 場 に立 ち 、政 策 目的 にふ さわ しい と思 わ れ る適 度 な

保 護 の 方 策 と して 、新 規 立 法 の試 案 を 示 した もの で あ る。

試 案 の 内 容 は 、登録 公 開 制 お よび 侵 害 救 済 制 を骨 子 と し、 保 護 期 間 を

10年 とす る もの で あ る。 いわ ば、 特 許権 、著 作 権 等 の いわ ゆ る無 体財 産

権 に近 い、 ソ フ トウ,エア権 なる新 しい 権 利 の 構成 を 思 わせ る が、 排 他 的独

占権 や刑 事 的 処 罰 を もっ て保 護 され る無 体 財 産権 に比 して、 同 等 の 確 固 た

る権 利概 念 を 主張 す るに ま で はい た っ て い ない 。

す なわ ち 、 試案 の 本 質 は、 流通 促 進 の 政 策 目的 の た めに 登録 公 開制 を必

要 とす る との 前提 に 立 っ て 、登録 さ れ だ プ ログ ラ ム が不 当 な侵 害 を受 け な

い よ う、 プ ログ ラムに 対 す る不 法行 為 及 び 損 害賠 償 等 の特 則 を 設 定 しよ う

とす る もの で あ る。 しか し、 ソ フ トウエ ア開 発 の 実 情や プPグ ラムの性 質

を 考慮 して 、登 録 公 開 に つ い ては、 厳 重 な審 査 や 完 全 な公開 を 行 わ ず 、侵

害 に つ い て は 、他 人 が独 自に開 発 した もの で あれば 、 た とえ同一 の プ ログ

ラム で あ っ て も差 し支 え 左 い とい うよ うな唾 腺 さを もつ てい る。

試 案 に つ い ての基 本 的 な問題 と して 、次 の よ うな 諸点 が 指摘 さ れ る で あ

ろ うo

勧 試 案 は、 プ ロ グ ラ,ムには す ぐれ た ア ィテ イ アの ある もの は 少 く、 多

くの プ ログ ラムの 湘 発 コス トは 、 コー テ ィ ン グ、 テ ス ト、 デバ ッ グ等 に か

け られ てい る との 前提 に 立 ち 、 あ る程 度複 雑 な ス テ ップを もっ だ プ ログ ラ

ムの 開 発 費 の 回 収 を 重視 す る かの ご と くで あ るが
、 特 許法 では保 護を受 け

られ な い が 新 規 性 を み た す す ぐれ だ ア イデ ィ アを 、 何 らかの 方 法 で保 護 す

る必 要 は な い で あろ うか。

(b}公 開 され る概 要書 と、 予 託 され る プ ログ ラム の内 容N性 能 とが、 実

際 に一 致 して い る か と うか の実 質 審査 を行 なわ な い とすれ ば 、 公開 制 の 実

体 が暖 昧 と なb、 この 点 に関 す る多 くの 紛争 が 、 司法 裁i判所 に お い て解 決

を追 られ る こ とに な るが 、 そ れ で よい で あろ うか 。

(c}(a){b)¢)2点 か ら考 え られ る問 題 と して 、 そ の す ぐれ た アイ デ アを盗

用 して他人 が 比 較 的簡 単 に 同種 の もの を作 成 す る こ とが可 能 な プ ログ ラム

と、 他 人 が 同種 の もの を 作成 す る こ とは 可 能 で あっ て も巨 額 の 費 用を 要 し、

コ ピー を購 入 して 使用 す る方 が よ り経 済的 で あ る プ ログ ラムに つ い て
、 そ
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れそ れ異 在 る登 録 公 開 の 方 法 と保 護 期 間 を 検討 す る必 要 が ない で あろ うか。

(d)試 案 で は この よ うな検 討 が必 ず しも十分 で な い ため 、 開 発 コス トの

高 額 な もの だけ を保 護 す る こ ととな り、 結 局、 大資 本 、 大 企業 の利 益 の み

に役 立 つ ことに な ら左 い で あ ろ うか。

(5)著 作 権 審議 会第 二小 委 員 会の 報告 は、 情報 の 権利 保 全 に 固 して、 無 体

物 を保 護 の対 象 とす る著作 法 権 に よ る保 護 に つ いて 究 明 し、 著作 権 法 の適

用 上 の 疑義 の 解 消を 図 る こ とが必 要 不可 欠 で ある、 との認 識 に 立 って行 わ

れ た 検 討結 束 につ い ての 報 告 で あ り、 コ ン ピュ ー タに 関 す る著作 権 の問 題

点 の所 在 を さ ぐ り、 これ を 整 理 す る ことを 目的 と し、 各 問 題 毎 に、 現行 法

の 解 釈 等 に つ い て一 応 の見 解 を表 示 す る ことに と どめ た、 とい う もの で あ

るo

しか し上 報告 は、 情 報の 法 的保 護問 題 に 関 して困 惑 状 態 に ある わが 国 の

現状 か らみ て 、 時 宜 を え た 検 討 で あ り、 問 題 点の 指 摘 も適 切 に行 なわ れ て

お り、在 来 法 に よる 情報 の 保 護 につ い ての 可能 性 お よび限 界 を 明 らか に す

る もの と して 評価 す る こ とか で き る。

ソ フ トウエ ア に関 す る上 報 告 の 見 解 の 要 旨 は 、 プ ・グ ラウお よび付 属 文

書 ぱ 、 い ずれ も著作 物 た り うる。 その 著作 者 は 、 これを 創 作 しだ者 で あっ

て 、 開発 を委 託 した考 では な い 。 著作 権 法 に ょって は、 プ ログ ラムの実 施

を 規制 す るこ とは で きず、 プ ログ ラ ムに つ い ての 頒布 権 もない。 と し、 プ

ログ ラ ムの特 殊 性 を考 慮 した 政策 的諸 問 題 に 関 して は 、 次 の よ うに述 べ て

い る 。

(a}プ ログ ラムの 著 作権 を 開 発 資 金 の投 下 者に 帰属 させ る必 要 が ある と

の意 見 は 、 なお 検 討 を 要 す るo

飼 プ ロ グ ラムに関 し、 登 録 公開 等 な らん かの 方 式 の 履行 を 求 め る こ と 、

は、 ベ ル ヌ条約 に 抵 しよ くし、 不可 能 で あ る。

(e}特 に プPグ ラム に つ い て優 遇 措 置 が な い 限 り、 保 護 期 間(50年)

を短 縮 す る必 要 は な い。

(d)プ ログ ラムに つ い て だ け 、権 利侵 害 に 関 す る特 別 措 置を 設 け る理 由

に 乏 しい。

回 プ ログ ラム複 製 物 に つ いて の 頒 布権 を 認め る こ とに よ り、 プ ログ ラ
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ムの 保 護を は か ろ うとす る意 見 につ い て は、 世 界 の動 向 や 実務 界 の 契 約 慣

行 等 を勘案 しつ つ、 頒 布権 の 及 ぶ 範 囲 等につ い て検 討を進 あ て ゆ くべ きで

あ るo

しか し、在 来 著作 権 は 、人 間 の 文化 的精 神 活動 の 労作 、 す なわ ち思 想 又

は感 情 の創 作 的表 現 を 保 護 し よ うとす る制 度 で あ り、他 方 ソ フ トウエ アは 、

情報の 生 産 加 工 等 に関 す る技 術 、 方法 そ の もの で あ って、 む しろ特 許 権 、

実 用 新 案権 の対 象 で あ る、 産 業 上 の 技 術 的思 想 の 創 作 に 近 く、 両 者 は 権 利

の 本 質 に お い て異 るほ か 、 わ が 国の 著作 権 法 は 、 ベ ル ヌ条 約 との関 係 上 、

プロ グ ラムに っ い て の 登 録 公 開 制 を 受 け 入 れ る こ とが不 可 能 で あ り、 流 通

お よび投 資 の促 進 とい う政 策 目的 を十 分 に 活 か し うる余 地 が少 な く、 そ の

保 護 期 間 も、技 術 の 目出 力交 流 普 存 が望 ま しい との観 点 か ら、 必 要 以 上 に

長期 に わ た る難点 が あ る もの とい わね ば な らな い。

(4)法 制 審 議会 にお け る刑法改正草案は、無 形 の 価 値 で あ る情 報 まftは ソ フ

トウ ェア の刑事 的 保 護 につ い ては 、何 ら触 れ るところ が な い が 、.文書 損 壊

罪 の規 定 に、"記 録 物"な る概 念 を導 入 し、 そ の"効 用 を害 す る"行 為 、

な らび に、 企業 の 職 員 が 、"生 産 方法 とそ の他 の技 術 に関 す る秘 密"を 第

三 者 に漏 らす 行 為 を処 罰 す る こ とを 提 案 してい る。'

右提 案 の うち、 企 業秘 密 漏 示 罪 の 新 設 に つ い て は、 特 に 批判 の 多 い と こ

ろ で あ るが、 仮 りに改 正 が実 施 す る もの とす れば 、 文 書 損 壊 罪 に ょ り、 ソ

フ トウエ アに封 ず る電 磁 的 方 法 に ょ る損 壊 か らの 保 護 を可 能 と し、 企 業 秘

密 漏 示 罪 に ょ り、 ソ フ トウエ アの 秘 密 と しての 保 護 を あ る程 度 可 能 とす る

で あろ う。

しか し、 これ らは い ず れ も、 技 術 の 普 及 や流 通 促進 等 の 政 策 目 的 とは直

接 に 関 係 の な い 規 定 で あ り、 別 に、 既 存 の 無 体財 産 権 侵 害 罪に類 した、 特

別 立 法 と して の ソ フ トウエ ア権 侵 害罪 と もい うづ き もの を 設 け る こ との 可

否 に つ い て検 討 が なさ れ るべ きで あ ろ う。

4む すび

ソ フ トウエ アの法 的 保 護 問 題 に つ い ては 、 政策 目 的 を明 ら か に し、 業界

の 実 情 、各界 の 意見 要 法 を ひ ろ く調 査 聴取 し、 そ の検 討を 促 進 す る こ とが

必 要 で あ る。 ま た、特 許 法 の 適 用 に 関す る ガイ ドライ ンの 設 定 も、 これ と
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併 行 して行 わ れ なけ れ ば な らな い。

検 討の 方 法 と して は 、著作 権 的 アプ ロー チ と新 規 立 法 的 ア プ ロー チ につ

いて 、 両 者 の位 置 付 けを 明 ら か に し、 利 害 得失 を見 きわ め る必 要 が ある
。

具 体 的 に は 、 著 作権 審 議 会 報 告 に ょる プ ログ ラ ム頒布 権 の新 設 に よる方法

と、、 通 産省 中間 報 告 に よる試 案 とを対 比 検 討 し、 これ を止 揚 す る こ と とな

・ろ うot`

ソ フ トウエ アの法 的保 護 は 、 す ぐれ て国 際 的 性 格 を 有 す る もの で あ り、'

・各 国 に お け る情 報 に深 い 関 心 を 払 わね ば な ら ない とは勿 論 であ るが
、だ か

ら とい っ て、 問 題 の検 討 に消 極 的 にな る こ とは 良 くない 。 近 い将 来 国 際 レ

ベ ルに おけ る 検 討 が行 わ れ る際 、 わ が 国 は わ が 国 と して の見 解 と提案 を も

つ て'これ に 参加 し、 必 要 な 磁力 と寄与 を 行 うべ き であ る。

な お、通 産 省 中 間 報 告 は、 当 面実 施 す べ き具 体 的 措 置 と して提 案 され て

い る、 プ ログ ラム の登 録 認 証 制 度 は、 プPグ ラ ムの 存 在 を ひろ く公 知 させ

る こ とに よ り、 流 通 促進 の 端緒 を つ くり、 プ ログ ラム の所 有 者 及 び作 成 時

期 に関 す る、立 証 方 法 に資 す る こ とに より、 在来 の不 法 行 為 法 ま た は著作 権

法 に よる侵 害 訴訟 を 幾分 で も容 易 にす る利 点 の ある こ と が認 め られ る。従

っ て、 そ の 実 行 方法 等を 検 討 の うえ 、実 現 す る方 向へ 努 力 す る ことが望 ま

しいo
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π 情報 化 マ イ ン ト⑳ 育成 と コン ピ ュ ータ教 育

A情 報 マ イ ン ドの 育 成

1情 報 マ イ ン ド育 成 の 重 要 性 .

どの 社 会 に もそれ ぞ れ の 社 会 に対 応 した生 き方 が あ る。 か つ て の 農 業 社

会 には農 業 社会 に対 応 した生 き方、 考 え 方 が あ った。 これ が 農 業 マ イ ン ド

で あ る。 同 じ よ うに 工 業社 会 に は 工 業 マ イン ドが あ る。

ところ で、 これ か らはエ 業 社会 か ら情報 化 社会 へ 移 行 す る とい わ れ てい

るの で あっ て、 こ う した新 しい 情 報 化社 会 には 、 い ま ま で とは 異 な った思

考 様 式 や行 動 方式 が 当 然必 要 に なっ て くる。 そ れ では 情報 化 社 会 に対 応 し

た 情報 マ イ ン ドとは 一 体 どん な 内容 の もの で あ るか。 これ は い ま までの 工

業 マ イ ン ドに 比 べ て5つ の きわ 立 った特 色 が あ る と考 え られ る。

Zず 第1は 、知 的 創 造 が これ らの生 き方の基 本 に な っ て くる とい うこ と

で あるoす なわ ち知 的創 造 の価 値 が い ■ま での 物的価 値 に か わ ってわ れ わ

れの 新 しい価 値 観 に な る。 工業 社 会 の場 合 は 、 物的 生 産 力 を 基 礎 に して 、

生理 的欲 求 の 充 足 、 あ る い は有 用物 の 大 量 消 費 とい うことを 中心 としてわ

れ わ れ の行 動 様 式 が 決定 され て い た。

と ころ が情 報化 社 会 に な る と、 知 的創 造 力 が一 般 的 に開 花 す る社 会 とい

わ れ て い る よ うに、 知 的 創 造 がわ れ わ れ の生 活価 値 の 中心 に な っ て くる 。

これ は具 体 的 に は問 題 を 発 見 した り解 決 た り、 あ るい は機 会 開 発 、 す なわ

ち新 しい未 来 の可 能 性 を 追 求 す る とい うふ うな ことを 指 して い る。別 の 表

現 を す れ ば、 人 間 の生 活欲 求 が物 質 的 な欲 求 かF・、 もっ と高 次元 の 生 きが

い とい うふ うな欲 求 に変 わ っ て くる と い うこと で あ る。' .

第2に は 、 わ れわ れ意 思 決 定 方式 か従 来 の よ うな垂 直 的 な論 理 的思 考 や

会議 方 式 か ら、 水 平 的 な シ ス テ ム的 な 思考 に変 って くる とい うこ とであ る 。

これ は わ れわ れ が コ ン ピュ ータ'と高 度 な数 学 的 手法 を 使 うこ とに よっ て複

雑 な問 題 を解 決す る能 力 を 身 に つけ る よ うに な るか ら で ある。 い まま で の

わ れわ れの 一 般 的 な意 思 決 定 の や り万 は、 だ れ か が ま ず意 見 を 述 べ、 そ れ

に対 して 参加 看 た ち かそ れ ぞ れの 立 場 で 別 の 意見 を 述 べ 、 だ ん だ ん討 議 が
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展陪 さ れ て い く27')一で あ ろが、 こ れか らの 社 会 は、 た とえばKJ法 の よ1

な 手法 を 用 い て、 らる 共遮 の 問 題 に対 してそ れ ぞ れの 立 場 か らの 意見 を ジ

らか じめ 出 す。 そ して、 これ らの 多 面 的 な意 見 を1つ の枠 組みの 中に 全伝と

して取 りま とめ る。 この よ う旋 参加 の形 で問 題 を 多 面 的 に と らえ、 これ を

シ ス テ マ テ ィ ッ ク に整 理 してい くとい うよ うな意思 決 定 の し方 が これ か

らの 情報 化 社会 に おけ る 情報";イ ン ドの1つ の特 色 に な っ て くる。

第5に 、'われ わ れ の 行動 様式 か 目的志 向 的 に な る とい うこ とで あ る。従

来 の よ うに三乏け身 で受動 的 に行 動 して い く とい うこ とでな くて、 そ れ ぞれ

の 個人 、 あ る い は 集 団 が 自主 的 に 目的 を立 て 、.そ れ を達 成 する ため の 方 法

手段 を 考 え、 そ れ を実 行 して い くとい うふ うな 目的 一志 向 的 な行 動 様 式 が

一般 化 して くる
。 ま た これ に伴 っ て、 グル ー プ、 あ るい は 地域 集 団 の問題

に つ い て も、 従 来 の よ うな対 立 と闘争 の 行動 様式 か ら、 合 意 と参加 の 行動

様 式 に か わ っ て くる。 この よ うな もの が、 情 報 マイ ン ドの 大 き な特 色 と考

え られ るの で あ るo

2教 育 の現 状 と問 題 点

ひ るが え っ て 、 わが 国 の教 育 の現 状 を 見 る と 、 この よ う 刻 青報 マ イ ン ド

の 育成 に つ い て は ほ とん どま だ 羊 が つ け ら れ て い ないの が実 情 で あ る∩

い ま、 わ が 国 の 教 育・問 題 に おけ る基 本 的 な問 題 点 を 指 摘 す れば 、 ま ず第

1に 工 業 マ イ ン ドを 中心 に しだ教 育 が依 然 と して行 なわ れ て い る とい うこ

とで ある。 明 治維 新、を契 機 と して、 日本 の 奉 育 制 度 は徳 川 時 代 の 寺 小屋 教

育 か ら6年 制 の 義 務 教 育 とエ リー ト養成 のftめ の 大 学 教 育 とい う二本 の柱

を 中心 と して作 りあげ られ だ か、 そ の 基 本 に な っ て い るの は、近 代 工業 社

会 と しての 日本 を 建 設 す る ため に必 要 な人 材 や工 業技 術 者 、 労働 者 の 養成

に あ っft。 戦 後 は 占領 軍 に よb6。5制 な どの 勢 育 改 革 が行 わ れftが 、 基

本 的には依 然 と して工 業 マ イ ン ドを 育成 丁 る ため の 教 育 とい うふ うな 点 では

変 っ て い な いo

さ らに 教 育 の シ ス テ ムそ の もの も明治 以 来 ほ とん ど変 わ らず 、 い わゆ る

画一 的 な詰 め 込 み 主義 の 教 育 が行 なわ れ 、 教 室 の 配 置 や 設 備 につ い て もこ

の100年 間 ほ と ん ど変 わ っ て い ない 。
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第2の 問 題 点 は 、※ 育 に携 わ る教 育 学 者 や教 師 の 保守 性 で あ る。 これ か

ち新 しい 情 報 マ イ ン ド育 反 の ため の 教 育 を 本 気 で実 施 しよ うとす る場合 に

は ・ か な り思 い 切 っ た教 育 制度 や シ ステ ムの 変 革 が必 要 に な るが
、 そ の最

大 の ネ ックに な るの は 、 現在 教 育 に 携わ っ て い る教師 たち の保 守 的 な態 度

で ある。'こ の1DO年 の 間 に、 培 か わ れ、 定着 化 した教 育制 度 や体 系 ぐ ま

た そ れ に 携 わ る教 師 た ち の行動 様式 を 一 挙 に変 え る ことは 至 難 の 業 で あ る
。

第5に は、 現在 行 なわ れ て い る情 報 教 育 が主 と して専門技 術 教 育 に限 定

され てい る とい うこ とで あるoも ち ろ ん 情報 処理 に 関す る専 門 技 術者 の養

成 は 当 然 必 要 で あ る し、 ま た高 等教 育 に属 す る高 校 、大 学 に お け る情報 処

理 、 あ るい は 情報科 学 に 関す る教 育 が重 要 で あ る とい うこ とは い うまで も

ない が、 情報 マ イ ン ドを 国民 の 中 に定 着 させ る ため には、 待 に これ か らの

次 の 世 代 を に な う基礎 教 育課程 に あ る子 供、 生 徒 たち に対 す る情 報 マ イ ン

ド育成 の た め の 教育 が最 も基 本 に な ら なけ れ ば な ら 方い
。 さ らに学 校教 育

を 終 え た社 会 人 に対 す る情 報 化教 育 もい まか ら積 極 的 に 推進 して い く必 要

が ある。

い まや 情 報 マイ ン ド育 成 の ため の 情 報 化教 育 の 歴 史的 な重要 性 が認 め ら

れ るに もか か わ らず、 教 育 の現状 か 依 然 と して工 業 社会 に 対応 した工 業 マ

イ ン ドの 育 成 を 中心 に して行 惟わ れ てい る とい う事 実 は ま こ とに遺 感 とい

わ ざるを 得 な いo

3情 報 マ イ ン ド育成 の 基 本的 方向

それ で は 情 報化 社 会 に対応 ず る ため の 情報 マ イ ン ドの育成 には どの よ う

な基本 的 方 向 が考 え られ るべ きか 。

まず 第1は 、新 しい教 育制 度 、 シス テ ムの 開 発 であ る。 情 報化 社会 に対

応 した1青報 つ イ ン ドの 育成 に 当 っ て は、 ま ず何 よbも 情報 マ イ ン ドを 育成

す る ため の 新 しい 教 育制 度 、 シス テ ムの 詞 発 が 緊急 の 課題 に なっ て くる
。

これ は 具体 的 には 、 教 育 の基 本 的 な考 え 方 、 方 向 が根 本 的 に変 わ る こ とを

意 味 す る。す な わ ち。 これ か らの 情報 マ イ ン ド育成 の だめの 教 育 は 、 ① 知

的 創 造 能 力の 囲 発 、 ② シ ス テ ム的 な思 考 方 法 、 ⑤ 目的志 向 的行 動 様式 、

④ 新 しい倫 理 観 な どかそ の 基 本 的 内 容 に な る と考 え られ る。 そ こで、新 し
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い教 育制度 を考 え る場 合 に は ま ず一 貫 した生 涯教 育体 系 の 確 立 が必 要 で あ

る。 い ま ま での 教 育は 、 主 と して義 務 教 育 か ら大 学教 育 に 至 る まで の 、 い

わ ゆ る学 校 教 育 が 中心 に な って い るが、 これ か らは学校 教 育 を修 え た社会

人 教 育 が重 要 とな る、 これ に は 企 業 の経 営 者 や雇 用労 働 者 だ け でな く、 定

年 退 職 者 や家 庭 の 主 婦 な ど あ らゆ る階 層 が含 ま'れる。 そ して こ う した生 涯

教 育 の 中 で特 に重 視 され るの は、幼 小 中高 校 の人 間形成 期 に お け る基 礎教

育 に おい て 、 い か に情 報 マ イ ン ドを 育成 して い くか とい うこ とで ある。 と

ころ で情 報 マ イ ン ド育肱 の だ めの 教 育 に あ だ って は、 教 育 体 系 の み な らず 、

教 育 シ ス テ ムそ の もの も根 本 的 に 改め され ねば な ら ない。 この 点 につ いて

い えば まず 、従 来 の面 一 的 な 籔 育 か ら個別 教 育 へ の転 換 が必 要 に な る。現

在 は、 教 師 が 教 壇 に立 っ て一 方 通行 の 画一」教 育を や っ てい るが、 これか ら

は 個人 個 人 の 能 力 に応 じた 但別 能 力 教 育 に転 換 す る必 要 が あ る。

次 に は教 え る教 育 か ら 自 己学 習 へ の転 換 で ある。 いま ま での 教 育 は 、教

師 が生 徒 を 教 え ると い っ た教 育 で あっ たか 、 これ か ら はそ れぞ れ の 子供 た

ち がみ ず か ら自分 の能 力 を 朔 発 して い くよ うな自己 学 習 に転 換 す る必要 が

あ るo

さ らに そ の 次 に は、従 来 の よ うな知 識 の 詰 め込 み か ら問題 発 見 解 決型 の

教 育 に移 っ て い く必 要 が ある。 い ろ いろ な専 門 的知 識 、技 術 を 詰 め込 む と

い うの で は な く して、 子 供 や生徒 たち が 自分 たち で 品題 を 設定 し、 その 問

題 を 解決 す る こ とを学 習 す る。 これ を個 人 だけ で な く グル ー プ ・デ ィ スカ

ッシ ョンに ょる学 習 も一並行 して 行 わ れ る。 この よ うに して 子 ど もた ち は複

雑 な問 題 を 、 最適 な解 決 方 法 を 合 意 と 参加 の形 で習 得 してい くこ とがで き

るo

つ ぎに は人 間 と コ ン ピュ ー タの 対 話 に よ る ⇔ ン ・マ シ ー ン的 な思 考 方式

の 導 入 で ある。 つ ま り端 末 機 とか、 テ ィス フ.レー と も向 い合 っ て会 話 モー

ドの ラ ンゲー ジや プPグ ラム を 使用 して、 人 間 の創 造 性 と コ ン ピュ ータ の

つ くり出す 情報 とが結 び つ くこ とに よって 思考 が 展 開 さ せ て い くよ うな新

しい形 の学 習 が一 般 化 して くる 。

次 ぎに は定 期 テ ス トや 入 学試 験 中心 か ら 日常の 学 習 評価 中心 へ の 転換 で

あ る。 これ は個 人別 の 学 習 フ ア ィル の整 備 あ るい は個 別 学 習 や集 団 学 習の
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分 析 、 評価 の ため の プ ログ ラム の開 発 に よっ て、 子 ど もた ち の学 習評 価 が

日常的 に行 なわ れ る よ うに なる か ら で、 そ の結 果 定 期 テ ス トや入 試 か ら子

供 たち が 解 放 さ れ る よ うに な る。

次 ぎが学年 制 か ら脱 学年 制 へ の移 行 で あ る。 現 在 は、年 齢 に ょ って各 学

年 別 の集 団 通一 あ晴 が行 わ れ てい るの が、 これ か らは 個別 能力 学 習に進 ん

でい くた め に 、脱 学 年 制 に移 行 し、 能 力 の あ る子 供 は上 級 の 学 年 に入 り
、

ある い は特 定 の 科 目 に つ い て は上 級の 科 目を 自由 に 習得 す る こ とが で き る

よ うに 左 る。

さ ら畷 後 に学 校 ・い う癖 授 業 時 間 と・・塒 筒的 拘 束 か らの 解放 で あ

る。 将 来 の 教 育 は 自宅 での 自主 学 習 や 自由時 間 制 の 導 入 に よっ て学 校 教 育

が時 間 とか 場 とい うもの の 制 約 か ら隆 々 に解 放 さ れ て い く とい うことが 考

え られ る。

この よ うに み て くる と、将 来 の 情報 化 教 育 は 明 治 維新 以来 の 伝 統 的 な教

育 とは松 本 的 に変 革 さ れ た桑 育体 系、 シ ステ ム に な る こ とが基 本的 方 向 と

して見 通.さ れ るの で ある。

第2と して は・ 情報 ユ テ イ リテ ィ化 の 促進 であ る。 これ は一 般 の 社会 人

や家 庭 の 主 婦 た ち が コン ピユ'一 夕 を使 っ だ知 的 創 造 が 自由 に で き る よ うに

す る ため の もの で あ る。 情報 のユ テ ィ リテ ィ化 とは、 情報 の公 共利 用 とい

うこ とで あ り、有 用 友 情報 を だ れ で もが い つ で も どこ で も
、 これ を利 用 す

き る よ うに な る とい うこ と で あ って、 具 体 的 に は 情報 公 社 とい っ だ もの が

多数 設 立 さ れ て価 値 あ る情 報 が現在 の 通 気や 水 と同 じ よ うに 公共 財 と して

利 用 で き る よ うにす るこ とで ある。 そ の た めに は① 全国 的 な知識 の ネ ッ ト

ワー ク、② 各種 の 公 共 的 な 情報 サ ー ビス ・セ ン タ ー、 ⑤ これ に 必 要 な ソフ

ト'ウ エ アや デ ー タ ・ベ ー スが準 備 さ れね ば な ら ない 。

い ずれ に せ よ、 この 情 報 ユ テ ィ リテ ィ化の 促 進 が
、 これか らの 情報化 社

会 に お け る 情報 ⇔ イ ン ド育成 の有 力 た 手段 に な る こ とは疑 い ない と ころ で

あ る。

第5か 、 教 師 の 再 教 育 の 簡 題 で あ る。 現在 の 教 師 は 、工 業 社 会 に対 応 し

た教 育 を行 な うため の 磐 育 技 術 、 能力 を持 つ 人 たち で あ る。

と ころ が・ これ らの 情報化 社 会 は い ま ま で とは 全 く違 っ た 多 育制 度
、 シ
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ス テ ムの 中 で行 なお れ るの で あ るか ら、 そ うした新 しい 教 育 制度 、 シス テ

ム の 中 で十 分 教 育 し得 る だ け の 謡力 を 教 師 は身 につ け る必 要 が ある
。 そ う

した 意 味 に お い て教 師 の再 縮 力・これ か ら非 常頭 嚢 な1鋼 に な って く る
。

そ の ため には か 勧 大 が か り な再教 育の プ ・グ ラ ムや ・一 スの 開 発
、 ある

い は その ため の 施 設 を つ くる こ とが必 要 に
.なる し、 さ らに まず何 よ り も教,

師 を再 教 育 す るた め の 指導 教 師 の 養成 が必 要 に な っ て く る。

第4に は・ 輔 産 業 の 嚥 で あ る。 いkaで の わ が国 の 学 校 教 育 噸 府

あ るい ほ地 方 自治 体 が ほ とん ど担 当 してお り、 民国 企 業 に よっ て行 なわ れ

て い る 教育 の分 野 は 非 常 に少 な い。 ところ か これか らは 情報 マ イ ン ドの 育

成 が、生 涯 教 育 の 形 を とる よ うにな り、 ま た、教 育 の 手 段 、 方 法 も非常 に

多 岐 に わ た っ て くる よ うに な る。

ま たさ らに 情報 の 価 値 が 高 ま クく 各 人 が 自分 の生 活行 動 に 情報 を利 用 し、

これ を役 立 た せ る とい うふ うな こ とが一般 的 な傾 向 に な ら て くる。そ こで

将 来 の 情報 化 社 会 では 、 教 員産 業 が非 常に 大 きな産 業分 野 に た る こ とが予

測 で き るの で あ って、 義 務 教 育 な ど基 礎 的 な教育 部 門 は 国 家 が担 当 す る と

して ・生 涯 教 育の そ の 他の 部 門 につ いて は 企 業 ベ ー ス に お け る教 育 産 業 の

発 展 を で き るだ け 助 長 す る必 要 が あ る。 も し国 家 か 情報 マ イ ン ド育成 の た

め の 教 育 の す べ て を担 当 す る とい うこ とに な っ た場合 に は、 やや もす れ ば

面一 的 教 育、 国 家指 導 型 の 教 育 に お ち い りかね ない 。 そ うい う意 味 か ら特

に 社 会 あ 育の 面 に お い て教 育 産 業 が これ か ら大 いに 発 達 す る よ うな条 件 を

つ くり出す必 要 が あ り、 国 自体 と して も民 間 の 教 育産 業 を 育成 す るため の

一 連 の施 策 を 積極 的 に推 進 ず る必 要 が あ る
。

4具 体 的提案

以 上の よ うな観 点 か ら、今 後 情報 マ イ ン ド育成 の た め に どの よ うな具 体

的 な方 策 が必 要 に な る か。 ま ず第 一 には、 情報化 赤 倉実 験 学 区 の 設 定 で あ

る。 勅 しい 情 報 ⇔イ ン ドを 育 成 して い くため の 、 特 に基礎 教 官 と しての 幼

小 中高 校 を対 象 と しだ新 しい教 育 制 度、 シ ステ ムの 開 発普 及 に は かな りの

年 月 を要 す る とい うこ とが 考 え られ る。 ・まだ未 踏 の 情報 化 社会 に対応 して

い くだめの 教 育 の 内 容 や あ り方 につ い て は、 前例 が全 くな いの でめ るか ら
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ど う して も試 行 錯 誤 的 な 方法 を と ら ざるを得 な い 。

そ こでた とえ ば筑 波 学 園都 市 あ る い は長 崎の 離 島 地 区 とい うふ う な特 定

地 域 を選 ん で、 そ こに1つ の 嘉 しい 情報 化 教 育の 実験 学 区 を 設 定 す る
。 そ

して 各桓 の 方法 、 手段 を と り入 れて 、 将 来 の 情報 ⇔ イ ン ド育成 の ため の 基

本 的 な教 育の 制 度 、 シス テ ムを そ の モ デルの 中 か らつ くり出 してい くこ と

が妥 当 た方 法 に な っ て くる。 そ して この よ うな モ デル実 験 の 経 験 や成 果 を

通 じ て将 来 の 情報 マ イ ン ドに対 応 し た志 育の 体 系 を作 りあげ てい くべ きで

あ る。 この 実 験 学 区 の 具 体的 な姿 と しては 情報 化 教 育総合 研 究 所 の よ うな

ものを 設 置 し、 そ こ で、 情報 化 教 育 の シス テ ム や プ ログ ラム を 粥発
、 研 究

する と ともに、 その 中 に 情 報 化 教 育 セ ンタ ー を 漬 き、 その セ ンタ ー と実 験

学 区 内 の幼 小 串高 校 とを結 ぶ こ とに ょっ て、 情報 マ イン ド育成 の た め の 基

本 的 な教 育を 実 施 して い くの で あ る。

第2に 提案 した い こ とは、舗 機 器 シ ステ ム醗 事 業 団の 設 置 で あ る
。

わ が国 に お け る将 来 の 情報 化 教 育 を本格 的 に推 進 してい くため に は
、新 し

い教 育 機器 や シ ス テ ムの開 発 が 大 々 的 に行 な わ れ 刀け れば な ら な い
。 そ こ

で 、 そ う した研 究 開 発 を担 当 す る もの と して、 官 民 が一 体 とな った き:育機

器 シ ス テ ム開発 事 業 団の ご と き もの を 設 置 す る必 要 が ある
。 これ に ぱ政 府

が 資 金 を提 供 す る と同時 に 、 民間 側 もこれ に 参加 す べ きで あ る
。 そ して、

この 罫 業団 は 差 当 りまず 情 報 化教 育実 験 学 区 に 対 す る いろ い ろ な教 育 材器

や技 術、 ソ フ トウエ ア、 施 設 な どの開 発 を担 当す る。

さ らに この事 業 団 が開 発 すざ き重 要 な 長期 的 プ ロジェ ク トと して は
、教

育 衛 星 ネ ッ トワー ク ・シ ス テ ムの 囲 発 が あ る。

この教 育 衛星 ネ ッ トワー ク が もだ らす最 大の 効 果 は 中央 と地 方
、 ある い

は僻 地 との 間 の 勢 育格 差 の 解 消 に あ る。

さ ら に生 涯 教 育を 徹底 す る た めに は、 一般 国 民 を対 象 と した 教 育の タ イ

ムoシ .エア リングが 必 要 で あ9、 その ため に もこの教 看衛 星 ネ'ッ トワー ク

の 形 成 が 非 常に 重要 な技 術 基礎 に な るで あろ うo

ま た この事 業 団が 担 当す べ き もの と しては 、 生涯 惑 肯 を対 象 と しだ広 範

な教 育 用 の ア プ リケ ー シ ョ ン ・プ ログ ラムを は じめ 教 育用 専 門 の コ ン ピュ

ータ ラン ゲー ジ
、 さ らに安 価 、 高 性能 の教 育 用端 末 機 の 開発 、 そ の ほ か 身
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体障 害者 や精 簿 児 盲人 な どを 対 象 に した、 特 殊 の教 育 機器 、 シス ームの 開

発 も当然 含 まれ る こ とに な る。

した が っ て、 この教 育 機 器 シ ス テ ム開発 事 業 団は 、 かな り大規 模 な、本

格 的 左事 業団 と して 発 足 させ る必 要 が ある 。

また この 事 業 団 の 大 き なね らい と して は 、 本 事 業 団 に よ って 開発 され た

機 繁、 シ ス テ ムを で き る限 り民 間側 に開 放 す る こ とに よって 、民 間ベ ー ス

の教 育産 業 の 青 簾 を バ ック ア ップす る こ と も見 の が す ことの で きない重 要

な堕・業 の1つ と考 え られ るo

第3が 、能 力 再湘 発 セ ンタ ーの設 置 で あ る。 これ は 中 高 年層 を 対 象 に し

た能 力の 再 開発 や新 しい職 業 訓 練 を行 な う楊 関 で あP、 都 道 府県 別 に1、

2カ 所 ず つ 全国 的 に 配 置 し、 常 時1,000人 ぐらい が全寮 制 に ょっ て少 な

く とも5カ 月程 度 の 長 期 研 修 を 受 け る。 そ して この セ ン タ ーの 研修 ・訓顧

は 自発 的 に み ず か らの潜 在能 力 と いっ だ積 極 的 な意 図 を 持 つ もの で あ り、

'従 来 の よ うな既存 の 職 業 に 対 す る職 業 補 導 に 対 す る職 業 補 導 の よ うな もの

で は な いo将 来 日本 の 人 口構成 が急 速 に老 齢 化 して い く一 方、 日本 の 社 会

が工 業 社会 か ら 情報 社 会 に 移行 して い くとい う情勢 を づえ た場 合 には 、 こ

の 種 の能 力 再 …剤発 セ ンタ ーの 重 要 性 は とみ に 満 ま っ て くる と考 え なけ れぱ

な ら ない。

第4が 、 商 業 用TSSの 普 及 で あ る。わ が 国 で も一 部 の タ イ ム ・シェ ア

リング ・シ ステ ムが実 施 され て い る が、 そ の 普 及 の テ ンポ は ア メ リカに比

べ て著 し くお くれ てい る。 そ こ で早 急 に商 業ベ ー スの タ イ ム ・シェ ア リン

グ ・サ ー ビス を普 及 させ るた めの て こ入 れ を す る必 要 が あ る。

その ため の 方策 と して は幾 つ か の こ とが 考 え られ る が、 その1つ は 企業

の トップ管 理 者 が利 用 で きる よ うなMIS用 の アプ リケ ー シ ョン ・プ ログ

ラムの 開 発 で あb、 その2は ト ップや管 理 者 が 端末 機 のTSS利 用 を 容 易

な ら しめ る ため の 会 話 モー ドの ラ ン ゲー ジや ア ブ リケ ー シ ョス ・プ ログ ラ

ムの 囲 発 で あ るo

さ らに そ の3は 現在 政府 が つ くつ て い る社 会経 済 統 計 を 自由 に 使 わせ

る よ うな社 会 経 済 チー タ ・バ ンクの 設置 と その 企業 に ょ る利 用 へ の 道を 憎

く こ と 。 そ の4は 通 信 回線 料 金 制 度 の抜 本 的 な改 革 で あ る。 これ は 具体
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白 に!よ デ ・一夕 通信 回 線 料金 の 大 幅引 き下げ と地 区別 の料 金 格 差 の 是 正 で

ある。

この よ うな諸 条 件 を整 え る こ とに ょっ て、 商 業用 の タ イ ム 。シェ ア リン

グ 。サ ー ビス は急 速 に ア メ リカの 水準 に 追 い つ く こ とが期 待 で き る。 この

効 果 と して、 企業 の 中堅幹 事 部 や トッ プの人 た ち が コ ン ピュ ータ の端 末 機

を 自由 に利 用 し得 る よ うに な るの で、 この 面 か ら 情報 → イ ン ドの 育成 に 大

いに 寄与 す る。 もち ろん 、 この 社 会 ・経 済 情蔀 の タ イ ム ・シ ェア リング 。

サ ー ビス の シ ステ ムは 中央 官庁 及 び地 方 自治 体 に も利 酒 され る わけ で ある。

い じれ にせ よ、 この タ イ ム 。シェ ア リング 。サ ー ビス の普 及 は 企業 や 政

府 、 自 治 体の幹 部 が 情報 一7イ ン ドを 持 つ よ うに な るだ め の 重要 な きめ手 に

なる こ とは確 実 で あ るo

第5が コン ピュ ー タ 。ブ ラザ ーの 開 設 で あ るoコ ン ピュ ー タ ・ブ ラザー

とは 、 コ ン ピュ ー タ広 場 を 意 味 す る。 市民 が 目田 に コ ン ピュ ー タの 端末 を

使 っ て、 い ろ い ろ な ゲー ムを 楽 しん だ り、 自分 たち の旙]題 を コ ン ピュー タ

●シ ミュ レー シ ョン
、 そ の 他 の 手法 を 債 って解 決 した り、 検 討 した りす る。

この よ うに端 末 梼 を 自由 に 使 うこ とπ よって、 情報 → イ ン ドを 知 ら ず知 ら

ず の うち に育成 してい く。 こ う した 目的 を もっ て一 般 に開 放 され る コ ン ピ

ュ ー タ広 疹 で あ る。 さ らに は この コン ピュ ー タ ・ブ ラザ ーに は 常 設 の 諒座

を 設 け、 広 く一 般 の 市民 か コ ン ピュ ー タ利 用 で きる よ うに な る ための 襲 習

会 を行 な う。

そ の ほ か 市 民 参加 ル ・ム とい うふ うな もの も この 中に 設 置 し、 ごみ問題

や石 油 、 エ ネル ギ ー危 機 の 問 題 といっ た市 民 に 身 近 な問 題 に つ い て、 市民

が 参加 し、集 団的 に そ う した捗 雑 な社 会 問 題を 解 明 し、 さ らに刈 害 が対 立

す る問 題の 多 面的 な 討議 を 通 じ て、 そ うした新 しい 合意 と 参加 の 自治 シス

テ ムに対 す る テ モ ス トレー シ ョン と して、市 民 参加 ル ーム を設 置す るの で

あ る。 ・

この よ うな コ ン ピュ ー タ ・ブ ラザー を 日本全 国 の 主 要 都 市 に 置 くとい う

こ とは、 これを 通 じて一 般 の 市 民 π 情報 → イ ン ドを 植 えつ け るの に非 常 に

大 き な役 割 りを 演 ず る もの と期 待 で き るの で ある。
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Bコ ンtユ 一 夕教 育

;1情 報処 理 に 関 す る教 育 総 需 要 量 の 検討

来 る べ き 情報化 社会 の 到 来 に そ 冴 え、 これ に対 処 す るだ め の 情 報処 理 技

術 者 の 需 要 は きわ め て 大 きい。 過去 何度 か に わだ り技 術者 の 需 要予 測 が行 わ

れ て い る が、 そ の 需 要 予 測 の 見 直 しを行 な うと と もに、 そ の 需 要 を充 たす た

め に 必 要 な彰 育 の レベ ル、 敦 育 星(で きれ ば計 量 的 に)検 討 す る。

併 せ て、 学 校 募 育 メ ー カー に よる奉 育 、 ユー ザ ーに よ る企 業 内 教育 、 専門

教 育 機 関 κ よ る教育 等 の、 薮 湾媒 体 別 に ょ る薮 育分 担分 野 を検 討 す る必 要が

あ,る。

2学 校 蓼1'育と企業教 育 との 関連

今 日、 学 校 教 育 に ょ る情 薪 処理 教 育の 推進 施 策 が 計 られ て い るか、 そ の

質、 カ リキ ュ ラ ム等、 水準 が一 定 は して い な い。 だ め に 企業 に お い ては、

企 業 に お け る 声置 処 遅 教 育 の出 発 点 を全 くの初 心 者を 想 定 して 泣 く よ り他

に な い。 こ こに 教 育の 重複 とム ダ が見 られ る。 学校 教 育 に お け る情報 処理

教 育の 水準 は いか に あ るべ きか。 何 を期待 し得 る か、 とい っ た 面 での 検 討

が必 要 で あ ろ う。

5教 育 内 容 と教 育 手 法 の再 検討

わ が 国 に お け る 情報 処理 教 育 の広 が り目近 年著 しい もの が見 られ るが 、

一 方
、そ の 内容 に な る と、 高度 な体 系 的 な教 育 が余 り見 うけ られ な い。 こ

れ は 諸般 の 事 情に も よ るの で あろ うが、 メー カ ー、 ユ ー ザ ー 、 そ の他 の 機

関 を ふ くめ て、 今 後 は教 育 内 容 の改 善 を計 る必 要 が ある 。 これ と同 時 に 陶

汰 代 替 され る べ き教 育の 内 容 、 教 育 手法 も再 検 討 され る べ きで あ ろ う。

水/、.

援 〃 ,//鱒!
尚
さ _」Z・ ≡,
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4シ ステ ム部 門管 理 者 の養成

す で に今 日、1,手報 処 理 要員 の 数 は10万 を超 え 、 そ の 管理 のee"tc当 る人 々

も7千 を 数 え て い る。今 後 、 要 員 の 需 要 が数 十 万 に上 る こ と が予 測 さ れ て 、

い るの に か ん がみ 、 管理 者の 数 も数 万 を必 要 とす る こ とが考 え られ る。 シ

ス テ ム部 門管 理 者 の 供給 源 お よび これ らに対 ア る適 切 な管 理 者 教 育 が絶体

に必 要 で あ る。 この 点 が従 来 触 れ られ てい なか っ たの で検 討 を 要 す る。

5政 府 に 対 す る提 言

情報 化 社会 の 現 実 や産 業 の 知 識 集約 化 は、 今 日政 府 が最 も強 い 関心 を示

して い る問題 で あ り、 ま たそ の ため の改 革 が逐 次 推進 され つ つ ある次第'で

あ る。 これ らの実 現 の ため に 中心 的 な役割 を 果 す のは 、 究極 的 π は人 間 で

ある こ とは明 白 で あ り、 そ の 人 材 の 育反 こそ が、 これ らを 可 能 に す る最重

要 手段 で あ る。 しか るに 一 般 に 見 られ る現 実の 情報 処1坐教 育 ね、 未 分 化 の

状 態 に あ る といわ れ 、 多 くの 問 題を 含 ん で いる。

そ して この 重 要 な問 題 の 改 善 に は、 政 府 の積 極 的 な果 断 と政策 が是 非 と

も必 要で あ り、 ま たそ れ は産 業 界 に対 す る指標 とい う意 味 で もきわめ て有

効 で あ る との判 断 に基 づ い て、 以 下 に主 と して、 政府 に 対 す る若 干 の 提言

を 述 べ る。

{1}政 府 は学校 教 育 に お け る 情報 処 理教 育 につ い て、 その あb方 を 再 検討

し、 情報 処理 教 育 の充 実 を は か るべ きで ある。

学校 教 育 に おけ る情 報処 理 教 育 は、 現在 、 職 業 高 等 学 校 の一 部 お よび

大 学 教 育に お い て きわ め て分 散 的、 非系 統 的 に実 施 され て い るに 過 ぎな い。

一 方 にお い て 情報 処 理 教 育 はそ の 基礎 的 思考 を む しろ初 等教 育 か ら実 施 す

べ き で あ る との 声 もあ りなが ら、 この 畠 題 は十 分 に 研 究 さ れ て い る とはい

いが た い◎ 情報 処 理 教 育の 一 般 化 は遅 々 と して進 ん で お らず、 その 大 部分

は各 大学 の 自由 に 委 され て い る。

す でに文 部省 の 「情報 処 理教 育 に 関す る会 議」 にお い て提 言 され て い る

如 く、 一般 情 事i処理 影 青 セ ンタ ーの 推 進 に もっ と拍 車 を か け るべ き で あろ

うo

学校 に おけ る コ ン ピュ ー タ予 算 の配 分 も、研 究 を 主 と した 計算 セ ンタ ー

一55一



よ り も、 教 育 を主 巨 と した計 算 セ ン タ ー に重点 的 に切 り換 え る必要 が あろ

ら。 ま ンこ財 数 的 にLi難 を うっええ て い る私 立 大 学 π対 す る コ ン ピユ ー ク設

置の 積 極 的 助 成 も入 い に計 られね げ な らないo

これ らの一 連 の問 題 につ い て は、 政府 は学 校 教育 に お け る 情報処 理 教 育

の重 要 性 を 再検 討 し、必 要 な施 策 を 早 急 に推 進 すべ きで ある∩

② 政 府 は 、 産 業 界 が 広 く利 用 し得 る よ うな共 通 の一 般 的 情報 処理 教 育 機

関 に設 立 につ い て、早 急 に検 討 し計 画 を 推進 すべ き で ある。

情 報処 注 教 育の 必 要性 を猫 慰 しつ つ も、 自 主 的 に行 な うだ け の力 を有

しな い 中 堅以 下 の 企 業 は少 な くない。 一 方既 存 の メー カ ー等 に よ る客先 教

育 は製 品 教 育 を主 眼 と し、 必 ず し も企業 の 必 要 性 に よ く適 合 した教 育 を 提

供 して い る とは い い 得 ない。 わ が 国の場 合 、 学 校 の門 戸 は この よ うな対 象

に つ い て は 開 か れ て お ら ず、 ま た そ の内 容 も必 ず しも、 ニ ーズ に適 合 して

い る とは い え ないoま た 多 くの メー カ ー が1司種 の教 育 に重 複 的 に投 資を 重

ね て い る こ とは、 自由 化 対策 の 上 か ら も妥 当 で は な い。 この よ うな実 状 に

お い て、 政 府 は 多 数 の 企 業が 共同 で広 く利 用 し得 る よ うな信 頼 す べ き教育

機 関 の 設立 に つ い て、 積 極 的 に研究 し推 進 す る こと が望 まれ る。

な お現在 の 情報 処 理 研修 セ ンタ ー は、高 度 の 専 門要 員の 育成 につ い て は

高 い評価 を 受 け て い る が、 その 収 容 能 力は 極 め て限 定 され て お り、 専 門要

員 以 外 の 多 数 の入 門 程 度の 教 育対 象は考 慮 さ れ て お らない の で、 ①量 的 な

問 題 に対処 す る 公共 的 教 育機 関 の新 設 か、 ② 上 記 研修 セ ンタ ーの根 本的 改

組 に ょ り、 巾広 い教 育 対 象を取 扱 う ことが 必 要 とな ろ う。

(5)政 府 は産i業 界に お け る 情報 処理 教 育 の 内 容 お よび 方 法 につ い て研究 を

促 進 し、 そ の あるべ き方 向 を示 す と と もに 、 で き得 れ ば標 準 的 カ リキ ュ ラ

ムを 開 発す る こ とが 望 ま しい。

情 報 処 理奉 育 は 比 較 的最 近 に起 って きだ 新 しい 筒題 で あ り、 そ の 内容 、

方法 等 につ いて は各種 の 設備 が あ り、 大部 分 の 機 関 に お い て は、未 だ試行

錯 誤 的 な域 を 出 な いの が実 情 で あ る。'

ま だそ の 教 育 の 多 くが企 業 教育 とい う形 で行 なわ れ る こ とか ら、 教 育 の

あ り方、 教育 投 資 、 教 育効 果 の 点 で簡 題 な し とは いえ ないo

産i業構 造 審議 会 人 間 能 力部 会 に お いて も、 企 業 教 育の 開 発等 につ いて 有
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益 な数 々の提言が なされ てい るが、知識集 約型産業 と もいわれ る情報産業

において、能 力開発 の源泉 だ る教 育の内容、 方法等 につ き、 政府 が率先 し

て開発にあだ り、準拠 し得 るべ き指標の ごときもの を設定す る必要 がある。

(4}政 府 は将来 にわた り情報産 業の分野において必 要 とす る技術者 の需要

予測を行 ない、 その技術 水準を 把握 してお くべ きであ る。

来 るべ き情報化社会の到来にそ なえ、 これに対処 丁 るだめの情報処理

技術者の需 要は きわめて大 きい。過去 において技術者の需要予測が行 なわ

れたが間歌 的 であっ たため に連続 性に乏 しか っだ。今 後は定期的に技 術者

の需要予測の見 直 しを行 ない、かつ、 それ らの技術的 水準 を計数的に把握

す る ことに よ り、 全体 としての必 要 な教 育の量 と質を検討す るこ とがで き

る。 また豹 育媒 体別 に ょる教 育担 当分 野を検討す る ことも必要 であろ う。

(5}政 府 は情報処 理技 術=者試験制 度を推進 し、その資格の取得に対 して よ

り一層権威 あら しめ るよ う配慮すべ きである。

6産 業 界 に 対 す る提 言

情報 化 の 推 進 は 、 産 業 界 に とっ て今 後の 大 きな課燧 で あ り、 その 中心 は

有 効 で効 率 的 な 情報 シ ス テ ムの 運 用 に あ る。 そ して これ らの 実 現 は、 か か

っ て人 の 育 取 に あ る こ とは論 を ま た ない。

然 るに、 わ が 国 に お い て は 、 学 校 にお け る 情報 処理 教 育 が きわ め て不 十 分

な現状 に あ るか ら、 情報 化 推 進 の ため に は、産 紮 界 に お け る 情萢処理 教育

が重要 な位 置を 占め て い る といわ ざるを 得 ない 。 この 面 に お い て も現状 で

は数 多 くの 問題 が存 在 す る といえ よ う。

これ らの問 題 を極 力解 決 して、 来 るべ き情報化 時代 に即 応 し うるた め に 、

産 業界 に対 して以 下 の 提 言 を 試 み る もの で あ る。

川 企 業 の経 営 者 は 、 これ か らの 企 業経 営 に お け る シス テム 思 考 と情報 処

理 の 重 要性 を必 らず し も十分 に認 識 してい る とは い いが たい 現状 に あるの

で、従 業 員 の 情報 処 理 教 育 の 必 要 性 を強 く認 識 レて い な い こ とは 当然 とい

え よ う。 しか も、 この 結 果 、 企 業 が 多 くの 点 で不 利益 を蒙 っ て いる こと も

多 く指 摘 され て い る。

この よ うな状況 に 鑑 み 、 経 営 者 が シス テ ム思 考 と情報 処 理 の重 要 性 を認
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識 す る ことが 不 可欠 で あ るo

② 企業 に おい て 情報 処 理 部 門 の 管 理 者 を養 成 確 保 す る こ とが緊 急 再 で あ

るo

す で に今 日に お いて 、 わ が 国に おけ る 情報処 理要 員の 数 は10万 を 超

え、 そ の管 理 の 衝 に当 る人 々 の数 も7千 を数 え てい る。 今 後 、要 員 の需 要

が数十 万 に上 る こ とが予 測 され て い るの に 鑑 み 、管 理 者 の需 要 も数 万 を必

要 と ずる こ とが予 想 さ れ る。 情報処 理 部 門 ※ お い ては 高 度 な職 能 や特殊 な

労 働条 件 が要 請 され るの で、 そ の管 理能 力 も一 般 事 務/技 術部 門 とは異 な

っ た ス キル が 要 求 され る。

情 報処 理部 門 の管 理 者 の 供給 源 、 お よび、 これ らに対 す る適 切 な管 理 者

教育 が必 要 で あ る。 然 るに わ が国 にお いて は これ らの 管 理 者 に対 す る体 系

的 な教育 の場 がほ とん ど見 受け られず、 これ らの教育体制 の確立が緊急事 である。

(3}企 業 は従 業 員 の 情 報 処理 教 育の 実 施 に あftb、 コン ピュ ー タ ・メ ー カ

ー や デ ィ ー ラー等 の 主 催 す る客 先 教 育の み π安 易 に依 存 す るこ とを反 省 し、

積 極 的 に教 育 方 法 の 改 善 を 計 る べ きで ある。

コ ン ピュ ー タ ・メ ー カ ー 等の 情 報 処理 教 育の分 野 に 占め る従 来 の 貢献

度 は 大 きい と評 価 で きる 。そ の反 面 、即 物 的 、 製品 志 向 的 で あっ て、 創 造

的 な面 に欠 け てい る と もい え る 。 大部 分 の 企業 が そ の 情載 処 理 教 育 を メ ー

カ ー等 に全 面 的 π 依 存 してい るの は、 教 育 が(多 くの 場 合)無 償 で提 供 さ

れ てい るか らに 他 な ら 左い 。 しか しなが ら情報 処理 が ハー ドウエ ア等 の 製

品 か ら、 シ ス テ ム分 析 ・設 計 に 重 点 を移 行 しつつ あ る今 日、 そ の 教 育 の 方

法 も大 い に検 討 され な け れ ば な らな い。 情報 処 理 の 手段 の 普遍 性 とは・ そ

れ ぞ れの 企業 の 独 自性 や特 殊 性 を 前提 と した もの で なけ れ ば な ら ない。 必

要 に応 じて独 自の 惑 育 を 設 計 し、安 易 な依 存 方式 か ら脱 却 す べ きで ある。

(4}企 業 は教 育 担 当部 門 な い し情報処 理 担 当 部 門 に お い て そ れ ぞれ 企 業の

特 質 に 適 合 しだ教 育 内 容 と教 育 方 法 とを 研 究 し、 確 立 す べ きで あ り、 企業

外 の専 門教 育機 関 の 活用 を 計 るべ き で あ る。

わ が国 の 特 質 は 自 己完 結 型 で あ り、 専 門分 担 型 では ない 。 企 業教 育 と

て もその 枠を 超 え な い。 一 般 に 欧米 企業 に み られ る よ うな企業 外 の専 門 教

育 機 関 の積 極 的 活 用 は ほ とん ど見 られ ない。 自己 完 結 型 の 企 業教 育は産 業
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界全体 としてみれば重複的投資 ともなり自己独断の幣におち い りやす い。

企業の特性を 前提 とした企業内教 育 と、 高度 の普遍性を志向 した企業外 教

育 との た くみ な併用が計 られて然 るべ きではなかろ うか。

まだ自社のみに ては企業教育の実 施の困難 な中堅以下の 企業においては

積極的 に企業外の専門機 関の活 用をみ るべ きであろ う。

(5)情 報処理技術者に対 して も一般 的 な管理 教育を実施 して、視 野の狭 い

スペシャ リス トになるこ とを防 ぐ配慮が必要 である。

企業内において、一般従 業員に対 す る情報処理教育を推進 す ることは

重要な ことで あるが＼一 方、 情報処理要員に対 して一般的 な管理教 育を実

施するこ と も今 日極 めて強 く要請 され る所 である。 これか らの情報処理要

員は単に専門技術のみ ならず、十分 な業務知 識、管 理知識 を備え た広い視

野 を有 す る者 で なけ れ ば 、 企業 の 情報 シ ス テ ムの実 現 と維 持 は望 む べ く も

ない 。 ま た将 来 、 管 理 者 と しての 昇 格 を 計 る ため に も、 哲理 教 育 が必 要 で

あ る。
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皿 秘密保護と管理社会化の回避

Aプ ラ イバ シー保 護

(1)問 題 の所 在

行政 分野 や取 引 分野 等 に お け る コ ン ピ ュー タの普 及 は,情 報 処理 の効

率化 とい う効 用 を もた ら して い るが,そ の反 面,わ が 日本 市 民 の プラ イ

バ シ ーを潜 在 的 に侵 害 す る とい う重 大 な問 題 を提 起 して い る
。 この問 題

は.ア メ リカ合 衆 国 に お い ては,1966,7年 頃 か ら 「 コ ン ピュー タ

ー ・ ブ ・ イ バ シ ー(・ ・m・…rp・ ・va,y)」 ε と い 嚇 し 噸 念 の 下 、,
,

真剣 に議 論 され てい る。 わ が国vatsし(て も,1971年(昭 和46年)

・取 行囎 理庁 の研究報鵠 ②,19,2年(昭 和4,年)1。 肌

東京都 の研究酷 書⑤が出されるな ど,次 第 にそ の嘔 の筋 性 、蹴

され て きた。

コ ン ピュ ー ター ・プ ラ イバ シーの問 題 とは何 か
。 最 初 にそ れ を明 らか

に してお かね ば な らな い。

第 一 に.多 様 な記 録 相 互間 で の個 人単 位 の同 一 性 の照 合 を正 確 かっ迅

速 に行 な う こ とが容 易 に なれば.プ ライバ シー の保 護 が 困難 に な る ,と

い うこ とで あ る。)情 報 シス テ ムには ,統 計情 報 シス テ ム(Statisti_

ca■informationsystem)と 個 人別 情 報 シス テ ム(intel■igence

Systθm)と が あ る。 統 計 情 報 シス テ ムは ,集 団 や 人 口全 体 に関係 す る

諸 特徴 を確 認 す る の み で あ るが,個 人別 情 報 シス テ ムは ,個 人 自体 に関

す る チ ー タを生 み 出 し,プ ラ イバ シーを潜 在 的 に侵 害 す る
。 本 来,個 人

別情 報 シス テ ムは.例 えば 国.地 方 自治体 の社 会 福 祉 事 業 に お い て特 定

の 人や 家 族 に対 して よ り適 切 な役務 を提 供 す る こ とを企 図 して設 け られ

る もの で あ るが.そ れ が 他 の 目的 の ため に共 有 ・統 合 さ れ る と
,プ ライ

バ シ ー を現 実 的 に侵 害 す るの で ある
。

第 二 に.コ ン ピュ ー ターは人 間 の脳 と違 って忘 れ る こ とが で きず
,10

年… 年後 で も元 の精 髄 と端 す ・ とがで きる .と い うこ とであるε

普 通 の 人間 社 会 では,過 去 の想 い出 した くない 出来 事 は ,お 互 い 自然 に

忘 れ て ゆ く。 しか し.レ ・一 たん デ ー タバ ン クに 入 れ られ た デ ー タは人 工
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的 に しか 消 し去 る こ とが で きない。 デ ー タと して入 っ てい る こ と自体 が,

精 神 的苦 痛 を もた らすoま た,誤^た デ ー タが 入 れ られ る と,とbか え

しのつ か な い こ と も起 り うる の で あ る。

第 三 に,社 会 的 な弱 者,貧 しい 人 ほ ど,プ ラ イバ シ ーが侵 害 され や す

い.と い うこ とで あ るぼ 村 な らば.そ'の 、 うな 入 。は,公 的 婦

画 に最 も深 く組 み 入 れ られ る 可能 性 が あ る か らで あ る。

第 四 に,個 人 的情 報 が本 人 の予測 しな い異 な る脈 絡 の 中 で,異 な る機

関 に対 して,異 な る,か っ,無 関係 な 目的 の た め に使 用 さ れ る,と い う

こ とで ある。)こ れ こそ が,問 題 の核 心 で あ る。 っ ま り,特 定 の 個 人

的 また は社 会 的脈 絡 の 中 で,特 定 の時 に,特 定 の 目的 の た め に,任 意 的

な い し強 制 的方 法 に よ って 入手 さ れ た情 報 が,本 人 がそ の情 報 が使 わ れ

て い る こ とを知 らない 状態 で,異 な った個 人的 また は社 会 的脈 絡 の中 で,

異 な った時 に,異 な っ た 目的 の た め に使 用 さ れ得 る の で あ る。

この よ うな こ とが,コ ン ピュー ター革 命 ともい うべ き情 報化 社 会 にお

い て,わ れ われ が最 も心 配 しなけ れば な らぬ プ ラ イバ シ ー侵 害 なの で あ

る。 ア メ リカのE・ ダ ン博 士 は,1966年,「(ナ シ ョナ ル ・デ ー タ

・パ ンクに 関す る報 告 には)プ ラ イ バ シー'の問題 にっ い て恐 ろ しく大 き

な 酷 し瞠 る こ と遮 然 とな った 」と述 べ た.εAf。,A.、 ン,

リンは,そ の論 文 にお い て,「 記録 の機 密性 の拘 束 を,た とえ能率 の低

下 とい う犠牲 を払 っ て も,受 け容 れ る こ とは,デ ー タ ・シス テ ムを開 発

しっ っ ある統 計 専 門 家 の シス テ ム ・ア ナ リシス トお よび行 政 官 の基 本 的

な義 務 で あ る 」と強調 してい る。 わ れわ れ は,こ の よ うな基本 的認 識 を

ふ まえ て,コ ン ピュ ー ター ・プ ラ イバ シ ーの 問題 を検討 して ゆか なけ れ

ば な らない。

② プ ラ イバ シ ーの意 義 と保護

プ ラ イバ シ ー とい う用語 は,英 米 法 か ら導 入 され た もの で あ る。 英 米

法 では,私 事 が 公 開 さ れ た ことに よ ってそ の 者 が精 神 的 な い し感情 的 苦

痛 を受 け た場 合 に は,プ ライバ シ ーの侵 害 と して 不法 行 為 が成 立 す る も

の とさ れ る。 そ れ ま で の判 例 を整 理 して プ ライ バ シ ー とい う統 一 的概 念

に よってそ れ を強 く保 護 す べ き こ とを主 張 した最 初 の論 文 は.1890
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年 に書 か れ た有 名 な ウォー レ ン と ブ ラン ダ イスのnThθRigh七 〇f

・。、va,ynの 蔽 ⑭ で あ った.。 論 文 をは じ剖 と して.ブ 。イ.、シ

ーに関す る多 くの論 文 が 出 現 した
。 そ して,各 州 の 判例 も,最 初 の うち

は 否 定す る もの も少 な くな か っ たが.,次 第 に プ ライバ シー を保 護 す る方

向 に進 んで き て い る。州 法 に お・い て も,プ ラ イバ シー を明 文 で保 護 す る

こ とに踏 み 切 った と ころ もあ る(た とえば,ニ ュー ヨー ク州 のCi▽il

Righ七8Law§50,51>ま た,1959年 に出 され た リス テ ー ト

メ ン トの 不法 行 為法867条 は,「 人 の私 事が 第 ≡者 に知 られず,ま た,

そ の 肖像 が 公衆 に示 さ れ な い こ とにっ い て,そ の者 が有 す る利 益 を,不

合 理 に.か つ,重 大 に侵 害 す る者 は,そ の者 に対 して 責任 を負 う 」と書

き,プ ライバ シー を保 護 す る態 度 を 明 白 に示 して い る。

わ が国 で は.英 米 法 に お け るが ご とき判例 や学 説 の伝統 とい うものが

欠 け ては い る が,最 近 で は,個 人 の私事 や私生 活 をそ っ と して お くこ と

の利 益 を法 の上 で も保護 し よ うとす る思 想 が,次 第 に強 く な りっっ ある。

い うまで もな く,そ の契機 とな った の は ,1964年 の 「宴 の あ と 」事

件)で あ る。

と ころで.こ の プ ライ バ シーは,名 誉 とど う違 うのだ ろ うか。 おお ま

か に い うと.っ ぎ の よ うな違 い が ある とい って よい。 す なわ ち ,名 誉 は

人の社 会 的 評 価 で あ るの に対 し,プ ラ イバ シーは そ(と して 苦 い てほ し

い とい う人 の内心 の平穏 そ の もの で あ る。 この こ とか ら,民 事 責 任 の 成

立 要 件 にお い て も両 者 の差 異 が出 て くる。 す なわ ち,名 誉殴 損 にお い て

は,真 実 性 む よび 相 当性 の立証 が あれ ば 免責 さ れ る こ とが あ る(通 説 ・

判例)が.プ ライバ シー侵 害 にむ い ては,た と え真 実 で あっ て も私 事 を

公 開 す る こ と自体 が 人 の精 神 ・感 情 を害 し,責 任 を成 立せ しめ る。 ま た,

名誉 穀 潰 は刑 法上 の犯 罪 と もさ れ て い る(刑 法230条,250条 の2)

が,プ ライ バ シー侵 害 は刑 法 上 の罪 とは な らない。

さ て,「 宴 の あ と 」事 件 に お い て,裁 判所 は,一 般 論 と して,プ ラ イ

バ シ ーの利 益 が法 的 保証 に値 す る ,と 明確 に判 示 した。 そ の根拠 と して,

裁 判所 は,個 人 の 尊厳 とい う思 想 に立 脚 した憲 法,他 人 の住 居 を のぞ き

見 る こ と を禁 止 した軽 犯 罪 法1条1項23号,相 隣 地 の観 望 に っ い て一
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定 の 制 約 を も うけ た 民法255条1項,そ して信書 開披 罪 を規 定 す る刑

法133条 な どを あげ てい る。 そ れ らの 成 文法 規 の 中 に,人 の私 事 をみ

だ りに 公 開す べ きで な い,と い う精 神 が 横 た わ っ て い る もの と解 す るわ

け で あ る。

ど の よ うな もの が プ ライバ シー と して 保護 さ れ る か にっ い ては,,裁 判

所 は,っ ぎの よ うな3っ の基 準 を あげ て い る。

① 一 般 人 の感 受性 を基 準 と して,本 人 の立 場 に立 った ら公 開 を欲 しな

い こ とが らで あ る こ とo

② 私生 活上 の事 実 または 事 実 ら しく受 け取 られ るおそ れ の あ る こ とが

らで あ るこ とo

⑤ 一 般 人 に ま だ知 られ て い な い こ とが らで あ る こ と。

以 上 の 要 件 が プ ライバ シー保 護 の基 準 で あ るが,本 人 の承諾 が あ った

場 合 や 公務 員や 公 職 の候補 者 に対 す る評 価 を下 す た め の資料 と して私事

を公 開す る場 合 に は,正 当 な行 為 と して違 法性 が阻 却 され る もの と解 さ

れ て い る。 しか し,こ の よ うな一 般 的 基 準は,ケ ース ・パ イ ・ケ ース に
ズ

事 後 的 に事 件 を解 決 す る裁 判 にお い ては 有 効 で あ って も,プ ライバ シー

保 護 を一律 的 に 図 り,そ の侵 害 を未 然 に防止 し よ うとす る行 政 の場 面 で

は必 ず し も十 分 な もの とは い え な い。 よ りきめ細 い,明 確 な定 義 づけ を

行 な うこ とが,今 後 の課題 とい え よ う。

〔3)プ ラ イバ シー と情 報 の 自由(知 る権 利)

プ ラ イバ シーの 保護 は,憲 法 に基 づ く要 請 で あ り ,関 係 す る規 定 と し

・ ては.13条(個 人 の尊 重) .14条(法 の下 の 平 等),19条(思 想

・良心 の 自由) ,20条(信 教 の 自 由),21条2項(通 信 の秘 密),

25条(学 問 の 自由).25条(生 存権)等 を あげ る こ とが で きる
。 で

は.憲 法 上 の基 本 的 人権 た る プ ライバ シ ー と同 じく憲 法上 の基 本権 た る

知 る権 利(21条)と は いか な る関係 に ある の だ ろ うか。 この点 にっ い

て は.わ が 国 で は立 法 上 必 ず しも明 らか で ない が,諸 外国 にお け る立 法

例 等 か らみ て も.プ ライバ シー を優 先 的 人権 と して考 えるべ き で ある。

以 下.い くつ か の立 法 例 を あげ て お く。

⑰ まず.ア メ リ カ合 衆 国 の情 報 の 自由 に関す る法 律(1967年)で
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は,っ ぎ の よ うに規 定 され てい る。

(行 政 手 続法)

第552条 公共 の情 報 一政府 機 関 の 規 則,意 見,命 令,記 録 及 び

議 事録

(a}各 政 府機 関 は,以 下 に定 め る よ うに,公 衆 が情 報 に近 づ く こ

とが で き る よ うに しな ければ な らな い。

(1)〔 略 〕

② 各 政 府 機 関 は,次 に掲 げ る もの を,公 示 さ れ た規 則 に従 っ

て.公 衆 の閲 覧 及 び複 写 の た めに提 供 しなけ れば な らない。

(A)事 案 の審 判 にお い て生 み 出 さ れ る,補 足意 見及 び反 対意

見 を含 む最 終裁 決,並 び に 命 令。

(B)当 該政 府 機 関 に よb採 用 さ れ て い て,連 邦 公録 に 公示 さ

れ て い な い,政 策 の解 説 お よび解釈 基 準。

(C)公 衆 が利 害 関係 を有 す る行 政 職 員便 覧 及 び職 員訓 令。

た だ し.こ れ らの もの がす み や か に公刊 され,か っ 公刊 物

が 販布 され る ときは,こ の限 りでは ない。 政 府 機 関 は ,意
`見

.政 策 の解 説,解 釈 基 準,又 は職 員便 覧 若 しくは訓 令 を,

公 開 し又は 公刊 す る とき,個 人 の プ ライ バ シ ーの 明 らか に

不 当 な侵 害 を防 止 す るの に 必要 な限 りにお い て,個 人 に 関

係 す る細 目 を削 除 す る こ とが で きる。 ただ し,こ の場 合 に

お い ては,常 に,削 除 事 由 を文 書 に よ り十 分 に説 明 しな け

れ ば な らな い。

〔以 下 略 〕

(b)本 項 は,次 の事 項 に は適 用 さ れ ない。

(1)国 防 又 は 対外 政 策 のた め に,大 統 領 命 令に よb,秘 密 とす

べ き こ とを特 定 的 に要求 さ れ て い る もの。

(2)も っ ぱ ら政 府 機 関 内部 ゐ人事 規 則及 び実 務 慣行 に 関す る も

のo

㈲ 法 律 に よ り.公 表 す る こ とを特 定 的 に免除 され てい る もの。

(4)個 人 か ら得 られ.か っ 特典 を伴 い 又 は機 密 とされ て い る取
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り引 きの 秘 密 及 び営 業 又 は金 融 に 関す る秘 密 。

(5)当 該 政 府 機 関 と訴 訟 関係 に ある政府 機 関 以 外 の 第 三 者 に対

し,法 律 に よ り非 公 開 とされ てい る.政 府 機 関 相 互間 又は政

府 機 関 内 部 の覚 書 又 は 書 信。

(6)そ の公 開 が 個 人 の プ ラ イバ シーを明 らか に 不 当に侵 害 す る

よ うな.人 事 及 び医 療 に関 す る フ ァイ ル並 び に これ らに類 す

る フ ァ イルo

(7)法 律 に よb政 府 機 関 以 外 の第 三者 に対 す る 公開 が認 め られ

て い る場 合 を除 き.〔 警 察 ・検 察機 関 に よる 〕法律 執 行 目的

の た め に編i集 さ れ た調 書 の ファ イルo

㈲ 金 融 機 関 の規 制 又は 監 督 の 責 任 を有 す る政 府 機 関 に よ り,

そ の権限 行 使 の た め若 し くは 利 用 のた め に作 成 され た ,審 査

報 告,作 業 報告 又 は状 況 報告 に含 寄 れ,又 はそ れ らに関係 す

る もの。

(9}資 源 に関 す る.地 質 学 的 及び地 理物 理学 的情 報 及 び デ ー タ。

地 図 を含 む。

(イ}つ ぎに ・ ス エ ー デ ンで は,プ レスの 自由につ い て規 定 す る憲 法86

条 に基 づい てnプ レス の 自由 に 関す る法 律(1949年)が 制 定 され

て い る。 そ の法 律 に お い て も.プ ライバ シ ーが プレ スの
.自由 に優 先す

る もの とさ れ る。

第1条 自 由 な意 見の 交 換 と一 般 的啓 蒙 とを 促進 す る た め に ,す べ

て の ス ウ ェー デ ン市 民 は,以 下 に定 め る方 法 に よ り ,公 文書 に 自

由に近 づ く こ とが で き る。 この権 利 が制 約 を受 け るの は .'王 国 の

安 全 お よび外 国 との 関係 にっ いて の配 慮 か ら,又 は 検 査 ,統 制 も

しくはそ の 他 の監 督,犯 罪 の 予防 お よび起 訴 の た め の官 庁 活 動 と

の 関連 で ・ 又 は 国 ・ 地 方団 体 お よびイ国人 の正 当 な経 済 的 利 益 を保

護 す るた め に.又 は プ ライバ シー.個 人 の安 全,礼 節 及 び道 徳 の

維持 の た め の配 慮 か ら.制 約 が必 要 とされ る ときだ け に限 られ る。

上 記 の諸 原 則 に従 って.公 文書 が 秘密 とさ れ る特 定 の事 例 は,

国 王 及び国会 が共同 して制定する特別法 において厳密 にそ の範囲
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を定 め られ な けれ ば な らない。

(ウ}最 後 に.西 ドイ ツ。 こ こで は,プ レ スの 自由及 び権 利 に関 す る ヘ ッ

セ ン州 の法 律(1949年)を あげ て お く。

第3条(1)官 庁 は,ブ レス に対 して,そ れ が 希望 す る情 報 を提 供

す る義 務 を負 う。 官 庁 が 情報 の 伝達 を拒 否 す る こ とが で き るの は
,

次 の場 合 の み で あ る。

1.情 報 の 伝達 に よっ て.刑 事 訴 訟 手続,又 は懲 戒 訴 訟 手 続 の適

切 な遂 行 が妨 げ られ・遅 延 させ られ,お びや か され る 可能 性 が

あ る場 合。

2.各 人 の個 人 的 事 項 に関 ず る情 報 が求 め られ
,そ の公 表 に な ん 、

ら正 当 な利 益 が 認 め られ な い場 合。

5.公 共 の利 益 に か か る措 置 が,事 前 の公 け の論 議 に よって
,挫

折 し.困 難 に な り,遅 延 さ せ られ,又 は,お びや か さ れ る 可能

性 が ある場 合。

こ れ らは.い ず れ も公 文 書 に近 づ く権 利 にっ い て規定 す る もの

で あ るが.ス エー デ ン法 は 「 プラ イバ シ ーの配慮 か ら制 約 が 必 要

な場 合 」.西 ドイ ツ ・ヘ ッセ ン州法 は 「{固人的 事 項 に関 す る情 報

の公 表 に な ん ら正 当 な利 益が 認 め られ ない場 合 」
.ア メ リカ連 邦

法 は 「 プ ライバ シー の 明 らか に不 当 な侵 害 を防 止 す るの に 必要 な

限 りで 」とい う よ うに.ケ ー ス ・パ イ ・ケ ースの 判断 を要 す る白

地(概 括)概 念 を用 い て い る こ とが 注 目され る。 な お ,ア メ リカ

連 邦法 では.人 事 お よび医療 に関 す る ファ イ ルをそ の典 型 的 な例

と して法 律 上 明記 して い る。

{4)ア メ リカ合衆 国 上 院 司法 委 員 会行 政 運 営 ・手続 小委 員 会 の実 態調 査

コ ン ピ ュー ター ・プ ラ イバ シーの 問題 にっ いて い か な る理 念 の 下 に い

か な る対策 を とるべ きか .と い う重 大 な課 題 に と り くむ に あ た って ,ま

ず何 より も必 要 とされ る の は.市 民 に関 す るい か な る情報 を政 府 や 民間

の諸 機 関 が保 有 して い るか ,と い う実 態 を明 らか にす る こ とで あ る。 こ

の点 に関 して ・ ア メ リカ合衆 国 上 院 司法 委 員会 行政 運 営 ・手 続 小 委 員 会

・(小 委 員 会 委 員長E・V・ ・ ン グ上院 議 員)は .1966年 か ら1967
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年 にかけて連 邦政府 ファイルに収録され ている個人情 報の実態調 査を行

な 一 たの で.そ の結 果 をな 鎚 て み 、 う.⑫

1966年8月11日,上 記 小委 員 会 委 員 長 は,連 邦政府 諸・機 関が 個

人 に関 して保 有 して い る情 報 の 量,性 質 お よび利 用 状 況 を明 確 にす るた

め に,連 邦 政 府 のす べ ての 省庁 に対 して 詳細 な質 問 書 を送 付 した。 とり

よせ られ た個 人 に関 す る情 報 の 明細 目録 の回 答 は,合 衆 国 商務 省 国 勢調

査 局 に よ～・て 処理 され た。 そ れ に よ ると,個 人 に 関す る記録 フ ァ イルの

合 計 は1,755で あb,全 体 で40を こす異 な っ た タ イ プの項 目が 含 ま

れ てい る。 フ ァ イル の 中 の個 人 の人 的 記録 の数 は 延 べ51億1,150万

人 で あっ た(多 くの人 が2度 以上 計算 さ れて い る。 死 者 の デ ー タを含 む

もの も ある)。

情 報 の タイ プお よび 強 制 ・任意 別 に み た情 報項 目の数 は,表Aの 通b

で あ るo
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表A情 報 の タイ プお よび 強制 ・任 意 別 に み た情 報項 目の数

計(機 密拘束の有無に関して

回答のなかった ものも含む。)

フ ァイル にお・け る イ ン フ ォ メーシ

ョンの タイ プ(フ ァイル は各 タイ

プご とに1回 と して数 え て あ る)
計

掲示的又は
暗示的強制
のもとに得
られたデータ

応答者の自
発的協力に
よって得ら
れたデータ

申請 ・事 業

計 画へ の 参

加 ・契 約 な

どを条 件 と

して得 られ

た デー タ

計 14,673 3,992 4,077

一

6,604

履

歴

t氏 名 1,664 454 455 755

2.社 会保障番号 490 158 95 257

5年 余 1,025 251 540 454

4両 親の出生地 174 49 55 72

5配 偶者の有無
、

669 187 212 270

6子 供 の数 454 125 157

.

172

z人 種 413 129 180 104

8宗 教 関 係 129 44 50 35

貧 公民権および出身国籍 548 155
、

123 290

1α 身体の特徴 362 87 117]158
1t現 在ならびに過去の住所 1,258 521 348

「

589

12兵 役 450 125 112 213

ぽ 兵役番号 501 96 60 145

14退 役軍人年金請求番号 99 25 20 54

]5.社 会保 障 関 係 69 19 20 30

経

済

閤

係

項

目

16収 入:種 目表 よび(も し くは)内 訳 424 158 101 1・65

1z芦'ζ 垣戸も' 一 231 105 29 97

1&負 債 180 76 50 74

19支 出 157 65 35 57

2息 借用評価 88 26 17 45

2t当 惑預 金 な らび(て貯蓄 勘定 98 56 21 41

住居
一,

22.自 ㌘ 所 石 143 54 60 34
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t

計(機 密拘束の有無に関 して

回答のなかった ものも含む。)

フ ァ イ ル に お"け る イ ン フ ォ メ ー シ

ョ ン の タ イ プ(フ ァ イ ル は 各 タ イ

プ ご とに1回 と して 数 え て あ る)

計

掲示的又は
暗示的強制
の もとに得
られたデータ

応 答者 の 自

発的 協力 に
よ って得 ら

れ た デ ー タ

申請 ・事 業

計 画へ の参

加 ・契 約 な

どを条 件 と

して得 られ

た デー タ

住

居

25公 営 住 宅 占有 56 12 11 二

24.抵 当 不 履 行 歴 27 14 5 8

25居 住地域の状況 72 19 34 19

教

育

`

26最 終学歴または取得称号 524 87 178

,

259

27平 均成績または学級成績 109 30 27 52

2a外 国語の知識' 187 51 44 92

雇
用
お
よ
び
職
業

29現 在 お よび(も し くは)過 去 の職 業 904 2ろ5 252 419

50.雇 用上 の地 位 な らびに 経歴 544 ,110 155 279

51.所 有 して厩る職 業 上 の免 許状 ・証 明書 305 49 70 186

32.使 用 者 670 161 155

A.一,←

ろ54

35推 薦鉛よび身元照会 274 45 65

'

164

鯵
関覆

鯉
濃

54.警 察 記 録 247 75 52

55国 家安全保障またはその他の調査報告 216 83 42 91

56民 事および刑事訴訟との加 わりあい 257 87 46 124

57医 療歴 557 69 159 129

保

健

5&歯 科治療歴 97 25 56 36

59精 神 病歴 156 52 59 65

40性 格分析一覧 156 52 39 65

4tア ル コール中 毒 または 薬 用癖 154 48 48 58

消閑
費
者心

42.食 品購 入 お よび消 費 28 0 24 4

45消 費者性向 12 2 6

,

4

」
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なお,比 較 のた めに.州 政 府 に よって州 の居 住 者 の デ ー タ ・ファ イ ル

に入 れ られ る個 人情 報 をみ て み る と,表Bの 通b数 多 くの項 目か らな っ

6
て い るo

一75一



表B

I身 元 確認 デ ー タ

1.氏 名

2.社 会保 障 番号

5.性 別

4.生 年 月 日

5.出 生地

6.死 亡年 月 日

7.死 亡 地

8.人 種

9.宗 教

10.現 住所

a現 住 所へ 移 転 した年 月 日

b本 籍

11,前 住所

12.州 に来 た年 月 日

13.郡 に来 た年 月 日

14.身 長

15.体 重

16.眼 の 色

17髪 の 色

18.肌 の色

19目 印 し,傷 あ と

20.不 具

21.血 液 型

2?.婚 姻 関 係

a結 婚 の 年 月 日 と場 所

b配 偶 者 の名 前

C甘 の 配 偶者 の名 前

d離 婚 宣 言 に 関す る デ 一一タ

25.国 籍

24.指 紋 分類

25.兵 役

a期 間

b種 目

c除 隊の種類

d認 識票番号

26.義 務兵役番号

27.父 母の氏名と社会保障番号

28.子 供の氏名と社会保障番号

29.兄 弟姉妹の氏名 と社会保障番号

∬ 身分データ

A投 票人登録資格

30.支 持政党

51.選 挙区

52.投 票状態

B免 許証と許可証

35.

34.

35.

36.

5z

38.

免許証 もしくは許可証の種類
エ ロ竺ぷ フヲ

発行 年 月 日

有 効期 間

発 行者

特殊 条 件

c警 察関係のデータ

39.発 効中の逮捕状

a逮 捕状を発行 した裁判所

b関 連検察機関

c罪 状

α 逮捕状の年月 日

θ 逮捕状番号

40.犯 罪記録

a

b

c

d

e

犯罪の種類

犯罪の年月日

事件又は犯罪記録番号

処 分
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41.前 科登 録番 号

a登 録年 月 日

b関 連 検 察 機 関

42.失 踪 人

a失 踪 の届 出年 月 日

b最 後 の居 所

c関 連 検 察機 関

D裁 判記 録

45.原 告 と被告

44.裁 判所

45.事 件番 号

46.判 決 の種 類

47年 月 日

48.処 分

E執 行 猶 予/仮 出獄 デ ー タ

49.執 行 猶 予 又 は 出獄 ・番号

50.裁 判 所 と事 件 番号

51.執 行 猶 予又 は 仮 出獄 許 可機 関

52.犯 罪(又 は非 行)

53.年 月 日

54.執 行 猶 予 又 は仮 出獄 の条 件

55.特 殊 条 件

F雇 用 デ 一一タ

6

ス

8
.

9

α

t

2

5

4

5

5

5

5

5

6

6

6

6

6

6

現在の雇用者

雇用者番号

雇用者住所

雇用された年月日

雇用者標準産業分類記号

過去の雇用者

本人の職業

失業年月 日

前年の総収入

支払われた給料

G保 護拘 禁 デ ー タ

6d拘 禁 種 類

67拘 禁 期 間

68.拘 禁 場所

69.拘 禁 理 由

70.拘 禁許 可

71,処 理 デ ー タ

72.逃 亡 の有無

H福 祉 デ ー タ

75.郡 事 例 番号

74.州 事 例 番号

75.受 け た補 助 の種 別

76.受 け た補 助 の金 額

77補 助 を受 けた 期 間

78.補 助 の基 礎

工 保 健 デ ー タ

79.身 体 的欠 陥

80.報 告 に値 いす る病 気

81.特 殊条 件

82.予 防接 種 とX線 デ 一一タ

J
,学 歴 デー タ

85.学 校 名

84、 期 間

85.修 了課程

86.取 得 学位

8Z

メ ン ト・テ ス トの結 果

Kそ の他 の デー タ

88.所 得 税局 番 号

a所 得 税 申告 年 次

b所 得 税 グル ー プ

C

89.不 動 産 区画 番号
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90.

91.

92.

93.

私有財産登録番号

本人の関係する会社の登録番号

団体会員

これ以外の情報を持つ政府機関
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㈲ わ が 国 にお け る調 査

わ が国 に お い ては,だ れ が い か な る個 人情 報 を どの よ うな仕 方 で保 有

して い る か の明細 目録 が っ く られ て お らず,ア メ リカ合衆 国 上院 で なさ

れ た よ うな実 態 調 査 が 早 急 に な され る必要 が ある。 今 の と ころ,ご く部

分的 な説 明 か1971年 の行政 管理 庁 研 究 報告 書 に お い て なさ れ て い る

に とどまる逗 そ れに 、ると.行 政体 陸 いて個人幽 す る婿 のデ

ー タを コ ン ビュー'ター で処 理 して い る もの と して ,国 の機 関 に お いて は,

総 理府 の統 計 部門,労 働 省 にお け る失業 保険 の 期 間通 算 や 給付 業 務,警

察 庁 の運 転 免許 管理 な どが あ り,地 方 自治体 にお い ては,地 方税,水 道

料 金 な どの徴 収 事務.国 民健 康 保 険 の管理 な どが あ る。 また遠 隔 地 即 時

通信 を行 な っ てい る もの を あげ れ ば.労 働 省 の広域 職 業 紹 介,警 察庁 の

広域 犯罪 捜 査 な どが あ る。 他方,民 間企 業 体 に おい ては,銀 行 の 預 金 口

座 管理.保 険 会 社 の保 険 料徴 収,公 益 事業 の料 金徴 収 な どが あ り,通 信

回線 を利 用 す る もの で は,銀 行 間 の為 替業 務,証 券 会 社 の株 式 売 買情 報,

旅行 あ っせ ん業 者 の座 席,旅 館 の予 約業 務 な どが あけ られ る。

ま た.行 政 部 門 に お い ては近 時そ の部 分 的 な シス テ ムを統 合 し,地 方

と中央 と を結 び,ま た省 庁 間 を越 え た シス テ ムを開 発 す る こ とが計 画 さ

れて い る。 これ に よっ て,重 複 デ ー タの イン プ ッ ト,重 複 フ ァ イル な ど

を な くす こ とが で き.ま た これ ら重複 フ ァイ ルで の不 一 致 が発 見 さ れ る

ため.失 業 保 険 に お け る不 正 受給 防 止,運 転 免許 の不 正 登録 防 止 な どが

は か られ る。 さ らに,各 部 門 で持 って い る フ ァ イル を共 同 利 用 す る こ と

に よ り.行 政 の効率 を上 げ る こ とが考 え られ てい る。 例 えば ,総 理 府 の

国 勢 調 査 と地 方 自治 体 の住 民 関 係 デ ー タ(戸 籍 簿,住 民 基 本 台 帳) ,厚

,生 省 と労働 省 の社 会 保 険 デ ー タ,法 務 省 と警 察庁 の犯 罪 デ ー タ,な どが

そ れ で あ る。

㈲ 実 態 の評 価 にっ い て

わ が国 の場 合 には,実 態 調 査 が 欠 け てい るた め実 態 を評 価 す る こ とは

で き な いが.ア メ リカ合衆 国 の場 合 には ,さ きに(4}で 紹 介 した よ うな詳

細 な調 査 が な され た の で.コ ン ピ ュー ター ・プ ライバ シ ーの実 態 を評 価

す る こ とは 可能 で ある。 小委 員 会顧 問 補 佐B.L.カ スは ,実 態 調 査 の
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要約 と して 「記録 のた め の覚 え書 」⑮ を ま とめ た。 そ れは,示 唆 に とむ

評 価 を含 ん で い る と思 わ れ る。

カスは,ま ず,一 般 的評 価 と して こ う述 べ る。

「コ ン ピュ ー ター技 術 の急速 な進 歩が,ナ シ ョナ ル ・デ ー タ ・セ ン タ

ー の明確 な 可能 性 を生 み出 した た め に ,個 々の 市 民 の プ ライバ シーが侵

害 され う.る.あ る いは され るで あろ うとい う懸 念 が ます ます広 ま って い

る。 単 に1っ の ボ タンを押 す だ け で,各 種 の発 生 源 か ら得 られ た特 定 の

個 人 に関 す る情 報 を統 制 し,そ の 個人 にっ い て 『ゆ りか ごか ら墓 場 まで』

の報告 を 入手 す る こ とが完 全 に 可能 に な るで あ ろ う。」'

具体 的 には,次 の よ うな諸点 に注 目す べ き必 要 が ある と して い る。

① 政府 の契 約 者 や 顧 問 等 にっ い ては,両 親 の 出生 地,収 入,法 律 関 係,

身元調 査 お よび 保 健 につ い て の デ ー タを提 出す る こ とが 要 求 さ れ て い

る。 こ の よ うな デ ー タに は,機 密性 が付 与さ れ な い場 合 もあ る。

② 選抜 徴 兵 制度 に お い て は,一 般軍 事 訓練 兵 役法 に基 づ くすべ て の登

録 者 は,警 察 記録,国 家 安 全 保障 ある いは 他 の公 安 関 係 の調 査報 告,

な らび に 民 事 ・刑 事 訴 訟 との か か わ りあい な どの法 的 ・身元 調 査 的 な

情 報 を提 供 しなけ れ ば な らな い。 徴 兵 延 期 を申請 す る登録 者 は,宗 教

や所 得 な どに関 す る,そ の他 の追 加 的情 報 を延 期 申請 事 由 と して 申 し

立 て なけれ ば な らな いo

⑤ 一 部 の省庁 に お い ては,そ の ト ップ.ある い は 枢要 な地 位 に就 いて い

る職 員 は,「 雇 用 と経 済 的 利 益 にっ い ての報 告 」(9七atemθn七 〇f

EmPユoymenpandFinanciaユ エn七eres七)に 関 す る経 済 的 な情 報

を提 供す るこ と を義務 づ け られ てい る。

④ フ ォ ー ム57.信 用 報 告 お よび省庁 職 員 フ ァイ ルに お け る,各 個 人

の両 親 の 出生 地.収 入、 資産 や性 格分 析 一 覧 ,ア ル コー ル 中毒 ・薬 用

癖 な どの保 健 上 の情 報 は,過 剰 とい うべ きで あ る。

⑤ ほ とん ど の医療 上,お よび警 察 関係 の書 式 は,個 人 に 人種 を記 入 す

る こ とを要 求 して い る。 この こ、とは,そ れ が統 計 的 意 図 の た め に のみ

用 い られ る ので あれ ば許 容 さ れ うるで あろ う。

⑥ 国 家 安全 保 障 関 係 の証 明書 は,個 人 に,本 質 聞 書 に挙 げ られ たほ と
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'

ん どす べ て の情 報 を列 挙 す る よ うに要 求 す る傾 向 に ある。 しか し,証

明書 を もつ 人 び とは分 類 さわ た記 録 に近 づ く こ とが で きるの で,こ う

した 詳細 な情 報 の確 保 が 不 可 欠 で あ る。

⑦ 政 府 に対 して研 究 補 助 や 助 成 金 給付 を 申請 す る者 は.通 常,警 察 記

録.国 家 安 全 保障 あ るいは 他 の調 査 報 告,お よび民事 ・刑 事訴 訟 との

か か わ りあい に つ い て.公 表 す る こ とを要 求 さ れ てい る。 こ うい(た

情 報 は.ア カデ ミ ックな要 件 がす べ て満 た さ れ てい る以 上 は.行 き過

ぎ で あ り.か つ 不必要 で ある よ うに思 わ れ る。

切 既 に 出 され た提 言 ない し勧 告

(・ ・.・.・ ス は.つ ぎの ・ う諭 告 を行 なっ てい る.6

④ 実 態 調 査 計 画 自体 にっ い ては,特 定 の政府 機 関 の書式 のt'泥 沼 に

足 を と られ る 鵬よ うな方 向 にむ か う よ りは.政 府 の デ ー タ収集 方法

(も し くは 省庁 書 式)に おけ る一 般 的 傾 向 を 明 らか にす る方 向 をめ

ざす べ きで あ る と勧 告 す る。

② 連 邦 諸 機 関 に対 して は.個 人 が 当該 機 関 に 手渡 した個 人的 デ ー タ

に関 して.最 大 限 の保護 が 与え られ る よ うに す るた め に ,機 密 の基

準 に かか わ るみず か らの法 令や.他 機 関 の諸 規 則 に ,厳 正 な る検討

を加 え るべ きこ とを提 言 す る。.

{イ)A.ミ ン ドリンは.そ の 論文 「 ロ ー カル ・デ ー タ ・シ ステ ム と機 密

」cに お い て.具 体 的 な寸 の勧 告 を行 な 一て い る。 ㊤ 彼 は.政 府

記録 の機 密 を保持 す る古典 的 な方法,す なわ ち機 密 関係 の法律 と規 則

に対す る確信 が 今や 動 揺 し.そ れ を こえ た勧 告 を提 言 しなけ れば な ら

な い.と 強調 す る。

① 主 要 勧 告 は,次 の 通 りで あ る。 す なわ ち,統 計 デ ー タ ・シス テ ム

の開 発 と制 御 は い か なる事 業運 営 プ ログ ラ ムか ら も.ま た1主 と し

て 事 業運 営 プロ グ ラ ムを志 向す る い か な る コ ン ピュ ー ター機 構 か ら

も.組 織 的 に 切 りは な され るべ き で あ る。 国 勢調 査 局 に類 似 した高

度 に専 門 的 な統 計 的 ない し計 画的 環 境 と伝統 を持 ち,堅 固 な職 業 倫

理 が つ らぬ か れ て い るこ とが 不 可 欠 だ とい うの で あ る。

② デ ー タ ・シス テ ムのス タ ッフは.情 報 源 にお け る記録 の標 準化 に
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関 与 しては な らな い。 照 合 問 題 の解 決 は.す べ て.標 準 化 され て い

ない 入力 を受 け 容 れ る デ ー ダ ・シス テ ム単 位 の 内部 で試 み られ るべ

きで ある。 そ の 目的 は.統 計 デ ー タ ・シス テ ムの ス タ ッフの役 割 が.

ど こか他 の所 で行 わ れ てい る情 報 目的 ゐ た め の記 録 の統 合 か らは区

別 され た別 の もの で あ る こ とを,曖 昧 さ を残 さず に明 確 にす るた め

'である
。

⑥ 個 人 記録 に基 礎 を お く機 密 情 報 の原 機 関 へ の フ ィ ー ドバ ックは.

い っ さい行 わ れ て は な らな い。 統 計 デ ー タ ・シ ス テ ムに よ る機 密情

報 の 操作 は どん な もの で も,原 機 関 に 戻 され る場 合 は,集 計 され た

形 で な されね ば な らな い。

④ 個 人 また は家 族 に 関す る統 合 され た統 計 デ ー タ ・フ ァ イル に おい

て は,あ る種 の事 項 は 確実 に 「視 界 外 」に おか れ るべ きで あ る.と

い う考 え方 が 同意 さ れ なけ れば な らない(例 えば.警 察 記録.非 行

記録 精 神 障 害 ・ア ルコ ー ル中 毒 ・薬物 障 害 の記 録)。

⑤ 古 くな!・た … 一た と えば5年 以 上fe.・tsft－ 個 人 フ ァイ ルk・よび

家族 ファ イ ルの中 の 機 密 事項 は,定 期的 に 消去 され るべ きで あ る。

「コ ン ピュ ー ターは 決 して忘 れ な い 」とい う恐 怖 心 を取 りの ぞ く こ

とが重 要 で ある。

⑥ 可能 で あれ ば,統 合 され た 個 人 フ ァ イルお よび 家 族 ファ イ ルは.

二 つ の種 類 を設 け るべ きで あ る。 一 つ は 照 合 に必 要 な確 定 要 素 に関

す る情 報 を含 み,こ れ に記録 の通 し番 号 を プラス した ファ イル で あ

り,も う一 つ は,実 質 的 資 料 を含 み,こ れ にた だ の通 し番 号 を プ ラ

ス した フ ァ イ ルで あ る。 こ うす れ ば,実 質 的 デ ー タを扱 うス タッ フ

は,直 接 的 に誰 の記 録 を扱 っ て い るか を知 る方法 を もた な い こ とに

な るo

(Z)個 人 に 自分 の 資 料 を 見,か っそ れ を訂 正す る権 利 が 与え られ るべ

きで ある。 これ に対 して,個 人 の統 合 され た記 録 が統 計 デ ー タ ・シ

ス デ ムの 中 でっ く られ る のに 先立 つ,個 人の許 可 は必 要 な要 件 とす

べ きで な い。 これ は.デ ー タ ・シス テ ムの発 展 を妨 害す る く らいに

非 常 に 費 用 が か か り,か っ 厄介 な こ とで ある し.ま た無 意 味 で もあ
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ろ う。

⑧ 個 人 デ ー タ ・シス テ ム,家 族 デー タ ・シ ス テ ム,そ れ に場 合 に よ

っ ては,地 域 デ ー タ ・シス テ ムが情 報 目的 の た めに は利 用 で き ない

もの で あ る とい うこ とを あ らか じめ確 約 し,そ の確 約 を法律 や 規則

に よって保 障 す る こ とが,公 衆 の信頼 をか ちえ る た め に必要 で ある。

A.ミ ン ドリンは,結 論 と して次 の よ うに述 べ て い る。

「本稿 の主要 な 目的 は,分 散 した 記録 を統 合 す る際 に本 釆 的 に存

在 す る,個 人 の プ ラ イバ シ ー と記録 の機 密 へ の脅 威 を最 小 限 に して.

必 要 な情 報 を入手 し,有 効 に利 用 す る方法 を示 唆 す る こ と。 お よび,

政 府 の他 の諸 側 面 に お け る機 密 問 題 とは か か わ りな く,統 計 デ ー タ

・シス テ ムに と って十 分 に適 切 な機 密環 境 を形 成 す る こ とで あ った。

勧 告 の主 要 な 力点 は,泡 の よ うな,独 自の 中央統 計 デ ー タ ・シス テ

ムの ス タ ッフの創 出 とい うこ とに あ る。 す なわ ち,通 常 の行政 運 営

責 任 か らは 切 り離 さ れ,行 政 選 択 順位 の影 響 を受 けず,個 人記録 の

フ ィ ー ドバ ックを求 め る圧 力か ら絶 縁 され,コ ミュニ テ ィと地 方 政

府 の全機 関 に対 して 専 門的知 識 を提 供 す る,デ ー タ ・バ ン クの設 計,

維持,有 効 な 利 用 の た め の専 門的 な統 計技 備 と シス テ ム技 備 を備 え

た.そ うい うス タ ッ フで あ る。 機 密 を侵 害 す る諸 々の 圧 力か らの絶

縁 は,特 別 の政 策 お よび法 令 に よっ て実 現 さ れ るべ きで あ る。 そ れ

の狙 い とす る と ころ は,機 密保 護 の強 力 な職 能 倫理 を吹 き込 まれ た

中枢的 統 計 運 営機 構 の拾頭 を促 し.そ れ を基 本 的 伝統 に まで発 展 さ

せ る こ とに ある。 」

(ウ}わ が 国vaSeい ては,1971年 の行 政 管理 庁 研 究報 告 書 に おい て示

さ れ た プ ラ イバ シー保護 の ため の基 本的 考 え方)が 注 目さ れ る。 次 の

よ うな7項 目がそ れ で あ る。

① 個 人 に関 す るデ ー タ所 有 者 は.個 人 デ ー タ提 供 者 の 目的 に反 して,

あるい は 承 諾 な く して.デ ー タの移 動 を行 なわ ない こ と。

②{固 人 に 関 す る デ ー タ所 有 者 は,そ の デ ー タに対 して,無 条 件 で完

全 な所 有 権 を有 す る の で な く.デ ー タ該 当者 はそ の デ ー タに対 し,

潜 在 的 な主 権 を有 す る こ と。
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⑤ 法 に も とつ か ない デ ー タ移動 ・加 工 ・作 成 を行 なわ ない こ と。

(こ れ は,国 家 及 び地 方 公 務員 法 に定 め られ て い る 「職 員 は職 務 上

知 り得 た 秘密 を漏 して は な らな い 」とす る条 文 を コ ン ピュー タ処理

に お い て も準 用 す べ きで あ る とす る考 え 方 に よる。)

④ 国 民 は,自 己 の デ ー タが意 図 に反 して,ま た は 自己 の不 利 益 に な

る よ うに 移 動 さ れ た場 合,ま た移 動 され た デ ー タが誤 った 内容 で あ

る場 合 は,そ れ を知 らされ,取 消 しを求 め る権 利 を有 す る こ と。

⑤ 個 人 に 関 す る デ ー タは,そ の内容 や 提 供 の 目的 か ら,存 在 に関 す

る場 所 的 限 定 と時 間 的 限定 を推 定 し うる の で,デ ー タ所 有 者 はそ の

デ ー タの存 在 と消 滅 に 責 任 を負 うこ と。

⑥ 個人 に 関 す る デ ー タ所 有 者 が,そ の デ ー タを権 利 な く して移 動 し

た場 合 は,そ の移 動 に よ 一て生 ず る 直接 ・間 接 の損 害 に対 して無 条

件 で責 任 を負 うこ と。

⑦ 国 民 の プ ラ イバ シー の尊 重 に対 しては 、'公共 の 福祉 の み が優 先 し,

公 共 機 関 自体 の利 益 や私企 業 の利 益 は これ に優 先 しな い こ と。(憲

法 第13条 ゐ援 用 で あ る。)

以上 の こ とを具 現化 す るだ めに,次 の よ うな こ とを検 討 す べ きで あ

る と して い る。

⑧ まず.行 政 に お い ては,地 方 自治体 ・各 省庁 間 の行 政 デ ー タに っ

い ての 蓄 積 の あ り方.自 治 体 及 び 省庁 聞 の デ ー タネ ッ トワ ーク形 成

の あ り方.そ れ らで行 なわ れ る デ ー タ処 理 シ ステ ムの 構 造 ,民 間 へ

の デ ー タ提 供 の あ り方.具 体 的 な デ ー タ公開 基 準 ,ソ ス テ ム設 定 時

の 目的 以 外 へ の チ ー タの使 用基 準 ,デ ー タ重 要度 基 準,デ ー タ修 正

基 準 な ど.行 政 に おけ る デ ー タ処 理 の基 本 姿 勢 の 明 示 で ある。

⑨ 次 に民 間 に お い ては,営 業 の必要 か ら提 供 され た 値 入 に関 す る デ

ー タは .営 業 目的 以 外 に使 用 で き ない よ うに す る こ とが 当面 の焦 点

で あ る。 既 に営 業 目的 で収 集 した個 人 に 関す るデ ー タを:公 開 販売

す る こ とを発表 してい る企業 が存在す る。 万一・目的 外 に使 用 され た場

合.デ ー タ提 供 者 に対 し.保 管 責 任者 及 び使 用 者 は 責 任 を負 うよ う

に制限 を加 え る 必要 が ある。 この種 の問 題 は,マ シ ン タイ ム ・サ ー
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ビ ス.受 託 処 理 サ ー ビ ス,フ ァ イ ル メ ン テ ナ ン ス ・サ ー ビ ス 等 ,デ

ー タ処 理企 業 の発生 が著 しくな っ た時 点 で,最 も重要 な課 題 ど要 る。

以上 の① ～㊧ の ほ か,次 の よ うない くっ か の具体 的 な提 案 が な され

てhるo

⑩ デ ー タが外 部 に もれ た り.悪 用 され る こ と を未 然 に防 止す る た め

の対 策 を講 ず べ き で ある。 具 体 的 に は ,次 の よ うな こ とが急 務 で あ

るo

@

@

情'報処理 関係者 の倫理観 の育成

漏れ を防止す るための技術 的手法 の研究 ・開発

漏れや悪用 を防 止す るための法制 の整 備

情 報の漏洩防 止 を進 めるためには,一 定 のルールを設定 し,そ

れ を遵 守 す る こ とが要 請 され る。 当然 の こ と と して立 法措 置 の論

議 が な され るで あ ろ う。 現 在,秘 密 事 項 の漏 示 に関 して は,国 家

公 務員 法.地 方 公 務員 法.統 計法 等 で法 的 規 制 を行 なっ てい る。

才 た弁護 士 や 医師 等 に対 して も,業 務 上知 り得 る国 人の 秘密 の傭

不 につ いて.各 々当該法 で規 制 し秘 密 保持 の法 的措 置 が と られて

い るo

悪 用防 止 にっ い て は.少 な く と も個 人の 秘密 デ ー タを保 管す る必

要性 が あ る場 合 には.処 理 シス テ ムの 届 出 とそ の監視 機 関 の設 置

や齢 記録 に関す る閲覧権の確保 ・基本 ファイル利用機 関及び利

用 内容 の公 示義 務.コ ン ピュ ー タ共 同利 用 者 名 演 の縦 覧 制 度 ,連

動 コ ン ピュー タの 宙 出制 等 にっ い て,法 的 規 制 を検 討 す る必要 が

あ る。

@漏 れ を防 止 す るた め の運 用 官 理 の検討

結 論 は.つ ぎ の よ うに述 べ られ てい る。

「 プ ライ バ シ ー保 護 を具体 的 に進 め て ゆ くた めに は ,自 主規 制 と

他 者規 制 の 領域 を主 体 に してそ の対 策 を進 め て ゆ く必 要 が あ る と考

え る。 この た め に.当 面 の プ ラ イバ シー保護 に 関す る研究 課 題 と し

ては ・ いわ ゆ る・ コ ン ピュー タの デ ー タ管理 上 の技 術 的 な対策 ,コ

ン ピ ュー タ室 の機 密 保持 の 管理 態 勢 の確 立(特 に規 定 化 、
,お よび,
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プ ライバ シー保護 に 関 して罰 則 を伴 った法 律.条 令 の立 法 化 な どの.

い わ ゆ る制 度 的 な側 面 か ら固 め てゆ く必 要 が あろ う。 しか しなが ら.

国民 コ ー ド制 に よる,行 政 管 理 の近 代化,効 率 化 の推進.例 えば.

人 口移 動 の状 況 が確 実 に分 る こ とに よる先 手行 政 の効果 や.コ ー ド

統 一 に よる種 々の手 間 や.質 的 に 高 い行 政情 報 の入 手 が で き る こ と

な どに よ って得 られ る行 政 管理 上 の効 果 を プ ライバ シ ー保 護 の た め

の み に よっ て無 視 す る こ とは で きな い。 プ ラ イバ シーの保 護 も国 民

の安 寧福 祉 の た め で あ る な らは.行 政 管 理.ヒの効 果 も,ま た.国 民

の安 寧福 祉 の ため だ か らで ある。 した が っ て.こ れ ら両 者 の利 点 を

組 み 合わ ぜ て,欠 点 が 出 な い よ うな対 策 を講 じて ゆ く必要 が あ る。」

(8)今 後 の施策 へ の提 言

わ が国 に おい て,コ ン ピュー ター ・プ ライ バ シ ーに関 してい か な る施

策 が講 じ られ るべ きだ ろ うか。 基 本 的 に重要 な点 に か ぎ一 て,い くっ か

列 挙す る。

① 〔実 態調 査 の 必要 性 〕個 々の 市民 に関 す る いか な る種類 の情 報 が国.'

地方 自治体,民 間機 関 に よ'一て保 有 され て い るか,の 実態 を 明 らか に

すべ きで あ る。 政 府 等 が保 有 す る個 人 に関 す る情 報 の明細 目録 を早 急

に 作 らな ければ な ら ない。

② 〔プ ライバ シ ー優 先 の原 則 の確 立 〕 基 本的 人権 と しての プラ イバ

シーが,政 府 や 民 間機 調 の効 率 的 運 営 に優 先 す る,と い う当然 の原 則

が忘 れ られ て は な らな い。 そ の原 則 を常 に 念 頭 に お いて行 政 な り事 業

を遂 行 す る こ とが 必要 で あ り,そ の た め に もそ の原 則 を明文 化す るこ

とが 望 蒼 しレ》o

⑤ 〔デー タに 対 す る当該 個 人の 潜 在 的 権利jデ ー タ該 当者 は,そ の

デ ー タに対 して潜 在 的 な権 利 を有 す る の だ ろ うか。 これ は,デ ー タを

提 供 す る(強 制 的 に な され る場 合 と任 意 的 に な され る場 合 とが あ る)

際 に何 らかの契 約 が締 結 され て ま・れば.そ の契 約 の解釈 に よ・「て決 ま

る問題 で あ る。 問題 は,当 該 個 人 が知 らない 間 に デ ー タを と られ た場

合 に生 じ.そ の よ うな場 合 に は,デ ー タに対 す る当該 個 人の潜 在的 権

利 を認 め る実 益 は あ ろ うp

－84一



■

@〔 デ ー タの 許容 範 囲)個 人 に関 す る不 必要 な(過 剰 な)デ ー タを

とっ て は な らな いo一 定 の 事項 につ い て は,そ もそ も統 合 さ れ た デ ー

タ ・フ ァイ ルに 入 れ る ことを禁 止 すべ きで あ る。 そ の よ うな事項 と し

ては,思 想.信 教,前 科,身 分(部 落 民 な ど),人 種(ア イ ヌな ど),

病歴(遺 伝病c性 病 な ど),学 校 成 績.財 産(負 債,納 税 額 な ど)等

が あげ られ る。 本 人 の承 諾 を要件 と して認 め る事項 も考 え られ よ うo

⑮Cデ ■一・一夕 ・セ ン ターの秘 密 保持 義務 〕 デ ー タ ・セ ン ター お よびそ

の ス タ ッフの 秘 密保 持 義 務 を明文 化 すべ き で ある。

デ ー タ ・セ ン ターの独 立 性 の確立.ス タ ッフの倫 理感 の 育成 は,そ の

前提 条 件 と もい うべ き もの で ある。

なお,そ の よ うな明 文規 定 をお く場 合 には,既 存 の法 律(国 家 公務

員 法100条.地 方公 務 員.法54条,統 計法14条.15条.精 神 衛

生 法50条 の2・ 弁 護 士 法23条 ・刑 法134条 。 なSl. 、.民 事 訴 訟

法281条 、 刑 事 訴 訟 法1.4.9条 参 照)と の 調 整 が 必 要 で あ

るo

⑥ 〔届 出制 と監視 機 構 〕 個 人 の プ ラ イパ ソー に属 す る デ ー タを保 管

す る必 要 が ある場 合 に っ い ては.処 理 シス テ ムの 届 出制 を と るこ とが

適 当 と思 わ れ る。 そ の 届出 に基 づ い て,監 視機 構 が監 視 を行 ない.プ

ラ イバ シーが侵 害 さ れ るの を未 然 に防 止 す る措 置(勧 告 ,命 令 な ど)

を講 じる こ とが で き る。

⑦ 〔事 前公 示制 〕 デ ー タの利 用機 関(共 同 利用 の ときは ,そ の 利 用

者 全 部).利 用 目的.利 用場 所,利 用 期 間 等 の条 件 に つ い て.事 前 に

公 示 す る制度 が 必要 で あ る。 そ して.何 人 もそ れ らの条 件 につ い てい ・

っ で も縦 覧 す る こ とが で き る よ うにす べ き で あ る。

公 示 され た条 件 を一 方的 に変 更 す る こ とは認 め られす ,関 係 者 の 承

諾 を必 要 とす る もの とすべ き で あ る。

⑧ 〔目的 の範 囲 〕 個 人 に関 す るデ ー タの保 有者 は,そ の提 供 者 との

間 で合 意 され た.あ る いは.事 前 に公示 され た 目的 の範 囲 を こえ てそ

れ を使 用 す る こ とが で き な い もの とす べ きで あ る。 この 目的 の範 囲 に

よる制 約 は 基本 的 に重 要 で あ る と考 え られ るの で ,特 に 明文 で 言及 す
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る 必要 が あ る。

⑨ 〔閲 覧権.訂 正請 求権 等 〕 何 人 も.自 己 に関 す る デ ー タを閲 覧 す

る権 利 を有 し,誤 りを発 見 した場 合 に はそ の 訂 正 な い し抹 消 を請 求 す

る権 利 を 与え られ るべ きで あ る。

⑩ 〔差止 請 求 権 お よび損 害 賠 償 請 求権 〕 自己 に関 す る デ ー タが 目的

の範 囲 を こえ て 便 用 さ れ た り,承 論 な しに他 の場 所 へ移 動 さ れ て い る

(そ のおそ れ が あ る場 合 を含 む)と きには,そ れ を差 し止 め る権 利 を

認 め るべ さで あ る。

ま た1そ の よ うな不法 な行 為 に よって損 害 を こ うむ っ た と きに は,

行 為 者 の故 意 ・過 失 を とわ ず 損 害賠 償 請求 権 が 認 め られ るべ きで あ る。

{9}お わ りに

プ ライ バ シ ーは,人 間 の 尊厳 そ の もの に かか わ る絶 対 的 な権 利 で あ り,

憲 法 上 保障 され た 基 本 的 人権 で ある。行 政 管 理 や 事 業 運 営 の効 率 化 とい

う目的 は,そ れ 自体社 会的 に 価値 の 高 い もの で あ るが,あ く蔽で も プ ラ

イバ シー よ り低 次 の 価値 で ある こ とを忘 れ ては な らな い。

注↑
)

)

含
)
才
)
官
)

)

ε 同74頁 。

す
)

宿
ン

東 京 都企 画 調 整 局調 査部 『諸外 国 にお げ る情 報 の公 開 と プ ライバ シー・

』

行 政 管理 庁 行 政 管 理局 『情 報社 会 にお け る プ ラ イバ シー保護 に 関す る

調 査 研 究報 告 書 』

前 掲£ をみ よ。

前 掲C報 告 書59頁 。

東 京 都 総務 局 電 子 計 算課 『行 政 情 報(デ ー タ)管 理 シス テ ムに 関す る

研 究 会 速 記録 』9頁 〔〕

前掲 £ 報 告 書73頁 。

同56頁 。

阿74～75頁 。A.ミ ン ド リ ン は,ワ シ ン ト ンD.○.区 統 計 主 任

官 。

Warren&Brandeis,TheRigh七 〇fPrivacy,4Harv.エ 」.Rev.

一86・ 一



193

6東 京 地 判昭 和39年9月28日 判 時385号12頁 。

C3前 掲 £報 告書29頁 以 下 に よる。

ε 田 中靖 政 『行 動 科 学 』284～285頁 。1

9前 掲2幸 購 書19～20頁 。

⑮ 前 掲 工報 告 書39頁 以 下 。

璽 同42頁 。

e同53頁 以 下 。

6同75頁 以 下 。

◎ 前 掲 ②報 告=書24頁 以 下。

B情 報 処理 業 に お・け る秘密 保 護

1.基 本 的 考 え方

(1)こ こ での秘 密 保護 は コ ン ピ ュー タテ ク ノロジー を活 用 す る情 報 化 の

範 囲 で考 える。

② さ らに,こ こで は,情 報 提 供,及 び処理 サ ー ビス業 を 中心 と して,

コ ン ピ ュー タ産 業 .ソ フ トウ ェア業,ツ ン ク ・タン ク業 等 に 」ぶけ る秘

密 保護 を中心 とす るo

(5}省 資 源 ・知識 集 約産 業 構造 の 甲 で,新 しい生活 ・文 化 構 造 を調 和 さ

せ た活 力 ある社 会 福祉 社 会,新 しい 型 の豊 か な社 会,高 度 の選択 性 を

も^た 自由 と調 和 の ある成 熟 社 会 を指 向 してい る社 会 ・国 民 の 願 望 と

して の秘 密保 護 で あ る べ き こ と。

(4}櫟 化 は両 次的 マ イナス効果 と しで 力 行 シーの侵 害・髄

社会への移行等 を生 ず る可能性 が大である。
、.,'i;

2.問 題 点

(1)情 報 秘 密 の考 え方

a

D

C

国 家 機密

企 業機 密

プ ライバ シ ー

プ ラ イバ シ ーは 八格 権 で あ り.「 私生 活 をみ だ りに公 開 され な い
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とい う法 的保障 ない し権利 」であり,我 国では未成熟

② 秘 密侵 害の態様

a秘 密 の漏 洩

b秘 密の滅失.破 壊

情報処理過程 で人為的 あるいは 自然現 象に よる不可抗 力 に よる も

のo

c誤 情 報

個 人信 用 に関 す る情報 を意 識 的,又 は無 意 識 的 に誤 処理 す るこ と

に ょる プ ラ イバ シ ーの侵 害 寺 今

(5)法 的 保 護 の現状

(4)情 報 処 理 サ ー ビス業 の秘密 保 護 の問 題 点

aサ ー・ビス業 が取 扱 う情報 の性 格

D情 報 処理 受託 業務

lD要 員派 遣

lii)通 信 回線 利 用 に よる特 殊 問 題

!V)情 報提 供 販 売
'
V)情 報 蓄 積 保 管

bサ ー ビス業 の秘 密保 詩 の問 題 点

い 経 験 不足

ii、 秘 密 の定 義,範 囲 の不 明確'

川、 企 業 基 盤 の 弱 体 、

⑤ 情 報 処 理 サ ー ビス業 の秘 笛 保護 の基 本 対 策

a業 界 内部 に おい て採 るべ き対 策

い 倫 理 の高揚o

ip秘 密 保 護 管理 基 準 を定 め る こ と。

liP秘 密 保誰 に有 効 な技術 的対 策 の普 及

iv)実 態調 査

b業 界 以 外 と協 調 す べ き対 策

i)顧 客.及 び第 三者 との協 力

ii)情 報 の価 値 の確 立
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ljj)法 的,行 政 的対 策 との 関連

lV)保 険制 度

(6)具 体 的 手 法

a人 事 組織

D採 用 前調 査

iD教 育 訓練

liい 職 務 分 権

lV)軍 制 組 織

V、 監 査.罰 則

b保 安 設備 管理

D入 場,入 室 者 管理

iDデ ー タ ・プ ロ グ ラム保 管設 備

jij)防 火 ・防 災 設備

|V、 事 故 復旧対 策

V)通 信施 設 の管 理

c受 託業 務 管理

い 秘 密範 囲 の と りきめ,取 扱 基 準 の設定

1い デ ー タの摂 取 ・取扱 ・保 管

川)磁 気 フ ァ イルの 管理 ・保 管

lV)文 書 の保 管 ・廃 棄

V、 複 製 禁 止

d共 同 利用 及 び通 信 回線 型 利 用 の管 理

i)使 用 者 の 身元 確 認'

iい 使 用範 囲 の制限

liい 使 用 者 に よる管理

lV)侵 害 の発 見

V)暗 号 化

(7}管 理 社 会 の 危険

a官 業 に よるi吉報 処理 ・蓄積 サ ー ビス業 を行 うことの批 判

bコ シ ヒ㌧ 一 夕及 び通 信 回線 の利 用 に よb情 報 の蓄 積 量の 巨 大化
,
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中央 集 中化,加 工 の容 易性 が あ り.管 理 社 会 へ の 可能性 が 大 で あ り.

そ の対 策 。

(8}社 会 的影 響性 の 広 大

シス テ ム ・ダ ウ ンや誤 処理 の影 響 が社 会 的 に極 め て大 。

3.施 策

ω 情 報化 が副 次 的 マ イ ナ ス効 果 と して,プ ライバ シ ーの侵 害,管 理 社

会 への移 行 等 の 可能 性 を有 す る こ との社 会 的教 育。

② コ ン ピュ ー タ ・テ ク ノ ロジ ーに 関連 す る もの の倫 理綱 領 確 立 の指 導

(3)情 報 処理 当事 者 や 企 業 の認 定 制度

信用 力 ・組織 ・内 規 ・施 設 等 の 具体 的審 査 項 目の検討(JエS認 定

工 場 の様 に)

(4)コ ン ピュ ー タ ・テ ク ノ ロジ ー との 関連 に よる秘密 保護 ・プ ラ イバ シ

ー保 護 の法 的整 備

(5)ソ フ トウユ ア あるい は 蓄 積 デ ー タに 関す る法 的保 護

八 一 ドウ ユアにっ い て は特 許 ・或 は産 業 ス パ イ的 な概 念 が 成 熟 して

い るが,清 韻 産 業 の有 す る ノ ウハ ウに 関 しては法 的 保 護 が な い こ とは

産業 の成 熟 の 為 に 好 ま し くな い。

4、 秘密 保 護 の 現状

(イ)情 報 処理 産 業 に お いて 「取扱 う秘 密 とは 何 か 」とい うこ とに非 常 に

問題 が あ るが,「 プ ライ バ シ ー を侵 害 す る おそ れ の ある デ ー タ 」「国

家等 権 力 の統 制 を 助成 す る可能 性 ある デー タ 」「企 業機 密 」、 「国家

機 密 」等 々の デ ー タと 「企 業 運 営,国 防 運 用 等 の シス テ ム,あ るいは

ソ フ トウェア 」等 の シス テ ムと考 え られ て い るの が通 説 で あ る。 具体

的 には どの シス テ ム,ど の チ ー タが秘 密 で あ るかは,

○過 去 の経 験 よ りの常識 的認 定

o当 事 者 と情 報処 理 企 業 との間 の契 約o

に ま た なけ れ ば な らないo

後 者 の よ うに 、契 約 に よりllこ れ これ の デ ー タ"ま たは"シ ス テ ムの

こ の範囲Hが 秘密 で ある と文 章 に よb明 確 に な って いれ ば 秘密 保護 上.

対 象が把 握 しや す い。 しか しわ が 国 に 澄 い て,現 実 には,秘 密 の 対象
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,

が きわ めて漠 然 と し,過 去 の経 験 より常 識 的 に判断 して お り,そ の解

釈 にっ い て紛 争 の種 と なる おそ れ の ある のが実 情 で あるo

例 えば.刑 法 第154条 の秘密 漏洩 に対 す る罰 則 に お い て も.「 敢

な く其業 務 上 取扱 い た る こ とにつ い て知 りえ た秘 密 」と あ り,秘 密 と

は何 か,の 定 義 は な い。 ま た,国 家 公 務 員法 第100条.地 方公 務 員

法 第54条 に おい て も 「職 業 上知 る こ との で きた秘 密 」とあ りこ こに

も秘 密 の定 義 は ない。 統 計法 第14条 にお いて も 「人,法 人 ま,たはそ

の 他 の団 体 の 秘密 に属 す る事 項 」と あ り,こ れ も前述 同様 で ある。 民

間 各 社 に お い て も,秘 密保 護 上,秘 密 の 定義 を明 確 に してい る と ころ

は 少 な い。

秘 密 は 「 どの事 項 がそ れ に該 当す るの か また,そ の取扱 い を ど うす

るの か 」を定 め ない で,秘 密 保 護 問題 を語 る こ とは無 意 味 に近 い。 秘

密 問 題 の さ らに複 雑 な こ とは,A企 業 で秘 密 で ない デ ー タが.情 報 処

理 産 業 に 入手 さ れ,そ の デ ー タを利用 す る こ とに よ り,B企 業 の秘 密

とす る こ とに抵 触 しま た は,プ ライバ シー の侵 害 に な る事 が あ り うる

こ とで あ るo"・ ・

こ の問 題 は,個 別 企業 内.個 別官 庁 内 で の秘密 保 護 問題 以上 にや っ

か い な特 殊性 の あ る こ とを示 してい る。 情 報 処 理産 業 に お け る秘 密 保

護 問題 が,他 企 業 のそ れ と異 な るの は,デ ー タの集 積 が生 じ.そ れか

自動 的 な力 を もっ 可能 性 の ある点 で ある。 従 っ て,秘 密 の定 義.デ ー

タ.シ ス テ ムの 取扱 い法 にっ いて特 別 な配 慮 が必 要 で あ る。

回 企 業 信 用 と秘 密 保 護

情 報 処理 産 業 が,秘 密 の保持 に努 めて い る こ とは 当然 で あ るが,し

か し.そ れ を困 難 にす る場 合 が あ る。 そ れ は企 業 で あ る とい う宿 命 か

らで あ る が,ま れ な ケ ース とは い え,そ れ を防 止 す る方法 が講 じられ

な けれ ば な らな い。

秘密 保 持 が困 難 とな る場 合 と して,情 報 処理産 業 の倒 産.あ るい は

営 業 上 の 圧 力 な どが考 え られ るが,そ の方 策 と して は.

'(
a)企 業 基 盤 の 一 つ と して.目 標 とな る標 準 を定 め,そ の 水 準以 上 の

もの を,信 頼 で きる情 報 処理 企 業 と して登録,公 表 す る。
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問 秘密 保 護 倫 理 綱 領 を っ く り,こ れ を守 る社 会 的慣 行 の確 立 につ と

め るo

(c}情 報 処理 産 業 に対 す る不 当 な干 渉 を排 除 で き る措 置 を講 ず る。

等 で あ ろ う。

W技 術 面 か らみ た 秘密 保 護

電 子計 算機 の能 力 の拡 大,通 信 回線 に よる遠 隔 処 理 シス テ ムな ど技

術 の進 歩 に伴 い.情 報 の検 索.記 憶 内容 の変 更 が遠 隔 地 か ら容 易 に行

な うこ とが で き るに及 ん で,権 限 外 の 人間 に よる秘密 情 報 の取 出 しや

情 報 内 容変 更 の 可能 性 が増 大 した。

㈲ 中央 処理 装 置 か らみ た秘 密 保 護'

(θ 端 末 〃'〃

あ るい は.

(a)デ ー タ作成`

(b}処 理 過 程

{C)デ ータ 管 理

(d)連 絡搬 送

'(θ)'管斑 過 程

の過 程 か ら機 密 保 慾 の技 術 を検 討 す る。 、

(⇒ 管理 面か らみ た秘 密 保 護

(a)秘 密 保 護問 題 の認 識

情報 産 業 の 育 成 の た め には ユ ーザ ーの秘密 保 護 を情 報 産 業 の管理

面 か らも早 急 に整 備 す る必 要 が ある。

問題 点 の主 な る もの と して,

oユ ーーザ ー との契 約 事 項

O社 内 の 人事 管 理

o管 理 方 式

等 が 考 え られ るが.よ り基 本 的 な問題 と しては.管 理 者 が コ ン ピュ

ー タ ・シス テ ムの影 響 力や 危険 の所 在 に っ き正 しい知 識 と問 題 意識

を もつ こ とが 要 請 さ れ よ うG

㈲ 内外 の実 情 と 考 慮 事 項
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米 国 の 計算 セ ン ターの責 任者 ロ いず れ も秘密 保 護 に関 す るユ ー ザ

ー との間 の契 約 の締 結 を重 視 し強調 してい る
。

わ が 国 で公法 的 に秘 密 保 護 を規 制 さ れ る職 業 は,医 療 関 係,国 家

公 務 員,地 方 公務 員,弁 護 士,公 認会 計士,税 理 士 な どで あ り,公

証 人.薬 剤師.産 婆 等 に も規 制 お よび罰則 が適 用 さ れ て い る。 ま た,

公 衆 通 信 にっ いて も秘密 保 護 の義 務規 程 が あ る。

しか し.公 的 規 制 には実 効 を伴 わ ない もの が 多 く.む しろ銀行.

報 道 機 関 等 に お け る 伝統 的 な半 ば 私的 な社 会規 範 の 方 が 広 く社 会 の

信 用 を得 てい る。

情 報産 業 の性 格 に鑑 み,そ の育 成 促 進 の た め に今後,公 法 的 規 制

が必 要 とな っ て こ よ うが,当 面 は ユ ーザ ー との間 の 私的 契 約 お よび,

情 報 産 業 の社 内 規 範 の整備 に よ るこ とが望 ま しい。

㈱ 人事 面 か らの管理

私 企 業 の責 任 意識 とい って も究 極 的 には 人 に対 す る信頼 の問 題 に帰

す る。 秘 密 保 護 重視 の た めに は.格 段 の 人事 管理 に対 す る配慮 が 要 求

され よ う。

○ 管理 社 会 化 の 危険 回避

1「 管理 社 会 化 」の問 題 の所 在 と性 格

評 論 や ジ ャ ーナ リ ズ ムで は,現 段 階 に達 した高度 資本 主 義社 会 の 矛 盾

とひず み を意味 す る ニ ュア ンス で用 い られ る ケー スが 多 い。 す なわ ち

「管 理 社 会 」は,市 民 の 自由 のn抑 圧d,デ モク ラ シーの健 全 な成 長 を

阻 害 す るn少 数 エ リー トの独 裁",人 間 性 の喪 失 に通ず るn機 械 中心 主

義 ㌧ 管理 ・情報 シス テ ムの中央 集 中 に よる.画 一性 の増 大 ロな どの含

蓄 の 強 い こ とば と して用 い られ.こ れ らの含 蓄 は か な り広 範 囲 にわ た る

市民 層 の間 に定 着 しっっ あ る よ うに 見受 け られ る。

「管理 社 会 」(managementsocie七y)と は,一 方 で は ロ社会 形態tt

に関 連 す る概 念 で あ り.他 方 では 高度 の イデ オ・ギ ー的 要 素 を 包括 す る

概 念 で あ る。

川 社 会 形 態 と しての 管理 社 会
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この考 え方 は,産 業社 会そ の もの が変 質 しっ っ 次 の段 階 に移 行 す る

とい う視 点 に基 づ い てい る。 す なわ ち,産 業社 会 では,社 会 的 な成 功

や 社 会 的地 位 の達 成 が 勤 労意 欲 の主 た る部 分 を占 め.物 質 的 な繁 栄 や

物 質 的 な富 裕 さ とそ れか ら生 ず る大 量消 費 へ の指 向 が認 め られ た。 こ

れ に対 して,次 の段 階,い わ ゆ る 「脱 産 業 社 会 」に お い ては.現 在 の

欲 求 充足 に対 して よ り多 くの 重 み が加 え られ.仕 事 で は な く余暇 へ よ

『り多 くの追 求 が行 な わ れ る よ うに な り ,物 質 的 な豊 か さ に代 わ り精 神

的 な豊 か さ が より重視 され る よ うに な る。 ま た これ と平行 して.人 び

との福祉 が 第 一義 的 に重 要 な社 会 目標 で あ る とい う社 会福 祉 主 義 の意

識 が 増 大 す るの も,脱 産 業 社 会 に共 通 な傾 向 の ひ とっ と考 え るべ きで

あ ろ う。

さ らに,こ の段 階 に達 した社 会 にお い て は ・先行 の高度 産 業 社 会 と

質 的 に異 な る点 を重 視 し,「 情 報化 社 会 」とか 「知 識 社 会 」と して と

らえ る 見方 が一 般 に浸透 して き て い る。 す なわ ち.現 段 階 の社 会 に あ

って は,従 来 の物 質 的生 産 活 動 に代 わ っ て情 報 や知 識.お よびそ れ ら

を処 理 す る活 動 が も っ と も基 本 的 な社 会 的 重 要性 を帯 び る よ うに な っ

た と考 え られ てい る。 この形態 の 社会 に おい ては.情 報 自体 の付 加 価

値が 重 視 され,科 学 的 予測 な らび に計 画 の 技 法 の開 発 お よび社 会 的 応

用 が特 に重 視 され る。 こ う した予測 や計 画 の精緻 化 に伴 い各 社 会的 レ

ベ ルに おけ る管 理機 能 が向 上 す る。 ま.たこの 種 の社 会 に あ っては.第

二 次産 業 に代 わ っ て第 三 次産 業.そ して さ らに新 しい いわ ゆ る 「知 識

集 約 型 産 業 」が 優 勢 と な る。 これ と平行 して,情 報 や知 識 を扱 う専 門

職 が新 た に拾 頭 し,各 社 会 的 レベ ルに お け る彼 らの支 配 が 高 まる とさ

れ て い るo

要 約す る と,社 会 形態 と して の管 理社 会 は精 神 的 な豊 か さや福 祉 社

会指 向 な どにみ られ る新 しい価 値 観 の生 成,情 報 ・知 識 の重 視 、 管理

機 構 の合 理 化,テ ク ノ ・ス トラク チ ャ ーの 出 現 な どに よって特徴 づけ

られ る社 会 とみ なす こ とが で き る。

② 情 報化 社 会 に密 接 な関連 が あ る各 種 社 会 ・人間 ・情 報 シス テ ムの確

立
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1940年 代 か ら60年 代 に か け て の エ レク ト・ニ クス の急 速 な発

展 は ・FMやU且F放 送.通 信衛 星.電 子計算 機 な ど,電 子 工 学 的 な

通 信 お よび情 報 処理 の諸 手段 の 開発 を可能 に した。 これ らが もた ら し

た さ ま ざま な社 会 ・文 化 的変 化 は.「 第 二 の産 業革 命 」とか ,「 情 報

革 命 」とか呼 ば れ て い る。 先 に述 べ た 管理 社 会 の特徴 の少 な く と もい

くっ か は.こ の 電 子工学 的 な通 信 ・情 報 処理 技 術 上 の革 命 的 進 歩 と密

接 な 関係 を もっ てい る。 以 下,電 子工 学 的 イ ノベ ー シ ョンと社 会 ・文

化 変 容 の イ ン ター フ ェイ ス と して の情 報革 命 に もっ と も関連 の ある事

象 お よび組 織 を例 示 して お く。

同 有線 テ レ ビ都 市構 想

有 線 テ レ ビ(CATV)を 中心 と して都 市 全体 が テ レ ビ網 で結 ば

れ.行 政 ・医療 ・ジ ョッ ピン グ ・レ ヂ ャー ・気 象 ・交 通 の各 情 報 を

映 像 と音 声 とに よっ て受 信 で き る地域 社 会 の構 想 で あ る。 わ が国 で

は1971年 以来.通 産 省 と郵政 省 とに よっ てそ れぞ れ有 線 テ レ ビ

都 市 構 想 が打 ち出 さ れ.実 験 プ ロ ジ ェク トが 実施 さ れ て い る。 す な

わ ち.通 産省 は1971年8月 奈 良県 東 生駒 地区 に実 験都 市 を 設 け ,

72年5月.「 映 像 情 報 シス テ ム開発 協 会Jを 設 け る に至 った。

一 方 郵 政 省 は71年8月 下旬
,「 多摩 ニ ュ ー タウン 」を実 験 地 域 に

指 定 し.72年12月.「 多摩 ニ ュー タウ ン生 活情 報 シス テ ム開 発

協 会 」を 設立 した。73年5月 に 至 り,こ れ ら2っ の実 験 プロ ジ ェ

ク トの うちで共 同 開発 の 可能 な もの を一 本 化 す る 目的 の ため に
.「

生 活映 像情 報 シス テ ム開発 協 会 」が新 た に通 産 省 と郵 政 省 の共 管 で

設 け られ ・ 「東 生駒 」な らび に 「多 摩 ニ ュー タウ ン 」の両 プ ロジ ェ

ク トは この 「生 活映 像 情 報 シス テ ム開発 協 会 」で統 轄 され るに 至 っ

て い る。 しか しなが らこれ ら2っ の プ ロ ジ ェク トはそ の主 目的 に お

い て若 干 の相 違 点 が あ るの で .こ れ らの相違 点 を付 記 して お くこ と

にす る。

通 産 省 の 「東生駒 」実 験 プρ ジ 。ク トに お い ては .通 信 シス テ ム

は双 方 向 性 で あ り.ユ ーザ ーが ニ ー ズの信 号 を送 る と
,そ れ に 応 じ

た情 報 が 送 られ て くる。 この場 合 .信 号 の受 信 や映像 情報 の電 送 の
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制 御 は電 算 機 に よる集 中 管理 方式 で行 なわ れ る。 この プ ロ ジ ェク ト

の 主 眼 は こ う した通 信 シス テ ムの ハ ー ドウ ェア の テ ク ノ ロ ジ ー,電

算 機 ス トック,あ るいは 電 送 さ れ る映 像 情報 ス ト ック な どに関連 す

る テ ク ノロジ ーそ の もの の 開発 にお かれ てい る。

他 方,郵 政 省 の 「多摩 ニ ュ ー タ ウン 」実験 プ ロ ジ ュク トは 反 復放 送

を主 とす る もの で あ り,地 域 情 報 と して期待 さ れ る情 報 の内容 に 関

す る ニ ー ズや そ の効 果 の ア セ ス メン トに 主 目標 が行 なわ れ て い る。

す なわ ち,通 産 省 プロ ジ ェク トは新 しい電 子通 信 媒 体 の シ ス テ ム化

に 要求 され る新 しい テ ク ノ ロ ジ ーの 開発 に対 して.ま た 郵政 省 プ ロ

ジュ ク トはそ う した電 子通 信 媒 体 ソス テ ムに よっ て伝播 さ れ る 地域

情 報 の内容 の 丁 セス メ ン トに対 して,そ れぞ れ主 目標 を お く とい え

るo

㊨ 電 子計 算機 高度 化 利 用 計 画

この計 画 は 「情 報 処理 振 興 事 業 協 会 等 に 関 す る 法 律 」に基 づ き

1971年 度 に作 成 さ れ た 計画 で あ り.よ り具 体 的 には,通 産 省 情

報 処 理振 興 審議 会 の審 議 を経 て,通 産 大 臣 が決 定 した もの で あるo

そ の 内容 は,(D電 算 機 の設 置 日保 と,② ソ フ トウ ェアの 開発 目標 に

大 別 され,後 者 は さ らに 「パ ッチ処 理 」に 関す る もの と,「 オ ン ラ

イ ン 」に 関す る もの とか らな る。通 信 線 の 利用 を 包括 す る 「オ ン ラ

イ ン 」に関 す る ノフ トウェ アの溺 発 にっ い て は通 産 大 臣 と ともに郵

政 大 臣 の決 定 が 必 要 と され る こ とに な っ てい る。

(C)医 療 情 報 シ ス テ ム開発 セ ン ター

1972年7月.通 産 省 は医 療 の情 報化 の促 進 を 目的 と して,「

医療 シス テ ム機器 開発 事業 団 」の構 想 を発表 した。 才 た同年8月 に

は,厚 生 省 が これ とは別1固 に.「 中央 医療 情 報 セ ン タ ー 」と 「地方

医療 情 報 セ ン ター 」とを連 結 す る全 国 ネ ッ トワー クに よる医療 情 報

シ ス テ ム とい う構 想 を明 らか に した。 これ ら両省 プロ ジ ュク トの構

想 を一体 化 し.全 国 的 規 模 の 医療 情報 シス テ ムの 確 立 を 計 る ため に.

74年5月 末 には.両 省 認 可 の法 人 として 「医療 情 報 シス テ ム開発

セ ン ター 」の 設定 が 予定 され て い る。
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(d)情 報 処理 研 修 セ ン ター

1970年 秋 か ら通 産 省 の認 可 に よっ て発 足 した上級 情 報 処 理 技

術 者 養 成 を 目的 とす る財団 法 人 の教 育機 関。 情 報 処理 大学 院 と も呼

ば れ る。

(e}日 本 特許 情 報 セ ン ター

通 産 省 の認 可 を得 て設立,約800万 件 に のぼ る といわ れ る 世界

主要 国 の 特許,実 用 新案 に関 す る情 報 を網羅 し包括 的 な情 報 サ ー ビ

ス を行 な うこ と を 目標 とす る。 この種 の特 許 情 報 検 索 サ ー ビスは 世

界 で も初 めて の こ と といわ れ る。

(f)行 政 情 報 通 信 ネ ッ トワー ク

各 行 政 官 庁 で の行 政 情 報 の交換 を能 率 化 す る た めに 中央 と地 方 と

を専 用 回線 で結 ぶ構 想 で,特 に郵 政 省 と行 政 管理庁 を中心 と して計

画化 が行 なわ れ て い る。

⑧ 農 村 情 報 シス テ ム

農 林 省 が農 村 総 合整 備 モ デル事 業 の一 環 と して実 施 を考 え て い る

農 産 物 の流通 情 報.地 域 行政 情 報 な どを多 元 的 に組 み 込 ん だ農 業 的

地域 社 会 の有 線 テ レ ビ計画

(h)電 電 公社 情 報 処理 シス テ ム(D工IPS)

電 電公社 が実 用 化 を急 い でい る.デ ー タ通 信 サ ー ビスの 中央 処 理

を行 な う超 大型 電 子計 算機 シス テ ム

(i)電 電 公 社 科 学 技 術 計 算 サ ー ビス

1971年 春 か らス ター トした オ ン ライ ン ・サ ー ビスで ,技 術計

算 と経 営 ・科 学 計 算 を行 な う。 これ には いわ ゆ る 「 プ ッシ ュ フ ォン」

と呼 ば れ る押 しボ タン式 電話機 を端 末機 器 と して用 い,こ れ に電 電

公 社 の大型 コ ン ピュー タに通 信 回線 を通 じて結 ば れ て い るo

(j)通 信 国務 の 自由化

電電 公社 は電 気 通 信 業 務 を一 切独 占 して きた が,一 般企 業 の コン

ピュ ー タに連 動 した デ ー タ通 信 業 務 へ の 関心 が増 加 す るにっ れ て ,

こ う した通信 回線 の 自 由化 を望 む意 見 が経 済 界 に強 まb,1972

年 秋.郵 政 省 は 公衆 電気 通 信 法 の一 部改 正 を行 ない,通 信 回線 の 自
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由化 を行 な った。

(幻 地 方 自治 情 報 セ ン ター

1970年 春 に 自治 省 の地 方 行政 の重 点施 策 の一・ecと して設 け ら

れ た財団 法 人 で.自 治総 合 処理 シス テ ムの研 究 開発 や 地方 自治体 を

対 象 と して標 準化 され た シス テ ムの研究 開発 な ど を行 な う。

(ユ}全 国 銀 行 デ ー タ通 信 シス テ ム

中央 の大 型 コ ン ピュ ー タ と全 国88の 銀 行 に 設置 した端 末 機器 と

を専 用 回線 で結 び.全 国 約7000の 本 支店 間 の送 金 や 決済 の業務

をオ ン ライ ンで 処理 す る大 規 模 情報 処理 ・通 信 シス テ ム

岡 ソ フ トウ ェア の法 的 保 護

企 業 や 個 人 が 開 発 した ソ フ トウ ェアを第 三者 が無 断 で使 用 す る こ

とを法 的 に規 制 し、 そ の権 利 を保護 しよ うとす る試 み 。 こ の問 題 に

っ い ては ・1972年 春 の通 産 省 ソ フ トウ ・ア法 的 保 護 委 員会 の検

討 結果 が発 表 さ れ てkb.続 い て1973年 春,著 作 権 審 議 会 が ,

① ソ フ トウ ェア も著 作 物 の 一 種.② 個別 的 プ ログ ラムを パ ンチ ・カ

ー ドや 磁気 テ ー プに移 す こ とは著 作物 の複 製
.⑤ コ ン ピュー タで作

られ た音楽 や 美 術 作 品 は著 作 物 とい う公 式 見解 を発 表 して い る。

これ ら全 国的 規 模 の各 種 情 報 サ ー ビス ・シス テ ムは 情 報化 社 会 に お

け る各種 情 報 ニ ー ズの充 足.情 報流 通 シス テ ムの改 善 ,秩 序 あ る情 報

活 動 の促 進 な ど を 目標 と した 国家 的 事 業 の一 環 で あ る。 従 来,PUBL－

工CUTエLエTYお よびCOMMONCA[RRエERは そ の独 特 の公共 性 の故 に

国 家 の特 殊 規 制 を受 け るの が普 通 であ ったが ,情 報 化社 会 に あ っては,

情 報 お よび情 報 処理 シス テ ムがそ の強 い公共 性 の故 にPUBLエCUTエ ー

LエTYやCOMMONCARRエERに 順ず る扱 い を受 け る とい う事態 が
,B

本 のみ な らず 多 く の先進 諸国 に認 め られっ っ あ る。

㈲ 管理 社 会 が 内 蔵 す る危険

管理 社 会 の 中 で発 達 す る さ ま ざまな レベル の情 報 処理 システ ムは ,

た とえば コ ン ピ ュー タと連 動 した デー タ通 信 シス テ ムや コ ン ピュ ー タ

利 用 の オ ー ト メ ー シ ョ ン(サ イ バ ネ ー シ ョ ン)に み ら れ る よ う に .行

政 、 通 信 、 運 輸 ・交 通.生 産 ・流 通,医 療 な ど,各 種 の 社 会 シ ス テ ム
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の能塞 化 や 省 力化 に多 大 の貢 献 を果 たす こ とは い うま で もな い。 、

しか しな が ら.こ れ らの情 報 処 理 シス テ ムは,シ ステ ム自体 め 目標

とは 無 関 係 に.制 御 シス テ ムの一環 を 形成 してい る点 に注 意 を払 う必

要 が あ るで あ ろ う。 た とえば.工 場 や 企 業 に むい て,財 貨 の形 成 の た

め の最 適 制 御 シス テ ムを作 る こ とは で き るで あろ うが ,人 事 管 理 の た

め の最 適 管 理 シス テ ム を作 る こ とには 非 常 に 多 くの困 難 な問題 が あ る

とい わ な け れば な らな い。 人事 管 理 のた め に必要 な情報 をす べ て集 め

るた め には.従 業 員 の プ ラ イバ シ ーを犯 さ なけ れば な らな くな るで あ

ろ う し,ま た仮 りに 自発 的 な情 報 提 供 が行 なわ れ た と して も ,労 働 の

評 価 と賃 金 へ の換 算 とい う価 値 判断 の問題 を避 け て通 る こ とが で き な

い か らで ある。 この 点 で.情 報 処 理 シス テ ムが利 用者 に対 して提 供 す

る サ ー ビス機 能 と.そ れ が逆 に利 用 者 を管 理 す る管理 機 能 との間 の境

界 線 は 多分 に あい ま い で あ り.主 観 的 な もの で あ る点 に注 意 す べ き で

あ ろ う。 「国 民総 背 番 号 制 」は こ の点 で,国 民 に関す る迅 速 かつ 正確

な情 報 検 索 を可能 に す る一 面 を もっ が ,こ れが 悪用 も しくは誤 用 さ れ

た場 合 には.国 家 権 力 に よる全 国的 思 想 ・行動 管 理 を 可能 にす る で あ

ろ う。

ま た・ 情 報 処 理 シ ス テ ムの高度 化 は ,直 ちに質 的 に高度 な情 報 の生

産 や流 通 を保証 す る もの では な い。 今 日,情 報 の氾 濫 が指 摘 され るが .

氾 濫 す るの は ・各 種 マス ・メデ ィアを通 じて流 さ れ るいわ ゆ る消 費情

報 で あ り.そ の背 後 に あ る生 産 管理 情 報 は 一般 に公 開 され な い ど ころ

か ・ ます ます機 密化 され る傾向 に あ る。現 在 の石 油 危機 ,あ る いは 洗

剤 危機 は 主 と して.生 産 管 理 情 報 の欠乏 に 乗 じて作 られ ,マ ス.メ デ

ィア に よって波 及 効果 を増 した危機 で あ る とい うこ とが で き るで あろ

う。 個 々の企 業 か ら国 家 の行 政 や 外 交 に至 るすべ て の もっ と も基 本 的

な生 産 管理 情報 が国 民 の 目か ら遮断 さ れ ,議 会 や裁 判所 で す ら入 手 で

き ない とい うの が.日 本 のみ な らず 各 国 に共通 したす う勢 で あ るの は

周知 の通 りで あ る。

さ らに.情 報 処理 シス テ ムの高度 化 は,定 量的 ・数 値 的転 換 が 不 可

能 も しくは困 難 な情 報 の無視 も しくは軽視 を もた らす 文化 的 風 土
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(cnrユralmi■ieu)を 生 ず る危険 が あ る。 す なわ ち これは,E;".

言語{(含 まれ る各 種 の冗長 産(rθdundancy)を 破壊 し,人 間 の感4一

や 精 神 的 安 住 な ど.も っ と も人間 的 な心 の豊 か さ の喪 失 にっ なが る ・・

の で あ る。

他 方,今 日では 一 部 の識 者 か ら 「情 報 の ス プ ロー ル化 現 象 」と呼 ば

れ る情 報化 社 会 に固 有 な現 象 が指 摘 さ れ てい る。 す なわ ち,情 報 の生

産 や流 通 が 自由放 任 の ま ま進 行 す る と,社 会 的 に 不必 要 な情 報 ば か り

が 氾濫 して、必 要 な情 報 の 人手 が か え っ て困 難 にな る こ とが 予想 され

るoこ の よ うな無 秩 序 で ア ンバ ラ ンス な情 報 の氾 濫 を都 市 の ス プロ ー・一

ル化 に なぞ らえ て,「 情 報 の ス プ ロー ル化 」と呼 ぶ こ とが あ る。 そ の

解 決 の た め には,公 共 的 な情 報 サ ー ビス機 関 の 設 置 とか,よ り合理 的

な情 報行 動 を促 進 す る啓 蒙教 育(も しくは生 涯 教 育)の 重 要性 が指 摘

され るに 至 って い るo

最 後 に。 いわ ゆ る 「プ ライバ シ ー 」の問題 を忘 れ るわ け には い か な

い。 コ ン ピュ ー タの社 会 的 利 用 が通 常 化 す る にっ れ て,国 民 の個 人情

報 が 国 家 や地 方 自治 体 の コン ピュ ー タ記憶 に貯 蔵 され る機 会 が多 くな

っ て き てい る。 こ う した 個 人情 報 の集 中化 が 進行 す る と,住 民 登録,

職 歴,病 歴,税 金,投 票歴 な どが 全 部.各 人 の個 人 デー タ ・フ ァイ ル

に記 憶 され る とい うこ とが 実 現 可能 に な る。 いわ ゆ る 「国民 総 背 番号

性 」の 構 想 な どに 認 め られ る よ うな.国 民 個 人 の デ ー タの集 中管 理,

も しくはそ の乱 用 や誤 用 か らい か に 個 人 の プ ラ イバ シー を保 護 す るか

とい う問題 が,'新 しい社 会 問題 と して 登場 して きた。

これ らの批 判 は,管 理 社 会 に 対 す る もっ と も穏 健 で妥 当 な批 判 を代

表 す る もの と考 え られ る。 個 々の情 報 処理 シス テ ムの高度 化 が,直 ち

にか くの如 き管理 社 会 の 出現 に寄 与す る もの で は か ハに して も,も し

も今 後 の 情報 化 が現 状 の ま まで 進行 す る な らば,こ れ ら想像 され た 危

険 が 実体 化 す る可能 性 が さ らに増 大 す る もの と考 え られ よ う。

2均 衡 と調 和 の とれ た 情報 化社 会 の建 設

20世 紀 の 文 明 は,一 言 で い うな らば 人聞 の 伝統 的 知 識 体 系や 生 活 様

式 に対 す る科学 技 術(テ ク ノロ ジー)の 先行 に よ一て特 徴 づ け られ て い
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、

る とい え る。20世 紀 後i"'一の テ ク ノ ロジ ーは,核 ・宇 宙 科 学 、海 洋 科学,

生 物 科 学,情 報 科 学 な ど 斤しい 巨 大科 学 の体 系化 を助 け,関 連 産業 の差

添 育 成 を助 け た。 しか1,こ の点 で皮 肉 で あ るのは,こ うした各 種 テ ク

ノロ ジ ーの飛 躍 的 な発展 は.一 方 で は産 業 構 造 の変革 と生 産性 の著 しい

増 大 を もた ら し、 高度 産 業化 社 会 と高度 消費 文 化 の形 成 に寄 与 しな が ら,

他 方 では 各 種 産業 廃 案物 の増 加 に よる,い わ ゆ る 「環 境破 壊 」(θn▽i-

ronmentaエd±srUDition)を 生 ず るに至 って い る とい う事 実 で あ る。

各 種 産 業 の成 長 と、 ま たそ れ に伴 う社 会 的 ニ ー ズの よ と効 果 的 な充 足 を

第 一 義 的 な 目標 とす る産 業 化 の諸 過 程 が.ま さ にそ の 目標 を実 現 した こ

とに より,環 境 破 壊 とい う予期せ ぬ副 次的 随 伴 現 象 を生 じつ つ ある こ と

は 。 今後 の産 業政 策 の検討 に際 して,1っ の教 訓 と して 記憶 に留 め られ

るべ き もの で あるo

一 般 に 公害 も しくは環 境 破 壊 は ,各 種 産 業 の有 形 も しくは 無 形 の生 産

物 が 。 入間 の生 命 や財産 の維 持.あ るい は快 適 な生 活 の継 続 に対 して重

大 な 危害 を及 ぼ す とい う.複 雑 な生 態 的循 環 過 程 を包括 す る もの と理 解

さ れ るが,か くの如 き生 態過 程 は,第 一 次 産 業.第 二 ぴ産業 の生 産 物 に

起因 す る のみ な らず,今 日急速 に成長 しっ っ ある各種 情 報産 業 の生 産 物

か ら も生 じ得 る とい う可能性 を排 除 す るわ け には い か な い。 す で に 前項

で指 摘 した ご と く,情 報化 の発達 した社 会 に お い ては 管理 社 会 へ の移 行

が 危 惧 され て い る とい う事態 が す で に現 存 して い るoま た,こ の 点 に関

して は,ア メ リカお よび ヨー ロ ッパ諸 国 に お い て各 領域 に おけ る数 多 く

の学 術 的 研 究 が情 報 化 社 会 の 福音 と と もに,そ の潜 在 的 危険 性 に対 して

警 告 して お り,政 治 ・行 政 面 に 拾 い て も,た とえば ニク ソン米 大統 領 は,

1974年2月,コ ン ピュー タの乱 用 な い し悪 用 に より個 人 の プ ラ イバ

シー が侵 害 さ れ始 め,ア メ リカの大 き な社 会 問題 とな って い る点 を指摘

し, 、こ れ に対 処す る た め フ ォー ド副 大統 領 を委 員 長 と し,司 法,'財 務,

国 防.商 務.労 働.厚 生 ・教 育 の各 閣 僚 で構 成 す る 「プ ラ イバ シ ー委 員

会 」を ホ ワ イ ト ・ハ ウスに設 置 し.4か 月以 内 に対 策 を打 ち出 す よ うに

指 示 した。 ま た これ とは 別 に1974年2月,国 連 事務 局 は,最 近 の コ

ン ピュ ー タ利 用 に よる情 報 処理 の弊 害 に関 す る報 告書 を公表 し,個 人は
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自分 に関 す る どん な情 報 が コ ン ピ ュ ー タ ・バ ンクに貯 え られ て い るか を

知 る権 利 を持 つ と同時 に,必 要 な場 合 に は,コ ン ピュ ー タ ・メモ リの ミ

ス を訂 正す る こ と も認 め られ る べ きで あ る と して ,電 子的 情 報 処 理 の テ

ク ノ ロジ ーか らプ ラ イバ シ ー と個 人 の権 利 を守 る諸措 置 の社 会 的 必要 を

指摘 して い る。

この よ うに.日 本 の み な らず 世 界 の 趨 勢 は,情 報化 社 会 に潜 在 的 に内

在 す る各種 の 危険 の 予知 な らび にそ れ に対 す る対 策 に対 して充 分 な認識

と厳 格 な評価 を要 求 す る に至 っ てい る。 い いか え れば,情 報 化 は あ くま

で も人 間 の生 命 や 財産 の維 持 な らび に よ り快 適 な生 活 の追 求 の た めの 「

手 段 」で あ り,そ れ 自体 が 「目標 」で は ない とい う基 本 的 な認識 が今 や

国 際 的思 潮正 して定 着 しっ っ あ る事 実 を直視 す る必 要 が あ る こ とを重 ね

て強調 しなけ れば な らな いo

各 種 産 業 公 害 が環境 保 全 の た めの 配慮 や具 体 的 な諸措 置 な ど ヒ ュー マ

ン ・サ イ ドの考 慮 に 欠 け た テ ク ノロジ ーの先行 に よって招 来 さ れ た とい

う事 実 は.今 日か ら未 来 へ か け て の 情報 化 社会 の デザ イ ンを考 え る際 .

貴 重 な教 訓 を提供 す る。

第 一 に.個 別 的 テ ク ノロ ジ ー ・ソス テ ムが社 会 シス テ ムに 与 え る イ ン

パ ク トに関 して.シ ス テ マ テ ィ ック な 予測 ,お よびそ の 予測 に基 づ く実

現 可能 な対策 を慎 重 に検 討 す べ きで あ る。 公害 の防止 に対 して 「テ ク ノ

ロシ ー ・ア セス メ ン ト 」の よ うな ソ フ ト ・テ ク ノロジ ーが 開発 さ れ る に

至 っ てい るが.同 様 の ソ フ ト ・テ ク ノロ ジーの 開発 や 採 用 が多 様 な情 報

化 テ ク ノロ ジーの ヒ ュー マ ン ・シス テ ムに 与え る イ ンパ ク トの 予 見 な ら

び に対策 に対 して も検討 さ れ るべ きで あ る。

第二 に.「 プ ラ イバ シ ー 」の 例 に も顕 著 に認 め られ る よ うに .情 報 化

テ ク ノ ロジ ーの社 会 的 拡 散 は ,市 民 の意識 形 態(wayofthinking)

や 生 活 様 式(modeoflife)va重 大 な影 響 を 与え る。 す なわ ち,情 報

化 テ ク ノ ロジーそ れ 自体 は ハ ー ドお よび ソ フ トの 両者 と もに工 学 的知 識

体 系 に 属す る もの で あ るが,そ れ が採 用 さ れ,普 及 し,効 果 を 与え る対

象 は 非工 学 的 存在 で あ る ヒ ュー マ ン ・シス テ ムで あ り,工 学 的知 識 体 系

を もって しては,理 解 も把 握 も適 当 で もな く充 分 で もな い とい う事 実 の
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認識 が な され な けれ ば な らない。 こ の意味 で,情 報化 テ ク ノロ ジー の ア

セ ス メ ン トは.学 際的 接 近 方法 を ベ ー スに して実 施 され るべ き で あ る
。

第 三 に.す で に経 済 発 展 一 般 に関 して も,高 度 経 済 成 長 を国家 発 展 の

基盤 にす べ きで あ る とす る見解 と.「 ロー マ ・ク ラブ 」の報 告 書 『成 長

の限 界 』に認 め られ る よ うに ,地 球 的規 模 で の有限 な資源 や環 境 の 限 界

を考慮 して,人 口 と経 済 の成 長 を減 速 し安 定 均衡 状 態 の社 会 に移 行 す る

ため の価 値 観 の転 換 が必 要 で ある とす る見解 とφ分極 化 が認 め られ る
。

同様.情 報化 社 会 の構 想 に 関 して も,さ ま ざま な ニ ュア ンスの違 い こそ

あれ.情 報 化 テ ク ノロ ジー の開発 と採 用 とに一層 拍 車 をか け るべ きで あ

る とい う見解 と.そ うす べ きで は な い とい う見解 との両極 が ある
。 これ

ら両極 の いず れ を とるに せ よ.テ ク ノ ・ジ ーの極端 な先行 が
。 ヒュ ー マ

ン ・サ イ ドに お け る制度 や 慣行 .意 識 形態 や生 活 様 式の 著 しい遅 浦 を生

じぽ 会的不安や不適応などのいわゆる「社会的病理現象 」殖 鋤 間

接 的 原 因 を形 成 してい る こ とは 否 めぬ事 実 と して認 め て差 し支 え あ るま

い。 情報 化 社 会 の健 全 な成 長 の た め には
,お そ ら く一 方 では テ ク ノロ ジ

ー 。サ イ ドの波 速 .他 方 では ヒュー マ ン ・サ イ ドの適 応能 力 の拡 大 とい

う二 方 向 か らの接 近 に よ り.テ ク ノ ・ジ ーの先行 に よる ヒュ ー マ ン.サ

イ ドにお け る各 種 の 「ひず み 」を徐 々に除 去 しな が ら
,均 衡 と調 和 の と

れた社 会 の実 現 に 目標 を設 定亥 べ きで あ ろ う
。

5管 理 社 会 に対 す る歯 止 め

情 報 化 の進 ん だ社 会 が 直 ちに管理 社会 に移行 す る もので は ない にせ よ
,

そ の潜 在 的 危 険 にっ いて は 内外 の学術 的研 究 がす で に指摘 して お り
.わ

が国 の世 論 の 中 に も.特 に最近 に な って 危惧 や 不安 が増 加 す る傾向 が 見

咄 され る・ 情 靴 社 会 唖 全 醗 達 の た め ぱ は うし縮 惧 や 不安

を正 しく理 解 し・ 改 め るべ きは改 め .必 要 な歯 止 め鵬 臨 く設 け る と

い う姿 勢 を国 民 の 前 に明 示 す る必 要 が ある と考 え られ る
。 以 下,こ う し

た歯 止 め の うち・ も一 と も急 務 で あ る と考 え られ る もの を列 記 して 酬
。

(1)法 律 的 歯 止 め

先 に も述 べ た よ うに.個 々の企 業 か ら国 家 に至 る まで
.一 方 では生

産 管理 情 報 の 欠乏 が 勒 ・他 方 では イ同人情報 の集 中 ・管型 ヒが進 行 し
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つ つ あ る。 か って カ ナ ダの歴史 家A.H.イ ニ スは 情 報 の独 占が権 力

の独 占に通 ず る こ と を論 じた が.権 力組織 に よる過 度 の秘密 主 義 と個

人情 報 の 管理 が 民主 主義 の原 理 と真向 か ら対 立 す る もので あ り.少 数

エ リー トに よる独 裁 を助長 す る もの で ある こ とは,す で に歴 史 的 事実

に よっ て明 らか な通 りで あ る。

現 行 憲 法 の も とで は,個 人 の 自 由権 ・平 等権 が個 人 に関 す る諸 情報

の 秘密 が適度 に保 た れ る,も しくは本 人 の意 思 に反 して公 開 ・探 知 さ

れ る こ とが ない こ とを条 件 と して守 られ て い る。 た とえば 、特 定 政党

の 候補 者 に対 す る 支持 ・運 動 ・投 票歴 な どを他 人 が知 りやす い状 況 に

お く こ とは,憲 法15条 「投 票 の秘 密 」に 直接 違 反 す る疑 い が 出 て く

るo

この 点 で,「 プ ラ イバ シーの権 利 」は 国 家 も しくは組 織 体 の権 力 に

対 して 自己 を守 る た め に 設け られ た権 利 で あ る。 す なわ ち.こ の権 利

は.自 己 に関す る事項 を他 人 に

のぞ か れ ない

知 られ ない

そ っ と して お か れ る

発 表 され な い

利用 さ れ な い ・
も

こ とに よって,個 人 を防衛 す る もので あ る。

この プ ライバ シ ーの権 利 の 視 点 か ら見た場 合 、 国家.企 業 の別 を問

わ ず,個 人情 報 シス テ ムの設 計 に際 しては.少 な くて も次 の5点 を 考

慮 しな け れば な らな い。

① デ ー タの規 制(集 め るデ ー タそ の もの につ い て.何 を集 め るこ と

が で き るか,何 を集 め るべ きで ない か を現行 法規 の枠 内 で検討 す る

)ρ

② デ ー タ使 用 の規 制(集 め られ た チ ー タにっ い て.本 来 の 目的 のみ

に使 用 す る とい う原 則 を確認 し,盗 用 ・流 用 を禁 止 す る 、。

③ デ ー タの利 用 者 への 規 制(デ ー タに接 近 し.利 用 し.修 正 を加 え

る人間 の 資格 と権 限 を明 らか に す る と と もに.秘 密 保 持 を義務 づ け.
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違 反 に対 す る罰 則 を設 け る)。

④ 個 人 に よる 自己 の デ ー タの確 認 ・調 査 権 ・過誤 訂 正 請求 権 を設 け

るo

⑤ 誤 情 報 に よる被 害 救済 制度 を設 け る。

ま た特 に行 政 機 関 に よる個 人情 報 の集 中管 理化 に関 しては.

⑥ 民衆 の 代表 者 に より集 中管 理 の適 正 運 用 を監視 す る機 関 を置 き,

上 記① 一④ に関 す る調 査 権 とそ の 他 必 要 な権 限 を付 与す る。

② 行政 機 構 に お け る情 報 シス テ ムの拡 大 と改 善

① 多元 的 行政 情 報 シス テ ムの確 立

管理 社 会 に関 す る反対 意 見は 少数 情 報 エ リー トへ の情 報 の集 中化

に基 づ く場 合 が多 い。 中央政 府 の行 政 メ カ ニ ズムはそ れ 自体 よ く整

理 され た管理 組 織 に よっ て運 営 さ れ て レ、るが,今 後 の政 策 決 定 には,

現在 よ り もさ らに積 極 的 に情 報 利 用 に心 掛 け るべ きで あろ う。・また,

現 在 の各 省 に おけ る集 中管理 の状 態 は縦 割 りの官僚 制 がそ の ま ま現

存 し.本 来 の意 味 で の集 甲の利 点 が 充 分 生 か され て い ない。 重 要 な

政 策 決 定 に関 しては.従 来 の セ ク シ ョナ リズ ムの壁 を破 る とと もに,

国 民 に対 して も,積 極 的 に情 報 サ ー ビス に努 力 すべ きで あ る。

② 国 会 との知 識 ギ ャ ップの縮 少

近 代 国 家 に おけ る一 般 的 す う勢 と して,立 法 府 と行 政 府 との間 の

知 識 ギ ャ ップの増 大 の傾 向 が ある。 行政 府 に よる情 報独 占 を破 りギ

多す ぎ る秘密 を減 らす べ きで ある と と もに.国 会 に よる情 報 利 用 の

権 利行 使(国 民 の知 る 自由)を 促 進 す べ きで あ る。

(3)情 報 マ イ ン ドの育 成

国 民 が各 種 の情 報 技術 を積 極 的 に利 用 で きる ため には,情 報 が 一 方

的 に トッ プ ・ダ ウ ンで流 され るの では な く,国 民 が必 要 とす る情 報需

要 が ボ トム ・ア ップで出 され.か っ こ うした国 民 の必 要 を満 たす べ き

情 報 を 国民 自 らが利 用 で き る能 力 を備 え てい なけ れば な らな い。 この

た めに は学 校 教 育 に おい て適 当 な教 科課 程 を設 け るこ とも必 要 で あろ

う し,ま た生涯 教 育 を通 じて 中老 年 層 の 再教 育 を行 な うこ と も必 要 で

あ る。 この点 注 意 す べ きで あるの は.情 報 マ イ ン ドの育 成 は情 報 機 器
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の操 作 や ソ フ トウェ アの 面 に限 られ るべ き もの では な く,情 報 の本 質

や社 会 的 意 義 につ い て の広 い 包括 的 な理隷 力 を高 め る こ とが 必要 で あ

る。 最 近 の 石油 危機 に根 差 して各 地 で発 生 しっ っ あ る情 報 パ ニ ックは,

情 報 化 社会 に お け る国 民 の適 応 姿 勢 に抜 本 的 な改 善 が必 要 で あ る こと

を示 してい る。

(4}「2っ の文 化 」の断 絶 の克 服

文化 が,自 然科 学 を基 盤 とす る文 化 と,人 文科 学 を基 盤 とす る文 化

に分裂 し.両 者 の間 に越 えが た い相 克 が あ る と指摘 した のは イ ギ リス

のC.P.ス ノー卿 で あ った。 わ れわ れ は,情 報化 社 会 とい う1っ の

新 しい生 態 系 の 理解 と,そ れ に対 す る適 応 の仕 方 を検討 す る際 に,自

然科 学 的 な訓 練 を 受 け た 人間 も社 会 ・人文 科 学 の知 識 や発 想 に な じみ,

社 会 ・人 文科 学 の教 育 を受 け た 人間 も 自然 科 学 な らび にそ の思 考 様式

を理 解 す る能 力 を持 たね ば な らな い こ とを改 め て認 識 すべ き で あ る。

未来 選 訳 が本 質 的 には政 治 の 課題 で あ り,か っ,選 択 さ れ た未 来 の実

現 の た めに 人的 物 的 資源 とエ ネ ル ギー を提 供 す るのが 本 質 的 には 産業

と経 済 の課 題 で あ る とい う見地 か らす れば,わ が国 の 未来 を構 想 し選

択 す る政 治家.行 政 官,産 業 。経 済 人 は,欧 米 に比 較 す れば や や遅蒔

きの 感 が あ る とは い え.こ れ ら2っ の異質 科 学 の双 方 を理 解 し,両 者

に同 じよ うに抵 抗 な く入 って い く こ とが,今 後 は.均 衡 と調 和 の とれ

た情 報 化社 会 の建 設 の た め に も,ま す ます 社 会 的 に 要求 さ れ る こ とを

予知 してお くべ きで あ ろ う。
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W情 報化の国際的展開

A国 際 情 報 ネ ッ トワー クの形 成.

1.国 際情 報 ネ ッ トワー ク形 成 の重要 性

今 日の よ うに大規 模 で多 地域 に 分散 さ れ た産 業社 会 に おい て は.そ の

活 動 の た め に 多 くの分散 さ れ た地点 か ら色 々の情 報 が集 め られ.処 理 さ

れ た 結果 の情 報 は,再 び 多 くの地点 に分 配 さ れ て行 く。 しか も情 報 化 社

会 に お い て は情 報 は 第 三 の資 源 と して,重 要 な位 置 をます ます 占 め て き

てい る。 この情 報 の収 集,処 理 ・分配 の重 要 性 とそ の ネ ッ トワー クの重

要性 は ま す ます た か ま って きてい るo

さ らに現 在 に お い て経 済 規 模 が拡 大 さ れ っ っ あ り.交 通 手 鼓 の 長足 の進

歩 な どに より,他 国間 の接 点 が急速 に拡 大 しっ っ あ る。 当然情 報 もそ の

産業 活 動 に 応 じ国 際化 の道 を急速 に と りつ っ あ る。 企 業 の 活 動 拡大 に と

もな い,情 報 の ネ ッ トワ ー クの重 要 性 を あげ たが,そ の ネ ッ トワー クの

重要 性 が た か ま り国 内 で の整備 に と もな い.ア メ リカ ・ ヨー ロ ッパ系 の

多 国籍 企 業 では,す で に 自 らの手 で国 際 的 な オ ン ライ ンの ネ ッ トワー ク

の建 設 に着 手 して い る。

勿 論 わ が国 に お い て も金 融,商 社,メ ー カ ーな どに と って,こ の国 際 情

報 ネ ッ ト ワー クの重要 性 と必要 性 には変 りな く,ご く一部 では 実施 し始

めて い る ケー ス もあげ る こ とが出 来 る。 しか しなが ら,わ が 国 の場 合,

今 日の姿 と して国 内 にお い て,し か も自企 業 或 は政 府 ・自治 体 な ど もそ

の機 関 内 で の情 報 ネ ッ トワーク研究 と形 成 が実 施 され っっ ある とい う現

状 で あ って,異 企 業 間或 は こ とな った機 関間 で の オ ンラ イ ンの情 報 ネ ッ

トワー クに っ い て は まだ研 究 と討 論 さ れ て い る段 階 にす ぎ ない。 す で に

通信 回線 使 用 の制度 が改 正 さ れ た こ とに と もな い,今 後 は,こ の よ うな

情 報 ネ ッ トワ ーク の建 設 が急 速 に進 展 す る と想像 され る。 この よ うな段

階 の と き,国 際 間 に また が る ネ ッ トワー ク形 成 に っ い て論 ず るのは時 期

的 に 少 し早 い とさ れ るか も しれ ない。

しか し,少 数 の例 が あ るにす ぎ ない とは い え ア メ リカ系 ヨー ロ ッパ系 の

多国 籍 企 業 や 公共 機 関 が国 際 間 の ネ ッ トワー ク形成 にす で に ス ター トし
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てお り.ま た ア メ リカの よ うに国 際 的 ネ ッ トワー ク建 設 を今後 も国 と し

て も戦 略 的 産 業 の 優 位性 を保 持 す る ため に も奨 励 して い る現状 に 拾 い て ,

わ が 国 も国 際 情報 ネ ッ トワー ク化 に対 して積 極的 に参 与 しな け れば な ら

な い で あ ろ う。 コ ン ピ ュー タを使 用す る情 報 シス テ ム では ほ とん どの シ

ス テ ムは い ったん シ ス テ ムが導 入 さ れた ときは ,他 の 方式 へ の 切 り換 え

が なか なか困 難 で あ って,後 発 の新 規参 入 は 不 可能 に近 い とい っ て よい

こ とをす で にわ れ わ れ は学 ん でい るの で,国 際 情報 ネ ッ トワー ク にっ い

て も充 分 この こ と を思 い お こ さね ば な らな い。 ひ とた び期 を逸 す る と立

ち遅 れ た孤 児 に な る危険 性 もあ る。

わ が 国 は ア ジアに お い て あ らゆ る面 で指 導 的立 場 を と り,先 進 国 と して

役割 と責 任 を尽 す こ とが 求 め られ て い る。 しか しこ と国際 間 の デ ー タ通

信回 線 につ い て い えぱ.残 念 なが ら諸 外 国 か らの デ ー タ通 信 の セ ン ター

は 今 日の と ころ香 港 或 は オ ース トラ リヤに移 りつ つ あ る こ とを認 め な け.

れば な らない 。 理 由の一 つ と して,か っ て のわ が 国 の デ ー タ通 信 回線 利

用 が 余 りに も制限 を うけ て い た こ とで あ り,ま た,ご く最 近 で は.わ が

国 の 国際 回線 の 費用 が香 港 に較 べ 非 常 に割 高 で ある とい う経 済 性 の面 か

ら・ 国際 デ ー タ通 信 回1線利 用 の ア ジア の 中心 が次 第 にわ が国 か ら離 れ て

ゆ きっ っ あるo .この まま で推 移 す れ ば 国 際情 報 ネ ッ トワーク にっ い て は

ア ジアの ネ ッ トワー クの接 点 或 は 中継 の 中心 地 点 はわ が国 以 外 の と ころ

に移 って しま うこ とは充 分 あ り得 る。 他 方 わ が 国 は太 平 洋 上 と イ ン ド洋

上 の両 方 の 通 信衛 星 を同 時 に受信 し得 る た め,ア メ リカ大陸 と ヨー ロ ッ

パ大陸 とに同時 に通 信 し得 る地 理 的 優 位性 が ある ので
.一 た び この 利 点

を生 か す こ とに よ り,わ が国 は グ ローバ ルな国 際 情報 ネ ッ トワー クの か

な め とな り得 る可能 性 が充 分 あ る。 この位 置 的 有 利性 は 国 味情 報 ネ ッ ト

ワー ク形 成 に とって非 常 に プ ラス で ある こ とは 論 をま た ない
。

わが国 は とか く国 際 問 題 へ の施 策 が遅 れ が ちで ある。 しか し情 報 ネ ッ ト

ワー ク形 成 に っ い ては,積 極 的 に受 け入 れ 父 は と り くむ こ とが 大 切で あ

って,そ の ため には と り あえず 情 報 収集 の機 能 を強化 した り,窓 口の 設

置 を しなけ れば な らないo

一110一



,

2.国 際 情 報 ネ ッ トワー ク形成 へ の態 度

現在 す で に国 際情 報 ネ ッ トワ ークが ある程 度 実 施 され て い る のは ,主

と して ア メ リカ及 び ヨー ロ ッパ大陸 間 で あ る。 当然 の こ となが らア メ リ

カ系 の多 国籍 企 業 が.そ の企 業戦 略 上 ア メ リカ国 内 の ネ ッ トワ ーク を ヨ

ー ロ ッパ にま で 延長 す る こ とに より海 外活 動 の コ ン トロ ール をは か ち う

とす る ケ ース が 中心 とな っ てい るo

この よ うな ネ ッ トワー ク を受 け 入れ てい る国 々に お いて は 充 分 国際 間 の

情 報 ネ ッ トワー クの あ り方 にっ いて の検討 が な され ない ま ま に現 実 が進

行 してお り,デ ー タ通 信 回 線 利用 の法規 上 生 じる問題 な ど も ケ_ス パ イ

ケー ス と して解 決 が は か られ て きてい た。最 近 κ な って,こ の よ うな ア

メ リ カか らの ネ ッ トワー ク拡 大 に対 して消極 的 な態 度 を と る国 も出 て き

てい る。 カ ナダです らい くつ かの疑 問 をか か え た まま で .ア メ リカか ら

の ネ ッ トワ ークを受 け入 れ て しま っ てい る。

わ が国 の場 合 ・ まだ実 例 が 少 な くまた特 に ア メ リ励 まで の 国際 回 線 の コ

ス トが非 常 に高 い こ とな どが あ って
,ヨ ー ロ ッパ ・カ ナ ダ等 の よ うに急

速 に ア メ リカか らの ネ ッ ト延 長 は考 え られ な いが,近 し(将来 回線 の コス

トダ ウン と高 速化 に と もない 次第 に国際 回線 に よる 不 ッ トワー クがわ が

国 に入 り こみ或 は わ が国 中心 で ア メ リカ ・ヨー ロ ッパ ,ア ジア 諸国 に拡

大 さ れ る こ とが 考 え られ る。

この よ うな ときわ れわ れ が 自主 性 を失 しなわ ない で
,国 際 情 報 ネ ッ ・トワ

ーク に積 極 的 に と り く敏 め には
.討 第 一 に この ネ 。 ト。一 ク技 術 と

実績 にお い て ア メ リカの リー ドを認 め ,い か にわ が国 が これ に対 し協 調

し或 は互換 性 を と る とい っ た こ とを問 題 にす べ き で .や た ら とわ が 国 の

や り方 を強 制 す るべ きで は なか ろ うか。

3.国 際 情 報 ネ ッ トワー ク形 成 上 検討 され るべ き問題 点

国際 間 の ネ ッ トワ ーク を利 用 の形態 は 次 の5っ に 分類 す る こ とで きる
。

① 自企 業 のみ で実 施 す る ネ ッ トワー ク

② 異 企 業 間或 は各 国 公共 機 関 間 の ネ ッ トワー ク

③ 情 報 処理 ・提 供 サ ー ビス業 間 の ネ ッ トワー ク

いつ れの 場合 も鴎 だ実 例 が少 妙 の で … ワー ク形成 上 欄 題 が す
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べ て明 らか に さ れ て い るわ け でな い。 しか し各 国 間 に ま た が るた め の問

題 を と り あげ て み る と

ω 国際 間 ネ ッ トワー ク計 画 を立 案 す るた め の基 礎 的 な情 報 が不 足 で あ

る。 即 ち

① 国際 通 信 回線 利 用或 相 手国 内 の電気 通 信 規 制 な どに対 して今 日わ

が国 内 での情 報 入手 場 所 が 困難 で あ る。

② 各 国 の国 内 で の通 信 回 線 品 質或 は モ デル,端 末装 置 接続 等 に関 す

る技 術 詳 細 は さ らに不 明 で あ る。

⑤ サ ブ セ ン ター等 の 設 置 に関 しての 各国 で の地 理 的 或 法 制的 条 件 等

も殆 ん どわ か って い な い。

自企 業 で ネ ッ トワー ク を設 置す る際 です ら,今 日以 上 の よ うな質 問 に

対 してわ が 国 内 では 殆 ん ど,そ の情 報 が得 られ ない 。

② 国 際 間 でそ れ ぞ れ の シ ステ ムを接 続 す る際 の 互換 性 に 関す る問題

異 な った シス テ ムを接続 す る際解 決 しなけ れ ば な らな いの は 八 一 ド

ウ ェや及 ソ フ トウ ェアの 両 面 あって.そ れ ぞ れ につ い て検 討 されね ば

な らな いo

① 周 辺 機 器 を含 み 通 信 回線 上 で使 用 され る ハ ー ドウェア にっ い て従

来 わ が国 での オ ン ライ ン ・シス テ ムで国 産 機 器使 用 の ものは,そ れ

ぞ れ の シス テ ムに適 す る よ うオ ーダ メ イ ドの ケー スが 多 く,回 線 上

の コ ー ド等 が標 準 化 が遅 れ てい る。 一 方 ア メ リ カ ・ヨー ロ ッパ諸 国

では オ ン ラ イ ン ・シス テ ム特 に通 信 回線 上 で 使 用 され る送 り出 し手

順 ・コ ー ド等 にっ いて,周 辺 機器 が標 準化 さ れ た もの が多 い。 これ

は主 と して ア メ リカの機 器 が ヨー ロ ッパの場 合 もシ ェア ーが 多 く,

ヨー ロ ッパ 製 の オ ンラ イ ン機 器 もア メ リカの標 準 に な らって い るか

らで あ ろ う。 こ の除 国原 ネ ッ トワ ークで使 用 され る通 信 回線 上 の機

器 にっ い ては 国際 規格 或 は ア メ リカの標 準 と互換 性 を保 つ よ うにす

べ きで あ る。

② そ れ ぞ れ 異 な った シス テ ム間 で の ソ フ トウ ェア を全 く互換 性 を持

たす とい っ た こ とは 非 常 に困 難 な場 合 が 多 く,こ れ に対 して 自動 的

に ソ フ トの変 換 をは か る とい った こ とを計 画 せ ず.即 ちゃ た ら と理
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想 的 な こ とをおわ ず 実用 化 を第 一 と して如 何 に して異 種 コ ン ピュー

タ間 の ソ フ ト ウェア を取扱 うか とい った こ とにた いす る基 本 的 問題

に取 り組 む必要 が あ る。

⑤ 国 際 間 の ネ ッ トワー ク上 では デー タや プ ロ グ ラムが往 復 或 は蓄 積

され る こ とに な る。 この際 これ 等 の デ ー タや プ ログ ラムの保 護 或 は

コ ピー ライ トとい っ た権 利 の確 立 をは か る こ とを取 りあげね ば な ら

なbo

④ 国 際 ネ ッ トワ ークで は デ ー タの プ ライバ シ ーや機 密 保護 が重 要 な

問 題 とな って ク ロー ズア ップさ れ る。 情 報 化 社 会 の発達 に と もな い

今 日で さ え個 人 の プ ラ イバ シー に 関す る デー タの取 扱 い な どは種 々

議 論 され てい るo

国際 間 とな る と国 内 だけ の場 合 以 上 に問 題 は 困 難 さ を ます こ とに な

るが,ど .うして も機 密 に 関 して国 漢的 に も何 等 か の法 規 制 が 検討 さ

れ るべ きで あろ う。

⑤ 国際 ネ ッ トワーク を通 じて 利 用 さ れ る情 報,デ ー タ自身が 回線 を

通 じ,あ る意 味 で輸 出.輸 入が お こ なわ れ るが,こ の問題 を将 来 ど

の よ うに取扱 うか とい うこ とは 検討 の項 目で あ る。

⑥ 国際 ネ ッ トワーク を通 じデ ー タや プ ・ グラ ム等 が 自由 に入 手 出来

る よ うに な り,そ の 利 用 された もの に よりお た がい に トラ ブルが生

じた際 の損害 賠 責,保 証 とい っ た問題 に対 して恐 らく各 国 内 で法 解

釈 が こ となっ てい るの で,こ れ にっ い て も充分 研究 さ るべ き問題 で

ある。 例 えば あ るサ ー ビス を利 用 し,そ の プ ログ ラムに よ り橋 を建

設 した ところ プログラム ・エラーに より橋 が こわ れ た場 合 プ ロ グ ラム

提 供 者 に はそ の責 任 が ない とい った例 もあ る。
'た

また ま 利用 者 が 日本 で あ った場 合 ど うな る の か とい っ た こ と も研

究 す べ きで あ ろ うo,『

⑦ 現 在 国際 回線 の料 金特 にわ が国側 の料 金は 他 国 に較 べ た か く.こ

の た め一 部 の企 業 で ア ジア の デ ー タ・セ ン ター を香 港 に移 して い る と

ころ も出始 め てい る。 国 内 の通 信 回線 にっ い て,そ れ が他 国 に較 べ

割 高 と して も.競 合者 はい ない が.国 際 間 では す で に 他国 に競 争 相
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手 が ある とい うこ とを認識 す る 必要 が生 じて きて い る。 これは 単 に

料 金問 題 で な く.今 後 ア ジア に おけ る回線 申継 地 点 がわ が 国 で あ る

とは 云 え ない こ とを意味 す る 重要 な問題 で あ る。

⑧ わ が 国 の現行 の 通信 回 線 利 用 特 に国 原 回 線 と国 内回読 の 切接 等 に

つ い て法 規 が複 雑 に して.今 後 国際 ネ ッ トワー ク形 成 のた め に問題

と な ら ないか の 検討 が 必要 で あ る。

㊧ 国 涼 ネ ッ トワー ク上 でわ が 国 の ハ ー ドウ ェア が海 外 の国 々にお い

て採 用 さ れ る事 は充 分 期待 出来 るこ とで あ り,特 に端 末機 器 は 今体

充分 輸 出 可能 で ある。 この た め の 八 一 ドウ ユアが 海外 で充 分 な保 守

態 勢 を と り得 る よ うに 泊 た が い の部 品 の互換 性 を と(た り,ま た他

国 の もの に較 べ 信 頼性 をた か め な どの こ とを研 究 す る こ とが 求 め ら

れ て い る0

4.国 際 情 報 ネ ッ トワー・一クを育成 す るた め に取 らね ば な らない施 策

① 国 籐 情 報 ネ ッ トワ ークは.ま だそ の 適 用例 が数 少 ない,し か し今後

必ず.急 速 な発 達 を とげ る もの で あ る。 わ が国 と してまず な さねば な

らな い こ とは.各 国 にお け る国 際 情報 ネ ッ トワ ーク活動 の あ らゆ る面

での 情 報 収集 の 強 力 な窓 口が設立 され るべ きで あ る。

す で に ある国 際 情報 ネ ッ トワ ー クに つ い て 自企業,他 企 業 或 は 社 会 的

機 関 等 を問 わ ず.ま た各 国 で計 画 され て い る もの にっ い て詳 細 な情 報

を収集,調 査 す べ きで あ る。

② 国 際 間 で電 送 さ れ る又 は蓄 積 され る情報 に対 し国 内及 国際 の法 規 問

題 につ い ての検討 を なす べ き で あ る。

国 内に お い て も.今 日情 報 ・デ ー タの プ ラ イバ シ 三問題 或 は 権 利 保護

とレ)った法 規 上の問 題 が 論 ぜ られ始 め て い るが,国 際 間 に お い ては .

特 に この問 題 に対 して慎 重 な研 究 が な さ るべ きで あ り、 他 国 に先 がけ

て、 方 針 を打 ち 出す べ きで あ る。

③ 現 状 で は デ ー タ通 信 上特 に国 際 間 に おけ る デ ー タ通信 にお い ては 、

電話 ・電信 の 如 くそ れに 関連 ず る機 器 の ハ ー ト㌔ ソ フ ト特 に電 送手 順

コー ド等 の 確 立 され た標 準 が ない。 しか し現在 機 器 の普 及 度 の 高 い ア
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メ リカの標 準 が す で に 利用度 が高 い .わ が国 に おい て国 内 で採 用 され.

て い る同様 な 」 エS規 格 を.国 際 間 の場 合 に も充分 互 換性 或 は 同時 使

用 に耐 え る もの とす べ きで ある。

国 産 の デ ー タ通 信 関連 機 器 は 今 日外国 機 器 とたX'ち に 互換 し得 る もの

は少 な く.こ れ は主 と して ハ ー ドウ ェアの技 術 で な く,先 に述 べ た よ

うな標 準 に関係 して い る問題 なの で ,今 後 コ ン ピュー タを含 め て機 器

の輸 出 をす る際 に も大 い に考 慮 され るべ き もので あ る
。

④ 国際 情 報 ネ ッ トワーク を積極 的 に受 け入れ る ため に .わ が 国 の現 行

の デ ー タ通 信 法 がは た して適 してい るか ど うか の検討 が なさ るべ きで
,

わ が国 の 自主 性 を重 じる こ とは 当然 だ が,そ の あ ま り逆 行 す る,よ うだ"

こ とが あ っては な らないo

今 日 ヨ三 ロ ツパの一 部 の国 で ア メ リカか らの情 報 ネ ッ トワー ク拡 大 に

た い して.警 戒 の余 り国際 間 デー タ通 信 に関 し門戸 を狭 ば め よ うとす

る態 度 に出 は じめ てい る ケース も あ る。 しか しわ が 国 に お い ては
丁・決

してそ の よ うな態 度 は と られ るべ きでは ない。

⑤ 国藤 間 の デ ー タ通 信 回線 料 金特 にわ が国 を中心 と した国 際 料 金 は 今

後 国際 情 報 ネ ッ トワ ーク形成 発 展 に重 要 な影 響 が あ り.す で に一 部 ヨ

ー ロ ッパ .ア メ リカか らア ジアへ の ネ ッ トワ一一クの 中継 中心 地 を 日本

か ら隣 接 国 に移 す 傾向 す ら出 てい る。 国際 間 の デ ー タ通 信回 線 を取 扱

っ て い る通信 業 がわ が国 の場 合・独 占企 業 で ある だけ に対 策 を早急 に

た て るべ きで あ るo

⑥ 国 際 情 報 ネ ッ トワ ー クを形 成 す る場 合 巨額 の投 資 を要 す る こ とが 多

い。 そ の た め企 業 独 自で シス テ ムを完 成 させ るた めに は
,今 日ア メ リ

カ ・ヨー ロ ッパ 及一 部 のわ が国 で 多国籍 企業 と呼 ば れ て い る大企 業 の 』

み が.そ の負担 に耐 え る もの で ある。 この こ とか ら少 く と もわ が国 と

してア ジア地域 で 充分 使 用 に耐 え る共 同使 用 の コ ン ピュ ー タ ・ス パ ー

・セ ン ター を建 設す べ きで あ る
。

今 日.わ が国 の コ ン ピ ュー タ技術 レベ ルに改 良 を加 え る こ とに より
,

充 分現 実 の もの とな り得 る し.ま た近 い将 来打 ちあげ られ る .わ が 国

の通 信 衛 星 の利 用 と もあ いa－ て将 来 ア ジア に蹴 る共1司 セ ン ・最
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立の可能性 を検討 すべ きで ある。

B発 展 途 上 国 へ の情 報化 協 力

1.発 展 途 上国 情 報 化 の現 状 と問題 点

発 展 途 上 国 の情 報化 に対 す るわ が国 の 認識 は,ま だ 非 常 に低 い。 現在.

日本 は,発 展途 上 国 との協 力 にっ い て主 と して経 済 援 助 を 中心 に考 えて

い る。 そ してそ の 中 身は農 業 あ るい は工 業化 へ の協 力 がほ とん ど大部分

で あっ て,情 報化 に関 す る協 力は 全 く行 なわ れ て い な い に ひ と しい。

また,わ が国 の発 展途 上国 に対 す る協 力 の大部 分 が経 済 協 力 で あ る とい

う点 か ら社 会 福祉 的 な側 面 に対 す る協 力.た とえば 医 療 とか教 育 に 関す

る協 力 も非 常 に立 ちお くれ てい る のが偽 ら ざる現状 で あ る。 これ に対 し

国 際 的 に 見 た場 合 には,国 連 あ るい はユ ネ ス コ.WHOな ど各 種 の国際

機 関 に よる発 展 途 上 国 に対 す る先 進 国 の情 報化 協 力 は か な りの段 階 に進

ん でhるo

そ の 内容 は主 と して,1.コ ン ピュ ー タ要 員 の教 育,2.公 共 部 門 へ の コ

γ ピュ 一 夕 ・シス テ ムの導 入 とい う二つ の面 に置 か れ て い る。

最 初 の コ ン ピュ ー タ要 員 の教 育 につ い ては,発 展途 上国 が コ ン ピュ ー

タを導 入 す る場 合 に最 も不 足 して い るの がSE・ プ ロ グラ マー,あ るい

は コ ン ピ ュー タ室 の マ ネ ージ ャ ーな どの 専門,技 術 者 で あ って,こ う し

た面 の教 育訓 練 に 関す る協 力が か な り大 きい比 重 を占 め てい る。

次 の公共 部 門 へ の コ ン ピュー タ 。シス テ ムの導 入に 対 す る協 力は,具

体的 には発 展 途 上 国 の社 会補 償 あ るいは 中 小企 業 金融 な どの公 共 機 関や

政府 機 関 の事 務 処理 に 関す る コ ン ピュー タ ・シス テ ム の導 入 に対 す る協

力で ある。 こ う した協 力 も幾つ か の国 で は か な りの成 功 をお さ め て いる

とい え る。

ところ で,こ の よ うな国 際 機 関 の発 展途 上国 に対 す る情 報化 協 力政策

は 現在,1っ の 大 きな壁 に ぶつ かbつ っ あ る。 そ れは 根本 的 には発 農途

上国 が工 業化 レ ベ ルに お い て まだ 非 常 に お くれ て お り,し たが っ て高度

な情 報処 理機 能 を持 つ コ ン ピュー タの導 入に 関す る ニ ー ズが比 較的 少 な

い とい うこ とに帰 因 してい る。 そ してさ らに近 代 的 な事 務 処理 制度 が確
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立 して お らず,正 確 な数 字,デ ー タが得 られ ない こ とや コ ン ピ ュー タを

利 用 して経 営 管理 をや る必要 の あ る近 代 的 大 企業 のほ とん どが外 国 企 業

で あ る とい っ た こ とが これ に拍 車 を か け てい る。

この よ うな諸 理 由か ら発 展途 上国 に対 す る情 報化 協 力 が大 きな壁 につ

き あた っ て い る とい うのがそ の現 状 で あ る。

と ころ が,こ れ をや や 長 期的 に 見 る と,発 展途 上 国 に対 す る情 報 化 協

力 の問 題 は こん ご非 常 に重要 性 が高 ま る と同 時 に.経 済 協 力 と並 ん で非

常 な ウ ユー トを占 め る よ うにな る もの と考 え られ る。

そ の根 拠 と しては まず 第1に 先 進 国 と発 展途 上国 との か かわb合 い が

こん ごま す ます 密接 に な って く る こ とで あ る。

と くに最 近 の 中東 問題 を契 機 と した石 油 エ ネル ギー危機 の発生 は 国 際

社 会 経 済 の一体 化 ない しシ ステ ム化 の必 要 性 を高 め て きてい るが 当 然 こ

れは,発 展途 上 国 の情 報化 の問 題 と切 り離 して考 え る こ とは で き ない。

第2に は発 展途 上国側 で は.将 来 工 業化 あ るい は農 業 化 の協 力 の ほ か

に情 報 化 協 力へ の新 しい ニ ー ズが高 ま っ て くる最 近 は通 信網 の 設置 に 関

す る要 望 が 高 ま っ てき てい る し,ま た風土 病 そ の他 に関 連 した医 療 施 設

への 協 力 にっ い て の ニ ー ズも高 くな っ て き てい る。

一 方 これ に対 応 してわ が国 の情 報 化 の段 階 は ,従 来 の企 業 や政 府 の.

い わ ゆ る経 営 ベ ー スの情 報化 の段 階 か ら,医 療,教 育 あるい は 公 害,交

通.流 通 な どいわ ゆ る社 会 ペ ース の情 報 化 の段階 に入 ろ うと してお り,

い ま のべ た よ うな発 展 途 上国側 の ニ ー ズに対 応 し得 る条 件 が わ が国 の側
へ

にお い て整 い始 めて きて い る.と い うこ と もい え るわ け で あ る。

第3に は,さ らに長期 的 な展 望 の 上 に立 つ 場 合 には,先 進 国 と発 展 途

上国 との間 に おけ る情 報 ギ ャ ップの問題 が 指摘 さ れ る。 い ま まで に いわ

ゆ る工 業 ギ ャ ップが重視 され て きた が,将 来 は これ に加 え て情 報 ギ ャ ッ

プの拡 大 の問題 が起 こっ て くる。

そ して,情 報 ギ ャ ップの拡 大 は 知 的 格差 に つ らな っ て くる もの で あ り,

そ れは 究 極 的 には工 業化 ギ ャ ップを さ らに 拡 大す る ことに もな る。 そ う

した意味 合 いか ら,情 報 ギ ャ ッ プを解 消す る とい うことが将 来 の南 北 問

題 にお け る重 要 な課 題 に な^て く る こ と も考 え られ るの で あ る。
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この よ うな諸点 か ら見て,わ が 国 と しては 新 しい立 場 か ら発 展途 上国

の 情報化 の 問題 を見直 さ なけ れば な らな い時 期 に きて い る とい え る。

2.情 報 化 協 力 の基 本 的 方 向

わ が 国 が 今後,発 展途 上国 の情 報 化 を積 極的 に進 め よ うとす る場 合 に

は,あ らか じめそ の 基本 的 な あ り方 にっ い て検 討 してお く必 要 が ある。

第1に は,わ が国 の発 展 途 上 国 に対 す る情報 化 協 力 の基 本 原 則 の確 立

で あ る。 これ は 次の よ うな5っ の 原 則 基 準 に基 づ い て行 なわ れ るの が望

ま しい。

1相 手 国 の経 済発 展,社 会 福祉 の 向 上 に貢 献 す る種 類 の情 報技 術 協 力

を行 な うこ と。

2発 展 途 上 国 の 多様 性 に対 応 した情 報 技 術 の 自立 化 を促 進 す る こ と。

3発 展 途 上 国 固有 の社 会 的 ゆ が み を発 生 させ ない よ うな配慮 を行 な う

こ とo

まず最 初 の.相 手 国 の経 済発 展.社 会 福祉 の 向 上 に貢 献 す る形 で情 報

化 協 力 を行 な う とい うこ とにつ い て は,こ れ は 言 うま で もな い こ とで あ

るが.最 近.特 に東 南 ア ジ アに お け る対 日感 情 の悪化 が表 面化 して きて

い るお りか ら.日 本 と しては 今後 の 情報 化 協 力 につ い ては特 に この 点 を

留意 す る必 要 が あ る。、ま た.情 報 化 協 力 は工 業化 協 力 と違 って企 業 ベ ー

ス では 実 施 しに くい面 が あ る。 そ こ で,当 然 これ+は政 府 ベ ーース で行 なわ

れ る こ とに な るが.こ うい う点 か ら しで も より一 そ う相手 国 の利 益 を尊

重 す る とい う立 場 を この際,強 調 す る必 要 が ある。

次 の ・発 展途 上国 の 多様 性 に対 応 した情 報 技術 の 自立 化 を促進 す る と

い う点 で あ るが,発 展途 上国 とい っ て もい ろい ろ な タイ プが あ る とい う

こ とを前提 と して.こ れ に対 応 したそ れ ぞれ 異 な った情 報 化 協 力 を行 な

う必 要 が あ る。 具 体的 には,発 展途 上国 の 中に は す で に 中進国 的 な段階

に 到達 して い る ところ が あ る。 また一 方,ま だ よ うや く工 業化 の初 期 の

段 階 に 入 ろ うと して い る国,あ るい は も っ と農 業社 会 的 な基盤 の強 い国

が ある。 しか もこ う した国 の中 に は,ア ラ ブの よ うな 資源 を非 常 に豊富

に持 っ てい る国 と,パ キ ス タ ンの よ うに貧 困 な国 との2つ に分 け る こ と

が で き る。 そ こで,こ う した相 手 国 の 多様性 に 応 じて情 報化 協 力 をそ れ
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そ れ区 別 す る必要 が ある。

す で に初 期 の工業 化 段 階 を終 え た 中進 国 に対 しては,コ ン ピュー タ産

業 そ の もの の 自立 化 には か なb問 題 が あ る と して も,IC.端 末機.、 ソ

フ トウェ ア な ど.情 報 関 連産 業 の育成 とい うこ とは情 報 技 術 の 自立化 の

可能 性 を十 分 持 っ て い るの で,こ う した面 につ い て相 手 側 の民族 資本 と

わが 国 の民 間 資本 との合 弁,あ るいは 国 家聞 の借 款,技 術 援 助 とい う手

段 を通 して これ らの国 に対 して積 極 的 な情 報技 術 自立化 に 関す る協 力 を

行 な う必要 が ある。

ま だ工 業 化 段 階 に達 してい ない発 展途 上国 の 中で も資源 保有 型 の諸 国

に対 しては.た だ 単 に先 進国追 随 型 の工 業化 路 線 を踏襲 す るの では な く

て.む しろ社 会 開 発 とか.あ る いは医 療,教 育 とい うふ うなか な り大胆

な情 報化 路 線 を組 み込 ん だ新 しい型 の未来 国 家 へ の ビジ ・ンを持 った情

報 化 協 力 を積 極 的 に進 め るべ きで あ る.そ のほ か の.あ ま り資源 を持 た

左い 発展 途 上 国 につ い ては,医 療,教 育 を柱 と した国際 的 な情 報 技術 援

助 を積 極 的 に行 在 うと ともに.さ らに教 師,医 師,保 健 婦,あ るいは検

査技 士 な どの養 成 のた め のCA工 教 育 を行 な うべ きで ある。

そ の次 に.発 展途 上国 固有 の社会 的 ゆが み を発生 させ な い よ うな配 慮

をす べ きで あ る とい う考 え方 で あ るが,こ れは,発 展途 上国 へ の情 報化

協 力が 相手 国 の過 剰 労働 力 の増加 を さ らに助 長 す る よ うな政 策 を避 け る

こ とがそ の1っ の具 体 的 な例 にな る◎ た とえば ,紡 績 工 業 へ の オ ー トメ

ー シ ョ ンの大 幅導 入 に よる繊 維 産 業 の単 純 労働 者 の 大 量失 業 とい うふ う

な問 題 が これ に該 当す るの で あって,こ うした こ とを十 分 配慮 に 入 れ た

上 で情 報化 協 力 を行 な う とい うことが必 要 で あ る。

第2の.工 業 化.情 報 化 の同時 的 推 進 にっ い て い えば,発 展 途 上 国 に

とっては工 業 化 は国 民 の熾 烈 な基 本 的欲 求 で あ り,そ の重 要 な国家 目標

に な って い る こ とは 事 実 で あ る。 しか し,発 展途 上国 が先 進 国 の工 業 化

をそ のま ま踏襲 して まず 工業 化 を推 進 し,そ れ が進 ん だ あ と で情 報 化 を

考 え る とい うふ うな.い わ ゆ る2段 階 論 的 な考 え方 は この際 改 め て,工

業化 と情 報化 を同時 的 に推 進 す る とい うふ うな方 向 が考 慮 され る必 要 が

あ る。 こ うした同時 並 行的 な情報 化 の推進 は,必 ず し も工 業 化 と矛 盾 す
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る もの では な い し,む しろ適 切 な手 段,方 法 を と る こ とに よっ て発展途

上 国 の産 業 社 会 の発 展 や 社 会 福祉 の 向上 に大 い に貢 献 す る こ とが可能 に

な るo

そ こで,こ の工 業化 と情 報 化 を同時 的 に推 進 す る とい う方 向 と しては.

次 の2っ の方 向 が考 え られ る。

そ の1っ は,工 業 技 術 の導 入 に あた っ て無 公 害,省 資源 ・省 知 的 労働

型 の工 業技 術 の 協 力 に重 点 を置 く とい うことで あ る。 この無 公 害.省 知

的労 働 型 と称 す るの は,今 後,発 展途 上国 が単 な る資源 輸 出 だ け でな く

て素材 産 業 へ の発 展 に進 む こ とは歴 史 の流 れ で あ り.具 体 的 に は.鉄 鋼.

石油 精 製 プラ ン トが建 設 さ れ る よ うに な る。 この場 合,・そ う した プ ラン

ト建 設の 協 力,援 助 が 相手 国 に公 害 を もた らす とい うこ とに な っては な

らない。 そ こで,ま ず 完 全 な無 公 害技 術 が これ に伴 わ なけ れば な らない。

これ は先 に述 べ た,相 手 国 砲利 益 を尊 重 す る とい う立 場 か ら も当然 の こ

とに な る。

ま た も う1っ の 省知 的 労働型 とい うの は,高 度 な技 術 者や 管理 者 が で

き るだ け少 な く てす む よ うな タイ プの 工業 化 の 協 力 を指 す。 これ は,で

きる だけ オ ー トメー シ ョン化 をす る ことに よって プ ラ ン トの運 営 に必要

な高度 な知 的 労 働 を で きる だけ節 約 しよ うとい う考 え方 で あ る。 こ うし

た考 え方 は い ま ま で の プ ラ ン ト輸 出 と比 べ て,相 手 国 に おけ る技 術 者や

専 門家 の 不 足 を カバ ーす る とい う点 にお い てか な り重 要 視 され る もので

あ る。そ して,こ の よ うな方 向 で進 む な らば,無 公 害 とい うい わ ゆ る エ

コ ・ ジー的 な立 場,さ らに先 ほ ど言 っ た.社 会 的 な ゆ が み を もた らす と

い うふ うな こ と もな く,逆 に高級 技 術 者 や 管理 者 の不 足 とい った ネ ック

を解 消 しな が ら.し か も経 済 の発 展 を促進 す る とい う面 で,ま さに一 石

三 鳥 の効 果 が 期待 で き る。 そ して.こ れ ら2つ の 工 業 技術 はい ず れ も高

度 の情 報技 術 を伴 うもの で あ り,こ うした意 味 合 いか ら情 報技 術 援 助 の

一 形 態 と見 なす こ とが で き る
。

ま た.次 の情 報 化 援 助 の社 会 的 分野 へ の重 点 指 向 とい う問題 で あるが,

これ は近 代的 な 大企 業 がほ とん どない相 手 国 に とっ て.企 業 に おけ る情

報技 術 の利用 とい うニ ー ズは あま りな い。 これ に 反 して.通 信網 の形成
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あるいは地域 開発.さ らに医療,教 育 とい った社会的分野 へのニー ズは

こん ご急速 に高ま って くるとみ られ るので あって.こ れか らの発展途 上

国の情報化援助 は.む しろこ うした社会的 分野 を重点指 向す ることのほ

うが大 きな プラスにな ると考 え られ るので ある。そ して この点 は.先 に

も述べ た よ うに,わ が国の情報化 の段階 が よ うや く企業 ベースか ら社 会

ベ ースへ移行 しようと してきてい ることに対応す るもので あって.こ の

点は相互補完的 な関係 に ある。そ して,特 に発展途上国 では極度 に医療.

教育 関係 の知的 なス タッフ及び施 設が不足 しており・ こ うした ネ ックは

新 しい社会 ベ ースの情報化 の技術 を大幅 に取 り入れ ることに よって解 消

され,そ の結果発展途上国の医療水 準 あるいは教 育水準を大幅 に向上す

ることができる。そ の意 義は,ま ことに画 期的 なものが あるといわ なけ

れば ならない。そ してさ らに この工業化 と情報化 の同時的推進 の もた ら

す総 合的成果は,非 常 に大 きな ものが ある。

そ の第1の 成果は,工 業 ・情報技術 の両 ギャップを同時的 に縮 小す る

ことがで きるとい うことである。発展途 上国 が もし無公害,省 知的労働

型 の工業技術 と医療,教 育 といった面の社会 ベースの情報化 を同時 に推

進す ることに よって,ま ず発展途 上国においては工業及 び情報技術 自体

が急速 に向上 して くる。そ して特 に教育水準の向上は,近 代的 な工業 労

働者や情報 関係技術 者の養成 を可能 に し,こ れをテコに して将来の工業

の近代化 ない し知識産業の形成 の大 きな技術 的基盤にす ることが できる。

また,医 療 に関す る情報化 協力は,一 時的 には発展途 上国 の人 口増加

を拍車 づける とい うことになる。そ れは.医 療 水準の向上は国民 の健康

状態 を改善す る し,平 均 余命 を延長 させ るか らである。 しか し一方 にお

いて.教 育水準の向上がやがて一般国民 の中に産児制限 に対す る 自覚 を

高め,こ れ が人 口爆発 の人為的抑制 を可能 にす ると考 え られる。 こ うし

た点 か ら医療 システ ムの導 入は,風 土病 を根治す るとい う画期的 な成果

のほか に国民一般 の健康 水準の上昇 に も役 に立つ。そ して これ が教育水
グ

準 の向 上 と相 まっ て発 展途 上 国 の 文化 的.知 的 水 準 を上 げ る の に寄 与す

る。 そ して,さ らに長 期 的 に考 えれば.エ コ ロジ カル な国際 分 業 体 制 の

整 備 とい うもの に も寄 与す る と考 え られ る の で ある。

一121一



す なわ ち,禽 公 害 型 の 素材 産 業 と して の仁 鋼 あ るい は石 油精 製 産 業 の

発 展,さ らtrct';報産 業 分野 に お け る特 化 傾 国 に よっ て,発 展途 上 国 は新

しい型 の国 際 分 業 の方 向 を指 向 す る よ うに な る。 しか もそ れは 無 公 害,

省 資源 型 の産 業化 を本 来 指 向 して い るの で あっ て,自 然 と経 済 と人間 と

の 間 の エ コ ロ ジ カ ル な形 で の国 際 分業 体 制 の整 備 に寄 与す る。 これは.

21世 紀 に向 か っ て グ ローバ ル な形 に お け る国 際 間 の 協 刀体 制 の整備 が

望 ま れ るお りか ら特 に重視 され る もの で あ る。

第3の 情 報化 協 力体 制 の確 立 の点 にっ い て い えば.こ れは 大 き く分 け

て2っ に な る。 そ の1っ は,発 展途 上国 に対 す る情 報化 協 力の 長 期的 プ

ログ ラ ムを策 定 す る こ とで あ る。そ の2っ は,発 展途 上国 の情 報化 協力

組 織 の整 備 の 問題 で あ る。

最 初 の長 期的プ ロ グ ラムの策定 にっ い て い えば,場 当 た り的 な情 報化

協 刀 で な く,今 後少 な く と も10年.20年 とい うふ うな長 期 的展 望 の

も とには っ き り した情 報化 協 力 の方 向 な り,具 体 的 な プ ロ グラ ムを策定

す る必要 が あ る。 そ の場 合 まず 何 より も重 要 な こ とは,す でに述 べ た よ

うな.情 報化 協 力 の基 本 原 則 な り基 本 方 向 の 上に の っ とって具 体 的 な プ

ログ ラ ムをっ く る こ とで あ り,そ れは さ しあた りGNPの1%を 海 外協

力 に 回す とい うこ とがす でに 国際 的 に約 束 させ られ て い る 日本 に とって,

そ の国 際 協 刀 の 中 の少 く とも半 分 の0.5%く らい は 今後10年 後 く らい

に お い て これ を達 成 す る とい う具 体 的 目標 を立 て る の もそ の1っ で あ る。

ま た.そ れ ぞ れ の 相手 国 の 事情 に応 じた 長 期的 な情 報化 協 刀 プ ・ グ ラム

を.そ れ ぞ れ の相 手 国 との国 家 ベ ー ス にお け る交 渉 に おい て煮 詰 めて い

く必 要 が あ る。

さ らに一 方.協 刀組織 の整 備 の 問題 に つ い て い えぱ,今 後 か な り大が

か りな情 報化 協 力が 行 わ れ.そ の 金額 もふ える し,こ れに要 す る要 員 あ

るい は施 設 もか な りの 量に達 す る こ とに な るか ら,当 然 こ うい う もの を

担 当す る国 際 機 関 の 設 置 が必 要 とな る。 さ しあた り海 外情 報化 協 力事 業

団 とい うもの を設 立す る こ と も1っ の案 で ある し,ま た,現 在 進 ん で い

る海外 協 力関 係 の機 構 統 合 の中 でそ の1つ の 部 門 に こ う した情 報化 協力

プ ロパー を担 当す る部 門 をつ く る とい うこ と もそ の1つ の方法 で あろ う。
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ま こ,対 外 的 な組織 の整備 にっ い ては,国 際 情 報機 構 の 設立 に対 して

積 極 的 に参 加 をす る こ と も1つ の有 力 な方法 と して考 え られ る。 この 国

際情 報機 構 の 設 置 にっ い ては,昭 和48年6月 に イ ス ラエ ルの テ ル7ビ

ブで開 催 され た第20回 国際 経 営 科 学 会議 で,こ の国際 情 報 機構 設立 に

関す る決 議 が行 なわ れ て い る。 そ うい う意 味 か ら も日本 は.そ の 設立 に

対 して積 極 的 な役 割 りを演 ず る とい うこ とが国際 的 な情 報化 協 力体 制 の

整 備,そ の 中 で の指 導 的 役 割 りを 日本 が演 ず る とい うふ うな意味 合 いか

ら も重要 な布 石 に な る と考 え られ る。

3.具 体 的 提 案

そ こで,今 後 わ が国 が発展途 上 国 に対 す る情 報化 協 力 を行 な うとい う

こ とを前 提 と して,次 の3っ の具体 的提 案 を した い。

第1'は,国 際 情 報 機 構 へ の中核 的 役 割bの 担 当 で ある。 先 に述 べ た ご

とく,近 い将来,国 原 情 報 機構 が設 立 さ れ る こ とは ほぼ確 実 で ある。 現

在,世 界 的 な傾 向 と して工業 化 はす で に限 度 に到 達 し,先 進 国 を 中心 と

して脱 工業 社 会 に入 る とい うこ とは,ほ ぼ 見透 され て い る ところ で あ る。

しか も昨 年 の エ ネ ル ギ ー危機 を契機 と して ま'すます省 資源型 に各 国 と も

進 ま なけ れ ば な らない。 一 方 これ と対 応 して,発 展途 上国 の工 業 化 問題

につ い て も同様 の立 場 か ら,何 らか の形 で グ ロー バ ルな調 和 の秩 序 の 中

に取 り入 れ て い く とい う必要 が ある。 さ らに発 展途 上 国 に対す る社 会 ベ

ース の情 報 化 協 力 が 今後 ,積 極 的 に行 なわ れ る よ うな基 盤 が新 しく成 立

して きて い る。 そ う した観 点 か ら して 今後1,2年 の間 に国際 情 報 機 構

の設立 は おそ らく国 連 を 中心 に して 具体 的 な課題 に な る と思 わ れ る。

そ こで わ が国 と して は この際,積 極 的 に国 際 情 報機 構 設立 に対 して リー

ダ ー シ ップを と り,そ の 中核 的 な役割 りを担 当す る こ とが 望 ま しい。

そ の具 体 的 な方 法 と しては,国 連 に働 きかけ,国 際 情 報機 構 設 立 の準

備 委 員 会 の招 集 を提 唱 す る こ とで あ る。 そ して将 来 設置 され る国際 情 報

機 構 と しては 次 の よ うな機 能 を果 たす こ とが期待 され るわ け で あ る。

1各 国 間 の情 報 ネ ッ トワ ーd.クの形 成 とそ の効 率 的 運 営 の た めの基 盤 整

備

2上 記 に 必要 な国 際 条 約 の締 結
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5上 記 に 関連 す る国 際 紛 争 の調 停

4発 展途 上 国 に対 す る情 報 関連 教 育

5発 饅途 上 国 へ の 情 報 化 協 力 の促 進

もち ろん.こ の 国 際 情 報機 構 は発 展途 上 国協 力 の み な らず 先 進 国 相 互

間 に おけ る情 報化 協 力 の問 題 が あ るoし か し,こ の機 構 が果 たす 重要 な

役割 りは,言 うま で もな く,発 展途 上国 に対 す る情 報 化 協 力 に ある。

そ こ で この 国際 情 報 機 構 は,将 来,国 連 の下 部機 構 と して重 要 な機 関 の'

1っ に な る こ とが 予測 さ れ る の で あ って.こ の際,わ が国 と しては こ う

した国 際 情報 機 構 の設 立 に対 して イニ シ アチ ブ を と り,国 際 情 報 機構 設

立 に 関す る各国 間 の準 備 委 員 会 の設 置 を提 唱 す る こ とを提 案 す る もの で

あ るo

第2の 提 案 は,通 信 衛 星 を利 用 した遠 隔教 育及 び遠 隔 医 療 シス テ ムの

設置 で ある。 発 展 途 上 国 に お い て社 会 的 な分野,特 に医 療,教 育,通 信

にっ い て最 近特 に 高 い ニ ー ズを示 し始 め て きて い る こ とは,先 に述 べ た

ところ で あ る。 と ころ で,そ の 中 で最 も重要 な,具 体的 な 国際 プ ロジ ェ

ク トと しては,通 信 衛 星 を利用 した遠 隔 教 育及 び遠 隔 医 療 の2つ の シス

テ ムが ある。遠 隔教 育 あ る いは遠 隔医 療 の具 体 的 な方法 と しては.通 信

衛 星 を通 じて 日本 か ら直接 行 な う方法,あ るいは 東 南 ア ジア あ るい は ア

ラブ地域 に 静止衛 星 を飛 ば し,そ れ を通 して各 国 が共 同 にそ う した情 報

ネ ッ トワー クを国 際 的 に利 用 す る とい う方法 も考 え られ るわ けで ある。

そ して.こ う した新 しい通 信衛 星 の技 術 を利用 しなが ら,し か も高度 な

国際 情 報 ネ ッ トワー ク技 術 を駆 使 す るこ とが で きれ ば,従 来 見 られ な い

画 期的 な教 育 あ るい は 医療 施 設 シス テ ムを導 入す る こ とが で き る。 教 育

の場 合,も ちろんそ こ には 各 国 の 言語 の 相違 が あ り,こ れ に 関連 した ソ

フ トウェアの 開発 には 現 地側 の 積 極的 な協 力 が 必要 で あ る。

しか し,通 信衛 星 を利 用 した教 育 シス テ ムの非 常 にす ぐれ て い る点 は.

情報 処理 『ス トが 大幅 に低 減 す る とい うこ と。 ま た教 師 あ るい は教 育施

設 な どの 財政 的 あ るい は 人 的 資源 の制 約 がか な り緩 和 され る とい うこ と

で あ る。 ま た こ う した もの は 国際 的 な共 同利 用 に よって ま す ま すそ の効

果 をあげ る もの で あ る。 そ して これ が軌道 に乗 れば,発 展 途 上国 の 多 く
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の国 民 が文 字 を読 む こ とが で き る よ うに な る・し,工 業 社 会 の基 礎 に な る

と ころの知 識,技 術 を身 につ け た労働 力 の育成 の た め には非 常 に有 力な

手段 に な る。 一 方,遠 隔 医 療 シス テ ム も同 様,発 展 途 上国 に お け る風土

病 の撲 滅,あ るい は 一般 的 な健康 水 準 の向 上,さ らに 人 口制 限 に対 す る

処 置 等 を考 えた場 合 に,教 育 システ ム と同様,重 要 な意 味 を持 つ もの で

あ る。 と くに.医 師 の不 足 あ るい は施 設 あ問 題 等 を考 え た場 合 には,教

育同 様 そ の効 果 は非 常 に画 期的 な ものが ある。

そ こで.こ の際 わが 国 と して は.こ う した思 い 切^た 大 が か りな イ ン

ター ナ シ ョナ ル ・プ ロジ ェク トを東 南 ア ジア あ るいは ア ラブ ,ア フ リカ

地域 等 に重 点 的 に これ を行 な うこ とに よっ て発 展途 上 国 の文 化 水準 の大 .

幅 な向 上,あ る いは社 会 福 祉 に対 して大 き く寄 与す べ きで あ る。 また◆、

この よ うな シス テ ムは わ が国 の 国際 的 な情 報化.あ るいは全 国 的な 経 済,

社 会 水準 の 情報 化 に非 常 に寄 与す る こ とに もな る ので あ(て.こ う した

点 か ら考 え る と.通 信 衛 星 を利用 した遠 隔 教 育 並び に遠 隔 医 療 シス テ ム

の発 展途 上 国 に対 す る情 報 化 協 力は,わ が国 自体 の情報 イヒ技 術 の促進 に

も非 常 に大 きな イ ンパ ク トを 与え る とい え るわ け で あ る。

第5の 具 体 的 な提 案 は,コ ン ビュー一夕平 和 部隊 の派 遣 で あ る。 この コ

ン ピ ュー タ平 和 部隊 の任 務 は発 展途 上国 の地域 開発 ある いは 工 業化 計 画 ,

文盲 の解 消.風 土病 の撲 滅 とい った社 会 開 発,あ る いは経 済 発 展 の た め

の プ ロ ジ ェク トに関連 した情 報 シス テ ムの導 入 を主眼 とす る もの で あ る。

そ して こ うした分野 に シス テ ム分析 そ の他 の手 法 を用 い,さ らに コ ン ピ

ュ ー タと通 信 技術 を結 合 した新 しい先端 的 な情 報技 術 を組 み 合 わ せ る こ

とに よ(て 画 期的 な社 会経 済 シス テ ムを開 発 す る こ とが 可能 に なる。

そ して.こ れ には 日本 の若 い シス テ ム ・エ ンジ ニア,ア ナ リス ト,プ ロ

グ ラマ ーを積 極 的 に参 加 させ,こ う した情 報 関連 の若 い ジ ェネ レー シ ョ

ンに夢 と ビ ジ ョン を持 たせ.さ らに国 際 協 刀 に対 す る新 しい連 帯 感 を植

えつ け る とい うこ とに も重要 な意 味 を持 つ もの とい え る。 これ に必 要 な

技 術.設 備.要 員.資 金 の 裏 づけ ぱ 当然,国 家 が行 なわ なけれ ば な らな

い が・ 先 ほ ど言 った ・国原 海 外情 報 化 協 力事 業 団 とい うふ うな もの の 中

に こ う した プロ ジ ュク トを当然 組 み込 む こ とが考 え られ るわ け で ある。
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も し.こ の よ うな新 しい 形 の平 和 部隊 が発 嚢途 上国 に積 極 的 に派遣 され

る な らぱ.発 展途 上 諸 国 と日本 の 若 い ジ ェ 不 レ ー シ ョンとの間 に おけ る

文化 交 流 とい う面 か ら も大 きな効 果 が 期待 され る次 第 で あ る。
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